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²þ{xy»2ëm���1}ï�~çïßüùû{\¿{1^�
Vß~YÌ|~~Þç´ç�²SV{vëu{1ÿ�~|~|þ~
×U´|~¿ÿ~²÷ýüñýý²�v2\f{1Þç÷�~þÙ
_mxwvÿ�öz÷ü¿ßÖ1o¿ÿ{Uqv~îÌ²ßýy»
zyw1Þç÷�~�±~ÿ�²ÿßy»xq{1ÿí�~þkå
ÿ´|~Ok~Þÿzy1|~{zq»{v{ttv�ïy»2

¸óüúúºð�{w|~ 7 0�ÿ�_{¸»ëm�k{¸º1¸óüúúºð�|~ý{¸»
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»2
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ÿ60�u0��ÿ
0¹ýüô´óöú¸·ó¹1÷ü¿µ´¸ó¹~úºÜ{tt
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ÿ80o¿0ókÿ
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�iýþ^ï��0¯��ÿ{{·¿»}~~ûÌè
îÜ6~þ

u�
Ûõ

ýu�
Ûõ

ßû
Ûõ îÜ7~þ

u�
Ûõ

ýu�
Ûõ

ßû
Ûõ

Yö~Ïu

^ï�� ^ï��
Ūn�ø ÿïŪn�ù 265 ÿ 1,060 Ūn�ø ÿïŪn�ù 265 ÿ 1,060
Ūn�ø ��ôéŪn�ù 266 ÿ 1,064 Ūn�ø ��ôéŪn�ù 266 ÿ 1,064
Ūn�ø ÿ�Ūn�ù 220 ÿ 880 Ūn�ø ÿ�Ūn�ù 220 ÿ 880
ý�ø ýß�ù 533 ÿ 2,132 ý�ø ýß�ù 533 ÿ 2,132
ý�ø �ÿ�ù 164 ÿ 656 ý�ø �ÿ�ù 164 ÿ 656
Ū÷�ø Ū÷�ù 373 ÿ 1,492 Ū÷�ø Ū÷�ù 373 ÿ 1,492
Ū÷�ø ó¸ý¹÷¶´ó�ù 180 ÿ 720 Ū÷�ø ó¸ý¹÷¶´ó�ù 180 ÿ 720
W�ø þü±ö³ó°�ù 438 ÿ 1,752 W�ø þü±ö³ó°�ù 438 ÿ 1,752
W�ø _ű�ù 210 ÿ 840 W�ø _ű�ù 210 ÿ 840
ç�ø åoç�çW�ù 122 ÿ 488 ç�ø åoç�çW�ù 122 ÿ 488
ç�ø ó�ó�ç�ù 152 ÿ 608 ç�ø ó�ó�ç�ù 152 ÿ 608
ç�ø ö�ù 76 ÿ 304 ç�ø ö�ù 76 ÿ 304
ç�ø �ó�ù 142 ÿ 568 ç�ø �ó�ù 142 ÿ 568
ç�ø ôéwv�ù 55 ÿ 220 ç�ø ôéwv�ù 55 ÿ 220
ç�ø ¸óüúúºð�ù 124 496 ç�ø ¸óüúúºð�ù 124 496
ýóøÿü¿åy�ø ýóøÿü¿åy�ù 235 ÿ 940 ýóøÿü¿åy�ø ýóøÿü¿åy�ù 235 ÿ 940
þ�ù�ø ßv�ù 77 ÿ 308 þ�ù�ø ßv�ù 77 ÿ 308
þ�ù�ø �_�ù 147 ÿ 588 þ�ù�ø �_�ù 147 ÿ 588
ÿ�³ÿõû±ü·÷ó�ø åo��ù 71 ÿ 284 ÿ�³ÿõû±ü·÷ó�ø åo��ù 71 ÿ 284
ÿ�³ÿõû±ü·÷ó�ø uçW³ÿõû±ü·÷ó�ù 150 ÿ 600 ÿ�³ÿõû±ü·÷ó�ø uçW³ÿõû±ü·÷ó�ù 150 ÿ 600

4,000 ÿ 16,000 4,000 ÿ 16,000

^ï����ö ^ï����ö
Ūn�|Äù Ūn�^�ÿM) 30 ÿ 60 Ūn�|Äù Ūn�^�ÿM) 25 ÿ 50 ÛõYöÿ·5ÿ
Ūn�|Äù Ūn�^�ÿD) 3 ÿ 9 Ūn�|Äù Ūn�^�ÿD) 3 ÿ 9
ý�|Äù ý�^�ÿM) 25 ÿ 50 ý�|Äù ý�^�ÿM) 25 ÿ 50
ý�|Äù }Ïý�^�ÿD) 3 ÿ 9 ý�|Äù }Ïý�^�ÿD) 3 ÿ 9
ý�|Äù }ý�^�ÿD) 3 ÿ 9 ý�|Äù }ý�^�ÿD) 3 ÿ 9
ç�|Äù åo�åoç�^�ÿMÿ 10 ÿ 20 ç�|Äù åo�åoç�^�ÿMÿ 10 ÿ 20
ç�|Äù ó�ó�ç�^�ÿM) 5 ÿ 10 ç�|Äù ó�ó�ç�^�ÿM) 5 ÿ 10
ç�|Äù ö�^�ÿM) 5 ÿ 10 ç�|Äù ö�^�ÿM) 5 ÿ 10
ç�|Äù �ó�^�ÿM) 10 ÿ 20 ç�|Äù �ó�^�ÿM) 10 ÿ 20
ç�|Äù wv�^�ÿM) 5 ÿ 10 ç�|Äù wv�^�ÿM) 5 ÿ 10
ç�|Äù �_�^�ÿM) 5 ÿ 10 ç�|Äù �_�^�ÿM) 5 ÿ 10
ç�|Äù ßv�^�ÿM) 10 ÿ 20 ç�|Äù ßv�^�ÿM) 10 ÿ 20

ç�|~ù ¸óüúúºð�^�ÿM) 5 ÿ 10 ^�~¯�ÿ^ûÿ
ç�|Äù åo�åoç�^�ÿD) 3 ÿ 9 ç�|Äù åo�åoç�^�ÿD) 3 ÿ 9
ç�|Äù ó�ó�ç�^�ÿD) 2 ÿ 6 ç�|Äù ó�ó�ç�^�ÿD) 2 ÿ 6
ç�|Äù ö�^�ÿD) 2 ÿ 6 ç�|Äù ö�^�ÿD) 2 ÿ 6
ç�|Äù �ó�^�ÿD) 5 ÿ 15 ç�|Äù �ó�^�ÿD) 5 ÿ 15
ç�|Äù wv�^�ÿD) 3 ÿ 9 ç�|Äù wv�^�ÿD) 3 ÿ 9
ç�|Äù �_�^�ÿD) 3 ÿ 9 ç�|Äù �_�^�ÿD) 3 ÿ 9
ç�|Äù ßv�^�ÿD) 3 ÿ 9 ç�|Äù ßv�^�ÿD) 3 ÿ 9
Ū÷�|Äù Ū÷�^�ÿM) 20 ÿ 40 Ū÷�|Äù Ū÷�^�ÿM) 20 ÿ 40
Ū÷�|Äù Ū÷�^�ÿD) 3 ÿ 9 Ū÷�|Äù Ū÷�^�ÿD) 3 ÿ 9
W�|Äù W�^�ÿM) 10 ÿ 20 W�|Äù W�^�ÿM) 10 ÿ 20
W�|Äù _ű�^�ÿM) 15 ÿ 30 W�|Äù _ű�^�ÿM) 15 ÿ 30
W�|Äù W�^�ÿD) 2 ÿ 6 W�|Äù W�^�ÿD) 2 ÿ 6
W�|Äù _ű�^�ÿD) 2 ÿ 6 W�|Äù _ű�^�ÿD) 2 ÿ 6
ýÛ|Äù ýÛ^�ÿ^�÷�Oº{ÿ 28 ÿ 84 ýÛ|Äù ýÛ^�ÿ^�÷�Oº{ÿ 28 ÿ 84

215 ÿ 495 215 ÿ 495

÷ÿ^ï�� ÷ÿ^ï��
vý�ø �{ù�ù 91 ÿ 364 vý�ø �{ù�ù 91 ÿ 364
vý�ø �øý�ù 40 ÿ 160 vý�ø �øý�ù 40 ÿ 160
vý�ø åyÿ[ý�ù 39 ÿ 156 vý�ø åyÿ[ý�ù 39 ÿ 156
Ū÷�ø Ū÷�ù 145 ÿ 580 Ū÷�ø Ū÷�ù 145 ÿ 580
Ū÷�ø åyþý¸ñóø�ù 45 180 Ū÷�ø åyþý¸ñóø�ù 45 180
þ��ø þ�çW�ù 40 ÿ 160 þ��ø þ�çW�ù 40 ÿ 160
þ��ø þ�ñ²�ù 40 ÿ 160 þ��ø þ�ñ²�ù 40 ÿ 160

440 ÿ 1,760 440 ÿ 1,760

÷ÿ^ï����ö ÷ÿ^ï����ö
vý�|Äù {îý�^�ÿM) 3 ÿ 6 vý�|Äù {îý�^�ÿM) 3 ÿ 6
vý�|Äù �}ù�^�ÿM) 5 ÿ 10 vý�|Äù �}ù�^�ÿM) 5 ÿ 10
vý�|Äù {î�ýý�^�ÿD) 2 ÿ 6 vý�|Äù {î�ýý�^�ÿD) 2 ÿ 6
vý�|Äù �}ôéù�^�ÿD) 2 ÿ 6 vý�|Äù �}ôéù�^�ÿD) 2 ÿ 6
Ū÷�|Äù Ū÷�^�ÿM) 3 ÿ 6 Ū÷�|Äù Ū÷�^�ÿM) 3 ÿ 6
Ū÷�|Äù Ū÷�^�ÿD) 2 ÿ 6 Ū÷�|Äù Ū÷�^�ÿD) 2 ÿ 6

17 ÿ 40 17 ÿ 40

ű ű

ű ű

ű ű

ű ű
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神奈川県

生田校舎　川崎市多摩区
　　　　　　  東三田２－１－１



生田校舎

• 向ヶ丘遊園駅（小田急線）北口より「専修大学前」行きバスで約 10 分  →終点下車

• 向ヶ丘遊園駅（小田急線）北口より「専修大学 9 号館」行きバスで 10 分→終点下車

• 向ヶ丘遊園駅（小田急線）北口より「聖マリアンナ医科大学」「あざみ野」行きバスで約 10 分

→正門へは専修大学入口・川崎ゴルフ場入口下車  徒歩 5 分  

→専修大学 120 年記念館入口へは専修大学 120 年記念館前下車  徒歩 3 分  

• 向ヶ丘遊園駅（小田急線）南口より徒歩 14 分（10 号館入口）

• 向ヶ丘遊園駅（小田急線）北口より「専修大学前」「専修大学 9 号館」行きには割引適用バ

ス〈100 円（専大生限定）〉も運行

• あざみ野駅（東急田園都市・横浜市営地下鉄）より「専修大学 9 号館」行き直行バス（学生

専用）で約 20 分

• あざみ野駅（東急田園都市線・横浜市営地下鉄）より「向ヶ丘遊園駅」行きバスで約 35 分

→正門へは専修大学入口・川崎ゴルフ場入口下車  徒歩 5 分  

→専修大学 120 年記念館入口へは専修大学 120 年記念館前下車  徒歩 3 分  
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６４．１

４２．８

４７．８

７６．４

川崎市

多摩区

東三田二丁目

枡形七丁目

主要地方道１３号横浜生田線

小田急電鉄小田原線

大道橋

根岸橋

遊反橋

天神社

岡本太郎美術館

東生田小学校

向ヶ丘遊園２

ダイアパレス

五

反 田川

調整池

三田第５公園

生田根岸跨線橋下公園

枡形６丁目こども公園

生田根岸

第１公園

テニスコート

生田根岸第２公園

テニスコート

テニスコート

第１公園

生田大谷

川崎国際生田緑地ゴルフ場

生田東グラウンド

明治大学

４０

３０

６０

７０

７０

６０

６０

４０

３６

４０

５０

５０

５０

８０

W

W

７０．２

７８．３
８０

倉庫H

倉庫E

倉庫I

11号館

ゴルフ
練習場

防災倉庫

第１体育寮
第２体育館

　2018.02

用具庫

洋弓場・準硬式野球部練習場

小田急線
向ヶ丘遊園駅
徒歩 分14

２号館

３号館

生田２号館東地下倉庫

生田校地　　１５７，３６９．１４㎡

生田校舎　　 １２６，８５８．１３㎡

校舎

校地

８号館

１号館

４号館

食堂棟

５号館

生田会館

第１体育館

食堂館

第３学生自治会館

９号館

総合体育館

西グラウンド

北グラウンド

第２体育寮

第３体育寮

自動車部
部室

図書館
生田分館

１０号館

北グラウンド管理棟

２号館
分館

正 門

第１体育寮
別館１

第１体育寮
別館２

開閉所

倉庫G

倉庫I 倉庫C

倉庫B

倉庫A

校宅11

校宅3

校宅10

生田校舎配置図

50 1000

専修大学前

120年記念館前

馬頭観音

倉庫J

国際交流会館

第２学生自治会館

第１学生自治会館

６号館

７号館

野外音楽堂

便所

通学路

生田運動用地
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21.5
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21.5
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20.9
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登戸

東生田１丁目

戌耕地

庚耕地

主要地方道９号川崎府中線

南橋

追分橋

飯室橋

稲生橋

本村橋

プラザ向ヶ丘遊園

多摩区総合庁舎
善立寺

玉川幼稚園

向ヶ丘遊園

ベストライフ

ダイエー向ヶ丘店

大正堂登戸店

ンター

向ヶ丘変電所

二ヶ領本川

五ヶ村堀緑地

駐輪場

飯室公園

登戸東公園

駐輪場

登戸いろは公園

駐輪場

（工事中）

生田研修館

専修大学施設配置図（向ヶ丘遊園駅周辺）

小田急線
向ヶ丘遊園駅

生田校舎方面

専修大学サテライトキャンパス
　アトラスタワー向ヶ丘遊園 階の一部2
面積　 ㎡（生田校舎面積に含む）458.76
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専 修 大 学 学 則 
目次 

第１章 本大学の目的及び使命並びに点検及び評価（第１条―第１条の３） 

第２章 学部及び学科の設置及び目的等並びに大学院及び専門職大学院の設置（第２条―第

３条） 

第３章 教育課程及び単位（第４条―第７条） 

第４章 修業年限及び在学年限、学年、学期、授業の期間及び時間並びに休業日（第８条―

第13条） 

第５章 教職、司書、司書教諭、学校司書及び学芸員（第14条―第16条） 

第６章 試験、成績評価、学位の授与等（第17条―第18条） 

第７章 入学、編入学及び学士入学、留学、休学及び復学、退学及び再入学並びに除籍及び

復籍（第19条―第33条の２） 

第８章 入学検定料並びに入学金及び授業料その他の学費（第34条―第38条） 

第９章 奨学生（第39条） 

第10章 学長、教授その他の職員（第40条―第43条） 

第11章 学部長、教授会及び全学教員会議（第44条―第51条） 

第12章 収容定員（第52条） 

第13章 図書館、研究所その他の諸機関（第53条―第56条） 

第14章 科目等履修生、聴講生、特別聴講生及び外国人留学生（第57条―第63条） 

第15章 学生寮及びセミナーハウス（第64条・第65条） 

第16章 賞罰（第66条―第69条） 

第17章 学則の変更（第70条） 

附則 

第１章 本大学の目的及び使命並びに点検及び評価 

（本大学の目的） 

第１条 本大学は、社会現象に対する自由でとらわれない研究を基礎とし、旧い権威や強力に

対してあくまで批判的であることを精神とし、人間の値打ちを尊重する平和的な良心と民主

的な訓練を身に付けた若い日本人を創り上げることを目的とする。 

（知の発信） 

第１条の２ 本大学は、教育研究活動等の状況について、刊行物への掲載、公開講座その他広

く周知を図ることができる方法によって、積極的に情報を提供し、知の発信を行うものとす

る。 

（自己点検及び評価） 

第１条の３ 本大学は、その教育研究水準の向上に資するため、本大学の教育及び研究、組織

及び運営並びに施設及び設備（第３項において「教育研究等」という。）の状況について自

ら点検及び評価を行い、その結果を公表する。 

２ 前項の点検及び評価に関し必要な事項は、別に定める。 

３ 本大学は、第１項の措置に加え、本大学の教育研究等の総合的な状況について、７年以内

において学長が必要と認める期間ごとに、定期的に、認証評価機関による評価を受けるもの

とする。 

第２章 学部及び学科の設置及び目的等並びに大学院及び専門職大学院の設置 

（学部及び学科の設置及び組織） 

第２条 本大学に、次の学部及び学科を置く。 

経済学部 現代経済学科 生活環境経済学科 国際経済学科 

法学部 法律学科 政治学科 

経営学部 経営学科 ビジネスデザイン学科 

商学部 マーケティング学科 会計学科 
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文学部 日本文学文化学科 英語英米文学科 哲学科 歴史学科 環境地理学科 ジャーナ

リズム学科 

ネットワーク情報学部 ネットワーク情報学科 

人間科学部 心理学科 社会学科 

国際コミュニケーション学部 日本語学科 異文化コミュニケーション学科 

（学部及び学科の教育研究上の目的） 

第２条の２ 本大学の21世紀ビジョンである社会知性（Socio―Intelligence）の開発の具体的

な推進に向けた本大学の学部及び学科ごとの人材の養成に関する目的その他の教育研究上の

目的は、次のとおりとする。 

(1) 経済学部は、経済的、社会的及び歴史的な諸事象を考察の対象とする専門的諸科学の研

究成果を体系的に教授することにより、深い洞察力と高い批判力を備えた専門的教養を有

する社会人及び職業人を養成することを目的とする。 

なお、経済学部各学科の人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的は、経済学

部の当該目的のほか、次のとおりとする。 

ア 経済学部現代経済学科は、経済の構造変化に伴う経済理論の新たな展開を視野に入れ、

経済学の視点を積み上げながら、経済社会を分析することを基本として、経済理論、歴

史及び政策からなる経済学の全領域にわたる総合的で体系的な学びを通じて、経済政

策・企業産業・金融・経済理論等を中心とする専門的知見と分析能力を発揮して社会に

貢献する人材を養成することを目的とする。 

イ 経済学部生活環境経済学科は、グローバル化や人口動態の変化等に伴う経済社会の変

動によってもたらされる地域・都市、自然環境、福祉システム、職場・雇用環境等々、

人々を取り巻く生活環境の変容を把握することを基本とし、経済理論、歴史及び政策か

らなる経済学の全領域にわたる総合的で体系的な学びを通じて、経済社会の変動が生み

出す生活環境の変化に感応的で「生活の質」の改善に取り組むことができる専門的な能

力を身につけ、それを活用して広く社会に貢献できる人材を養成することを目的とする。 

ウ 経済学部国際経済学科は、国際経済、国際社会及び異文化の多様な視点からの学術を

教授することにより、諸外国及び日本の経済社会の特質を深く理解し、グローバルな視

野をもって国際舞台において活躍することができる専門的素養を有する人材を養成する

ことを目的とする。 

(2) 法学部は、法学及び政治学の研究を通じ、その知識及び技術とそれに基づく思考方法を

核としつつ、深い人間理解と倫理観を持ち、地球的視点から独創的発想により主体的に社

会の問題解決に取り組むことができる能力を有する人材を養成することを目的とする。 

なお、法学部各学科の人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的は、法学部の

当該目的のほか、次のとおりとする。 

ア 法学部法律学科は、法学の専門教育を通して、法律知識及びリーガルマインドを涵養

することにより、広い視野から、人権感覚を持って問題に対し適切な判断をすることが

できる人材を養成することを目的とする。 

イ 法学部政治学科は、政治学の専門教育を通して、自立した個人としての価値観を持つ

とともに、社会の様々な問題を主体的に発見考察し、その問題の解決を図ることができ

る政策能力を持った人材を養成することを目的とする。 

(3) 経営学部は、経営学を構成する複数の学問領域を研究・教育することにより、経営に関

わる諸問題に対する洞察力を有し、問題を解決する手段を創造的に考察し、その解決に向

けて自主的に行動することができる人材を養成することを目的とする。 

なお、経営学部各学科の人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的は、経営学

部の当該目的のほか、次のとおりとする。 

ア 経営学部経営学科は、組織の発展とその経営管理に関わる諸問題に対する洞察力を有

し、それらの問題を解決する方法を創造的に考察し、その解決に向けて自主的に行動す
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ることができる人材を養成することを目的とする。 

イ 経営学部ビジネスデザイン学科は、顧客、市場、事業創造等に関する専門的な知識を

身に付け、その専門知識を活用して世の中に存在する様々な情報から顧客のニーズやビ

ジネスの種を発見し、それを新規事業として立ち上げることができるような行動力及び

これに関係する様々な人々を集め成功に導くことができる強いリーダーシップを有する

人材を養成することを目的とする。 

(4) 商学部は、ビジネス・インテリジェンス、すなわちビジネスに必要とされる実践的な知

識、技能、倫理観及び国際的視点の教育・研究を通して、社会的事象の本質を理解し、持

続可能性と多様性を尊重しつつ、真に行動を起こすことのできる人材を養成することを目

的とする。 

なお、商学部各学科の人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的は、商学部の

当該目的のほか、次のとおりとする。 

ア 商学部マーケティング学科は、市場との対話を通して社会の現実的諸問題を解決する

ことができる人材及び組織のリーダーを養成することを目的とする。 

イ 商学部会計学科は、会計学の理論と実践の修得を通して、最先端の会計専門知識及び

技術を駆使して活躍することができる人材を養成することを目的とする。 

(5) 文学部は、それぞれの分野における研究を通じて、急速に進む国際化と情報化の中で、

人間の営為に関する高度で体系的な専門知識と幅広い教養を身につけるとともに、いかな

る権威にもとらわれない柔軟な発想と豊かな人間性を兼ね備えた有為な人材を養成するこ

とを目的とする。 

なお、文学部各学科の人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的は、文学部の

当該目的のほか、次のとおりとする。 

ア 文学部日本文学文化学科は、長い歴史を持つ日本の文学及び文化についての幅広い教

養と深い知識を身につけ、柔軟な思考力と豊かな表現力によって、現代社会に貢献でき

る創造性に富んだ人材を養成することを目的とする。 

イ 文学部英語英米文学科は、グローバル化の進む現代社会において、確かな英語力を有

し、英語圏文化についての広い教養を身につけることによって培われた優れた国際理解

力を十全に発揮することが可能な、創造性に富んだ有為な人材を養成することを目的と

する。 

ウ 文学部哲学科は、ものごとを分析的に捉え、粘り強く筋道立って思考する力を持つと

ともに、自分の考えや立場を絶対視することなく、他者や異なる文化を、他者として、

異なる文化として理解することのできる柔軟な発想を備えた人材を養成することを目的

とする。 

エ 文学部歴史学科は、日本及び世界の各地域における過去の歴史を学ぶことを通して、

人間とは何かを深く探求し、その探究を通じて現代社会を突き動かしている諸事象の真

髄に迫り、世界がどこに向かって動いているのか分かりづらくなっている今を考え、さ

らに、未来社会を展望できる能力を身につけた人材を養成することを目的とする。 

オ 文学部環境地理学科は、フィールドワーク及び空間情報分析の双方に重点を置いた地

理学の体系的な学習を通じて、地域や環境をめぐる現代の諸課題を的確に理解し、その

解決法を探求するための分析力及び思考力を養い、地域・環境分析に携わる専門職業人、

環境地理学の研究者及び教員並びに環境地理学の修得内容を広く社会に還元できる人材

を養成することを目的とする。 

カ 文学部ジャーナリズム学科は、国際化・情報化社会において氾濫する情報の中から真

実を見抜く眼を養い、実践的な知識、技術及び倫理観を身に付けた、創造性及び批判精

神に富んだ人材を養成することを目的とする。 

(6) ネットワーク情報学部ネットワーク情報学科は、情報学およびそれに関わる社会・人

間・環境・技術・数理の包括的な教育研究を通じて、地球的視野に基づき他者と協働し、
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科学的かつ創造的に問題解決できる能力を有する人材を養成することを目的とする。 

(7) 人間科学部は、実験、観察及び調査を軸として、科学的及び実証的に人間の理解を目指

し、人間の心と社会に生起する様々な現象のメカニズム（因果関係）を解明する領域を総

合的に学び、主体的に社会を支え活動できる人材及び高度な専門性を備えた人材を養成す

ることを目的とする。 

なお、人間科学部各学科の人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的は、人間

科学部の当該目的のほか、次のとおりとする。 

ア 人間科学部心理学科は、心理学の様々な領域で蓄積されてきた知識と理論（「知」）

及び研究方法（「スキル」）を実習を通して修得させることにより、現代心理学の持つ

批判的、分析的かつ主体的な人間行動理解に到達させることを目標とし、もって心理学

実務家、心理学研究者その他の修得した心理学を社会に還元できる人材を養成すること

を目的とする。 

イ 人間科学部社会学科は、人々の生活の場を主要な研究及び学問の領域とし、そこに現

われてくる人間の行為や意識、社会関係や組織などの実態と現代社会の構造及び問題性

を明らかにすることを目標とし、社会状況を適確に判断し、着実に活動できる人材を育

成すると同時に、学問の発展に寄与する人材を養成することを目的とする。 

(8) 国際コミュニケーション学部は、日本語を含む諸言語についての研究、言語教育の手法

やコミュニケーションの在り方そのものについての研究及び社会・思想・文化の研究を基

礎としながら、より広い視野をもち、強靱な論理的思考を実践できる人材を養成すること

を目的とする。 

なお、国際コミュニケーション学部各学科の人材の養成に関する目的その他の教育研究

上の目的は、国際コミュニケーション学部の当該目的のほか、次のとおりとする。 

ア 国際コミュニケーション学部日本語学科は、国際化社会の中で、言語や文化の多様性

に深い理解をもちながら、日本国内における日本語の言語生活向上と課題解決に貢献で

きる人材や、国内外における日本語教育に貢献できる人材を養成することを目的とする。 

イ 国際コミュニケーション学部異文化コミュニケーション学科は、国際化社会の中で、

言語や文化の多様性に深い理解をもちながら、複数の言語によるコミュニケーション能

力をもって国際社会に貢献できる人材を養成することを目的とする。 

（卒業認定・学位授与、教育課程編成・実施及び入学者受入れの方針） 

第２条の３ 本大学は、前条各号に掲げる人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的

を踏まえて、次に掲げる方針を定める。 

(1) 卒業認定・学位授与の方針 

(2) 教育課程編成・実施の方針 

(3) 入学者受入れの方針 

（大学院及び専門職大学院の設置） 

第３条 本大学に、大学院及び専門職大学院を置く。 

２ 大学院の学則は、別に定める。 

３ 専門職大学院の学則は、別に定める。 

第３章 教育課程及び単位 

（教育課程の編成、授業科目、履修方法等） 

第４条 本大学は、第２条の３第２号の規定により定める方針に基づき、必要な授業科目を開

設し、体系的に教育課程を編成するものとする。 

２ 本大学の授業科目は、転換・導入科目、教養科目、外国語科目、単位互換科目及び専門科

目とする。 

３ 経営学部経営学科及び商学部マーケティング学科に、スポーツ・ウェルネス・プログラム

（以下「SWP」という。）を設け、その授業科目は、前項に規定する授業科目のほか、SWP科

目とする。 
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４ 授業科目並びにその単位数及び履修方法並びに修得すべき単位に関し必要な事項は、別に

定める。 

５ 第２項及び第３項に規定する授業科目の各修得要件単位を超える単位を修得した場合は、

その単位は、科目区分を特定しない自由選択修得要件単位とする。 

（他の学部等の授業科目の単位を修得した場合の取扱い） 

第４条の２ 他の学部における授業科目の単位を修得した場合は、その単位は、科目区分を特

定しない自由選択修得要件単位とする。 

２ 商学部、文学部及び人間科学部において自学部他学科の授業科目の単位を修得した場合は、

その単位は、科目区分を特定しない自由選択修得要件単位とする。 

３ 前２項の規定による単位の修得方法に関し必要な事項は、別に定める。 

（授業の方法） 

第５条 授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより、又はこれらの併用

により行うものとする。 

２ 本大学が必要と認める場合は、前項の授業を、多様なメディアを高度に利用して、当該授

業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。 

３ 前項の授業に関し必要な事項は、別に定める。 

（単位の授与） 

第５条の２ 所定の科目を履修した者に対しては、試験その他の学修評価方法により学修の成

果を評価して単位を与える。 

（単位の互換等） 

第５条の３ 本大学は、教育上有益と認めるときは、次に掲げる単位を、本大学における授業

科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

(1) 本大学へ入学した後に、他の大学、専門職大学又は短期大学において履修した授業科目

について修得した単位 

(2) 第26条の規定により、外国の大学へ留学し、履修した授業科目について修得した単位 

(3) 本大学へ入学する前に、他の大学、専門職大学又は短期大学において履修した授業科目

について修得した単位及び第57条の規定により、科目等履修生として修得した単位 

２ 本大学は、教育上有益と認めるときは、次に掲げる学修を、本大学における授業科目の履

修とみなし、単位を授与することができる。 

(1) 短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修その他文部科学大臣が定める学修 

(2) 本大学へ入学する前の前号の学修 

３ 前２項の規定により修得したものとみなし、又は授与することのできる単位数は、学生が

編入学又は学士入学をした場合を除き、60単位を超えないものとする。 

（卒業要件単位等） 

第５条の４ 卒業要件単位については、別表第１に掲げるとおりとする。 

２ 卒業の要件として修得すべき単位数のうち、第５条第２項に規定する授業の方法により修

得する単位数は、60単位を超えないものとする。 

（単位数の計算基準） 

第５条の５ 各授業科目の単位数は、１単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をも

って構成することを標準とし、第５条第１項に規定する授業の方法に応じ、当該授業による

教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、おおむね15時間から45時間までの範囲で

別に定める時間の授業をもって１単位として計算する。 

２ 前項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究、卒業制作等の授業科目については、これ

らの学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には、これらに必要

な学修等を考慮して、本大学が単位数を定めることができる。 

（成績評価基準等の明示等） 

第６条 本大学は、学生に対して、授業の方法及び内容並びに１年間の授業の計画をあらかじ
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め明示するものとする。 

２ 本大学は、学修の成果に係る評価及び卒業の認定に当たっては、客観性及び厳格性を確保

するため、学生に対してその基準をあらかじめ明示するとともに、当該基準に従って適切に

行うものとする。 

（授業の内容及び方法の改善のための組織的な研修等） 

第７条 本大学は、授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を実施する

ものとする。 

２ 前項の研修及び研究を実施するため、本大学に教育開発支援委員会を置く。 

３ 教育開発支援委員会に関し必要な事項は、別に定める。 

第４章 修業年限及び在学年限、学年、学期、授業の期間及び時間並びに休業日 

（修業年限及び在学年限） 

第８条 本大学の修業年限は、４年とする。ただし、第18条第６項の規定により学位を授与す

る場合は、この限りでない。 

２ 本大学の在学年限は、８年とする。 

３ 前項の規定にかかわらず、第21条第１項の規定により入学した者は、定められた修業年限

の２倍を超えて在学することはできない。 

４ 第２項の規定にかかわらず、第32条第１項の規定により再入学し、又は第33条の２第１項

の規定により復籍した者は、定められた修業年限の２倍を超えて在学することはできない。

この場合において、退学日前又は除籍日前の在学年数は、再入学後又は復籍後の在学年数に

含めないものとする。 

（学年の始期及び終期） 

第９条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月31日に終わる。 

（学期の区分） 

第10条 学年を分けて次の２学期とする。 

前期 ４月１日から９月20日まで 

後期 ９月21日から翌年３月31日まで 

２ 前項に規定する期間の変更については、その都度公示する。 

（授業期間） 

第11条 １年間の授業を行う期間は、35週にわたることを原則とし、各学年の一の学期の授業

を行う期間は、15週にわたることを原則とする。 

（授業時間） 

第12条 授業時間は、別に定める。 

（定期休業日及び臨時休業日） 

第13条 定期休業日は、次のとおりとする。 

(1) 日曜日 

(2) 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日 

(3) 大学記念日（10月30日） 

(4) 夏期 ７月26日から９月18日まで 

(5) 冬期 12月27日から１月７日まで 

(6) 春期 ２月９日から３月31日まで 

２ 前項の定期休業日の変更については、その都度公示する。 

３ 臨時休業日は、教授会の議を経て学長が定める。 

第５章 教職、司書、司書教諭、学校司書及び学芸員 

（教員の免許状の授与資格要件等） 

第14条 教員の免許状授与の所要資格（以下この条において「所要資格」という。）を取得し

ようとする者は、教育職員免許法（昭和24年法律第147号）及び教育職員免許法施行規則（昭

和29年文部省令第26号）に定める所定の科目の単位を修得しなければならない。 
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２ 本大学において、所要資格を取得することができる教員の免許状の種類は、別表第２に掲

げるとおりとする。 

３ 第１項の規定に基づき本大学に開講する科目の単位を修得した場合は、その単位は、各学

部（経営学部ビジネスデザイン学科、文学部ジャーナリズム学科及び国際コミュニケーショ

ン学部異文化コミュニケーション学科を除く。）の定める科目区分を特定しない自由選択修

得要件単位に算入することができる。 

４ 第１項及び第３項の規定による単位の修得方法に関し必要な事項は、別に定める。 

（司書及び司書教諭の資格の取得要件等） 

第15条 司書又は司書教諭の資格を取得しようとする者は、次の各号の区分に応じ、当該各号

に定める単位を修得しなければならない。 

(1) 司書の資格を取得しようとする者 図書館法（昭和25年法律第118号）及び図書館法施

行規則（昭和25年文部省令第27号）に定める所定の科目の単位 

(2) 司書教諭の資格を取得しようとする者 前条第１項に規定する単位のほかに、学校図書

館司書教諭講習規程（昭和29年文部省令第21号）に定める所定の科目の単位 

２ 前項の規定に基づき本大学に開講する科目の単位を修得した場合は、その単位は、各学部

（経営学部を除く。）の定める科目区分を特定しない自由選択修得要件単位に算入すること

ができる。 

３ 前２項の規定による単位の修得方法に関し必要な事項は、別に定める。 

（学校司書課程の設置等） 

第15条の２ 本大学に、学校図書館の職務に従事する学校司書の養成を図るため、学校司書課

程を置く。 

２ 学校司書課程に開講する科目の単位を修得した場合は、その単位は、各学部（経営学部を

除く。）の定める科目区分を特定しない自由選択修得要件単位に算入することができる。 

３ 前項の規定による単位の修得方法に関し必要な事項は、別に定める。 

（学芸員の資格の取得要件） 

第16条 学芸員の資格を取得しようとする者は、博物館法施行規則（昭和30年文部省令第24号）

に定める所定の科目及び本大学で定める所定の科目の単位を修得しなければならない。 

第６章 試験、成績評価、学位の授与等 

（試験） 

第17条 試験は、原則として、学期末又は学年末に行う。 

２ 病気その他やむを得ない事由のために前項の試験を受けることができなかった者には、臨

時に試験を行うことがある。 

３ 試験の実施に関し必要な事項は、別に定める。 

（成績評価） 

第17条の２ 成績評価は、100点を満点とし、60点以上を合格とし、60点未満を不合格とする。 

２ 前項の場合において、成績評価の区分は、90点以上をS、85点以上90点未満をA＋、80点以

上85点未満をA、75点以上80点未満をB＋、70点以上75点未満をB、65点以上70点未満をC＋、

60点以上65点未満をC、60点未満をFとする。 

３ 前項の成績評価の区分に応じてグレード・ポイントを付与し、グレード・ポイント・アベ

レージ(GPA)を算出する。この場合において、グレード・ポイントは、Sを4.0、A＋を3.5、A

を3.0、B＋を2.5、Bを2.0、C＋を1.5、Cを1.0、Fを0.0とする。 

４ 第１項の規定にかかわらず、認定により授与される単位の成績評価は、認定（N）とするこ

とができる。この場合において、グレード・ポイントは付与せず、グレード・ポイント・ア

ベレージ(GPA)の算出対象としない。 

（学位の授与） 

第18条 本大学は、第２条の３第１号の規定により定める方針に基づき、所定の単位を修得し

た者を卒業と認め、次の学位を授与する。 
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経済学部 現代経済学科・生活環境経済学科・国際経済学科 

学士（経済学） 

法学部 法律学科 

学士（法学） 

法学部 政治学科 

学士（政治学） 

経営学部 経営学科・ビジネスデザイン学科 

学士（経営学） 

商学部 マーケティング学科・会計学科 

学士（商学） 

文学部 日本文学文化学科・英語英米文学科・哲学科・歴史学科・環境地理学科 

学士（文学） 

文学部 ジャーナリズム学科 

学士（ジャーナリズム学） 

ネットワーク情報学部 ネットワーク情報学科 

学士（情報学） 

人間科学部 心理学科 

学士（心理学） 

人間科学部 社会学科 

学士（社会学） 

国際コミュニケーション学部 日本語学科 

学士（文学） 

国際コミュニケーション学部 異文化コミュニケーション学科 

学士（言語文化） 

２ 卒業の時期は、学年末とする。ただし、本大学の認めた者に対しては、学期末とすること

ができる。 

３ 前項ただし書に規定する学期末卒業の取扱いに関し必要な事項は、別に定める。 

４ 第１項に規定する卒業の要件を満たした者で特別の事情により卒業を延期しようとするも

のは、本大学の許可を受けて、卒業を延期することができる。 

５ 前項に規定する卒業延期の取扱いに関し必要な事項は、別に定める。 

６ 本大学は、３年以上在学し、所定の単位を優秀な成績で修得した者を卒業と認め、第１項

に規定する学位を授与することができる。 

７ 前項に規定する早期卒業の取扱いに関し必要な事項は、別に定める。 

第７章 入学、編入学及び学士入学、留学、休学及び復学、退学及び再入学並びに除籍

及び復籍 

（入学の時期） 

第19条 入学の時期は、学年の始めとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、本大学が認めた者については、その入学の時期を学期の始めと

することができる。この場合において、その取扱いに関し必要な事項は、学部ごとに別に定

める。 

（入学資格） 

第20条 本大学に入学することのできる者は、次の各号のいずれかに該当する者でなければな

らない。 

(1) 高等学校又は中等教育学校を卒業した者 

(2) 通常の課程による12年の学校教育を修了した者 

(3) 外国において、学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科

学大臣の指定したもの 
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(4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施

設の当該課程を修了した者 

(5) 学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第150条第３号に規定する専修学校の

高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすも

のに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了し

た者 

(6) 学校教育法施行規則第150条第４号の規定により文部科学大臣の指定した者 

(7) 高等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文部科学省令第１号）により文部科学大臣の

行う高等学校卒業程度認定試験に合格した者（同規則附則第２条の規定による廃止前の大

学入学資格検定規程（昭和26年文部省令第13号）による大学入学資格検定に合格した者を

含む。） 

(8) 学校教育法（昭和22年法律第26号）第90条第２項の規定により他大学に入学した者であ

って、高等学校卒業程度認定審査規則（令和４年文部科学省令第18号）による高等学校卒

業程度認定審査に合格したもの 

(9) 学校教育法第90条第２項の規定により他大学に入学した者であって、本大学において、

大学における教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの 

(10) 本大学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学

力があると認めた者で、18歳に達したもの 

（編入学及び学士入学） 

第21条 本大学に編入学又は学士入学を志願する者があるときは、選考の上、相当年次に入学

を許可することができる。 

２ 編入学及び学士入学に関し必要な事項は、別に定める。 

（入学志願者の手続） 

第22条 入学志願者は、入学願書及び所定の書類に入学検定料を添えて手続をしなければなら

ない。 

（入学の許可） 

第23条 入学志願者は、第２条の３第３号の規定により定める方針に基づき行う選考によって

入学が許可される。 

（入学手続） 

第24条 入学を許可された者は、保証人連署の誓約書その他必要書類に学費を添えて手続をし

なければならない。 

（学生の保証人） 

第25条 保証人は、父母又はこれに代わるべき独立の生計を営む成年者とする。 

２ 保証人は、提出した誓約書に記載された範囲内で、学生の在学中の責任を負うものとする。 

３ 保証人の変更又はその氏名若しくは居住地に変更があったときは、直ちに、その旨を届け

出なければならない。 

（留学） 

第26条 本大学が教育上有益と認めるときは、学生は、本大学の制度に基づき、外国の大学又

は本大学がこれに相当すると認めた教育機関に留学することができる。 

２ 前項の規定による留学の期間は、修業年限に含めることができる。 

３ 留学の取扱いに関し必要な事項は、別に定める。 

（休学の手続） 

第27条 学生が疾病その他やむを得ない事由により４か月以上修学ができない状態になったと

きは、その事実を証明する書類を添えて保証人連署の上、学長に願い出て、その許可を得て

休学することができる。 

（休学の期間） 

第28条 休学の期間は、当該学年限りとする。ただし、学長は、特別の事由がある場合には、
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引き続き休学を許可することができる。 

２ 休学は、通算して２学年を超えることはできない。 

（休学期間の在学年限への不算入） 

第29条 休学期間は、在学年限に算入しない。 

（復学の手続） 

第30条 休学した学生は、その事由がやんだときは、保証人連署の上、学長に願い出て、その

許可を得て復学することができる。 

２ 復学の時期は、学年の始めとする。 

（退学の手続） 

第31条 疾病、他の大学への入学その他の事由で退学しようとする者は、その事由を記して保

証人連署の上、学長に願い出て、その許可を受けなければならない。 

（再入学の手続） 

第32条 正当な事由で退学した者が再入学を希望するときは、保証人連署の上、学長に願い出

て、その許可を得て再入学することができる。この場合において、既修授業科目の全部又は

一部を再び履修させることがある。 

２ 再入学の取扱いに関し必要な事項は、別に定める。 

（除籍） 

第33条 次の各号のいずれかに該当する者は、除籍とする。 

(1) 指定された期限までに当該年度の履修すべき授業科目の登録を行わない者その他本大

学で修学する意志がないと認められた者 

(2) 指定された期限までに授業料その他の学費を納入しない者 

(3) 在学年限を超過した者 

（除籍された者の復籍についての準用規定） 

第33条の２ 第32条第１項の規定は、前条の規定により除籍された者が復籍を希望する場合に

ついて準用する。 

２ 復籍の取扱いに関し必要な事項は、別に定める。 

第８章 入学検定料並びに入学金及び授業料その他の学費 

（入学検定料並びに入学金の額及び授業料その他の学費の内訳及び額） 

第34条 入学検定料並びに入学金の額及び授業料その他の学費の内訳及び額は、別表第３に掲

げるとおりとする。 

（入学金及び授業料その他の学費の納入期限） 

第35条 入学金及び授業料その他の学費は、本大学の定める期間内にそれぞれ納入しなければ

ならない。 

２ 授業料その他の学費は、所定の期日に分納することを許可することがある。 

（休学者の学費） 

第36条 休学者の学費は、別に定める。 

（既納の授業料その他の学費の不返還） 

第37条 既に納入した授業料その他の学費は、返還しない。ただし、別に定めのある場合は、

この限りでない。 

（特別の実験、実習等の費用の徴収） 

第38条 本大学は、授業として特別の実験、実習等を行う場合には、必要に応じて、第34条に

定めるもののほか、当該実験、実習等の費用の全部又は一部を徴収することがある。 

第９章 奨学生 

（奨学生制度の設置） 

第39条 本大学に、奨学生制度を置く。 

２ 奨学生制度に関し必要な事項は、別に定める。 

第10章 学長、教授その他の職員 
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（学長、教授その他の職員） 

第40条 本大学に、学長、教授、准教授、講師、助教及び事務職員を置く。ただし、特に必要

があると認められる場合には、これらの者のほかに、特任教員、客員教員及び外国語特任講

師を置くことができる。 

２ 学長は、大学を代表し、校務を掌り、職員を統督する。 

３ 学長の選任は、学校法人専修大学寄附行為の定めるところによる。 

４ 教授は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の特に優れた知識、能力及び実績

を有する者であって、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。 

５ 准教授は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の優れた知識、能力及び実績を

有する者であって、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。 

６ 講師は、教授又は准教授に準ずる職務に従事する。 

７ 助教の職務等に関し必要な事項は、別に定める。 

８ 特任教員の職務等に関し必要な事項は、別に定める。 

９ 客員教員の職務等に関し必要な事項は、別に定める。 

10 外国語特任講師の職務等に関し必要な事項は、別に定める。 

第41条から第43条まで 削除 

第11章 学部長、教授会及び全学教員会議 

第44条及び第45条 削除 

（学部長） 

第46条 各学部の長は、学部長とし、教授をもって充て、学部を主管する。 

２ 各学部に、必要に応じ委員長等を置くことができる。 

（教授会の組織） 

第47条 各学部に教授会を設け、教授及び准教授をもって組織する。ただし、学部の定めると

ころにより、専任の講師を加えることができる。 

（教授会の招集及び議長） 

第48条 教授会は、学部長が招集し、その議長となる。 

（教授会の審議等） 

第49条 教授会は、学長が教育研究に関する決定を行うに当たり、次に掲げる事項について審

議し、意見を述べるものとする。 

(1) 学部の教育課程その他授業に関すること。 

(2) 学生の入学、卒業その他学生の在籍に関すること。 

(3) 試験に関すること。 

(4) 学生の指導及び賞罰に関すること。 

(5) 奨学生その他学生推薦の選考に関すること。 

(6) 教授、准教授、講師、助教その他の教員の人事に係る教育研究業績等の審査に関するこ

と。 

(7) 本大学の長期在外研究員、長期国内研究員及び中期研究員に関すること。 

(8) 学部長の推薦に関すること。 

(9) 本学則その他本大学の規程等によって教授会の議を経ることとされていること。 

(10) 教授会規程並びに制定及び改廃に関し教授会の議を経ることとされている規程等の制

定及び改廃に関すること。 

(11) 自己点検・評価に関すること。 

(12) 前各号に掲げるもののほか、教育研究に関する事項で、教授会の意見を聴くことが必

要なものとして学長が定めたこと。 

２ 教授会は、前項に規定するもののほか、教育研究に関する事項について審議し、及び学長

の求めに応じ、意見を述べることができる。 

（委任） 
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第50条 前３条に定めるもののほか、教授会に関し必要な事項は、別に定める。 

（全学教員会議） 

第51条 本大学専任の教員をもって、全学教員会議を設ける。 

２ 全学教員会議の規程は、別に定める。 

第12章 収容定員 

（収容定員） 

第52条 学部の収容定員は、次のとおりとする。 

学部 学科 １学年定員 収容定員 

経済学部 

現代経済学科 265 1,060

生活環境経済学科 266 1,064

国際経済学科 220 880

計 751 3,004

法学部 

法律学科 533 2,132

政治学科 164 656

計 697 2,788

経営学部 

経営学科 373 1,492

ビジネスデザイン学科 180 720

計 553 2,212

商学部 

マーケティング学科 438 1,752

会計学科 210 840

計 648 2,592

文学部 

日本文学文化学科 122 488

英語英米文学科 152 608

哲学科 76 304

歴史学科 142 568

環境地理学科 55 220

ジャーナリズム学科 124 496

計 671 2,684

ネットワーク情報学部 ネットワーク情報学科 235 940

人間科学部 

心理学科 77 308

社会学科 147 588

計 224 896

国際コミュニケーション学部 

日本語学科 71 284

異文化コミュニケーション学科 150 600

計 221 884

総計 4,000 16,000

第13章 図書館、研究所その他の諸機関 

（図書館の附置） 

第53条 本大学に、図書館を附置する。 

２ 図書館に関し必要な事項は、別に定める。 

（研究所の附置） 

第54条 本大学に、次に掲げる研究所を附置する。 

(1) 社会科学研究所 

(2) 会計学研究所 

(3) 今村法律研究室 

(4) 経営研究所 
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(5) 商学研究所 

(6) 人文科学研究所 

(7) 法学研究所 

(8) スポーツ研究所 

(9) 情報科学研究所 

(10) 自然科学研究所 

２ 前項各号に掲げる研究所に関し必要な事項は、別に定める。 

（社会知性開発研究センターの附置） 

第54条の２ 本大学に、社会知性開発研究センターを附置する。 

２ 社会知性開発研究センターに関し必要な事項は、別に定める。 

（心理教育相談室の附置） 

第54条の３ 本大学に、心理教育相談室を附置する。 

２ 心理教育相談室に関し必要な事項は、別に定める。 

（情報科学センターの附置） 

第54条の４ 本大学に、情報科学センターを附置する。 

２ 情報科学センターに関し必要な事項は、別に定める。 

（国際交流センターの附置） 

第54条の５ 本大学に、国際交流センターを附置する。 

２ 国際交流センターに関し必要な事項は、別に定める。 

（学生支援機関の附置） 

第55条 本大学に、学生部、体育部その他の学生支援機関を附置する。 

（図書館等の長） 

第56条 第53条から前条までに規定する諸機関の長は、教授のうちから任用する。ただし、情

報科学センター及び国際交流センターの長については、学長が特に必要と認める場合は、こ

の限りでない。 

第14章 科目等履修生、聴講生、特別聴講生及び外国人留学生 

（科目等履修生及び聴講生の許可） 

第57条 各学部の授業科目につき科目等の履修及び聴講を希望する者があるときは、各学部の

学修を妨げない限り、科目等履修生及び聴講生として許可することができる。 

２ 科目等の履修及び聴講は、学期又は学年ごとにこれを許可する。 

（特別聴講生の許可） 

第57条の２ 本大学と協定した他の大学の学生が本大学の授業科目を履修しようとするときは、

特別聴講生として許可することができる。 

（科目等履修生及び聴講生の許可認定） 

第58条 科目等履修生及び聴講生として入学を許可する者は、学修するに足る学力ある者とし

て各学部が認定した者とする。 

（科目等履修生及び聴講生の入学資格） 

第59条 科目等履修生及び聴講生の入学資格は、別に定める。 

（科目等履修生及び聴講生の試験） 

第60条 科目等履修生及び聴講生に対しては、試験を行うことがある。 

（科目等履修生及び聴講生について必要な事項） 

第61条 科目等履修生及び聴講生について必要な事項に関しては、本章に規定するもののほか、

正規の学生の規定を準用する。ただし、第18条の規定は、準用しない。 

（外国人留学生の入学の許可） 

第62条 外国の国籍を有する者が大学での教育を受けることを目的として本大学への入学を志

願したときは、選考の上、外国人留学生として入学を許可することができる。 

（科目等履修生、聴講生、特別聴講生及び外国人留学生に関する取扱規定） 
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第63条 科目等履修生、聴講生、特別聴講生及び外国人留学生に関する取扱いは、別に定める。 

第15章 学生寮及びセミナーハウス 

（学生寮の設置及び目的） 

第64条 本大学に学生寮を設け、自治的生活を営ませる。 

２ 学生寮の規則は、別に定める。 

（セミナーハウスの設置及び目的） 

第65条 本大学にセミナーハウスを設け、学生の教育及び厚生に資する。 

２ セミナーハウスについての規程は、別に定める。 

第16章 賞罰 

（学生の表彰） 

第66条 本大学の学生であって、学術若しくは性行が優良であるもの又は他の模範となる行為

若しくは業績があったものは、教授会の議を経てこれを表彰することがある。 

（懲戒及びその種類等） 

第67条 本学則その他の本大学の諸規程に違反した者又は学生の本分にもとる行為があると認

めた者は、教授会の議を経て、その軽重に従ってこれを懲戒する。 

２ 懲戒は、けん責、停学及び退学とする。ただし、退学処分は、次条各号に規定する者に対

してでなければこれを行うことができない。 

３ 第１項に規定する者の行為により、破損され、又は汚損された本大学の機器、物品等があ

る場合には、その者にその損害を賠償させることがある。 

（退学処分にする者） 

第68条 次の各号のいずれかに該当する者は、退学に処する。 

(1) 性行不良であって改善の見込みがないと認められる者 

(2) 学力劣等であって成業の見込みがないと認められる者 

(3) 学校の秩序を乱し、その他学生の本分に反すると認められる者 

（懲戒処分の通知） 

第69条 前２条の規定によって処分を行ったときは、本大学は、その旨を本人及び保証人に通

知する。 

第17章 学則の変更 

（学則の変更） 

第70条 本学則の変更は、教授会の議を経て学長が行う。 

附 則 

本学則は、昭和24年４月１日から施行する。 

本学則は、昭和33年４月１日から改正施行する。 

本学則は、昭和35年４月１日から改正施行する。 

本学則は、昭和36年４月１日から改正施行する。 

本学則は、昭和37年４月１日から改正施行する。 

本学則は、昭和38年４月１日から改正施行する。 

本学則は、昭和38年５月29日から改正施行する。 

本学則は、昭和39年４月１日から改正施行する。 

本学則は、昭和40年４月１日から改正施行する。 

本学則は、昭和41年４月１日から改正施行する。 

本学則は、昭和42年４月１日から改正施行する。 

本学則は、昭和43年４月１日から改正施行する。 

本学則は、昭和47年４月１日から改正施行する。 

本学則は、昭和51年４月１日から改正施行する。 

本学則は、昭和51年７月29日から改正施行する。 

本学則は、昭和52年４月１日から改正施行する。 
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本学則は、昭和53年４月１日から改正施行する。 

本学則は、昭和54年４月１日から改正施行する。 

本学則は、昭和56年４月１日から改正施行する。 

本学則は、昭和57年４月１日から改正施行する。 

本学則は、昭和59年４月１日から改正施行する。 

本学則は、昭和60年４月１日から改正施行する。 

本学則は、昭和61年４月１日から改正施行する。 

本学則は、昭和63年４月１日から改正施行する。 

本学則は、平成元年４月１日から改正施行する。 

本学則は、平成２年４月１日から改正施行する。 

本学則は、平成３年４月１日から改正施行する。 

本学則は、平成３年11月１日から改正施行する。 

本学則は、平成４年４月１日から改正施行する。 

本学則は、平成５年４月１日から改正施行する。 

本学則は、平成６年４月１日から改正施行する。 

本学則は、平成６年９月30日から改正施行し、平成６年４月１日から適用する。 

本学則は、平成７年４月１日から改正施行する。 

本学則は、平成８年４月１日から改正施行する。 

本学則は、平成９年４月１日から改正施行する。 

本学則は、平成10年４月１日から改正施行する。 

本学則は、平成11年４月１日から改正施行する。 

本学則は、平成12年４月１日から改正施行する。 

本学則は、平成13年４月１日から改正施行する。 

ただし、文学部国文学科および英米文学科は、改正後の学則第２条の規定にかかわらず平成

13年３月31日に当該学科に在学する者が当該学科に在学しなくなるまでの間、存続するものと

する。 

また、平成12年度までに経営学部経営学科に入学した者にも、改正後の別表Ⅱ（第５条・第

16条）を適用する。 

本学則は、平成14年４月１日から改正施行する。 

なお、商学部一部商業学科またはネットワーク情報学部ネットワーク情報学科は、平成13年

度以前に入学した者にも、改正後の別表Ⅱ（第５条・第16条）を適用する。 

本学則は、平成15年４月１日から改正施行する。 

ただし、第52条の規定にかかわらず、商学部一部商業学科および文学部日本語日本文学科日

本語学専攻、英語英米文学科、人文学科哲学人間学専攻、人文学科歴史学専攻、人文学科環境

地理学専攻、人文学科社会学専攻の収容定員は学年進行による。 

本学則は、平成16年４月１日から改正施行する。 

本学則は、平成17年４月１日から改正施行する。 

本学則は、平成17年７月22日から改正施行する。 

本学則は、平成18年４月１日から改正施行する。 

ただし、第52条の規定にかかわらず、法学部一部法律学科および政治学科の収容定員は学年

進行による。 

また、商学部一部商業学科および商学部二部商業学科は、改正後の学則第２条の規定にかか

わらず、平成18年３月31日に当該学科に在学する者が当該学科に在学しなくなるまでの間、存

続するものとする。 

本学則は、平成18年４月１日から改正施行する。 

本学則は、平成19年４月１日から改正施行する。 

本学則は、平成19年４月１日から改正施行する。 
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本学則は、平成19年７月１日から改正施行する。 

本学則は、平成20年４月１日から改正施行する。 

本学則は、平成21年４月１日から改正施行する。 

本学則は、平成21年４月１日から改正施行する。 

本学則は、平成22年４月１日から改正施行する。 

ただし、第52条の規定にかかわらず、同条の学部（経済学部国際経済学科、法学部政治学科

及び文学部英語英米文学科を除く。）の収容定員は学年進行による。 

また、文学部日本語日本文学科日本語学専攻、日本語日本文学科日本文学文化専攻、人文学

科哲学人間学専攻、人文学科歴史学専攻、人文学科環境地理学専攻、人文学科社会学専攻及び

心理学科は、改正後の学則第２条の規定にかかわらず、平成22年３月31日に当該学科に在学す

る者が該当学科に在学しなくなるまでの間、存続するものとする。 

本学則は、平成23年４月１日から改正施行する。 

本学則は、平成24年４月１日から改正施行する。 

本学則は、平成25年４月１日から改正施行する。 

本学則は、平成26年４月１日から改正施行する。 

本学則は、平成27年４月１日から改正施行する。 

本学則は、平成28年４月１日から改正施行する。 

ただし、改正後の第52条の規定にかかわらず、同条の学部（商学部一部会計学科を除く。）

の収容定員は、学年進行による。 

本学則は、平成28年４月１日から改正施行する。 

本学則は、平成29年４月１日から改正施行する。 

本学則は、平成30年４月１日から改正施行する。 

本学則は、平成31年４月１日から改正施行する。 

ただし、改正後の第52条の規定にかかわらず、経済学部二部経済学科、法学部二部法律学科、

経営学部経営学科及びビジネスデザイン学科、商学部二部マーケティング学科並びに文学部ジ

ャーナリズム学科の収容定員は、学年進行による。 

また、文学部人文・ジャーナリズム学科は、改正後の第２条の規定にかかわらず、平成31年

３月31日に当該学科に在学する者が当該学科に在学しなくなるまでの間、存続するものとする。 

本学則は、令和２年４月１日から改正施行する。 

ただし、改正後の第52条の規定にかかわらず、同条の学部及び学科（経営学部経営学科及び

ビジネスデザイン学科、文学部ジャーナリズム学科並びにネットワーク情報学部ネットワーク

情報学科を除く。）の収容定員は、学年進行による。 

また、経済学部一部経済学科、経済学部二部経済学科、法学部二部法律学科、商学部二部マ

ーケティング学科及び文学部日本語学科は、改正後の第２条の規定にかかわらず、令和２年３

月31日に当該学科に在学する者が当該学科に在学しなくなるまでの間、存続するものとする。 

本学則は、令和３年４月１日から改正施行する。 

本学則は、令和４年４月１日から改正施行する。 

本学則は、令和５年４月１日から改正施行する。 

本学則は、令和６年４月１日から改正施行する。 
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別表第１（第５条の４関係） 

(1) 各学部学科 

区分 

転換・導入

科目修得

要件単位 

教養科目

修得要件

単位 

外国語科

目修得要

件単位 

専門科目

修得要件

単位 

科目区分

を特定し

ない自由

選択修得

要件単位 

卒業要件

単位 

経済学部 

現代経済学科 ２ ８ 10 76 28 124

現代経済学科 

（外国人留学生） 
２ 12 ８ 76 26 124

生活環境経済学科 ２ ８ 10 76 28 124

生活環境経済学科 

（外国人留学生） 
２ 12 ８ 76 26 124

国際経済学科 ２ ８ 12 76 26 124

国際経済学科 

（外国人留学生） 
２ 12 12 76 22 124

法学部 

法律学科 ０ 10 12 74 28 124

法律学科 

（外国人留学生） 
０ 22 74 28 124

政治学科 ０ 10 12 74 28 124

政治学科 

（外国人留学生） 
０ 22 74 28 124

経営学部 

経営学科 ２ 22 76 24 124

経営学科 

（外国人留学生） 
２ 22 76 24 124

ビジネスデザイン学

科 
２ 22 76 24 124

ビジネスデザイン学

科 

（外国人留学生） 

２ 22 76 24 124

商学部 

マーケティング学科 ０ 22 84 18 124

マーケティング学科 

（外国人留学生） 
０ 22 84 18 124

会計学科 ０ 22 84 18 124

会計学科 

（外国人留学生） 
０ 22 84 18 124

文学部 

日本文学文化学科 ４ ８ ８ 76 28 124

日本文学文化学科 

（外国人留学生） 
４ ８ ８ 76 28 124

英語英米文学科 ６ ８ ４ 72～84 22～34 124

英語英米文学科 

（外国人留学生） 
６ ８ ８ 72～84 18～30 124

哲学科 ６ ８ ８ 72 30 124

哲学科 

（外国人留学生） 
６ ８ ８ 72 30 124

歴史学科 ６ ８ ８ 74 28 124
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歴史学科 

（外国人留学生） 
６ ８ ８ 74 28 124

環境地理学科 ６ ８ ８ 78 24 124

環境地理学科 

（外国人留学生） 
６ ８ ８ 78 24 124

ジャーナリズム学科 ６ ６ ８ 82 22 124

ジャーナリズム学科 

（外国人留学生） 
６ ６ ８ 82 22 124

ネットワ

ーク情報

学部 

ネットワーク情報学

科 
６ 16 76 26 124

ネットワーク情報学

科 

（外国人留学生） 

６ 12 ８ 76 22 124

人間科学

部 

心理学科 ２ ８ ８ 84 22 124

心理学科 

（外国人留学生） 
２ ８ ８ 84 22 124

社会学科 ６ ８ ８ 82 20 124

社会学科 

（外国人留学生） 
６ ８ ８ 82 20 124

国際コミ

ュニケー

ション学

部 

日本語学科 ２ 10 ８ 72 32 124

日本語学科 

（外国人留学生） 
２ 14 ８ 72 28 124

異文化コミュニケー

ション学科 
０ 10 ０ 88 26 124

異文化コミュニケー

ション学科 

（外国人留学生） 

０ 14 ８ 81 21 124

(2) SWP 

区分 

転換・導

入科目修

得要件単

位 

教養科目

修得要件

単位 

外国語科

目修得要

件単位 

専門科目

修得要件

単位 

科目区分

を特定し

ない自由

選択修得

要件単位 

SWP科目

修得要件

単位 

卒業要件

単位 

経営学部経営学科 ０ 16 62 14 32 124

商学部マーケティング学科 ０ 12 72 ８ 32 124
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別表第２（第14条関係） 

学部 学科 教員の免許状の種類 免許教科 

経済学部 

現代経済学科 中学校教諭１種免許状 社会 

生活環境経済学科 高等学校教諭１種免許状 公民 

国際経済学科 
中学校教諭１種免許状 社会 

高等学校教諭１種免許状 地理歴史・公民 

法学部 
法律学科 中学校教諭１種免許状 社会 

政治学科 高等学校教諭１種免許状 地理歴史・公民 

経営学部 経営学科 
中学校教諭１種免許状 社会 

高等学校教諭１種免許状 公民・情報・商業

商学部 

マーケティング学

科 

中学校教諭１種免許状 社会 

高等学校教諭１種免許状 公民・情報・商業

会計学科 高等学校教諭１種免許状 商業 

文学部 

日本文学文化学科 
中学校教諭１種免許状 国語 

高等学校教諭１種免許状 国語・書道 

英語英米文学科 
中学校教諭１種免許状 英語 

高等学校教諭１種免許状 英語 

哲学科 
中学校教諭１種免許状 社会 

高等学校教諭１種免許状 地理歴史・公民 

歴史学科 
中学校教諭１種免許状 社会 

高等学校教諭１種免許状 地理歴史・公民 

環境地理学科 
中学校教諭１種免許状 社会 

高等学校教諭１種免許状 地理歴史・公民 

ネットワーク情報学部 
ネットワーク情報

学科 

中学校教諭１種免許状 数学 

高等学校教諭１種免許状 数学・情報 

人間科学部 

心理学科 
中学校教諭１種免許状 社会 

高等学校教諭１種免許状 公民 

社会学科 
中学校教諭１種免許状 社会 

高等学校教諭１種免許状 地理歴史・公民 

国際コミュニケーション学部 日本語学科 
中学校教諭１種免許状 国語 

高等学校教諭１種免許状 国語 
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別表第３（第34条関係） 

(1) 入学検定料 35,000円 

ただし、大学入学共通テスト及び外国人留学生入学試験のうち日本留学試験のみを利用

した場合は、17,000円とする。 

(2) 入学金 200,000円 

(3) 授業料その他の学費 

 

経済学部及び法学部 

（単位：円） 

入学年度

費目 
令和６年度 令和５年度 令和４年度 令和３年度 

授業料 

第１年度 750,000 750,000 750,000 750,000

第２年度 796,000 796,000 796,000 796,000

第３年度 796,000 796,000 796,000 796,000

第４年度 796,000 796,000 796,000 796,000

施設費 各年度 230,000 230,000 230,000 230,000

教育充実費 各年度 20,000 20,000 20,000 20,000

 
経営学部及び商学部 

                           （単位：円） 

入学年度

費目 
令和６年度 令和５年度 令和４年度 令和３年度 

授業料 

第１年度 750,000 750,000 750,000 750,000

第２年度 796,000 796,000 796,000 796,000

第３年度 796,000 796,000 796,000 796,000

第４年度 796,000 796,000 796,000 796,000

施設費 各年度 230,000 230,000 230,000 230,000

教育充実費 各年度 22,000 22,000 22,000 22,000

 
文学部 日本文学文化学科及び英語英米文学科 

                           （単位：円） 

入学年度

費目 
令和６年度 令和５年度 令和４年度 令和３年度 

授業料 

第１年度 750,000 750,000 750,000 750,000

第２年度 796,000 796,000 796,000 796,000

第３年度 796,000 796,000 796,000 796,000

第４年度 796,000 796,000 796,000 796,000

施設費 各年度 230,000 230,000 230,000 230,000

教育充実費 各年度 30,000 30,000 30,000 30,000

 
文学部 哲学科 

                           （単位：円） 

入学年度

費目 
令和６年度 令和５年度 令和４年度 令和３年度 

授業料 
第１年度 750,000 750,000 750,000 750,000

第２年度 796,000 796,000 796,000 796,000
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第３年度 796,000 796,000 796,000 796,000

第４年度 796,000 796,000 796,000 796,000

施設費 各年度 230,000 230,000 230,000 230,000

教育充実費 各年度 25,000 25,000 25,000 25,000

 
文学部 歴史学科 

                           （単位：円） 

入学年度

費目 
令和６年度 令和５年度 令和４年度 令和３年度 

授業料 

第１年度 750,000 750,000 750,000 750,000

第２年度 796,000 796,000 796,000 796,000

第３年度 796,000 796,000 796,000 796,000

第４年度 796,000 796,000 796,000 796,000

施設費 各年度 230,000 230,000 230,000 230,000

教育充実費 各年度 40,000 40,000 40,000 40,000

 
文学部 環境地理学科 

                             （単位：円） 

入学年度

費目 
令和６年度 令和５年度 令和４年度 令和３年度 

授業料 

第１年度 750,000 750,000 750,000 750,000

第２年度 796,000 796,000 796,000 796,000

第３年度 796,000 796,000 796,000 796,000

第４年度 796,000 796,000 796,000 796,000

施設費 各年度 230,000 230,000 230,000 230,000

教育充実費 各年度 55,000 55,000 55,000 55,000

 
文学部 ジャーナリズム学科 

                            （単位：円） 

入学年度

費目 
令和６年度 令和５年度 令和４年度 令和３年度 

授業料 

第１年度 750,000 750,000 750,000 750,000

第２年度 796,000 796,000 796,000 796,000

第３年度 796,000 796,000 796,000 796,000

第４年度 796,000 796,000 796,000 796,000

施設費 各年度 230,000 230,000 230,000 230,000

教育充実費 各年度 35,000 35,000 35,000 35,000

 
ネットワーク情報学部 

                           （単位：円） 

入学年度

費目 
令和６年度 令和５年度 令和４年度 令和３年度 

授業料 

第１年度 926,000 870,000 870,000 870,000

第２年度 972,000 916,000 916,000 916,000

第３年度 972,000 916,000 916,000 916,000

第４年度 972,000 916,000 916,000 916,000
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施設費 各年度 250,000 250,000 250,000 250,000

教育充実費 各年度 80,000 80,000 80,000 80,000

 
人間科学部 心理学科 

                           （単位：円） 

入学年度

費目 
令和６年度 令和５年度 令和４年度 令和３年度 

授業料 

第１年度 783,000 783,000 783,000 783,000

第２年度 829,000 829,000 829,000 829,000

第３年度 829,000 829,000 829,000 829,000

第４年度 829,000 829,000 829,000 829,000

施設費 各年度 230,000 230,000 230,000 230,000

教育充実費 各年度 90,000 90,000 90,000 90,000

 

人間科学部 社会学科 
                           （単位：円） 

入学年度

費目 
令和６年度 令和５年度 令和４年度 令和３年度 

授業料 

第１年度 753,000 753,000 753,000 753,000

第２年度 799,000 799,000 799,000 799,000

第３年度 799,000 799,000 799,000 799,000

第４年度 799,000 799,000 799,000 799,000

施設費 各年度 230,000 230,000 230,000 230,000

教育充実費 各年度 40,000 40,000 40,000 40,000

 
国際コミュニケーション学部 日本語学科 

                           （単位：円） 

入学年度

費目 
令和６年度 令和５年度 令和４年度 令和３年度 

授業料 

第１年度 750,000 750,000 750,000 750,000

第２年度 796,000 796,000 796,000 796,000

第３年度 796,000 796,000 796,000 796,000

第４年度 796,000 796,000 796,000 796,000

施設費 各年度 230,000 230,000 230,000 230,000

教育充実費 各年度 52,000 82,000 82,000 82,000

 
国際コミュニケーション学部 異文化コミュニケーション学科 

                           （単位：円） 

入学年度

費目 
令和６年度 令和５年度 令和４年度 令和３年度 

授業料 

第１年度 850,000 850,000 850,000 850,000

第２年度 896,000 896,000 896,000 896,000

第３年度 896,000 896,000 896,000 896,000

第４年度 896,000 896,000 896,000 896,000

施設費 各年度 230,000 230,000 230,000 230,000

教育充実費 各年度 54,000 54,000 54,000 54,000
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ýß�26÷ÿ�105g~�Û{¸»{w~º{²}ïw1ïßw�[O 

(2) ��|o��ö{u�y»_{o��öÛ�Þ��~��öÿ_ÿ~�

�~��ö²�°2ÿ{ztvïßw�[Oÿùþ{}ï�Ûs{w~º

{}ï�xwvïßw�[O²�°2ÿ 

ÿ _�~�Û{¸ºïßw�²~x�zysx~w}»[Ou�1\¿{v

20[O²�xzt²~xy»2 

�ÿg~ÿ o��ö�1}²Noþx�±»x}�1��|Þ~|~ùÛ�
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�ø~ëmùþ²}ïw1ïßw�[O²1º{ïÎ{ß�z[Oxwv�

Ûy»sx|w}»2 

�ÿg~ÿ Zö 

�ÿg~ÿ o��ö~º{{ztv�1}²N{w~ß�|r»x�±»|

\{�1]�}~Þ{Û~f�Û�f�{ztv|~g^²Ìv{~ù_z

ýý{¸º}²²Ìvsx|w}»2 

�ÿg~ÿ ëmùþ²}ïw1}~î�Û�s¼{ï¿»�ÛûýÛ~ßï

{\|w��{�1bÛ~[O²Nx»2 

�ÿg~ÿ î��1��Û�óÿ{¸»²~xy»2�pw1Þç~óû}

~Þ~ýý{¸»sx|w}»2 

ÿ î��1ßWxwv}ïw�ëmùþ{ttv1�~oÛ���o{Ìv2

�pw1ß�|r»x�±�x}�1}~Þ~f�{ztv²Ìvsx|w

}»2 

�ÿg~ÿ î��1}ïw�ëmùþwzq¼p1×q»sx|w}zt2 

ÿ �¿²}uwzt��1î�²×q»sx|w}zt2 

ÿ _�Û�\�~��o�1î�²×q»sx|w}zt2 

�ÿg~ÿ r~ßï�1100ù²îùxw160ùïN²\|xw160ùoî²

O\|xy»2 

ÿ _�~|\{ztv1r~ßï~{V�190ùïN²S185ùïN90ùoî

²Aÿ180ùïN85ùoî²A175ùïN80ùoî²Bÿ170ùïN75ùoî²

B165ùïN70ùoî²Cÿ160ùïN65ùoî²C160ùoî²Fxy»2 

ÿ _�~r~ßï~{V{ßxv°üüùûý´óø²ÞNw1°üüùû

ý´óøû²ùüü¸(GPA)²ÿûy»2s~|\{ztv1°üüùûý´

óø�1S²4.01Aÿ²3.51A²3.01Bÿ²2.51B²2.01Cÿ²1.51C²1.01

F²0.0xy»2 

ÿ �ÿ�~�Û{{{¿¹z1�Û{¸ºëNu¼»[O~r~ßï�1�

ÛÿNÿxy»sx|w}»2s~|\{ztv1°üüùûý´óø�ÞN

{z1°üüùûý´óøû²ùüü¸(GPA)~ÿûÿíxwzt2 

�ÿg~10 o��ö�1��{ÿwv1ëmÛs|~g^~ýýÛsÕûn

s{ÿ~�~ëmÛs|~g^~��²r¹{x±n{y»²~xy»2 

ÿ o��ö�1�ï~rÿ1�OÞçÛs�ÿg�ÿ�~�Û{¸ºïûº

{~ïÎ�þxz»{Û~ºÜ{ttv~|~~rÿ{Ï»ßïns{ïÎ
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~�Û{_�tv�1û»gÛsó|g²úßy»�±1��{ÿwv}~

ÿþ²r¹{x±n{y»xx²{1_úÿþ{ßtvùW{Ìv²~xy

»2 

�ÿg~11 o��ö�1ëmÛs|~g^~ÕûÛsýý~}Õ²÷»�±

~}~öz|ïÛs|~{ú±»²~xy»2 

ÿ _�~þö²Ôry»�±1o��ö{õ±»ûö³û÷³ùýó÷ñó

øÝõ_²��2 

ÿ _�~õ±»ûö³û÷³ùýó÷ñóø{·y»Ï�{ttv�1w{

Û±»2 

�ÿú º{ïÎ~�Û 

�ÿg ïûº{~ïÎ~�þ�1ïûº{{ÿ~ÿÿ~ï_~{þïm~Ö

²Û±»|~ù1^�Û���~}ïN~{V{rtv�1_ú{þïm~

ÖÿïN��w130[OïN²ïßw1{t1ß�z|~g^²×q�N1

_úïûº{~þö{ßx1ïûÞçÛ�{Û~ºÜ{ttv~|~~rÿ

~ûÿÛsî�{\|y»sxxy»2�pw1����{·wv�1{¼

�m~²Nr��{ttv�1ÿ~ïN��y¼p¿º»²~xy»2 

ÿ _�~�Û{�1}~|~{ß�zÿ{ÿ�ïN~_ÿ�{¸��z»s

x²gþxy»2 

ÿ �ÿ�{�Ûy»{Û~ºÜ{ttv~|~~rÿ~ÕûÛs}~ûÿ{

·wv�1|~ùÝõ_|w{Û±»2

�ÿg~ÿ o��ö�1�ÿg~ÿ�ÿ��ÿ÷~[O²o��ö{ztv

ïßw�²~x�zy|\wrsv1_ú[O~ïß{¸ºo��ö~ïû

º{~}²º{~Nø²}ïw�x�±»x}�1_ú[Ou1}~ïß{

�w���}~Þ²Úhwvÿ~²�xztÿöwo��ö|Û±»���

�w�²~x�zysx|w}»2�pw1s~|\{ztv²1o��ö

~ïûº{{]z�x²ÿ~ïN��y»²~xy»2 

�ÿg [ûº{~ïÎ~�þ�1[ûº{{1ïûº{{zq»����{

ÿ~²òx���ÿïûº{{ÿ~ïN��w1_úº{²ïÎw��{r

tv�1_úº{{zq»ÿ~~����²�°2ÿïN��w130[Oï

N²ïßw1{t1ß�z|~g^²×q�N1[ûÞç~ûÿÛsî�{

\|y»sxxy»2�pw1����{·wv�1{¼�|~m~²Nr

��{ttv�1[ûº{ÿ~ÿïûº{{ÿ~ïN��w1_úº{²ï
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Îw��{rtv�1_úº{{zq»ÿ~~����²�°2ÿïN��

y¼p¿º»²~xy»2 

ÿ �ÿg�ÿ�~�Û{¸º{þïm~Ö²ÿ~ïNÿ~oîxw�ïûº

{²ïÎw��Ûs_�~�pwþ~�Û{¸»����²²svïûº{

²ïÎw��~[ûß�º{~ïÎ~�þ{ttv�1ïûº{{zq»�

���{ÿ~²òx���xy»2 

ÿ _�~�Û{{{¿¹z1�18g�ÿ÷´1¶1¸Û�º~u�Ï|{¸

º[ûß�º{{u�w�|\~[ûº{~ïÎ~�þ�1[ûß�º{{

ÿ~ïN��w1ß�z|~g^²×q�N1_ú|~ù~Ìv[ûÞç~

ûÿÛsî�{\|y»sxxy»2�pw1����{·wv�1{¼�

|~m~²Nr��{ttv�1[ûß�º{{ÿ~ïN��y¼p¿º»

²~xy»2 

ÿ �ÿ�Ûs�ÿ�~�Û{�1}~gþxwvß�zÿ{ÿ�ïN~_ÿ

�{�xvt»sx|�Ëu¼»2 

�ÿg _ÿg~î��1�OÞç²oßxwvs¼{·³~r»ëmùþ{

ttvÌv2 

�10g ïû~�OÞçÛs�ÿg�ÿ�~�Û{¸ºïûº{~ïÎ�þx

z»{Û~ºÜ{ttv~|~~rÿ~ûÿÛsî��1ÿooå~w{Ì

v2 

ÿ [û~�OÞç~ûÿÛsî��1Þç×vßÿ~ïÕ{Ìv2 

�10g~ÿ º{ïÎ~f��1�~oxy»2�pw1o��ö~�±��

{ÿwv�1��oxy»sx|w}»2 

ÿ _��pwþ{�Ûy»��oïÎ{·y»×st{ttvß�zÏ��1

w{Û±»2 

�ÿú �OëN 

�11g o��ö{ztv1T|~ù~º{ïÎ~�Û²ß��{�1k~�

O²ëNy»2 

}n�|~ù 

ïûÿ}n�ÿ 

[ûÿ}n�ÿ 

ý�|~ù 

ïûÿý�ÿ 
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[ûÿý�ÿ 

ç�|~ù 

ïûÿç�ÿ 

ïûÿö�ÿ 

ïûÿ�ó�ÿ 

ïûÿwv�ÿ 

ïûÿ�_�ÿ 

ïûÿßv�ÿ 

ïûÿ¸óüúúºð�ÿ 

[ûÿç�ÿ 

[ûÿö�ÿ 

[ûÿ�ó�ÿ 

[ûÿwv�ÿ 

[ûÿ�_�ÿ 

[ûÿßv�ÿ 

}÷�|~ù 

ïûÿ}÷�ÿ 

ïûÿåyûvÿ 

[ûÿ}÷�ÿ 

[ûÿåyûvÿ 

W�|~ù 

ïûÿW�ÿ 

[ûÿW�ÿ 

�12g o���1[ûº{²}»sxz�wv[û~�OÞç²óûy»�

{1[ûº{{zq»�OëN~ýý{þxv�O²ëNy»2 

�ÿú }÷º{ 

�13g T|~ù~^�{ßxv1ïûº{{o�i}ïns{Ú{�i}ï

~^ï]»öëN~b�Ï|²ßu{»�±~º{²z�2 

ÿ _�~]»ö~~Þ�1k~�ºxy»2 

|~ù ^� }õ~]»ö~~Þ ]»}ù 

}n�|~ù }n�^� o�i}ï^ï]»ö �_ 

Ú{�i}ï^ï]»ö }} 
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ý�|~ù ý�^� o�i}ï^ï]»ö �_ 

Ú{�i}ï^ï]»ö }} 

ç�|~ù åo�åoç�^� o�i}ï^ï]»ö ÿ� 

Ú{�i}ï^ï]»ö ÿ� 

ó�ó�ç�^� o�i}ï^ï]»ö ó� 

Ú{�i}ï^ï]»ö ó� 

ö�^� o�i}ï^ï]»ö �_ 

Ú{�i}ï^ï]»ö }} 

�ó�^� o�i}ï^ï]»ö �_ 

Ú{�i}ï^ï]»ö wv�ó 

wv�^� o�i}ï^ï]»ö �_ 

Ú{�i}ï^ï]»ö wv�ó 

�_�^� o�i}ï^ï]»ö �_ 

Ú{�i}ï^ï]»ö }} 

ßv�^� Ú{�i}ï^ï]»ö }} 

}÷�|~ù }÷�^� Ú{�i}ï^ï]»ö åy 

Ú{�i}ï^ï]»ö Wm 

W�|~ù W�^� Ú{�i}ï^ï]»ö Wm 

_��^� Ú{�i}ï^ï]»ö Wm 

�ÿú �~û��Ûs_å 

�14g �~�1ÿoÿå{Ûº1ÿ~ÿo31å{�»2 

�15g �~²Vqvk~ÿ��xy»2 

_� ÿoÿå{¹ÿo20å~w 

ß� ÿo21å{¹ÿ~ÿo31å~w 

�16g ëm²Ì¿ztåÿïO<_må=xtv2ÿ�1k~xzºxy»2 

(1) åþå 

(2) ÿ}~}å{·y»ýß{Û±»_å 

(3) ���ÿå 10o30å 

(4) _�_m ÿoOí{¹ÿoOí~�w1�÷|w{Û±»�� 

(5) ý�_m 12oOí{¹ÿ~ÿo_í~�w1�÷|w{Û±»�� 

(6) g�_m ÿo_í{¹ÿoOí~�w1�÷|w{Û±»�� 

ÿ _må~YöÛ�éf~_må{ttv�1}~ýþ}{y»2 
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ÿ �÷�1ß�|r»|\�1_måçw��_m��²Yöw1Û�éf

{_må²Û±»sx|w}»2 

�ÿú u�ûî�û}�û_�û��Ûsö}{ 

�17g u�~f��1�~~Û±xy»2 

�18g o��ö{u�y»sx|w}»��1k~T÷~tz¼{{ú_y

»�w1o��ö|ÌvbÛ~î�{\|w�²~xy»2 

(1) ïûº{ 

² ��²Smw�� 

´ �i}²ý�104g�ÿ�~�Û{¸º�û~�O²ëNu¼�� 

¶ _ÿ{ztv1�i}²{zq»16~~º{²ïÎw�� 

¸ _ÿ~�i|Ìv�ï}²{zq»ëmùþ²s|ÿ{ztv}ïy

»sx{¸º_ú_ÿ~�i}²{zq»16~~º{²ïÎw�� 

º s|ÿ{ztv1_ÿ~��~º{ÿ}~ïÎ�|_ú_ÿ~�i}

²{zq»16~~º{²ïÎw�xu¼»²~{Ö»2ÿ²oy»²~

xwv_ú_ÿ~�i}²vþ{ztvO�Þq¹¼�}²ý¯wrs

v1çøù��ã|w{gÛy»²~~_úº{²ïÎw�� 

» _ÿ~��}~Þ~_ÿ~�iÿ}~}²|~�×{~ÿ\özöí

{ttv1_ú_ÿ~�ÞÛ�·Ï�·~�¾²×q��{¸»ßï²

×q�²~Û�s¼{þz»²~xwvçøù��ã|w{gÛy»²

~{Ö»2ÿ{ztv1ïm~Ö|ÿ~ïNwr»º{²ïÎy»sx

{¸º1�û~�O{þ_y»�O²ëNu¼�� 

½ ^ï�i~^�º{wçøù��ã|w{gÛy»²~²çøù��

ã|Û±»åïß{ïÎw�� 

¿ çøù��ã~gÛw�� 

± �i}²ý�102g�ÿ�~�Û{¸ºÞ~��ö{u�w��wr

sv1o��ö{ztv1��ö{zq»}²²×q»{uu¿wt�

Û|r»x�±�²~ 

³ o��ö{ztv1[w~u�Ï|ûÿ{¸º1��²Smw��x

\{ïN~�Û|r»x�±��w122{{Ôw�²~ 

(2) [ûß�º{ 

² ïû~�OÛ�^�÷�O²oy»� 

´ _ÿ{ztvïû~�OÛ�^�÷�O{þ_y»�O²ëNu¼�
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� 

¶ _ÿ~�i|Ìv�ï}²{zq»ëmùþ²s|ÿ{ztv}ïw1

ïû~�OÛ�^�÷�O{þ_y»�O²ëNu¼�� 

¸ s|ÿ{ztv1_ÿ~��ö~º{²oy»²~xwv_ú_ÿ~

�i}²vþ{ztvO�Þq¹¼�}²ý¯wrsv1çøù��ã

|w{gÛy»²~~_úº{²ïÎw1ïû~�OÛ�^�÷�O{

þ_y»�O²ëNu¼�� 

º ÿ�³\��~º{²ïÎw1ïû~�O{þ_y»�O²ëNu¼

�� 

» çøù��ã~gÛw�� 

½ o��ö{ztv1[w~u�Ï|ûÿ{¸º1ïû~�OÛ�^�

÷�O²oy»�x\{ïN~�Û|r»x�±��w124{{Ôw�

²~ 

�19g u�²ßØy»��1bÛ~î�Û�s¼{ï¿»ø�ÿïO<u�

~ø�=xtv2ÿ²×qzq¼pz¹zt2 

ÿ u�ßØ�{ttv�1}~ß�y»|~ù~^�Vß{u�y»�±{

ß�z�Û~�ÿ²Ìv2 

ÿ u�~ø��1|~ùÝõ_|Û±»ýý{¸º1�Ûûþ{~vÛ{ÿ

utvÌv2 

�20g Þ~��ö{¹î�²^�y»�|r»x}�1kõ~r»|\{Ö

º1_g{þz»�ÿ²}vu�²»ÿy»sx|w}»2 

�21g u�²ßØy»��1u�ØþÛs}~Þ~ûØþÞ{u�}Ûý²

ÿxv1gÛ�å~w{óûwzq¼pz¹zt2 

�22g u�²»ÿu¼���1gÛ�å~w{bÛ~u�kÿþÞ²óûw1

u�ÑÛsëmý{²}uwzq¼pz¹zt2 

ÿ u�~kÿ²�x��{�1��¾ÿ¯V¾nþÿ²îÞy»2 

�23g o��ö|}²|~Noþx�±»x}�1���1o��ö|WÛ

²ý}w�_ÿ~��~��öÿs¼{þ_y»Ú{}²|~�·²�°2ÿ

{}�y»sx|w}»2 

ÿ _�~�Û{¸»}�~���1ÿ~²Öþxwvïm~Ö{�±»sx

|w}»2 

ÿ }�~×st{·wß�zÏ��1w{Û±»2 
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�24g ��|ÿõ}~Þk°²ßztÏu{¸tv÷�{Þºk�w¸vx

y»x}�1ß¾þ³�~N1�÷{Øtûv}~»ÿ²ßv_�y»sx

|w}»2 

�25g _�~���1_ú�~Öºxy»2�pw1{w~Ïå|r»|\

{�1_}ÿ}_�²»ÿy»sx|w}»2 

ÿ _��1�ÿwvÿ{~²�x»sx|w}zt2 

�26g _�w����1}~Ïu|k³px}�1ß¾þ³�~N1�÷{

Øtûv}~»ÿ²×qvÿ�y»sx|w}»2 

ÿ ÿ�~f��1�~~Û±xy»2 

�27g _����1��~u{ÿuwzt2 

�28g ��|ÿõ}~Þk°²ßztÏu{¸tv��w¸vxy»x}�1

ß¾þ³�~N1�÷{Øtûv»ÿ²×qzq¼pz¹zt2 

�29g ��w��|Ýu�²^�y»x}�1}~vu²Þwv1ß¾þ³

�~N1�÷{Øtûv}~»ÿ²×qvÝu�y»sx|w}»2 

ÿ Ýu�~f��1�~~Û±xy»2 

�30g k~T÷~tz¼{{ú_y»��1ö}xy»2 

(1) gÛu¼��Ö~w{_ú~þ~}ïyy}ëmùþ�³²Ì¿zt

�1}~Þo��öwï�y»oß|ztx�±¹¼�� 

(2) gÛu¼��Ö~w{ëmý}~Þ~�¿²}uwzt� 

(3) ��~u²�Þw�� 

�ÿú u�}ÛýÛsu�Ñûëmý{ 

�31g u�}ÛýÛsu�Ñûëmý}~Þ~�¿�1wè�a{ór»�

ºxy»2 

�32g u�Ñûëmý}~Þ~�¿�o��ö~Û±»��Õ{}¼~¼}

uwzq¼pz¹zt2 

�33g _��~�¿�1w{Û±»2 

�34g ç{}uw�ëmý}~Þ~�¿�1ß�wzt2�pw1w{Û±

~r»|\�1s~Öºwzt2 

�35g ß�{¸tv1ß�ûßÿ¿{²ÿßy»sx|r»2 

�10ú y�� 

�36g o��ö{y��²z�sx|w}»2 

ÿ y��{·y»�{�1w{Û±»2 
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�11ú }õ}~ 

�37g o��ö{zq»ëmÛs|~g^�1o��ö~}²|~N~þö

²Ôry»�±1}õ~ùWz�rVçÛs³~_v²úßy»sx{¸º

}~öz}²|Ì¿¼»¸v}oy»²~xw1o��^ÿ~}ë1×}ë

Ûs��|s¼²ç_y»2�pw1}~Þ{w~Ïå|r»|\{�1û

õ}õÛs}ÿ��{ç_u{»sx|w}»2 

ÿ o��ö~ÿ�²Û±vÿ}y»}õÛsûõ}õ{·y»�{�1w{

Û±»2 

�37g~ÿ o��ö�1��²Û±vÿ}y»ÿ�vûk²��sx|w}

»2 

ÿ o��ö~��²Û±vÿ}y»ÿ�vûk{·y»�{�1w{Û±»2 

�12ú Û÷}~ 

�38g o��ö{��öÝõ_²z}1T|~ù{|~ùÝõ_²z�2 

�39g ��öÝõ_�1�÷1T|~ù÷ÛsT|~ùÝõÿ]²²tvë

ry»2 

�40g ��öÝõ_~Ýõ÷�1�÷xy»2 

�41g ��öÝõ_�1o��ö~T|~ù{·y»q�~Ý�Ï�²ûû

y»2 

�42g |~ùÝõ_�1T|~ù~Ýõwr»^ÿ}õ²²tvëry»2 

�43g |~ùÝõ_~÷�1|~ù÷xw|~ùÝõ~o{¹øûy»2 

�44g |~ù÷~ÿ��1ÿ~xwÝÿ²u~�rzt2 

�45g |~ùÝõ_�1�÷|}²|~{·y»~Û²Ìv{_�º1k{

ór»Ï�{ttvûûw1o�²ÿy»²~xy»2 

(1) ��~u�1º{~ïÎ}~Þ��~�}{·y»sx2 

(2) î�{·y»sx2 

(3) �OÞçÛs�ÿg�ÿ�{�Ûy»ïûº{~ïÎ�þxz»{Û

~ºÜ{ttv~|~~rÿ~ûÿ{·y»sx2 

(4) ��~g^ÛsÞ�{·y»sx2 

(5) }²º{{·y»sx2 

(6) ëmùþç_�{·y»sx2 

(7) �WÛs�{~}ß{·y»sx2 

(8) ëýù}ûßï{·y»sx2 
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(9) _T÷{ór»²~~{{1}²|~{·y»Ï�w1|~ùÝõ_~

o�²ô�sx|ß�z²~xwv�÷|Û±�sx2 

ÿ |~ùÝõ_�1_�{�Ûy»²~~{{1}²|~{·y»Ï�{t

tvûûw1Ûs�÷~n±{ßx1o�²ÿy»sx|w}»2 

�13ú ßûÛõ 

�46g o��ö{zq»T|~ù~ßûÛõ�1k~�ºxy»2 

|~ù ^� ïûº{ [ûß�º{ 

u�Ûõ ßûÛõ u�Ûõ ßûÛõ 

}n�|~

ù 

}n�^� 25 50 ÿ ÿ

ý�|~ù ý�^� 25 50     

}Ïý�^�     ÿ ÿ

}ý�^�     ÿ ÿ

ç�|~ù åo�åoç�^

� 

10 20 ÿ ÿ

ó�ó�ç�^� ÿ 10 ÿ ÿ

ö�^� ÿ 10 ÿ ÿ

�ó�^� 10 20 ÿ 15

wv�^� ÿ 10 ÿ ÿ

�_�^� ÿ 10 ÿ ÿ

ßv�^� 10 20 ÿ ÿ

¸óüúúºð�

^� 

ÿ 10 

}÷�|~

ù 

}÷�^� 20 40 ÿ ÿ

W�|~ù W�^� 10 20 ÿ ÿ

_��^� 15 30 ÿ ÿ

� 150 300 37 111

�14ú |~g^Ûsý¯ 

�47g |~g^ý¯{ttv�1o��~|~úý¯Ûs÷þ¹²��{{

}u{v|~~ÿß²÷»2 

�15ú ùþ{}ï�ûô��û{wô��ûÝ��û_ÿþ}��Û
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s|~� 

�48g o��ö�1o��ö~��ï_~�|[O²ïßy»þöw1o�

�ö~ëmùþ~}ï²^�y»x}�1k���~�ï²ùrztÖº1

T|~ù{ztv}~�Û²�ÿ~N1ùþ{}ï�xwv»ÿy»sx|

w}»2 

�48g~ÿ o��ö~ëmùþ{ttv1ô�²^�y»�|r»x}�1

k���~�ï²ùrztÖº1}~�Û²�ÿ~N1ô��xwv»ÿy

»sx|w}»2 

�49g o��öxWÛw�Þ~��ö~��|1o��ö~ëmùþ~}ï

²^�y»x}�1{wô��xwv»ÿy»sx|w}»2 

�49g~ÿ o��ö�1}q÷_}~Þ~�·{{¹~Ý�{¸tv1o�

�ö~ëmùþ{ttv1ô�²^�y»�|r»x}�1}~�Û²�ÿ

~N1Ý��xwv»ÿy»sx|w}»2 

�50g o��ö�1_ÿ{ztv�~~º{{¸»16~~�i}²²ïÎw

��Û�s¼{þz»��1�18g~�Û{{{¿¹z1T|~ù{ztv

}~�Û²�ÿ~N1{w{u�²»ÿy»sx|w}»2 

ÿ _�~�Û{¸ºu�²ßØy»��1ß�zþÞ~{{1åo{�Ow

v1}²|~{ßÏy»sx|ùýwr»sx²¾ny»_ÿ�Þ}~Þ~

Û}�~¾nþ²óûwzq¼pz¹zt2 

�51g o��ö{ztv1|~g^²×q»sx²^�y»x}�1k��

�~|~g^²ùrztÖº1}~�Û²�ÿ~N1|~�xwv»ÿy»

sx|w}»2 

ÿ |~�~Ï|�1k~T÷~tz¼{{ú_y»²~xy»2 

(1) ��²Smw��Û�s¼x\{ïN~�Û|r»x�±¹¼�� 

(2) ïûº{²ïÎw�� 

(3) [ûß�º{~bÛ[O²ïßw��w�� 

�52g ùþ{}ï�1ô��1{wô��1Ý��1_ÿþ}��Ûs|~

�{·y»×st�1w{Û±»2 

�52g~ÿ o��ö�1o��~�ø��|1o��ö~k�~[O²ïß

y»sx²þöxwv1{Û~ëmùþ~}ï²Øtû�|\{�1T|~

ù{ztv}~�Û²�ÿ~N1s¼²»ÿy»sx|w}»2 

ÿ o��~�ø��~��öëmùþ~}ï{·y»×st�1w{Û±»2 
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�16ú Û�ý¯ 

�53g o��ö~���1o��~Û�ý¯²{}y»sx|w}»2 

�17ú Þ� 

�54g �W~��ú�W1�{{Ìßw��1}~Þ��xwv~oV{ß

w���1}~ÿÝ{¸tvq³¬1\�~����{÷y»2 

�55g k~T÷~N{r�»²~�1��²}z»2 

(1) gÌOïw}Õ~�¿�~zt²~x�±�� 

(2) �Ûó{wrtv|~ýÛz�1rm~�¿�~zt²~x�±�� 

(3) ��~ùß²�w1}~Þ��~oV{ßw�� 

�18ú }k 

�56g o�W~Yö�1|~ùÝõ_Ûs��öÝõ_~û²}v�÷|Ì

v2 

Ö W 

o�W�1oÜ27~ÿoÿå{¹ýÌy»2 

o�W�1oÜ29~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1oÜ30~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1oÜ38~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1oÜ45~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1oÜ46~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1oÜ48~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1oÜ49~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1oÜ50~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1oÜ51~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1oÜ52~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1oÜ54~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1oÜ56~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1oÜ60~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1oÜ61~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1oÜ63~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1�rS~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1�rÿ~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1�rÿ~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 
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o�W�1�rÿ~11oÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1�rÿ~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1�rÿ~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1�rÿ~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1�rÿ~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1�rÿ~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1�rÿ~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1�r10~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1�r11~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1�r12~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1�r13~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1�r14~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

�pw1�r13~þ~w{ç�|~ùÿç�^�1óç�^�Ûsó�^�

{u�w��w1}kß²��wvt»�{�1wèaÿëmùþÛs}ïý

ýÿ²ù}y»2 

o�W�1�r14~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1�r14~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1�r15~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

�pw1�r14~þ~w{ý�|~ùïûº{ùý�^�1}ý�^�Ûs

[ûß�º{}ý�^�1ç�|~ùïûº{wv�^�1W�|~ùïûº

{W�^�Ûs[ûß�º{W�^�{u�w��w1}kß²��wvt»

�{�1wè�aÿëmùþÛs}ïýýÿ²ù}y»2 

o�W�1�r16~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

�pw1ý�|~ùïûº{ùý�^�Ûs}ý�^��1}kß~�W�

ÿg~�Û{{{¿¹z�r15~ÿo31å{_ú^�{��y»�|_ú^�

{��wz�z»~w~�1[ÿy»²~xy»2 

~�1�r15~þ~w{ç�|~ùïûº{ßv�^�Ûs[ûß�º{ß

v�^�1}÷�|~ùïûº{}÷�^�Ûs[ûß�º{}÷�^�{u

�w��w1}kß²��wvt»�{�1wè�aÿëmùþÛs}ïýýÿ

²ù}y»2 

o�W�1�r17~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

�pw1�r16~þ~w{}÷�|~ùïûº{}÷�^�Ûs[ûß�º
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{}÷�^�{u�w��w1}kß²��wvt»�{�1wè�aÿëm

ùþÛs}ïýýÿ²ù}y»2 

o�W�1�r18~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1�r18~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1�r19~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1�r19~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1�r20~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1�r21~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1�r22~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

�r21~þï_~}n�|~ùïûº{}n�^�u��{ttv�1}k

ß~^ï����ö�WÿïO<}kß~�W=xtv2ÿ~�Û{{{¿¹

z1}k_~wè�aÿëmùþÛs}ïýýÿ²ù}y»2 

}k_~�ÿg�ÿ�1�ÿg�ÿ�1�11g1�16g�ÿ�Ûswè�a

(1)~�Û�1}n�|~ùïûº{}n�^�¸³þñøúó¿¹û³ü¹{

��y»�|_ú³ü¹{��wz�z»~w~�1zz}~ûÛ²oy»2 

�r21~þï_~W�|~ùïûº{W�^�u��{ttv�1}kß~

�W~�Û{{{¿¹z1}k_~wè�aÿëmùþÛs}ïýýÿ²ù}

y»2 

o�W�1�r23~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1�r24~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1�r25~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1�r26~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1�r27~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1�r28~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1�r29~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1�r30~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1�r31~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1îÜÿ~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1îÜÿ~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1îÜÿ~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1îÜÿ~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

o�W�1îÜÿ~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 
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o�W�1îÜÿ~ÿoÿå{¹}kýÌy»2 

wè�aÿëmùþÛs}ïýýÿ 

(1) }n�|~ù 

ïûº{ 

}n�^� 

ï vÞ}n�{Þ (4) vÞ}n�{Þ�ÿ (4) 

vÞ}n�{Þa (2) 

vÞ}n�{Þa (2) 

ï }n�ó{Þ (4) }n�ó{Þ�ÿ (4) 

ï }��{Þ (4) }��{Þ�ÿ (4) 

ï åo}nó{Þ (4) åo}nó{Þ�ÿ (4) 

ï ÿo}nó{Þ (4) ÿo}nó{Þ�ÿ (4) 

ï }n��{Þ (4) }n��{Þ�ÿ (4) 

}n��{Þa (2) 

}n��{Þa (2) 

ï ¿m��{Þ (4) ¿m��{Þ�ÿ (4) 

ï ��{Þ (4) ��{Þ�ÿ (4) 

��{Þa (2) 

��{Þa (2) 

ï ÿ~��{Þ (4) ÿ~��{Þ�ÿ (4) 

ÿ~��{Þa (2) 

ÿ~��{Þa (2) 

ï Ñ�Þ{Þ (4) Ñ�Þ{Þ�ÿ (4) 

Ñ�Þ{Þa (2) 

Ñ�Þ{Þa (2) 

ï �_��{Þ (4) �_��{Þ�ÿ (4) 

ï ÿ�}nÞ{Þ (4) ÿ�}nÞ{Þ�ÿ (4) 

ÿ�}nÞ{Þa (2) 

ÿ�}nÞ{Þa (2) 

ï ôÛ}nÞ{Þ (4) ôÛ}nÞ{Þ�ÿ (4) 

uß}nV÷~ÿ�a (2) 

uß}nV÷~ÿ�a (2) 
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ÿVx�Va (2) 

þ¿ý}n�a (2) 

ÿ¿ý}n�a (2) 

N�ÿ¿ý}n�a (2) 

N�þ¿ý}n�a (2) 

�ß}n�a (2) 

ß}�ß}n�a (2) 

ß}�ß}n�a (2) 

²üðvÞxåy~}n�a (2) 

o�~�ýa (2) 

Ñ�·¹öðÞa (2) 

Ñ���Þa (2) 

Ñ���Þa (2) 

OmÑ�Þa (2) 

Ïo^|Þa (2) 

Ïo^|Þa (2) 

ÿ�Ñ�Þa (2) 

ÿ�Ñ�Þa (2) 

ùóñóü½óô¿ûû÷ù´ùüø¸¿´ö³Þa (2) 

³üýüüøû¼ðúó¹Þa (2) 

÷úðö³öÞa (2) 

÷úðö³öÞa (2) 

|~Þçg^ (4) 

|~Þçg^a (2) 

|~Þçg^a (2) 

}n�ÿ�_Ü{Þ (2) 

}n�ß}_Ü{Þ (2) 

}n�{ë_Ü{Þa (2) 

}n�{ë_Ü{Þa (1) 

_ÿþ�¯{Þa (2) 

_ÿþ�¯{Þa (2) 

{ë_Ü{Þ (2) 
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² ëmùþ~}ï{_tv�1g^}ë~g{²×qzq¼pz¹z

t2 

´ ëmùþ�130[OïN²}ïwzq¼pz¹zt2 

¶ ïs~��ùþ{¹ÿ{Þùþÿ�ÿû�ÿÿ²øþw1s¼²}

~��~^ïùþxy»2 

[ûß�º{ 

}n�^� 

ï vÞ}n�{ë|~ (4) vÞ}n�{ë|~�ÿ (4) 

ï }n�ó{ë|~ (4) }n�ó{ë|~�ÿ (4) 

ï }��{ë|~ (4) }��{ë|~�ÿ (4) 

ï åo}nó{ë|~ (4) åo}nó{ë|~�ÿ (4) 

ï ÿo}nó{ë|~ (4) ÿo}nó{ë|~�ÿ (4) 

ï }n��{ë|~ (4) }n��{ë|~�ÿ (4) 

ï ¿m��{ë|~ (4) ¿m��{ë|~�ÿ (4) 

ï ��{ë|~ (4) ��{ë|~�ÿ (4) 

ï Ñ�Þ{ë|~ (4) Ñ�Þ{ë|~�ÿ (4) 

ï �_��{ë|~ (4) �_��{ë|~�ÿ (4) 

ï ÿ�}nÞ{ë|~ (4) ÿ�}nÞ{ë|~�ÿ (4) 

² ëmùþ~}ï{_tv�1g^}ë~g{²×qzq¼pz¹z

t2 

´ ëmùþ�116[OïN²}ïwzq¼pz¹zt2 

¶ ïs~��ùþ{¹ÿ{|ùþÿ�ÿû�ÿÿ²øþw1s¼²}

~��~^ïùþxy»2 

(2) ý�|~ù 

ïûº{ 

ý�^� 

ï ý�_�{Þa (2) ý�_�{Þ�ÿ (4) 

ï ý�_�{Þa (2) 

ï åoývó{Þa (2) åoývó{Þ�ÿ (4) 

ï åoývó{Þa (2) 

ï ÿoývó{Þa (2) ÿoývó{Þ�ÿ (4) 

ï ÿoývó{Þa (2) 

－学則－43－



22/48 

ï oÿývó{Þa (2) oÿývó{Þ�ÿ (4) 

ï oÿývó{Þa (2) 

ï ýüþý{Þa (2) ýüþý{Þ�ÿ (4) 

ï ýüþý{Þa (2) 

ï ó�ý{Þa (2) ó�ý{Þ�ÿ (4) 

ï ó�ý{Þa (2) 

ï óý{Þa (2) óý{Þ�ÿ (4) 

ï óý{Þa (2) 

ï Ì�ý{Þa (2) Ì�ý{Þ�ÿ (4) 

ï Ì�ý{Þa (2) 

ï ~ý{Þa (2) ~ý{Þ�ÿ (4) 

ï ~ý{Þa (2) 

ï }ý{Þa (2) }ý{Þ�ÿ (4) 

ï }ý{Þa (2) 

ï Wý{Þa (2) Wý{Þ�ÿ (4) 

ï Wý{Þa (2) 

ï _�ý{Þa (2) _�ý{Þ�ÿ (4) 

ï _�ý{Þa (2) 

ï }Ï¾�ý{Þa (2) }Ï¾�ý{Þ�ÿ (4) 

ï }Ï¾�ý{Þa (2) 

ï Sý{Þa (2) Sý{Þ�ÿ (4) 

ï Sý{Þa (2) 

ï SÏ¾�ý{Þa (2) SÏ¾�ý{Þ�ÿ (4) 

ï SÏ¾�ý{Þa (2) 

ï SÏ�{Þa (2) SÏ�{Þ�ÿ (4) 

ï SÏ�{Þa (2) 

ï öÝý{Þa (2) öÝý{Þ�ÿ (4) 

ï öÝý{Þa (2) 

ï }ný{Þa (2) }ný{Þ�ÿ (4) 

ï }ný{Þa (2) 

ï ÷öwý{Þa (2) ÷öwý{Þ�ÿ (4) 

ï ÷öwý{Þa (2) 
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ï �_ß�ý{Þa (2) �_ß�ý{Þ�ÿ (4) 

ï �_ß�ý{Þa (2) 

ï ÿ�ý{Þa (2) ÿ�ý{Þ�ÿ (4) 

ï ÿ�ý{Þa (2) 

ï ÿ�ùý{Þa (2) ÿ�ùý{Þ�ÿ (4) 

ï ÿ�ùý{Þa (2) 

ï EUý{Þa (2) EUý{Þ�ÿ (4) 

ï EUý{Þa (2) 

ï �ÿ�{Þa (2) �ÿ�{Þ�ÿ (4) 

ï �ÿ�{Þa (2) 

ï Ì��{Þa (2) Ì��{Þ�ÿ (4) 

ï Ì��{Þa (2) 

ï åo�ÿ}óó{Þa (2) åo�ÿ}óó{Þ�ÿ (4) 

ï åo�ÿ}óó{Þa (2) 

ï ÿo�ÿ}óó{Þa (2) ÿo�ÿ}óó{Þ�ÿ (4) 

ï ÿo�ÿ}óó{Þa (2) 

ï ÿ��ÿó{Þa (2) ÿ��ÿó{Þ�ÿ (4) 

ï ÿ��ÿó{Þa (2) 

ï ÿ��ÿ�{Þa (2)ÿ��ÿ�{Þ�ÿ (4) 

ï ÿ��ÿ�{Þa (2) 

_ÿþ|~a (2) 

_ÿþ|~a (2) 

ýß�ß}{Þ (2) 

�ÿ�ß}{Þ (2) 

{ë_Ü{Þ (2) 

² ëmùþ~}ï{_tv�1g^}ë~g{²×qzq¼pz¹z

t2 

´ ëmùþ�130[OïN²}ïwzq¼pz¹zt2 

¶ ïs~��ùþ{¹ÿ{Þùþÿ�ÿû�ÿÿ²øþw1s¼²}

~��~^ïùþxy»2 

[ûß�º{ 

}Ïý�^� 
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ï }ý{ë|~ (4) }ý{ë|~�ÿ (4) 

ï Wý{ë|~ (4) Wý{ë|~�ÿ (4) 

ï _�ý{ë|~ (4) _�ý{ë|~�ÿ (4) 

ï }Ï¾�ý{ë|~ (4) }Ï¾�ý{ë|~�ÿ (4) 

ï öÝý{ë|~ (4) öÝý{ë|~�ÿ (4) 

ï }ný{ë|~ (4) }ný{ë|~�ÿ (4) 

ï ÷öwý{ë|~ (4) ÷öwý{ë|~�ÿ (4) 

ï ÿ�ùý{ë|~ (4) ÿ�ùý{ë|~�ÿ (4) 

ï ó�ý{ë|~ (4) ó�ý{ë|~�ÿ (4) 

åoývó{ë|~ (4) 

² ëmùþ~}ï{_tv�1g^}ë~g{²×qzq¼pz¹z

t2 

´ ëmùþ�116[OïN²}ïwzq¼pz¹zt2 

¶ ïs~��ùþ{¹ÿ{|ùþÿ�ÿû�ÿÿ²øþw1s¼²}

~��~^ïùþxy»2 

}ý�^� 

ï óý{ë|~ (4) óý{ë|~�ÿ (4) 

ï Ì�ý{ë|~ (4) Ì�ý{ë|~�ÿ (4) 

ï ~ý{ë|~ (4) ~ý{ë|~�ÿ (4) 

ï ÿ�ý{ë|~ (4) ÿ�ý{ë|~�ÿ (4) 

ï Sý{ë|~ (4) Sý{ë|~�ÿ (4) 

ï SÏ¾�ý{ë|~ (4) SÏ¾�ý{ë|~�ÿ (4) 

ï SÏ�{ë|~ (4) SÏ�{ë|~�ÿ (4) 

ï �_ß�ý{ë|~ (4) �_ß�ý{ë|~�ÿ (4) 

ï ó�ý{ë|~ (4) ó�ý{ë|~�ÿ (4) 

ï åoývó{ë|~ (4) åoývó{ë|~�ÿ (4) 

ï ÿoývó{ë|~ (4) ÿoývó{ë|~�ÿ (4) 

ï ý�_�{ë|~ (4) ý�_�{ë|~�ÿ (4) 

ï �ÿ�{ë|~ (4) �ÿ�{ë|~�ÿ (4) 

ï Ì��{ë|~ (4) Ì��{ë|~�ÿ (4) 

ï ÿ��ÿ�{ë|~ (4) ÿ��ÿ�{ë|~�ÿ (4) 

ï ÿ��ÿó{ë|~ (4) ÿ��ÿó{ë|~�ÿ (4) 
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ï åo�ÿ}óó{ë|~ (4) åo�ÿ}óó{ë|~�ÿ 

(4) 

ï ÿo�ÿ}óó{ë|~ (4) ÿo�ÿ}óó{ë|~�ÿ 

(4) 

}ný{ë|~ (4) 

² ëmùþ~}ï{_tv�1g^}ë~g{²×qzq¼pz¹z

t2 

´ ëmùþ�116[OïN²}ïwzq¼pz¹zt2 

¶ ïs~��ùþ{¹ÿ{|ùþÿ�ÿû�ÿÿ²øþw1s¼²}

~��~^ïùþxy»2 

(3) ç�|~ù 

ïûº{ 

åo�åoç�^� 

ï Nïç�{� (4) Nïç�{��ÿ (4) 

ï o÷ç�{� (4) o÷ç�{��ÿ (4) 

ï o^ç�{� (4) o^ç�{��ÿ (4) 

ï ß^ç�{� (4) ß^ç�{��ÿ (4) 

ï ßÿïç�{� (4) ßÿïç�{��ÿ (4) 

ï åoçW{� (4) åoçW{��ÿ (4) 

ï åo��{� (4) åo��{��ÿ (4) 

ßýöåo�|~a (2) ßýöåo�|~a (2) 

ï oÿç�{� (4) oÿç�{��ÿ (4) 

{ë_Ü{Þ (2) 

² ëmùþ~}ï{_tv�1g^}ë~g{²×qzq¼pz¹z

t2 

´ ëmùþ�130[OïN²}ïwzq¼pz¹zt2 

¶ ïs~��ùþ{¹ÿ{�ùþÿ�ÿû�ÿÿ²øþw1s¼²}

~��~^ïùþxy»2 

ó�ó�ç�^� 

ï óç�{�a (4) óç�{�a�ÿ (4) 

ï óç�{�a (4) óç�{�a�ÿ (4) 

ï óç�{�c (4) óç�{�c�ÿ (4) 
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ï ó��{�a (4) ó��{�a�ÿ (4) 

ï ó��{�a (4) ó��{�a�ÿ (4) 

ï ó��{�c (4) ó��{�c�ÿ (4) 

ï �ç�{�a (4) �ç�{�a�ÿ (4) 

ï �ç�{�a (4) �ç�{�a�ÿ (4) 

ï �ç�{�c (4) �ç�{�c�ÿ (4) 

ï ó�|~{� (4) ó�|~{��ÿ (4) 

ï ß}���{� (4) ß}���{��ÿ (4) 

ó��{ë_Ü|~ (2) 

{ë_Ü{Þ (2) 

² ëmùþ~}ï{_tv�1g^}ë~g{²×qzq¼pz¹z

t2 

´ ëmùþ�130[OïN²}ïwzq¼pz¹zt2 

¶ ïs~��ùþ{¹ÿ{�ùþÿ�ÿû�ÿÿ²øþw1s¼²}

~��~^ïùþxy»2 

ö�^� 

ï ÷ïûo^ö�{� (4) ÷ïûo^ö�{��ÿ (4) 

ï ßïûÿïö�{� (4) ßïûÿïö�{��ÿ (4) 

ï ö�ýýÞ{� (4) ö�ýýÞ{��ÿ (4) 

ï ßýö�{� (4) ßýö�{��ÿ (4) 

ï åoþ�ó{� (4) åoþ�ó{��ÿ (4) 

ï ÿ�{� (4) ÿ�{��ÿ (4) 

ï þ��ÿ�Þ{� (4) þ��ÿ�Þ{��ÿ (4) 

}²�{� (4) 

{ë_Ü{Þ (2) 

² ëmùþ~}ï{_tv�1g^}ë~g{²×qzq¼pz¹z

t2 

´ ëmùþ�130[OïN²}ïwzq¼pz¹zt2 

¶ ïs~��ùþ{¹ÿ{�ùþÿ�ÿû�ÿÿ²øþw1s¼²}

~��~^ïùþxy»2 

�ó�^� 

ï ó�vÞûó�ó{� (4) ó�vÞûó�ó{��ÿ (4) 
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ï åoó{�a (4) åoó{�a�ÿ (4) 

ï åoó{�a (4) åoó{�a�ÿ (4) 

ï åoó{�c (4) åoó{�c�ÿ (4) 

ï åoó{�c (4) åoó{�c�ÿ (4) 

ï åoó{�e (4) åoó{�e�ÿ (4) 

ï åoó{�e (4) åoó{�e�ÿ (4) 

ï woó{�a (4) woó{�a�ÿ (4) 

ï woó{�a (4) woó{�a�ÿ (4) 

ï woó{�c (4) woó{�c�ÿ (4) 

ï woó{�c (4) woó{�c�ÿ (4) 

ï ÿoó{�a (4) ÿoó{�a�ÿ (4) 

ï ÿoó{�a (4) ÿoó{�a�ÿ (4) 

ï ÿoó{�c (4) ÿoó{�c�ÿ (4) 

ï ÿoó{�c (4) ÿoó{�c�ÿ (4) 

ï ÿoó{�e (4) ÿoó{�e�ÿ (4) 

ï ²¸²�÷�{�a (4) ²¸²�÷�{�a�ÿ (4) 

ï ²¸²�÷�{�a (4) ²¸²�÷�{�a�ÿ (4) 

{ë_Ü{Þ (2) 

² ëmùþ~}ï{_tv�1g^}ë~g{²×qzq¼pz¹z

t2 

´ ëmùþ�130[OïN²}ïwzq¼pz¹zt2 

¶ ïs~��ùþ{¹ÿ{�ùþÿ�ÿû�ÿÿ²øþw1s¼²}

~��~^ïùþxy»2 

wv�^� 

ï þçwv�{�a (4) þçwv�{�a�ÿ (4) 

ï þçwv�{�a (4) þçwv�{�a�ÿ (4) 

ï þçwv�{�c (4) þçwv�{�c�ÿ (4) 

ï þçwv�{�c (4) þçwv�{�c�ÿ (4) 

ï þçwv�{�e (4) þçwv�{�e�ÿ (4) 

ï þçwv�{�e (4) þçwv�{�e�ÿ (4) 

ï ëwwv�{�a (4) ëwwv�{�a�ÿ (4) 

ï ëwwv�{�a (4) ëwwv�{�a�ÿ (4) 
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ï ëwwv�{�c (4) ëwwv�{�c�ÿ (4) 

ï ëwwv�{�c (4) ëwwv�{�c�ÿ (4) 

ï wß·¹öðÞ{�a (4) wß·¹öðÞ{�a�ÿ (4) 

ï wß·¹öðÞ{�a (4) wß·¹öðÞ{�a�ÿ (4) 

ï wß·¹öðÞ{�c (4) wß·¹öðÞ{�c�ÿ (4) 

ï wß·¹öðÞ{�c (4) wß·¹öðÞ{�c�ÿ (4) 

wß|~ý (4) 

{ë_Ü{Þ (2) 

² ëmùþ~}ï{_tv�1g^}ë~g{²×qzq¼pz¹z

t2 

´ ëmùþ�130[OïN²}ïwzq¼pz¹zt2 

¶ ïs~��ùþ{¹ÿ{�ùþÿ�ÿû�ÿÿ²øþw1s¼²}

~��~^ïùþxy»2 

�_�^� 

ï �_�{�a (4) �_�{�a�ÿ (4) 

ï �_�{�a (4) �_�{�a�ÿ (4) 

ï �_�{�c (4) �_�{�c�ÿ (4) 

ï �_�{�c (4) �_�{�c�ÿ (4) 

ï �_�{�e (4) �_�{�e�ÿ (4) 

ï �_�{�e (4) �_�{�e�ÿ (4) 

ï �_�{�g (4) �_�{�g�ÿ (4) 

ï �_�{�g (4) �_�{�g�ÿ (4) 

ï �_�{�i (4) �_�{�i�ÿ (4) 

ï �_�{�i (4) �_�{�i�ÿ (4) 

ï �_�{�ia (4) �_�{�ia�ÿ (4) 

ï �_�{�ia (4) �_�{�ia�ÿ (4) 

ï �_�{�ic (4) �_�{�ic�ÿ (4) 

ï �_�{�ic (4) �_�{�ic�ÿ (4) 

ï �_�{�ie (4) �_�{�ie�ÿ (4) 

ï �_�{�ie (4) �_�{�ie�ÿ (4) 

ï �_�{�ig (4) �_�{�ig�ÿ (4) 

�_¿ÿßÿa (2) 
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�_¿ÿßÿa (2) 

�_¿ÿßÿc (2) 

{ë_Ü{Þ (2) 

² ëmùþ~}ï{_tv�1g^}ë~g{²×qzq¼pz¹z

t2 

´ ëmùþ�130[OïN²}ïwzq¼pz¹zt2 

¶ ïs~��ùþ{¹ÿ{�ùþÿ�ÿû�ÿÿ²øþw1s¼²}

~��~^ïùþxy»2 

ßv�^� 

ÿ�ßv�{�aAÿßv�óûßv�ÿ�Þÿ (2) 

ÿ�ßv�{�aBÿßv�óûßv�ÿ�Þÿ (2) 

ÿ�ßv�{�aAÿ�÷ÿ (2) 

ÿ�ßv�{�aBÿ�÷ÿ (2) 

ÿ�ßv�{�cAÿ÷�ÿ (2) 

ÿ�ßv�{�cBÿ÷�ÿ (2) 

ÿ�ßv�{�cAÿÌ×ÿ (2) 

ÿ�ßv�{�cBÿÌ×ÿ (2) 

ÿ�ßv�{�eAÿ�vÿ (2) 

ÿ�ßv�{�eBÿ�vÿ (2) 

ÿ�ßv�{�eAÿåyÿ (2) 

ÿ�ßv�{�eBÿåyÿ (2) 

�_ßv�{�aAÿÿþÌ×ÿ (2) 

�_ßv�{�aBÿÿþÌ×ÿ (2) 

�_ßv�{�aAÿÿþ·ÏûÖ÷Û�ÿ (2) 

�_ßv�{�aBÿÿþ·ÏûÖ÷Û�ÿ (2) 

~Ôßv�{�aAÿ�Q�û~Q�ÿ (2) 

~Ôßv�{�aBÿ�Q�û~Q�ÿ (2) 

~Ôßv�{�aAÿQÿ�û×~�ÿ (2) 

~Ôßv�{�aBÿQÿ�û×~�ÿ (2) 

éÞßv�{�aAÿéÞßv�{Þÿ (2) 

éÞßv�{�aBÿéÞßv�{Þÿ (2) 

éÞßv�{�aAÿßvo÷{·y»vÞxßýÿ (2) 
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éÞßv�{�aBÿßvvýÿ (2) 

éÞßv�{�cAÿßvö²»¹ñóø{·y»vÞxßýÿ 

(2) 

éÞßv�{�cBÿéÞßvÿÛÿ (2) 

éÞßv�{�cAÿûýûÿ�Vß{·y»vÞxo÷~]�ÿ 

(2) 

éÞßv�{�cBÿûýûÿ�Vß{·y»vÞxo÷~]�ÿ 

(2) 

éÞßv�{�eAÿÿïvýÿ (2) 

éÞßv�{�eBÿÿïvýÿ (2) 

éÞßv�{�eAÿéÞ�}ßv�ÿ (2) 

éÞßv�{�eBÿéÞ�}ßv�ÿ (2) 

éÞßv�{�gAÿwmûöÝVß{·y»vÞxo÷~]�ÿ 

(2) 

éÞßv�{�gBÿwmûöÝVß{·y»vÞxo÷~]�ÿ 

(2) 

éÞßv�{�gAÿßu{vVß{·y»vÞxo÷~]�ÿ 

(2) 

éÞßv�{�gBÿßu{vVß{·y»vÞxo÷~]�ÿ 

(2) 

éÞßv�{�iAÿ~ÔéÞßv�ÿ (2) 

éÞßv�{�iBÿ~ÔéÞßv�ÿ (2) 

éÞßv�{�iAÿ}²Vß{·y»vÞxo÷~]�ÿ (2) 

éÞßv�{�iBÿ}²Vß{·y»vÞxo÷~]�ÿ (2) 

éÞßv�{�iaAÿÿï·ÏûÖ÷ûwß�_{zq»ßvo

÷{·y»vÞxßýÿ (2) 

éÞßv�{�iaBÿÿï·ÏûÖ÷ûwß�_{zq»ßvo

÷{·y»vÞxßýÿ (2) 

éÞßv�{�iaAÿß~uÿ}²{·y»vÞxßýÿ (2) 

éÞßv�{�iaBÿß~uÿ}²{·y»vÞxßýÿ (2) 

éÞßv�{�icAÿÿyVß{·y»vÞxo÷~]�ÿ (2) 

éÞßv�{�icBÿÿyVß{·y»vÞxo÷~]�ÿ (2) 
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Þçg^ (4) 

éÞßvßÿaAÿßvßýßÿÿAÿ (1) 

éÞßvßÿaBÿßvßýßÿÿBÿ (1) 

éÞßvßÿaA (1) 

éÞßvßÿaB (1) 

ßvßýßÿÿA (1) 

ßvßýßÿÿB (1) 

éÞßvÿ�ßÿA (1) 

éÞßvÿ�ßÿB (1) 

{ë_Ü{Þ (2) 

² ëmùþ~}ï{_�tv�1Þçg^ùþ²øþw1g^}ëÛ

s�g^}ë~g{²×qzq¼pz¹zt2 

´ ëmùþ�130[OïN²}ïwzq¼pz¹zt2 

¸óüúúºð�^� 

ÿ�ùþ 

 ¸óüúúºð�ÿÞ (2) 

 ¸óüúúºðýv{v (2) 

ÿ�ùþ 

 ¸óüúúºð|~ (4) 

 ²ü»´ö|~ (4) 

 ¹ýüô´óöú¸·ó¹|~ (4) 

]�ùþ 

 ¸óüúúºð{Þ (4) 

 fßû¶·ö¸óüúúºð{Þ (4) 

 ñ÷³²�_{Þ (4) 

 ß^�{Þ (4) 

 ßvû¯_åy{Þ (4) 

 ¹ýüôåyfu{Þ (4) 

 ÷þ¹åy�{Þ (4) 

 [{¹Ïý�{Þ (4) 

 ÷ü¿¸óüúúºð�ÿ (2) 

 ÷¸¿ûåyèÿ�ÿ (2) 

－学則－53－



32/48 

|~ùþ 

 ¸óüúúºð�|~ý (2) 

 ¸óüúúºð�{w|~ (4) 

q�ùþ 

 {ë_Ü{Þ (2) 

² ëmùþ~}ï{_�sv�1|~g^}õ~g{²×qzq¼p

z¹zt2 

´ ÿ�ùþÛs|~ùþ14[O²ßïxw1|~ùþ~vq<¸óü

úúºð�{w|~={ttv�1ÿ~kÛsÿ~k{}¼~¼}ï

w1|~g^}õ{¸»|~g^²×qzq¼pz¹zt2 

¶ ÿ�ùþ{¹ÿ[OïN²}ïwzq¼pz¹zt2 

¸ ]�ùþÛsq�ùþ{¹12[OïN²}ïwzq¼pz¹zt2 

[ûß�º{ 

åo�åoç�^� 

ï Nïç�{ë|~ (4) Nïç�{ë|~�ÿ (4) 

ï o÷ç�{ë|~ (4) o÷ç�{ë|~�ÿ (4) 

ï o^ç�{ë|~ (4) o^ç�{ë|~�ÿ (4) 

ï ß^ç�{ë|~ (4) ß^ç�{ë|~�ÿ (4) 

ï ßÿïç�{ë|~ (4) ßÿïç�{ë|~�ÿ (4) 

ï åoçW{ë|~ (4) åoçW{ë|~�ÿ (4) 

ï åo��{ë|~ (4) åo��{ë|~�ÿ (4) 

ï oÿç�{ë|~ (4) oÿç�{ë|~�ÿ (4) 

² ëmùþ~}ï{_tv�1g^}ë~g{²×qzq¼pz¹z

t2 

´ ëmùþ�116[OïN²}ïwzq¼pz¹zt2 

¶ ïs~��ùþ{¹ÿ{|ùþÿ�ÿû�ÿÿ²øþw1s¼²}

~��~^ïùþxy»2 

ó�ó�ç�^� 

ï óç�{ë|~a (4) óç�{ë|~a�ÿ (4) 

ï óç�{ë|~a (4) óç�{ë|~a�ÿ (4) 

ï óç�{ë|~c (4) óç�{ë|~c�ÿ (4) 

ï �ç�{ë|~a (4) �ç�{ë|~a�ÿ (4) 

－学則－54－



33/48 

ï �ç�{ë|~a (4) �ç�{ë|~a�ÿ (4) 

ï �ç�{ë|~c (4) �ç�{ë|~c�ÿ (4) 

ï ó��{ë|~a (4) ó��{ë|~a�ÿ (4) 

ï ó��{ë|~a (4) ó��{ë|~a�ÿ (4) 

ï ó��{ë|~c (4) ó��{ë|~c�ÿ (4) 

ï ó�çW{ë|~ (4) ó�çW{ë|~�ÿ (4) 

ï ß}���{ë|~ (4) ß}���{ë|~�ÿ (4) 

² ëmùþ~}ï{_tv�1g^}ë~g{²×qzq¼pz¹z

t2 

´ ëmùþ�116[OïN²}ïwzq¼pz¹zt2 

¶ ïs~��ùþ{¹ÿ{|ùþÿ�ÿû�ÿÿ²øþw1s¼²}

~��~^ïùþxy»2 

ö�^� 

ï ÷ïo^ö�{ë|~ (4) ÷ïo^ö�{ë|~�ÿ (4) 

ï ßïÿïö�{ë|~a (4) ßïÿïö�{ë|~a�ÿ 

(4) 

ï ßïÿïö�{ë|~a (4) ßïÿïö�{ë|~a�ÿ 

(4) 

ï ßïÿïö�{ë|~c (4) ßïÿïö�{ë|~c�ÿ 

(4) 

ï ö�ýýÞ{ë|~ (4) ö�ýýÞ{ë|~�ÿ (4) 

ï ßýö�{ë|~ (4) ßýö�{ë|~�ÿ (4) 

ï åoþ�ó{ë|~ (4) åoþ�ó{ë|~�ÿ (4) 

ï þ��ÿ�Þ{ë|~ (4) þ��ÿ�Þ{ë|~�ÿ (4) 

}²ö�{ë|~ (4) 

² ëmùþ~}ï{_tv�1g^}ë~g{²×qzq¼pz¹z

t2 

´ ëmùþ�116[OïN²}ïwzq¼pz¹zt2 

¶ ïs~��ùþ{¹ÿ{|ùþÿ�ÿû�ÿÿ²øþw1s¼²}

~��~^ïùþxy»2 

�ó�^� 

ï åoó{ë|~a (4) åoó{ë|~a�ÿ (4) 
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ï åoó{ë|~a (4) åoó{ë|~a�ÿ (4) 

ï åoó{ë|~c (4) åoó{ë|~c�ÿ (4) 

ï åoó{ë|~c (4) åoó{ë|~c�ÿ (4) 

ï åoó{ë|~e (4) åoó{ë|~e�ÿ (4) 

ï woó{ë|~a (4) woó{ë|~a�ÿ (4) 

ï woó{ë|~a (4) woó{ë|~a�ÿ (4) 

ï woó{ë|~c (4) woó{ë|~c�ÿ (4) 

ï woó{ë|~c (4) woó{ë|~c�ÿ (4) 

ï woó{ë|~e (4) woó{ë|~e�ÿ (4) 

ï ÿoó{ë|~a (4) ÿoó{ë|~a�ÿ (4) 

ï ÿoó{ë|~a (4) ÿoó{ë|~a�ÿ (4) 

ï ÿoó{ë|~c (4) ÿoó{ë|~c�ÿ (4) 

ï ÿoó{ë|~c (4) ÿoó{ë|~c�ÿ (4) 

ï ÿoó{ë|~e (4) ÿoó{ë|~e�ÿ (4) 

ï w²¸²�÷�{ë|~a (4) w²¸²�÷�{ë|~a�

ÿ (4) 

ï w²¸²�÷�{ë|~a (4) w²¸²�÷�{ë|~a�

ÿ (4) 

ï w²¸²�÷�{ë|~c (4) w²¸²�÷�{ë|~c�

ÿ (4) 

ï óý�{ë|~a (4) óý�{ë|~a�ÿ (4) 

ï óý�{ë|~a (4) óý�{ë|~a�ÿ (4) 

² ëmùþ~}ï{_tv�1g^}ë~g{²×qzq¼pz¹z

t2 

´ ëmùþ�116[OïN²}ïwzq¼pz¹zt2 

¶ ïs~��ùþ{¹ÿ{|ùþÿ�ÿû�ÿÿ²øþw1s¼²}

~��~^ïùþxy»2 

wv�^� 

ï wßÞ{ë|~a (4) wßÞ{ë|~a�ÿ (4) 

ï wßÞ{ë|~a (4) wßÞ{ë|~a�ÿ (4) 

ï wßÞ{ë|~c (4) wßÞ{ë|~c�ÿ (4) 

ï wßÞ{ë|~c (4) wßÞ{ë|~c�ÿ (4) 
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ï wwôÛÞ{ë|~a (4) wwôÛÞ{ë|~a�ÿ (4) 

ï wwôÛÞ{ë|~a (4) wwôÛÞ{ë|~a�ÿ (4) 

ï wwôÛÞ{ë|~c (4) wwôÛÞ{ë|~c�ÿ (4) 

ï wwôÛÞ{ë|~c (4) wwôÛÞ{ë|~c�ÿ (4) 

ï wß·¹öðÞ{ë|~ (4) wß·¹öðÞ{ë|~�ÿ 

(4) 

wß{w|~ý (4) 

² ëmùþ~}ï{_tv�1g^}ë~g{²×qzq¼pz¹z

t2 

´ ëmùþ�116[OïN²}ïwzq¼pz¹zt2 

¶ ïs~��ùþ{¹ÿ{|ùþÿ�ÿû�ÿÿ²øþw1s¼²}

~��~^ïùþxy»2 

�_�^� 

ï �_�{ë|~a (4) �_�{ë|~a�ÿ (4) 

ï �_�{ë|~a (4) �_�{ë|~a�ÿ (4) 

ï �_�{ë|~c (4) �_�{ë|~c�ÿ (4) 

ï �_�{ë|~c (4) �_�{ë|~c�ÿ (4) 

ï �_�{ë|~e (4) �_�{ë|~e�ÿ (4) 

ï �_�{ë|~e (4) �_�{ë|~e�ÿ (4) 

ï �_�{ë|~g (4) �_�{ë|~g�ÿ (4) 

ï �_�{ë|~g (4) �_�{ë|~g�ÿ (4) 

ï �_�{ë|~i (4) �_�{ë|~i�ÿ (4) 

ï �_�{ë|~i (4) �_�{ë|~i�ÿ (4) 

ï �_�{ë|~ia (4) �_�{ë|~ia�ÿ (4) 

ï �_�{ë|~ia (4) �_�{ë|~ia�ÿ (4) 

ï �_�{ë|~ic (4) �_�{ë|~ic�ÿ (4) 

ï �_�{ë|~ic (4) �_�{ë|~ic�ÿ (4) 

ï �_�{ë|~ie (4) �_�{ë|~ie�ÿ (4) 

ï �_�{ë|~ie (4) �_�{ë|~ie�ÿ (4) 

² ëmùþ~}ï{_tv�1g^}ë~g{²×qzq¼pz¹z

t2 

´ ëmùþ�116[OïN²}ïwzq¼pz¹zt2 
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¶ ïs~��ùþ{¹ÿ{|ùþÿ�ÿû�ÿÿ²øþw1s¼²}

~��~^ïùþxy»2 

ßv�^� 

ÿ�ßv�{ë|~a (4) 

ÿ�ßv�{ë|~a (4) 

ÿ�ßv�{ë|~c (4) 

ÿ�ßv�{ë|~c (4) 

ÿ�ßv�{ë|~e (4) 

ÿ�ßv�{ë|~e (4) 

�_ßv�{ë|~a (4) 

�_ßv�{ë|~a (4) 

~Ôßv�{ë|~a (4) 

~Ôßv�{ë|~a (4) 

éÞßv�{ë|~a (4) 

éÞßv�{ë|~a (4) 

éÞßv�{ë|~c (4) 

éÞßv�{ë|~c (4) 

éÞßv�{ë|~e (4) 

éÞßv�{ë|~e (4) 

|~Þçg^ (4) 

² ëmùþ~}ï{_tv�1|~Þçg^ùþ²øþw1g^}ë

~g{²×qzq¼pz¹zt2 

´ ëmùþ�116[OïN²}ïwzq¼pz¹zt2 

(4) }÷�|~ù 

ïûº{ 

}÷�^� 

ï }÷�{Þ (4) }÷�{Þ�ÿ (4) 

ï }÷ûvÞ{Þ (4) }÷ûvÞ{Þ�ÿ (4) 

ï }÷}~Þ{Þ (4) }÷}~Þ{Þ�ÿ (4) 

ï }÷ó{Þ (4) }÷ó{Þ�ÿ (4) 

ï ùóñóüó¸ý¹Þ{Þ (4) ùóñóüó¸ý¹Þ{Þ�

ÿ (4) 
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ï }÷åyÞ{Þ (4) }÷åyÞ{Þ�ÿ (4) 

ï }÷fuÞ{Þ (4) }÷fuÞ{Þ�ÿ (4) 

ï ÿ�}÷Þ{Þ (4) ÿ�}÷Þ{Þ�ÿ (4) 

ï õ�^|ó¸ý¹Þ{Þ (4) õ�^|ó¸ý¹Þ{Þ�ÿ 

(4) 

ï þöÏþûvÞ{Þ (4) þöÏþûvÞ{Þ�ÿ (4) 

ï }~Ì×Þ{Þ (4) }~Ì×Þ{Þ�ÿ (4) 

ï ù�âÛÞ{Þ (4) ù�âÛÞ{Þ�ÿ (4) 

ï Ñ�{Þ (4) Ñ�{Þ�ÿ (4) 

ï ³üýüüøû¼ðúó¹{Þ (4) ³üýüüøû¼ðúó¹

{Þ�ÿ (4) 

ï Om}nÞ{Þ (4) Om}nÞ{Þ�ÿ (4) 

ï wm}~Þ{Þ (4) wm}~Þ{Þ�ÿ (4) 

ï ²¸²}nÞ{Þ (4) ²¸²}nÞ{Þ�ÿ (4) 

ï þü±ö³ó°{Þ (4) þü±ö³ó°{Þ�ÿ (4) 

ï í¿�Ì×{Þ (4) í¿�Ì×{Þ�ÿ (4) 

ï ß^{Þ (4) ß^{Þ�ÿ (4) 

ï ýÕ�~{Þ (4) ýÕ�~{Þ�ÿ (4) 

ï ÛûvÞ{Þ (4) ÛûvÞ{Þ�ÿ (4) 

ï }÷V÷{Þ (4) }÷V÷{Þ�ÿ (4) 

ï Û_�{Þ (4) Û_�{Þ�ÿ (4) 

ï ßï�ÿ{Þ (4) ßï�ÿ{Þ�ÿ (4) 

ï ûv_�{Þ (4) ûv_�{Þ�ÿ (4) 

ï ÷ÿÞ{Þ (4) ÷ÿÞ{Þ�ÿ (4) 

ï ~ý{Þ (4) ~ý{Þ�ÿ (4) 

ï uvò÷û{Þ (4) uvò÷û{Þ�ÿ (4) 

ï }÷}��{Þ (4) }÷}��{Þ�ÿ (4) 

ï }÷·¹öðý�{Þ (4) }÷·¹öðý�{Þ�ÿ (4) 

ï åyvÞ{Þ (4) åyvÞ{Þ�ÿ (4) 

ï åy·¹öð�{Þ (4) åy·¹öð�{Þ�ÿ (4) 

ï åyù�{Þ (4) åyù�{Þ�ÿ (4) 

ï åy}²{Þ (4) åy}²{Þ�ÿ (4) 
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ï �×ÿù�{Þ (4) �×ÿù�{Þ�ÿ (4) 

ï ò÷ûV÷{Þ (4) ò÷ûV÷{Þ�ÿ (4) 

ï åyâÛó{Þ (4) åyâÛó{Þ�ÿ (4) 

ï ·¹öðÞ{Þ (4) ·¹öðÞ{Þ�ÿ (4) 

ï ýóøÿü¿åyÞ{Þ (4) ýóøÿü¿åyÞ{Þ�ÿ 

(4) 

ï ñ÷³²åyÞ{Þ (4) ñ÷³²åyÞ{Þ�ÿ (4) 

ï åyu�{Þ (4) åyu�{Þ�ÿ (4) 

ï [Yßë÷�{Þ (4) [Yßë÷�{Þ�ÿ (4) 

ï ºúüü·÷óºúµüñ{Þ (4) ºúüü·÷óºúµü

ñ{Þ�ÿ (4) 

_ÿþ|~ (4) 

}÷�{ë_Ü|~ (2) 

{ë_Ü{Þ (2) 

² ëmùþ~}ï{_tv�1g^}ë~g{²×qzq¼pz¹z

t2 

´ ëmùþ�130[OïN²}ïwzq¼pz¹zt2 

¶ ïs~��ùþ{¹ÿ{Þùþÿ�ÿû�ÿÿ²øþw1s¼²}

~��~^ïùþxy»2 

[ûß�º{ 

}÷�^� 

ï }÷�{ë|~ (4) }÷�{ë|~�ÿ (4) 

ï ÿ�}÷Þ{ë|~ (4) ÿ�}÷Þ{ë|~�ÿ (4) 

ï õ�^|ó¸ý¹Þ{ë|~ (4) õ�^|ó¸ý¹Þ{ë|

~�ÿ (4) 

ï }÷ûvÞ{ë|~ (4) }÷ûvÞ{ë|~�ÿ (4) 

ï }÷}~Þ{ë|~ (4) }÷}~Þ{ë|~�ÿ (4) 

ï }÷ó{ë|~ (4) }÷ó{ë|~�ÿ (4) 

ï }÷�kÞ{ë|~ (4) }÷�kÞ{ë|~�ÿ (4) 

ï }÷åyÞ{ë|~ (4) }÷åyÞ{ë|~�ÿ (4) 

ï þöÏþûvÞ{ë|~ (4) þöÏþûvÞ{ë|~�ÿ 

(4) 
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ï }~Ì×Þ{ë|~ (4) }~Ì×Þ{ë|~�ÿ (4) 

ï ù�âÛÞ{ë|~ (4) ù�âÛÞ{ë|~�ÿ (4) 

ï j__�Ñ�Þ{ë|~ (4) j__�Ñ�Þ{ë|~�ÿ 

(4) 

ï Om}nÞ{ë|~ (4) Om}nÞ{ë|~�ÿ (4) 

ï ³üýüüøû¼ðúó¹{ë|~ (4) ³üýüüøû¼ðú

ó¹{ë|~�ÿ (4) 

ï þü±ö³ó°{ë|~ (4) þü±ö³ó°{ë|~�ÿ 

(4) 

ï ß^{ë|~ (4) ß^{ë|~�ÿ (4) 

ï ÛûvÞ{ë|~ (4) ÛûvÞ{ë|~�ÿ (4) 

ï }÷V÷Þ{ë|~ (4) }÷V÷Þ{ë|~�ÿ (4) 

ï Û_�{ë|~ (4) Û_�{ë|~�ÿ (4) 

ï ßï�ÿ{ë|~ (4) ßï�ÿ{ë|~�ÿ (4) 

ï ûv_�{ë|~ (4) ûv_�{ë|~�ÿ (4) 

ï ÷ÿÞ{ë|~ (4) ÷ÿÞ{ë|~�ÿ (4) 

ï }÷·¹öðý�{ë|~ (4) }÷·¹öðý�{ë|~�

ÿ (4) 

ï }÷u�{ë|~ (4) }÷u�{ë|~�ÿ (4) 

ï åyvÞ{ë|~ (4) åyvÞ{ë|~�ÿ (4) 

ï åyù�{ë|~ (4) åyù�{ë|~�ÿ (4) 

ï gùvÿvÞ{ë|~ (4) gùvÿvÞ{ë|~�ÿ (4) 

ï fÿWV÷{ë|~ (4) fÿWV÷{ë|~�ÿ (4) 

² ëmùþ~}ï{_tv�1g^}ë~g{²×qzq¼pz¹z

t2 

´ ëmùþ�116[OïN²}ïwzq¼pz¹zt2 

¶ ïs~��ùþ{¹ÿ{|ùþÿ�ÿû�ÿÿ²øþw1s¼²}

~��~^ïùþxy»2 

(5) W�|~ù 

ïûº{ 

W�^� 

ï þü±ö³ó°{Þa (2) þü±ö³ó°{Þ�ÿa (2) 
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ï þü±ö³ó°{Þa (2) þü±ö³ó°{Þ�ÿa (2) 

ï þü±ö³ó°åy{Þa (2) þü±ö³ó°åy{Þ�ÿ

a (2) 

ï þü±ö³ó°åy{Þa (2) þü±ö³ó°åy{Þ�ÿ

a (2) 

ï Wm�{Þa (2) Wm�{Þ�ÿa (2) 

ï Wm�{Þa (2) Wm�{Þ�ÿa (2) 

ï Wm��{Þa (2) Wm��{Þ�ÿa (2) 

ï Wm��{Þa (2) Wm��{Þ�ÿa (2) 

ï m�·¹öðÞ{Þa (2) m�·¹öðÞ{Þ�ÿa (2) 

ï m�·¹öðÞ{Þa (2) m�·¹öðÞ{Þ�ÿa (2) 

ï ÿïWÕ^|Þ{Þa (2) ÿïWÕ^|Þ{Þ�ÿa (2) 

ï ÿïWÕ^|Þ{Þa (2) ÿïWÕ^|Þ{Þ�ÿa (2) 

ï Wmó{Þa (2) Wmó{Þ�ÿa (2) 

ï Wmó{Þa (2) Wmó{Þ�ÿa (2) 

ï ½ü·óûó¸ý¹{Þa (2) ½ü·óûó¸ý¹{Þ�ÿ

a (2) 

ï ½ü·óûó¸ý¹{Þa (2) ½ü·óûó¸ý¹{Þ�ÿ

a (2) 

ï ý¸¹ö³¿¹{Þa (2) ý¸¹ö³¿¹{Þ�ÿa (2) 

ï ý¸¹ö³¿¹{Þa (2) ý¸¹ö³¿¹{Þ�ÿa (2) 

ï Ñ�{Þa (2) Ñ�{Þ�ÿa (2) 

ï Ñ�{Þa (2) Ñ�{Þ�ÿa (2) 

ï ¾z^|Þ{Þa (2) ¾z^|Þ{Þ�ÿa (2) 

ï ¾z^|Þ{Þa (2) ¾z^|Þ{Þ�ÿa (2) 

ï ú¹¿þý¸ñóøxßþ{Þa (2) ú¹¿þý¸ñóøx

ßþ{Þ�ÿa (2) 

ï ú¹¿þý¸ñóøxßþ{Þa (2) ú¹¿þý¸ñóøx

ßþ{Þ�ÿa (2) 

ï ÿ�Ñ�{Þa (2) ÿ�Ñ�{Þ�ÿa (2) 

ï ÿ�Ñ�{Þa (2) ÿ�Ñ�{Þ�ÿa (2) 

ï OmÞ{Þa (2) OmÞ{Þ�ÿa (2) 
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ï OmÞ{Þa (2) OmÞ{Þ�ÿa (2) 

ï o_OmÞ{Þa (2) o_OmÞ{Þ�ÿa (2) 

ï o_OmÞ{Þa (2) o_OmÞ{Þ�ÿa (2) 

ï }÷fu{Þa (2) }÷fu{Þ�ÿa (2) 

ï }÷fu{Þa (2) }÷fu{Þ�ÿa (2) 

ï ÿmÞ{Þa (2) ÿmÞ{Þ�ÿa (2) 

ï ÿmÞ{Þa (2) ÿmÞ{Þ�ÿa (2) 

ï }÷ûvÞ{Þa (2) }÷ûvÞ{Þ�ÿa (2) 

ï }÷ûvÞ{Þa (2) }÷ûvÞ{Þ�ÿa (2) 

ï }÷}~Þ{Þa (2) }÷}~Þ{Þ�ÿa (2) 

ï }÷}~Þ{Þa (2) }÷}~Þ{Þ�ÿa (2) 

ï ÿ�}÷{Þa (2) ÿ�}÷{Þ�ÿa (2) 

ï ÿ�}÷{Þa (2) ÿ�}÷{Þ�ÿa (2) 

ï ¿wÞ{Þa (2) ¿wÞ{Þ�ÿa (2) 

ï ¿wÞ{Þa (2) ¿wÞ{Þ�ÿa (2) 

ï }n�{Þa (2) }n�{Þ�ÿa (2) 

ï }n�{Þa (2) }n�{Þ�ÿa (2) 

ï î�Þ{Þa (2) î�Þ{Þ�ÿa (2) 

ï î�Þ{Þa (2) î�Þ{Þ�ÿa (2) 

ï }÷åy·¹öð{Þa (2) }÷åy·¹öð{Þ�ÿa 

(2) 

ï }÷åy·¹öð{Þa (2) }÷åy·¹öð{Þ�ÿa 

(2) 

ï ò÷ûV÷{Þa (2) ò÷ûV÷{Þ�ÿa (2) 

ï ò÷ûV÷{Þa (2) ò÷ûV÷{Þ�ÿa (2) 

_ÿç�|~a (2) 

_ÿç�|~a (2) 

{ë�ÿ (2) 

W�ßÛ{Þa (2) 

W�ßÛ{Þa (2) 

{ë_Ü{Þ (2) 

´ó¿üó·ó÷ (2) 
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² ëmùþ~}ï{_tv�1g^}ë~g{²×qzq¼pz¹z

t2 

´ ëmùþ�130[OïN²}ïwzq¼pz¹zt2 

¶ ïs~��ùþ{¹ÿ{Þùþÿ�ÿaûaTÿ[OÛs�ÿaû

aTÿ[Oÿ²øþw1s¼²}~��~^ïùþxy»2 

_��^� 

ï Û_�{Þa (2) Û_�{Þ�ÿa (2) 

ï Û_�{Þa (2) Û_�{Þ�ÿa (2) 

ï _�÷ÿ{Þa (2) _�÷ÿ{Þ�ÿa (2) 

ï _�÷ÿ{Þa (2) _�÷ÿ{Þ�ÿa (2) 

ï }÷V÷{Þa (2) }÷V÷{Þ�ÿa (2) 

ï }÷V÷{Þa (2) }÷V÷{Þ�ÿa (2) 

ï ÿ�_�{Þa (2) ÿ�_�{Þ�ÿa (2) 

ï ÿ�_�{Þa (2) ÿ�_�{Þ�ÿa (2) 

ï ~ý{Þa (2) ~ý{Þ�ÿa (2) 

ï ~ý{Þa (2) ~ý{Þ�ÿa (2) 

ï ôÛ_�{Þa (2) ôÛ_�{Þ�ÿa (2) 

ï ôÛ_�{Þa (2) ôÛ_�{Þ�ÿa (2) 

ï _�ó{Þa (2) _�ó{Þ�ÿa (2) 

ï _�ó{Þa (2) _�ó{Þ�ÿa (2) 

ï ûv_�{Þa (2) ûv_�{Þ�ÿa (2) 

ï ûv_�{Þa (2) ûv_�{Þ�ÿa (2) 

ï ßï�ÿ{Þa (2) ßï�ÿ{Þ�ÿa (2) 

ï ßï�ÿ{Þa (2) ßï�ÿ{Þ�ÿa (2) 

ï ßïûv{Þa (2) ßïûv{Þ�ÿa (2) 

ï ßïûv{Þa (2) ßïûv{Þ�ÿa (2) 

ï Ûûv{Þa (2) Ûûv{Þ�ÿa (2) 

ï Ûûv{Þa (2) Ûûv{Þ�ÿa (2) 

ï _�åy·¹öð{Þa (2) _�åy·¹öð{Þ�ÿa 

(2) 

ï _�åy·¹öð{Þa (2) _�åy·¹öð{Þ�ÿa 

(2) 
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_ÿç�|~a (2) 

_ÿç�|~a (2) 

{ë�ÿ (2) 

W�ßÛ{Þa (2) 

W�ßÛ{Þa (2) 

{ë_Ü{Þ (2) 

´ó¿üó·ó÷ (2) 

² ëmùþ~}ï{_tv�1g^}ë~g{²×qzq¼pz¹z

t2 

´ ëmùþ�130[OïN²}ïwzq¼pz¹zt2 

¶ ïs~��ùþ{¹ÿ{Þùþÿ�ÿaûaTÿ[OÛs�ÿaû

aTÿ[Oÿ²øþw1s¼²}~��~^ïùþxy»2 

[ûß�º{ 

W�^� 

ï þü±ö³ó°{ë|~ (4) þü±ö³ó°{ë|~�ÿ 

(4) 

ï Wm�{ë|~ (4) Wm�{ë|~�ÿ (4) 

ï Wm��{ë|~ (4) Wm��{ë|~�ÿ (4) 

ï m�·¹öðÞ{ë|~ (4) m�·¹öðÞ{ë|~�ÿ 

(4) 

ï ÿïWÕ^|Þ{ë|~ (4) ÿïWÕ^|Þ{ë|~�ÿ 

(4) 

ï Wmó{ë|~ (4) Wmó{ë|~�ÿ (4) 

ï Ñ�{ë|~ (4) Ñ�{ë|~�ÿ (4) 

ï ¾z^|Þ{ë|~ (4) ¾z^|Þ{ë|~�ÿ (4) 

ï ú¹¿þý¸ñóøxßþ{ë|~ (4) ú¹¿þý¸ñóø

xßþ{ë|~�ÿ (4) 

ï ÿ�Ñ�{ë|~ (4) ÿ�Ñ�{ë|~�ÿ (4) 

ï o_OmÞ{ë|~ (4) o_OmÞ{ë|~�ÿ (4) 

ï }÷�{ë|~ (4) }÷�{ë|~�ÿ (4) 

ï ¿wÞ{ë|~ (4) ¿wÞ{ë|~�ÿ (4) 

ï }n�{ë|~ (4) }n�{ë|~�ÿ (4) 
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² ëmùþ~}ï{_tv�1g^}ë~g{²×qzq¼pz¹z

t2 

´ ëmùþ�116[OïN²}ïwzq¼pz¹zt2 

¶ ïs~��ùþ{¹ÿ{|ùþÿ�ÿû�ÿÿ²øþw1s¼²}

~��~^ïùþxy»2 

_��^� 

ï Û_�{ë|~ (4) Û_�{ë|~�ÿ (4) 

ï _�÷ÿ{ë|~ (4) _�÷ÿ{ë|~�ÿ (4) 

ï }÷V÷{ë|~ (4) }÷V÷{ë|~�ÿ (4) 

ï ~Û_�{ë|~ (4) ~Û_�{ë|~�ÿ (4) 

ï _�ó{ë|~ (4) _�ó{ë|~�ÿ (4) 

ï ûv_�{ë|~ (4) ûv_�{ë|~�ÿ (4) 

ï ßï�ÿ{ë|~ (4) ßï�ÿ{ë|~�ÿ (4) 

² ëmùþ~}ï{_tv�1g^}ë~g{²×qzq¼pz¹z

t2 

´ ëmùþ�116[OïN²}ïwzq¼pz¹zt2 

¶ ïs~��ùþ{¹ÿ{|ùþÿ�ÿû�ÿÿ²øþw1s¼²}

~��~^ïùþxy»2 

wè�aÿu�}ÛýÛsu�Ñûëmý}~Þ~�¿ÿ 

(1) u�}Ûý 35,000× 

(2) u�Ñ 200,000× 

(3) ëmý}~Þ~�¿ 

ïûº{ 

}n�|~ù1ý�|~ù1}÷�|~ùÛsW�|~ùns{ç�|

~ùó�ó�ç�^�Ûsç�|~ù¸óüúúºð�^� 

ÿ[Oÿ×ÿ 

u�~þ

¿þ 

îÜÿ~þ îÜÿ~þ 

ëmý �ÿ~þ 470,000 470,000

�ÿ~þ 470,000 470,000

ý¯¿ �ÿ~þ 120,000 120,000

�ÿ~þ 120,000 120,000
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}²Uß¿ T~þ 20,000 20,000

ç�|~ù åo�åoç�^� 

ÿ[Oÿ×ÿ 

u�~þ

¿þ 

îÜÿ~þ îÜÿ~þ 

ëmý �ÿ~þ 470,000 470,000

�ÿ~þ 470,000 470,000

ý¯¿ �ÿ~þ 120,000 120,000

�ÿ~þ 120,000 120,000

}²Uß¿ T~þ 30,000 30,000

ç�|~ù ö�^� 

ÿ[Oÿ×ÿ 

u�~þ

¿þ 

îÜÿ~þ îÜÿ~þ 

ëmý �ÿ~þ 470,000 470,000

�ÿ~þ 470,000 470,000

ý¯¿ �ÿ~þ 120,000 120,000

�ÿ~þ 120,000 120,000

}²Uß¿ T~þ 25,000 25,000

ç�|~ù �ó�^�Ûs�_�^� 

ÿ[Oÿ×ÿ 

u�~þ

¿þ 

îÜÿ~þ îÜÿ~þ 

ëmý �ÿ~þ 470,000 470,000

�ÿ~þ 470,000 470,000

ý¯¿ �ÿ~þ 120,000 120,000

�ÿ~þ 120,000 120,000

}²Uß¿ T~þ 40,000 40,000

ç�|~ù wv�^� 

ÿ[Oÿ×ÿ 

u�~þ

¿þ 

îÜÿ~þ îÜÿ~þ 
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ëmý �ÿ~þ 470,000 470,000

�ÿ~þ 470,000 470,000

ý¯¿ �ÿ~þ 120,000 120,000

�ÿ~þ 120,000 120,000

}²Uß¿ T~þ 55,000 55,000

ç�|~ù ßv�^� 

ÿ[Oÿ×ÿ 

u�~þ

¿þ 

îÜÿ~þ îÜÿ~þ 

ëmý �ÿ~þ 470,000 470,000

�ÿ~þ 470,000 470,000

ý¯¿ �ÿ~þ 120,000 120,000

�ÿ~þ 120,000 120,000

}²Uß¿ T~þ 100,000 100,000

[ûß�º{ 

}n�|~ù1ý�|~ù1}÷�|~ùÛsW�|~ùns{ç�|

~ùó�ó�ç�^� 

ÿ[Oÿ×ÿ 

u�~þ

¿þ 

îÜÿ~þ îÜÿ~þ îÜÿ~þ 

ëmý �ÿ~þ 450,000 450,000 450,000 

�ÿ~þ 450,000 450,000 450,000 

�ÿ~þ 450,000 450,000 450,000 

ý¯¿ T~þ 120,000 120,000 120,000 

}²Uß¿ T~þ 20,000 20,000 20,000 

ç�|~ù åo�åoç�^�Ûs�_�^� 

ÿ[Oÿ×ÿ 

u�~þ

¿þ 

îÜÿ~þ îÜÿ~þ îÜÿ~þ 

ëmý �ÿ~þ 450,000 450,000 450,000 

�ÿ~þ 450,000 450,000 450,000 

�ÿ~þ 450,000 450,000 450,000 
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ý¯¿ T~þ 120,000 120,000 120,000 

}²Uß¿ T~þ 30,000 30,000 30,000 

ç�|~ù ö�^� 

ÿ[Oÿ×ÿ 

u�~þ

¿þ 

îÜÿ~þ îÜÿ~þ îÜÿ~þ 

ëmý �ÿ~þ 450,000 450,000 450,000 

�ÿ~þ 450,000 450,000 450,000 

�ÿ~þ 450,000 450,000 450,000 

ý¯¿ T~þ 120,000 120,000 120,000 

}²Uß¿ T~þ 25,000 25,000 25,000 

ç�|~ù �ó�^� 

ÿ[Oÿ×ÿ 

u�~þ

¿þ 

îÜÿ~þ îÜÿ~þ îÜÿ~þ 

ëmý �ÿ~þ 450,000 450,000 450,000 

�ÿ~þ 450,000 450,000 450,000 

�ÿ~þ 450,000 450,000 450,000 

ý¯¿ T~þ 120,000 120,000 120,000 

}²Uß¿ T~þ 40,000 40,000 40,000 

ç�|~ù wv�^� 

ÿ[Oÿ×ÿ 

u�~þ

¿þ 

îÜÿ~þ îÜÿ~þ îÜÿ~þ 

ëmý �ÿ~þ 450,000 450,000 450,000 

�ÿ~þ 450,000 450,000 450,000 

�ÿ~þ 450,000 450,000 450,000 

ý¯¿ T~þ 120,000 120,000 120,000 

}²Uß¿ T~þ 55,000 55,000 55,000 

ç�|~ù ßv�^� 

ÿ[Oÿ×ÿ 

u�~þ îÜÿ~þ îÜÿ~þ îÜÿ~þ 
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¿þ 

ëmý �ÿ~þ 450,000 450,000 450,000 

�ÿ~þ 450,000 450,000 450,000 

�ÿ~þ 450,000 450,000 450,000 

ý¯¿ T~þ 120,000 120,000 120,000 

}²Uß¿ T~þ 50,000 50,000 50,000 

 

－学則－70－
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ï^ï����öç�|~ùÝõ_�{ 

�rÿ~11oÿå 

vÛ 

ÿþöÿ 

�ÿg s~�{�1^ï����ö�WÿïO<�W=xtv2ÿ�38g~

�Û{ÿu}¯�y»ç�|~ùÝõ_ÿïO<Ýõ_=xtv2ÿ{·w

ß�zÏ�²Û±1ç�|~ù~×ÿzÀ÷²÷»sx²þöxy»2 

ÿërÿ 

�ÿg Ýõ_�1ç�|~ù÷ÿïO<|~ù÷=xtv2ÿÛsk{ór

»Ýõ²²svëry»2 

(1) ç�|~ùëmùþç_�w1åo�åoç�^�1ó�ó�ç�^�1

ö�^�1�ó�^�1wv�^�1�_�^�1ßv�^�Ûs¸óü

úúºð�^�ÿïO<T^�=xtv2ÿ{¹}¼~¼åûu¼�²~ 

Tÿ] 

(2) ç�Ī÷~÷{�»� 

(3) þ�ù�Ī÷~÷{�»� 

(4) ÿ�³ÿõû±ü·÷ó�Ī÷~÷{�»� 

ÿ _��ÿ÷~Ýõ~ÿ��1ÿ~xy»2�pw1Ýÿ²ùrzt2 

ÿ Ýõ_�1ß�{ßxvÝõï_~}÷õ~û�²n±vo�²ô�sx

|w}»2 

ÿ|~ù÷~åûÿ 

�ÿg |~ù÷�1T^�{¹åûu¼�Ýõ~vq1}ë~÷{�»�{

¹åûy»2 

ÿ |~ù÷~åû�1ërõ~ÿV~ÿïN~�|û�y»Ýõ_{ztv1

û��~q�]÷y{¸»ÿV~ÿïN~�~\o²ß�xy»2�pw1

s~\o|ß¹¼ztx}�1NOßy�ÿ]{ttv~å÷y²Ìt1[

}[uws¼²~y»2 

ÿ |~ù÷~ÿ��1ÿ~xy»2�pw1Ýÿ²ùrzt2 

ÿ |~ù÷{Ïe|r»x}�1Ýõ_|åûw���öÝõ_Ýõ²}}

»Ýõ|}~÷Û²ïÌy»2 

ÿÝõ_~ûÖÿ 

�ÿg Ýõ_�1|~ù÷|s¼²ûÖw1}~û÷xz»2 
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ÿ |~ù÷�1�÷Û�ërõ~[uïN~�{¹Ën|rs�x}�1�

´{{Ýõ_²ûÖwzq¼pz¹zt2 

ÿ�_~gþÿ 

�ÿg Ýõ_�1ërõ~[uïN~�~û�ÿT^�ÿ]ïN~û�²�

°2ÿ|zq¼p�_y»sx|w}zt2 

ÿûûÏ�ÿ 

�ÿg Ýõ_�1�W�45g~�Û{ÿu}1k~Ï�²ûûy»2 

(1) ��~u�1º{~ïÎ}~Þ��~�}{·y»sx2 

(2) î�{·y»sx2 

(3) �OÞçûÿ{·y»sx2 

(4) y��~å�{·y»sx2 

(5) ��~g^ÛsÞ�{·y»sx2 

(6) |~ù~}²º{{·y»sx2 

(7) ��~_ÿx~}�Ûs_ÿ{¹~}��~×u¼{·y»sx2 

(8) ÿ�îm~ë{·y»sx2 

(9) ëmùþç_�{·y»sx2 

(10) |~ù÷~ë§{·y»sx2 

(11) ��Ûs|~ù~T~Ýõ~åû{·y»sx2 

(12) |~ùÝõ_�{ns{vÛÛs}ß{·wÝõ_~û²}»sxx

u¼vt»�{{~vÛÛs}ß{·y»sx2 

(13) ëýù}ûßï{·y»sx2 

(14) �W}~Þ^ï��~�{{{¸svÝõ_~û²}»sxxu¼v

t»sx2 

(15) }²|~{·y»Ï�w1Ýõ_~o�²ô�sx|ß�z²~xw

v�÷|Û±�sx2 

(16) }~ÞÝõ_|ß�x�±�sx2 

ÿû~ÿ 

�ÿg Ýõ_~û~�1w{Û±»²~²ö}1û��~Ã[u~�~\o

{¸»2ÿv\u~x}�1û÷|s¼²~y»2 

ÿûÏ³ÿ 

�ÿg Ýõ_wûûw1Ûs~Ûw�Ï��1ûÏ³{��w1û÷|s¼

{�]y»2 

－学則－72－



3/3 

ÿ _�~ûÏ³�1��öÏÛº÷|_rw1{t1ß[y»2 

ÿ�{~}ßÿ 

�ÿg s~�{~}ß�1ërõ~ÿV~ÿïN~�|û�y»Ýõ_{z

tv1û��~ÿV~ÿïN~�~\o²ß�xy»2 

Ö W 

s~�{�1�rÿ~11oÿå{¹ýÌy»2 

Ö W 

s~�{�1�r16~ÿo28å{¹ýÌy»2 

Ö W 

s~�{�1�r22~ÿoÿå{¹ýÌy»2 

Ö W 

s~�{�1�r27~ÿoÿå{¹ýÌy»2 

Ö W 

s~�{�1îÜÿ~ÿoÿå{¹ýÌy»2 

Ö W 

s~�{�1îÜÿ~ÿoÿå{¹ýÌy»2 

－学則－73－
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þk 

d ¯�~¯íÛsß�g ûûûp.ÿ 

e ïûº{~w~ëó{1Û�1[ûº{~¯�²þgw�ëó{2 ûûûp.ÿ 

f |~ù1^�{~]ùÛs�O~]ù ûûûp.ÿ 

g }²º{~ýr~�xýÛs{òÿ}²|~~÷xz»�ßÿV

ßÿ~®n²�°2ÿ ûûûp.ÿ 

d }²ýý1}ïg^1|~g^~ýýÛsïÎ�þ ûûûp.ÿ 

e ÿ�xz»�øx~·Ï ûûûp.11 

f u��øþ~ë� ûûûp.11 

g }²|~ßý}~~ýv~�xýÛs{ò ûûûp.12 

l |~~ßý{ttv~�xý1_v1×} ûûûp.13 

m ý¯û¯Ù{~uÙ�� ûûûp.13 

n ûvÛ÷ ûûûp.15 

o ëýù}ûßï ûûûp.16 

l åy~}� ûûûp.16 

m }²Õû{~}Õ~�±~}~öz|ï{ ûûûp.19 

－ 設置等の趣旨（本文）－ 1－
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¯�~¯í�²��w�Ļê 

 

d ¯�~¯í¸sß�g 

ÿ ¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿ²¯�y»©u 

  ^ï���1øoĝïW~Óù�1ÿÿÿÿÿnÿÿÿÿĉ{w³u¼1�_{ÿy

»yiYß~þǆ²csv1oúzǓw~²r{v±v}vzº1Îøw�1þ�~þ

ǆ²ÿïö{kxöw1<�_÷gÿSocio-Intelligenceÿ~�~=²ÿÿ^�ó¸÷

ó{šr1�_~o{rsv�_{�³tǓw~²r²ūÿwvt»2 

  Îß1o�|�_~[ùz�ß´�Ë{ùW{ßx1ë±g{ÿu�[ùW´[gW

²¸ºN|Ǫǐwvt��±{�1ë¹~¬þ{ztv1�_´��~ûüº{ÿßw

�ñ²}ƫ~ëû´ñ²Þû~Ćß1ñ²ýý~}Õzy1��¸s��öñ²{zq

»}ƫ}ÿ´ñ²}ÿ{|ÿ~vÙ²ìpsx|ď�wr»x�xvt»2 

  s~¸vzÚ�ñ²²×ºÿ��_ôé~YW´ǐ�^��~¬Uzy²ćV{£~

x»xx²{1¿{1nÎ~�ě|Ä~ǐ]´Ú�üßU~Ú~º²�ox�vxw1

��öñ²~N|~Ćßx~]{Uqv1ç¯~ç�|Äù{ç�ø¸óüúúºð�

ù²ÿ�xy»¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿ²¯�y»sxxw�2 

ÿ ¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿ²¯�y»ß�g 

ÿÿÿ��öñ²~Ćß 

  ÿï�_{ztv�1�_ôé~¼�zYW´�ě|Ä~×wtǐ]{�t1�_ö

z�Ë´ǐ���²£~x�^�Vß{zq»ñ²|Ä~ýUg²�ć±»xx²{1

�øñ²x~ūÿgx^�g{ćVĵÂw���öñ²~|Ä_v~uÙ´ñ²|ÄÞ

û~Ćß|¿±¹¼vt»2 

  ¿{1ÎøöľºÜ~ÚwWœU{¹1�øÿĉ�~^�ñ²w�Úw~^�özƬ

Ą²çv�±~ėÙ²ñëy»{�ćVw�ztx~�x{¹1��öñ²~ß�g~

āÛxx²{1ÿ�1ÿo²ď�y»�øñ²�1Úwz^�~ß}1ÿ\W²þgw

v1��öñ²x~ĊŢ|ď�xu¼vt»2 

  s~¸vz�_öz�Ë²£~x1�øñ²w�ru¼�Ǔwxwv~ÿ�ö{tÿ

oözÏîėÙ~ÿ¼²_óxwv1Îß1~y~y�×W{t[ùWy»ÿï�_²

×ºÿ�_Ü´ºÜ~ë~{ÿßy»�±~Úwz^�÷Û´ß}ėÙ²Ùx�Ǔw~

�r²þöxwv1¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿ²¯�y»sxxw�2 

ÿÿÿŪn�_~Ǔw�� 

  ¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿ~¯�ű�²ǐ±»vxw1¸óüúúºð�^

�ÿïûº{ÿ{zq»Ǔw~�r{·y»þö}~Þ~ñ²|Äƍ~þö|1Ǔw�

�~¬U��_~�Ë²£~x�²~wr»sx²°»öyÐxz»÷ü¿{¹}Ƃy

»sx²þöxwv1o�x~¿Ǔß~~r»·ĊOĄ�²ÿƅxwv1¸óüúúº

ð�^�ÿïûº{ÿw�ry»Ǔw´ïÅ�~ã}oUzy{·y»²ó±üø¿ÿ

－ 設置等の趣旨（本文）－ 2－
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²ßýw�2 

  }~}ÿ1¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿw�ry»Ǔw{ttv�1oûÞ�

þǺÿÿÿþ~}ÿÿÿÿÿ{r�»ÿÿÿþ|<ß�g²�x»=xÞ�wvzº1

¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿ²ïÅw��~ã}{ttv�1oûÞ�þǺÿÿ

ÿþ~}ÿÿÿÿÿ{r�»ÿÿÿþ|<ã}w�tx}v=xÞ�wvt»sx{

¹1¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿ~ïÅ�{ÿy»Ūn�_{¹~Ǔw��~Ú

u²v{|vsx|w}»20ÏËÿ1 

  o�w�1s~¸vz�_özĲŤ´��öñ²~ýUg1·ĊOĄ�{¹~Ǔw�

�zy²£~x�vxw1ç¯~ç�|Äù{ç�ø¸óüúúºð�ù²ÿ�xy»

¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿ²¯�y»sxxw�2 

ÿ Ǔw�r�ė 

  ÿÿÿÿÿ�rÿÿÿĉÿoÿø~o�ñ²ƹ¢_{¸»�ǃ<ƽfï~��öñ²ÿ

ÿ�ö{ßÙr»��öñ²~ëû{Uqvÿ={ztv�1<��ö�1ývƍ1|Ä

��rxÚw^�ƬĄǓ�r~ït~�r�ė²oƺ{}~�r²çsvt»|1Îß

~÷Ûÿö�_{zq»Ǔw�r~ď�g´ÿ�~��öñ²x~·Œ²£~x»x1

Îß~��ö|çvy}Ǔw�r�ė�1 

  d w°gÎ{z{¼�|Äû�~ėÙ²ct|Ä��~�r 

  e Úwz^�ö÷ÛûėÙ²ctÚw^�ƬĄǓ~�r 

  f ú{zñ²ėÙx|ÄėÙ²}}Ùx���ñõ~�r 

  g ÷Ûÿö�_²[ù{ox»Úww÷öz}�~r»Ǔw~�r 

 ~ßt{u©u¼»=xwvt»2 

  ~�1�ǃw�1ïûº{�<_ß�ǂt�Û~ý�²Ǥº1|ÄėÙÛ�s¼{ò

xvÚw~^�özƬĄ²çv�±~S�w�ėÙ²ķvº{wrº1dÚw^�ƬĄ

Ǔ~�r1e÷Ûÿö�_²[ù{ox»Úww÷öz}�~r»Ǔw~�r²Ìvº

{1r»t�1f|Ä��~�r~Nÿ�xwv1Úwz�ÿ��x~ÿß��_~ûü

º{öú{ÿßy»sx|¿±¹¼»=xwvt»2 

  Î®1¯�²ű�wvt»¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿw�1s¼¹~�ǃ~¯

í´ó�Þû�²£~x�vxw1<Úwz^�ö÷ÛûėÙ²ctÚw^�ƬĄǓ~�

r=²�xw�Ǔw�r�ė²çv2 

ÿ |Äÿƅxy»�_Vß¸s�ry»Ǔwß 

  ¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿw�1<¸óüúúºð�Vß=²}ƫxwv|Ä

ÿƅxy»oƺöz�_Vßxy»2 

  ~�1¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿw�1<¸óüúúºð�~^�g~N|~

Uƍ²Ǥ»�±~ǂt÷ö�Ûx_ßt�ßns{ƽ�z÷²w°y»�±~ėÙ²ÿ

¼u{»=sx²ñ²|Äƍ~þöxwv1<¸óüúúºð�{·y»Úwz^�ö÷

Ûx|ÄėÙ²owv1_ßt�ßw�_~ºÜ²ë¹�Ěwë~w}»Ǔw=²�ry

－ 設置等の趣旨（本文）－ 3－
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»sxxwvt»2 

ÿ ïÅß~ǐđ 

  ¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿ~ïÅß~ǐđxwv�1�{��ĄûƽÞĄûĚ

zĄzy{ztv1fÏözÏß´_Ü~×wxy·¸sßĨ²�_{_Ôy»�¬{

Ţ¿»oxözƬĄǓxwv��y»sx|óÛu¼»2 

ÿ ïÅāÛû�OëN~ýǑ1ñ²º{ýrûßý~ýǑ¸sú��×ú¼~ýǑ 

  ¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿ{zq»ïÅāÛû�OëN~ýǑ1ñ²º{ýrû

ßý~ýǑ1ú��×ú¼~ýǑ{ttv�1ïO{{y�ºxwvzº1�OëN~ý

Ǒ¸sñ²º{ýr~ýǑxñ²º{x~þ·{ttv�1w}0ÏËÿ1{{y�ºx

wvt»20ÏËÿ1 

ÿÿÿïÅāÛû�OëN~ýǑ 

  (1)¸óüúúºð�~^�Øß{zq»©Ĩö÷ÛxƬĄöÛ©²ï¼wvt»2 

  (2)¸óüúúºð�~ÿƅØß´·ĊľVß{·y»_ßt�Û²ï¼wvt»2 

  (3)¸óüúúºð�~ľºÜ²�_ö{ãÄy»�±~|ÄėÙ²ï¼wvt»2 

ÿÿÿñ²º{ýrûßý~ýǑ 

 ÿÿñ²º{ýr~ýǑ 

  (1)ÿï¸óüúúºð~ÿoßW¸sývw´Û©x¸óüúúºð~}ó´üó

öY÷{·y»Úwz÷Û²ï¼y»�±~ùþ²ĵ�y»2 

  (2)ÿï¸óüúúºð|ö÷y»¿Û~�Ü´ºÜ~[ùg{·y»^�÷Ûxÿ

\ö{víwÿĲy»ėÙ²ï¼y»�±~ùþ²ĵ�y»2 

  (3){vö}�~ÿöxz»¿ÿûV÷kýxù5zºÜ{}¼¹²ù}wë~y»�

±~|ÄėÙ´|ÄÛ©²ï¼y»�±~ùþ²ĵ�y»2 

 ÿÿñ²º{ßý~ýǑ 

  (1)�®´{Ïzy~ow´Þû~©ë²þöxy»ñ²Þû�1��ś_{¸»ëĄ

śk²ãº1÷Û´�ė²ßý{ß}y»ėÙ~ÿ¼²þöxy»ñ²Þû�1�ÿ

ś_{¸»ëĄśk²ã»2 

  (2)ñÿÞw~°ûü÷û÷³¹»ó·÷ó1÷³ùüø1°ûü÷ûÿü¿�²�x

±xy»��~�_g²ď�w�ñëýý²×ºú¼»2 

  (3)�OëN~ýǑ¸sñ²º{ýr~ýǑxñ²º{~·Œ²ÿ�Wwvâoy»

�±~·ŒǤ²{yxx²{1ñ²º{²ëry»ëĄùþ~þ{1Þû1ýý1ß

ï²�w�ëĄű�²{y20ÏËÿ110ÏËÿ1 

  (4)[Ovw~ßîW²Ǥ»»ù{¹1¿Û~��{zq»_º~r»¦ïnħ²ÿq1

��|�ïþ{{ÿs�ùWzëĄùþ~¦ï|ÿėxz»¸v{1�ry»ĭ_

özǓwß{ÿßw�yřöz¦ïò÷û²ó{y»20ÏËÿ1 

  (5)ïÅf{zq»�O~î²ßƂy»»ù{¹1Î±��{ÿwvTëĄùþ{zq

»�ÿþ{´þ{²Ôry»�±~ëĄ~ýý1ű��²·ùð¹xwvn{w�

－ 設置等の趣旨（本文）－ 4－
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vxw1r~ßïÿĪ´ïÅāÛÿĪ²{w1s¼{ÿu�ó|zßï²Ìv2 

ÿÿ�ïrÿ~ßïýý 

¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿ{zq»�ïrÿ~ßïýý{ttv�1·ù

ð¹{ztvëĄùþtx~�Ôþ{´r~ßïÿĪ²n{w�vxw1î�1º

Üûüýüø1ëĄkw1rÿ~èzy{¸º1ÿ\ö{ßïy»2 

ÿÿÿú��×ú¼~ýǑ 

(1)¸óüúúºð�^�{ÿy»núzǐ�þöx�ÿo�²owvt»2 

(2)¸óüúúºð�Vß{·y»ÿ�öz©Ĩ´÷ÛxėÙ²owvt»2 

(3){Ï²[÷ö{tĨ©ö{�ßw1öú{víw}»ėÙ²owvt»2 

(4)ëV~�x²öú{èÿw1þk{úß{_Ôw}»ėÙ²owvt»2 

e ïûº{~w~ëó{1Û�1ňûº{~¯�²þgw�ëó{2 

 ¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿw�1<¸óüúúºð�~^�g~N|~Uƍ²

Ǥ»�±~ǂt÷ö�Ûx_ßt�ßns{ƽ�z÷²w°y»�±~ėÙ²ÿ¼u{

»=sx²ñ²|Äƍ~þöxwv1<¸óüúúºð�{·y»Úwz^�ö÷Ûx|

ÄėÙ²owv1_ßt�ßw�_~ºÜ²ë¹�Ěwë~w}»Ǔw²�ry»=sx

xwvt»2 

 s~sx{¹1Î®~¯�ű�w�1¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿxwv¯�y

»sxxwvzº1Îß~¸óüúúºð�Vß{zq»�_öz�Ë´�ěözǐ]1

u¹{�1̧ óüúúºð�^�ÿïûº{ÿ~¯�ß{zq»ïÅ�~ǐđ~¬Uzy

²ÿ\ö{�ć±vt�2 

f |Äù1^��~]Ŷ¸s�O~]Ŷ 

 ¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿw�1<Úwz^�ö÷ÛûėÙ²ctÚw^�Ƭ

ĄǓ~�r=²çvy}Ǔw�r�ėxw1<¸óüúúºð�~^�g~N|~Uƍ²

Ǥ»�±~ǂt÷ö�Ûx_ßt�ßns{ƽ�z÷²w°y»�±~ėÙ²ÿ¼u{

»=sx²ñ²|Äƍ~þöxwvt»2 

 ~�1¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿw�1<¸óüúúºð�Vß=²}ƫxw

v|Äÿƅxy»oƺöz�_Vßxwv1<¸óüúúºð�{·y»Úwz^�ö÷

Ûx|ÄėÙ²owv1_ßt�ßw�_~ºÜ²ë¹�Ěwë~w}»Ǔw=²�ry

»sxxwvt»2 

 s~¸vz1̧ óüúúºð�^�ÿïûº{ÿ{zq»ñ²|Äƍ~þö´�ry»

Ǔw¸s|Äÿƅxy»oƺöz�_Vßzy{ttv1�_´×��zy{ûw{ā

Ûw}»]Ŷxwv1^�]Ŷ²<¸óüúúºð�^�=1�O]Ŷ²<ïûÿ¸óü

úúºð�ÿ=xy»sxxw1ó»]Ŷ{ttv�1ÿ�öz�}g²u~x�vxw1

^�~ó»]Ŷ²<Major in Journalism=1�O~ó»]Ŷ²<Master of Journalism=
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xy»2 

|Äù]Ŷ ç�|Äù 

ÿGraduate School of the Humanitiesÿ 

^�]Ŷ ¸óüúúºð�^� 

ÿMajor in Journalismÿ 

�O]Ŷ ïûÿ¸óüúúºð�ÿ 

ÿMaster of Journalismÿ 

g ñ²º{~ýr~�xý¸s¿ƭÿñ²|Ä~÷xz»ØßÿVßÿ~®n²�°2ÿ 

ÿ ñ²º{~ýr~ýǑ 

 øow�1NÛ~ñ²þ{1ïĄĉÖ¸sñ²~º{²ow1��{ÿy»_ũözñ

²²óÝy»Ɣxwv~O�Þq²cq1}~¸vzñ²~º{²ïÅw��{¿Û~

�O²Nx»sx²ÿoxy»º{v��övw²ãsvt»sx²u~x�vxw1

¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿ{zq»�ry»Ǔw´�OëN~ýǑ²u~x�_

ũözñ²º{~ýrxy»sx²ÿoýǑxy»2 

 }~ƍw1<ßt�ß{³svþǂz�Û²ëq1^�Vß{zq»|ÄėÙÛ�s¼

{òxvÚw~^�g|¿±¹¼»ƬĄ²çv�±~S�w�ėÙ²ķv=xtv¯�

ÿĪ{Û±»ïûº{~þö{ßx�ėÙ~ï¼xtv»ù²u~x1¸óüúúºð

�Vß{·y»Úw~^�ö÷ÛxėÙ~ï¼{Uq�ñ²º{~ýrxy»xx²{1

ñ²|Äƍ~þö´�ry»Ǔw1�OëN~ýǑ²Ôry»�±{ß�xz»ëĄù

þ²�¯y»sxxwvt»2 

ÿ ñ²º{~ýr~�xý 

¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿw�1�OëN~ýǑ²u~x�ñ²º{ýrûß

ý~ýǑ~²x{1¦ï~ıł{ĵÂwtt1_ũözñ²º{~ýrxy»»ù{¹1

<ÿ�ùþ=1<ÿ�ùþ=1<]�ùþ=1<|Äùþ=1<â�ùþ=~ùþŌ²¯q1Tù

þŌ{zq»ñ²þ{{ßx�ëĄùþ²ĵ�y»2 

ÿÿÿÿ�ùþ 

<ÿ�ùþ=�1ñ²º{ýr~ýǑxwvšrvt»<ÿï¸óüúúºð~ÿoß

W¸sývw´Û©x¸óüúúºð~}ó´üóöY÷{·y»Úwz÷Û²ï¼y

»=�±~ùþxwv1<¸óüúúºð�ÿĨ=ÿ[O1<¸óüúúºðývÛ©=ÿ

[O²ßïùþxwvĵ�y»2 

ÿÿÿÿ�ùþ 

 <ÿ�ùþ=�1ñ²º{ýr~ýǑxwvšrvt»<ÿï¸óüúúºð|ö÷y

»¿Û~�Ü´ºÜ~[ùg{·y»^�÷Ûxÿ\ö{víwÿĲy»ėÙ²ï¼y

»=�±~ùþxwv1<¸óüúúºð|Ä=ÿ[O1<²ü»´ö|Ä=ÿ[O1<¹
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ýüô´óöú¸·ó¹|Ä=ÿ[O²øþùþxwvĵ�y»2 

ÿÿÿ]�ùþ 

  <]�ùþ=�1ñ²º{ýr~ýǑxwvšrvt»<ÿï¸óüúúºð|ö÷y

»¿Û~�Ü´ºÜ~[ùg{·y»^�÷Ûxÿ\ö{víwÿĲy»ėÙ²ï¼y

»=�±~ùþxwv1<¸óüúúºð¿Ĩ=ÿ[O1<fßû¶·ö¸óüúúºð¿

Ĩ=ÿ[O1<ñ÷³²�_¿Ĩ=ÿ[O1<ß^�¿Ĩ=ÿ[O1<ƺ©ûǎ_Ƙy¿Ĩ=

ÿ[O1<¹ýüôƘyf¶¿Ĩ=ÿ[O1<ǤĻ¹Ƙy�¿Ĩ=ÿ[O1<ň{¹ÏË�

¿Ĩ=ÿ[O1<÷ü¿¸óüúúºð�ÿ=ÿ[O1<÷¸¿ûƘyèÿ�ÿ=ÿ[O²

øþùþxwvĵ�y»2 

ÿÿÿ|Äùþ 

  <|Äùþ=�1ñ²º{ýr~ýǑxwvšrvt»<{vö}�~ÿöxz»¿ÿû

V÷kýxù5zºÜ{}¼¹²ù}wë~y»�±~|ÄėÙ´|ÄÛ©²ï¼y»=

�±~ùþxwv1<¸óüúúºð�|Äý=ÿ[O1<¸óüúúºð�¿w|Ä=ÿ

[O²ßïùþxwvĵ�y»2 

ÿÿÿâ�ùþ 

  <â�ùþ=�1ñ²º{ýr~ýǑxwvšrvt»<ÿï¸óüúúºð|ö÷y

»¿Û~�Ü´ºÜ~[ùg{·y»^�÷Ûxÿ\ö{víwÿĲy»ėÙ²ï¼y

»=�±~ùþxwv1<¿ë_Ü¿Ĩ=ÿ[O²øþùþxwvĵ�y»2 

 

d ñ²ýý1¦ïg¯1|Äg¯~ýý¸sïÅ�þ 

ÿ ñ²ýý 

  ¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿ~ëĄ~ýý�1©Ĩ´÷Û~©ë¸sgƽ~÷�

´¬U{·y»©ë²ǂ±»sx²þöxy»ëĄÞû{ttv�1��{¸»ëĄś

k²ã»sxxw1|Äû~èû ¢¸s�ě´�ė~ÿ¼²þöxy»ëĄÞû{tt

v�1�ÿś_{¸»ëĄśk²ã»sxxwvzº1ß�{ßxv1��x�ÿ²Ċ¬

u{�ëĄýý²¯úy»sxxwvt»2 

  ëĄtx~��Ǻ{ttv�1̧ óüúúºð�^�ÿïûº{ÿ~ú�Ûõ²ÿǓx

wvt»sx{¹1ŗǓǺw~ëĄÛ÷xy»xx²{1|Äg¯²Ìv<¸óüúúº

ð�¿w|Ä={ztv�1[wg¯²oƺxy»ëĄÛ÷²Ìvsxxy»2 

  ~�1ïÅf{zq»��ö��~î²úßy»»ù{¹1Î±��ö��{ÿwvë

Ą{zq»�ÿþ{´}~þ{²Ôry»�±~ëĄ~ýý1ëĄ~ű��²·ùð¹

{¸ºn{y»xx²{1r~ßïýýûÿĪ²ó{w1s¼{ÿu�ó|zßï²Ìv

sxxy»2 

ÿ ¦ïg¯ 

  ¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿw�1ëĄùþ¦ï1Ĩç_rg¯1�OĨçƹÿ

�~Tÿ�|o�öztz|º²csvïû~�OëNxx¯tvt��±~ñ²~÷
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ý»¹û©²ď�w1}ƫöz¦ïg¯_v~uÙ²Ǥ»sxxy»2 

  ĭ_ö{�1ú�f~ºú¸óöü·÷óÿñÛ¼´ðó¹ÿx_�Û�_~¦ï¼´

ðó¹ÿñõ¼´ðó¹ÿ{òxv1|Äg¯ñõ{¸»ūÿöz[w¦ïþÏ²Ìvx

x²{1_ũözùþ¦ï²ÿėxy»�±~yřöz¦ïò÷û~ó{{¸»¦ïg

¯²Ìvsxxy»20ÏËÿ1 

ÿ |Äg¯ 

  ¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿw�1|Äg¯~�±~ëĄùþxwv1<¸óü

úúºð�¿w|Ä=²ĵ�w1|Äg¯ñõ{¸»ú�{¹ïÅ~w~ūÿöz|Äg

¯_v²ux»sxxwvzº1��ö��NǓrxº~|Äű�{ÿßy»[wg¯

²oƺxwv1ïû~�O{þßwtüùû~Ĩç_r²Ìvsx|w}»¸v{1|Ä

g¯²Ìvsxxy»2 

  ĭ_ö{�1ú�~�{óĚu{»<|Äű�Ļ={ÿu}1·Ċ^�Vß~|Äg¯

ñõ{¸»[w~¦ïþÏ²Ìs�vxw1|ÄùÝõ_{ztvT��ö��~|Ä

g¯ñõ²~Ûy»xx²{1|Äg¯ñõ�1��ö��~·ƺØß´_ÜoÛ²úā

wz|¹1}¼~¼~|Äű�~g¯{r�»sxxy»2 

  ~�1|Ä~ǐwƝó²úāy»�±1ÿĉk_�o²þĲ{o�y^²ºysxxw

vzº1|Äg¯ñõ´Þ~��ö��x~¢Ĩ²�wv1|Ä~ǫĪ²Ú±»xx²{1

g��ĉo{�1ïûĨçÿ�OË¿Ĩçÿ~~è_²ßýw1ĨçÞû~ó¨î_²Ì

vsxxy»2 

ÿ |Äg¯¹±¸õüû 

  |Äg¯¹±¸õüû{ttv�1ú�_~ÿßxwv1ûüðúü¸´��öhÞ

{ztv1|ÄºÜ´|Äg¯{·y»ƘyóÝ²Ìvxx²{1ßĂ��{ztv�

×�_{ëý~|ÄºÜ�{·y»Ï_þÏ²Ìv¸vÏysxxw1��|^�y»

|Äg¯ñõ|þÏ{r�»sxxy»2 

  |Äg¯ñõ~øþ�1��ö��NǓrxº~^�²^ďy»xx²{1Ï_{ó

Ěu¼�|Äű�Ļ{ÿu}1|ÄùÝõ_{ztvŝāy»2 

  ÿĉk_�w�1|Äű�Ļ{·Ċy»Ĩç~}�{¹ç�~¿úö³ü¿g¯1ç

�üóõü~_rg¯�²Ìv2 

  ÿĉkß�w�1|ÄºÜ~núWx|Äýý~ĭ_W{°q�g¯²Ìt1o�~

è_²ßýy»2 

  ÿĉk_�w�1|Äű�Ļ{ÿu�|Ä~ǐwƝó²úāy»�±~o�y^²º

w1|Ä~_Üù´ë~~ýý{ttvĿ�ûg¯²Ìv2 

  ÿĉkß�w�1|Ä}ÿ~V÷{¹|Ärÿ²Ĩ©ö{tũ�ö{�ßu{»xx

²{1ïûĨçÿ�OË¿Ĩçÿ~óĚ{°q�Ĩç_r{ttv~g¯²Ìv2 

  }~vxw1ÿĉkß�o{ƹÿÝõ{¸»Ĩçƹÿ1ó¨î_{¸»g�î�²Ū

v1\|w��{ÿwv�O²ëNy»20ÏËÿ1 
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  zz1ÿĉkß�~|Äű�{·y»~è_w�1|Äg¯ñõ|oƺxzsv1|

Äű�y_{ttv®n²¿±»sxxwvzº1|Äű�y_|�_öz�Ë�²ß

fw1ÿßg|ćV{ā±¹¼»²~wr»sxzy²úāw�vxw1|Ä~î´ű

�~ý�g{¹Û©özt÷zy{ttvĿ�ûg¯²Ìvsxxwvt»2 

  ÿĉk_�~o�y^w�1|Äg¯ñõ|oƺxzsv1óĚu¼�|Äű�Ļ{

ÿu�|Ä~ǐwƝó{ttvúāy»xx²{1|Ä~_Üù´ë~~ýý¸s|Ä

ű�Ļ~ïkzy{ttv~Ŀ�ûg¯²Ìvsxxwvt»2 

ÿ Ĩçƹÿ_v 

  Ĩçƹÿ~_v{ttv�<^ï���O�{={ÿu}1|ÄùÝõ_�1Ĩçƹ

ÿ{zq»ƹÿÝõxwv1�úĨç_r²g¯w�|Äg¯ñõ²�ÿxw1�úĨ

ç{·Ċy»ëĄç�ñõ²�ÿxwvøþy»sxxwvt»2 

  ƹÿÝõ�1ç�|Äù�OĨçƹÿÿĪ{ÿu}Ĩçƹÿ²Ìvsxxw1Ĩç²

óĚw��~g�î�ÿó¨î_ÿ{ttv�1óĚu¼�Ĩç¸s�OǃËØ{ÿu

}1|Ä~rÿ|ćV{ā±¹¼»²~wr»sx²úāy»�±1�úǃË�{¹|

Ä~Þû´}¼¹{·Ċy»Ï��{ttv1öç®n²¿±»sxxwvt»20Ï

Ëÿ1 

  ~�1|ÄùÝõ_�1ƹÿÝõ{¹~y^{ÿu}ƹ¢w1�O²ëNyy}{v

{²~¢y»sxxwvzº1|ÄùÝõ_~ƹ¢}ÿ{ÿu}1�O²ëNyy}�

{�ĴÛ~�O²ëNw1O\|�{�}~í²�÷y»sxxwvt»2 

ÿ |ÄÛ©ƹÿ_v 

  |ÄÛ©ƹÿ_v{ttv�1<^ï��|ÄÛ©Ýõ_�{={ÿu}1<^ï��

|ÄÛ©Ýõ_=²¯�1<^ï��{zq»Ǔ²ÿƅxy»�}ù�û{�ũ|Ä{

·y»Û©�{={ÿu}1<^ï��{zq»Ǔ²ÿƅxy»�}ù�û{�ũ|Ä

Û©ƹÿÝõ_=²¯�wvt»20ÏËÿ110ÏËÿ1 

  <^ï��|ÄÛ©Ýõ_=�1Ǔ²ÿƅxy»|Ä~ßýű�1Ěz}èű��~

Û©ƹÿ{·y»sx1|ÄÛ©{Œ»ľ�{{·y»sxzy²ĄÛxy»2~�1

Ýõ_~O{�1<^ï��{zq»Ǔ²ÿƅxy»|ÄÛ©ƹÿø_�{={ÿu

}1<^ï��{zq»Ǔ²ÿƅxy»|ÄÛ©ƹÿø_=²�}1Ǔ²ÿƅxy»|

Ä~ßýű�´1Ěz}èű��~ßý{ttv~Û©ƹÿ²Ìv20ÏËÿ1 

  <^ï��{zq»Ǔ²ÿƅxy»|ÄÛ©ƹÿø_={zq»ƹÿ�1ĴÛ~ǃË

Ļ}}{¸»ǃË²×©w�ß1ƹÿ~�þ²nú{w�ƍw1ǃË�|ßýy»|Ä

ű��{·Ċy»ýë1ƚí�¸s·Ċy»�_|Û±»gǑ²£~x1|Äű��~

ßý{ttv1Û©ö»ù¸sù�ö»ù{¹1o³{t}k{ƹÿ²Ìv20ÏË10-

ÿÿ10-141 

  <^ï��|ÄÛ©Ýõ_=�1|ÄÛ©{Œ»|ÄÛ©ƹÿĻê²×©w�x}

�1|ÄÛ©ƹÿø_{ƹÿ²Þ�w1ƹÿø_�1�ú�{~ÿƅxz»Ï�{tt
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v1Û©öûù�ö»ù{¹ƹÿ²Ìvxx²{1ßýo~|Ä{ÿwvß�{ßxv

¿ÿûǃËÞû�~®n²ô×y»sxxwvt»2 

  |ÄÛ©ƹÿø_�1�ú�{{ßy»Ïk|�x�Ɣ\{�1�ú|Ä�{ÿwv

�ú|Ä~Yöûok¸s~è~Ĕk1}~Þ|Äzy{·wv÷^w1ø_÷�|Ä

Û©ƹÿÝõ_{s¼²y^y»2Ýõ÷�1ƹÿ}ÿ{ttv�÷{y^y»sxx

wvzº1|Äÿƅ�~ǓkÛ�|Ä�~k¤¤þßÿ~�±ß}�xy»²~²ņ

}1ƹÿ~ë�²}èy»sxxwvt»2 

  <^ï��{zq»Ǔ²ÿƅxy»�}ù�û{�ũ|ÄÛ©ƹÿÝõ_=�1Ǔ²

ÿƅxy»�}ù�û{�ũ|Ä~vq1Ƶû²�¿zt²~ÿŴÿzƵû²�v²~

²�°2ÿ²ÿƅ{1|Äű�|�}û{�ũgǑ{ù\wvt»{v{²ƹÿw1�

÷{o�²Ĝy»�±ƹÿ²Ìv2 

  <^ï��{zq»Ǔ²ÿƅxy»�}ù�û{�ũ|Ä{·y»Û©�{={ÿu

�Û©ƹÿ�1ÿƅ|Ä~|Ä¬þ�{¹1ĴÛ~ǃËĻ|�÷Û{óĚu¼1�÷|

<^ï��{zq»Ǔ²ÿƅxy»�}ù�û{�ũ|ÄÛ©ƹÿÝõ_={ƹÿu{

»sxxwvt»2 

  <^ï��{zq»Ǔ²ÿƅxy»�}ù�û{�ũ|ÄÛ©ƹÿÝõ_={zq»

ƹÿ�1|Äű�|�}û{�ũgǑ{ù\wvt»{v{{ttv1o�¸so�~

|Ä��~¤þþß{·y»Ƙy²�±�Û©ö»ù¸sù�ö»ù{¹1o³{t}

k{ƹÿ²Ìt1}~ß�÷{o�²Ĝy»20ÏË10-ÿÿ10-141 

  <^ï��{zq»Ǔ²ÿƅxy»�}ù�û{�ũ|ÄÛ©ƹÿÝõ_=�1ƹÿ

~}ÿ²�÷{y^w1^ï��|ÄÛ©Ýõ_~¢²Ūv1|Äű�~ßýÔÿ1O

Ôÿ�²�ú|Ä¬þ�{�÷y»2ƹÿ~ë��1|Äÿƅ�~ǓkÛ�|Ä�~k

¤¤þßÿ~�±ß}�xy»²~²ņ}}èy»sxxwvt»2 

  ��ö��||ÄÛ©{·y»ÿ�ö}�²ï¼w1|Ä�¬{zq»OkÌú{ÿ

ßy»oÛ²Ú±»�±1yyv~��ö��{øo�ěƼù_|ÄÛ©eùüûó°

²×�y»sx²ºwvt»|1<^ï��{zq»Ǔ²ÿƅxy»|ÄÛ©ƹÿø

_={�<Ǔ²ÿƅxy»��ö|ÄÛ©ƹÿø_=|�{¼vt»�±1��ö��

{ztv²|Äű�~ƹÿ²^�y»Ɣ\�1s¼²î»sx|w}»2 

ÿ ïÅ�þ 

  ¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿ~ïÅ�þ�1_ũö{ñ²~º{²¦ïw1ï

Å{ß�xz»[OǺxwv1<ÿ�ùþ={¹ßïùþÿùþÿ[O1<|Äùþ={

¹ßïùþÿùþÿÿ[O1<ÿ�ùþ={¹øþùþÿùþÿ[Oÿÿ�ùþ~ÿØ

ß~vqÿØß²øþÿ²ï¼w�vxw1<]�ùþ={¹<ÿ�ùþ=wøþw�

·ĊØß~¿Ĩùþÿùþÿ[Oïƍ¸s<]�ùþ=x<â�ùþ={¹ÿ[Oïƍ

~\űÿÿ[Oïƍ²ï¼y»xx²{1|Äg¯ñõ{¸»|Äg¯²×qv1ïû

Ĩçÿ�OË¿Ĩçÿ²_rw1Ĩçƹÿ1Ĩç~è_¸só¨î_{¸»g�î�{
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\|w��{ÿwv<ïûÿ¸óüúúºð�ÿ=~�O²ëNy»2 

 

e ÿ�xz»�øx~·Œ 

  ¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿ�1ç¯~ç�ø¸óüúúºð�ù²ÿ�xwv1

�øÿ�{zq»ñ�ñ²xs¼{ćV¬squ¼�^�ö}�~ƍ{³q1^�g~

N|~Uƍ²Ǥ»�±~ǂt÷ö�Û²ý�y»ñ²²þgwv1<�øñ²ÿ�wï¼

w�¸óüúúºð�~ÿöxz»ÿoöz÷Û´ėÙ²¸ºÚ±1¸óüúúºð�

~^�g~N|~Uƍ²Ǥ»�±~ǂt÷ö�Ûx_ßt�ßns{ƽ�z÷²w°y

»�±~ėÙ²ÿ¼u{»=sx²ñ²|Äƍ~þöxwvt»2 

  s~sx{¹1¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿw�1�øñ²x~^�gxçÿg

²£~xtt1ñ²|Ä~þö´Ǔw�r~þö~Ôr{Uqv1[w�_Vß²ǂ±»

^�g|Þw{ď�u¼»sx~zt¸v{»ow�vxw1�øñ²ÿ�wï¼w�

¸óüúúºð�~ÿöxz»ÿoöz÷Û´ėÙ²_óxwv1¸óüúúºð�V

ß{·y»Úwz÷Û´ėÙ~ÿ¼|ÿėxz»¸v{ĵÂw1ñ²|ÄØß²�º¿

³p²~xwvt»20ÏË111 

 

f ú��øþ~ë� 

ÿ ú��~×qú¼ýǑ 

  ¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿw�1��öx~ú��~×ú¼xú�ß~ñ²{

o�öztz|º²c�{»sx{¹1�øÿ�w¸óüúúºð�Vß{·y»ÿ�

ö1ÿoöz÷Û´ėÙ²ï¼w��²oƺ{×qú¼»sxxwvzº1ú�×ú¼~

ÿƅ�xwv�1̧ óüúúºð�^�ÿïûº{ÿ~ÿ�xz»ç�ø¸óüúúºð

�ù²SĄw��¸sÞ��w¸óüúúºð�Vß~ñ²²ï±��xy»xx²{1

¸óüúúºð�Vß¸s·ĊVß{ztvƬĄßý{Ţ¿s�Ū�~r»��²×q

ú¼»sx{¸º1ñ²�_~ã�x[ùz��ö��~×ú¼{ÿßy»sxxwv

t»2 

  ¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿw�1�ry»Ǔw¸sñ²º{~ýr~�xý�

²£~xv1k~xzº1ú��~×úýǑ²¯Ûy»2 

  (1)¸óüúúºð�^�{ÿy»núzǐ�þöx�ÿo�²owvt»2 

  (2)¸óüúúºð�Vß{·y»ÿ�öz©Ĩ´÷ÛxėÙ²owvt»2 

  (3){Ï²[÷ö{tĨ©ö{�ßw1öú{víw}»ėÙ²owvt»2 

  (4)ëV~�x²öú{èÿw1þk{úß{_Ôw}»ėÙ²owvt»2 

ÿ ú��øþ~ßýýý 

  ¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿ{zq»ú��øþ~ßýýý�1�ry»Ǔw´

ú��~×úýǑ²£~x�vxw1ÿ�xz»ç�ø¸óüúúºð�ù~SĄ�¿

�~�²ÿƅxy»�Þø�ú�î�¸s��SĄ�¿�~�Û���²SĄw��²

－ 設置等の趣旨（本文）－ 11－
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ÿƅxy»N®ú�î�{¸ºøþy»2 

ÿÿÿ�Þø�ú�î� 

  �Þø�ú�î�~ßýýý{ttv�1Ï_{óĚy»r~ƂnĻ¸s|Äű�Ļ

{ÿu�Ļ÷ƹÿ{òxv1óĜî�²ºysxxwvt»2 

ÿÿÿN®ú�î� 

  N®ú�î�~ßýýý�1Ï_{óĚy»|Äű�Ļ{ÿu�Ļ÷ƹÿ{òxv1Ļ

÷ƹÿ~\|�yõ{ÿwv�Ùî�xwv¸óüúúºð�Vß{·y»ĚÜ²oƺ

xy»��î��xx²{1óĜî�²ºysxxwvt»2 

ÿ ú��øþ~vÛýý 

  ¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿ{zq»ú��~×úýǑ{ÿy»vÛ{ttv�1

ú��~×úýǑ{ÿwv1k~�ºÌvsxxy»2 

  ûú��~×úýǑxwvšrvt»<¸óüúúºð�^�{ÿy»núzǐ�þö

x�ÿo�²owvt»=sx{ttv�1¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿx~

ǐ�þöx�ÿo�{ttvßïy»sx{¹1�Þø�ú�î�1N®ú�î�x

²{|Äű�ĻxóĜî�{¸ºvÛy»2 

  ûú��~×úýǑxwvšrvt»<¸óüúúºð�Vß{·y»ÿ�öz©Ĩ´

÷ÛxėÙ²owvt»=sx{ttv�1¸óüúúºð�Vß{·y»^�÷Û

{ttvßïy»sx{¹1�Þø�ú�î�w�r~ƂnĻxóĜî�{¸º1N

®ú�î�w���î��xóĜî�{¸ºvÛy»2 

  ûú��~×úýǑxwvšrvt»<{Ï²[÷ö{tĨ©ö{�ßw1öú{ví

w}»ėÙ²owvt»=sx¸s<ëV~�x²öú{èÿw1þk{úß{_Ô

w}»ėÙ²owvt»=sx{ttv�1�ßÙûvíÙûèÿÙû_ÔÙzy{

ttvßïy»sx{¹1|Äű�ĻxóĜî�{¸ºvÛy»2 

 

g ñ²|Äßý}ƫ~ýv~�xý¸s¿ƭ 

ÿ ñ²|Äßý}ƫ~ýv~�xý 

  ¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿw�1ñ²º{~ýr{ztv1¸óüúúºð�

^�ÿïûº{ÿ~ñ²ƍ~þö´�ry»Ǔw~ßÿ{ß�xz»ëĄùþ²ĵ�wv

t»sx{¹1ñ²|Äßý}ƫ~ývw�1<¸óüúúºð�Vß=²^�xy»^

þñõ²oƺxw�ñ²|Äßý}ƫxwvt»xx²{1ëĄùþǺ´[OǺ{ßx

v1̧ óüúúºð�Vß¸s·ĊľVß{zq»ñ²ƍ1|ÄƍÛ�ßÛƍ~{¼�÷

Û1ėÙ¸sß~²oy»ñëÿǓ1��ÿǓ²ĵ�y»ű�xwvt»2 

  zz1̂ þñõ~ĵ�{��sv�1ňû÷�~�O~ßoƝó²�x±1̧ óüúú

ºð�Vß¸s·ĊľVß{zq»ñ²ß~´|ÄĄ~1ßÛŪ�zyx1ƬO¸sç�

ÎÛ~ëĄùþx~ù\g{ttv1ćVz} ~²x{ĵ�wvt»2 

ÿ ��ùþx~ñõĵ� 

－ 設置等の趣旨（本文）－ 12－
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  ¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿw�1<¸óüúúºð�{·y»Úwz^�ö÷

Ûx|ÄėÙ²owv1_ßt�ßw�_~ºÜ²ë¹�Ěwë~w}»Ǔw=²�ry

»sx{¹1s~�ry»Ǔw~þö²Ôy»�±{1<ÿ�ùþ={ßïùþxwvĵ

�wvt»<¸óüúúºð�ÿĨ=x<¸óüúúºðývÛ©=¸s<|Äùþ={

ßïùþxwvĵ�wvt»<¸óüúúºð�|Äý=x<¸óüúúºð�¿w|Ä=

~ÿùþ²��ëĄùþxwvt»2 

  ��ùþx~ñõĵ�{ttv�1<ÿ�ùþ={ßïùþxwvĵ�wvt»<¸ó

üúúºð�ÿĨ=x<¸óüúúºðývÛ©=¸s<|Äùþ={ßïùþxwvĵ

�wvt»<¸óüúúºð�|Äý={�1^þñõÿñëÿÿǓ²}¼~¼ĵ�w1

<|Äùþ={ßïùþxwvĵ�wvt»<¸óüúúºð�¿w|Ä={�1^þñ

õÿñëÿÿǓ²ĵ�wvt»2 

ÿ ñ²|Äßý}ƫ~ĉúër 

  ¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿ~ñ²|Äßý}ƫ~ĉúër{ttv�1ÿÿ{

ïÿǓ1ÿÿ{ïÿǓ1ÿÿ{ïÿǓ1ÿÿ{ïÿǓ{¹ëry»sxxwvzº1k^

ï²çv^þñõ~²r²�ß{ú¼1¿Û~ĉú|{_»sx~zt¸vű�wvt

»xx²{1ñ²|ÄǫĪ~ýcUƍ´ñ²|Ä~�gW{oƋ|ztñ²|Äßý}

ƫ~ývxz»¸v{ĵÂwvt»2 

  zz1¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿ~ñ²|Äßý}ƫ~ýv{ztv�1ç{

Ûĉĉú{Ôwvt»�¸sßrĉw~w{Ûĉĉú{Ôy»�~ĵ��wvtzt2 

 

l |Ä~ßý{ttv~�xý1_v1×} 

  o�{zq»|Ä~ßý{ttv~�xý1_v1×}{ttv�1|Ä{^Ċy»f

�~úß{Uq�×}xwv1ñ²ƬõxÏÛƬõ~�rVç~núW²�x±1��ú

î_Ü_r~¬çŴ�´�Þ_¢~Z�zy1��þý¸ñóø{¸»|Ä�¬f�~

úß{v±»sxxwvt»2 

  }~vxw1|Ä÷ü¿~û©´¤�}zy~ý�¸s|Äo÷_v~uÙ{°q�

ç�Ƭõ²ĵ�wvt»xx²{1}kz|Ä�¬~Ǫǐ{°qv1�÷~O{1}k|

ÄǪǐ{Œ»Ýõ_²¯q1|ÄÛ©ñ²¬þ�~ĵ�´T~�{�~uÙ²Ǥ»zy1

û©¬þ~núW´OkÌú²Ï_{¶ky»�±~×}²Ǫǐwvt»2 

 

m ý¯û¯Ù�~uÙű� 

  o�w�1���ĳ¸º1ñ²|Äôé~uÙxĆß{�ćö{×º}³w}vzº1

��ö~ñ²|Ä~�±{ß�ziw¸si���ćV{uÙu¼vzº1Î®1̄ �y

»¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿ{ztv�1ç¯~ç�ø¸óüúúºð�ù²ÿ

�xy»sx{¹1ç[~iw1i��²oûö{�}y»sxxwvt»2 

ÿ iw1Û¬Ɣ~uÙű� 

－ 設置等の趣旨（本文）－ 13－
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  ¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿ~¯�²ű�wvt»�b½óóñ¹�1ǆÜÝ�

Ý_^[mĤ�Ob{O�w1�bÚwzyÎ{zëw{ö~¼�w{gƽ~�ěû|Ä

ý¯²�»½óóñ¹xwv1ÿ�1}ÿÿÿÿÿÿÿ³~iw÷�²owvzº1}~

Þ»�1i�ww÷�|}ÿÿÿÿÿÿÿ³1Û¬Ɣ÷�|}ÿÿÿÿÿÿ³xzsvt

»2 

  Û¬}¯Ùxwv�1oǫ÷üû1õ·ó·ó°Ɣ1ùóûó°¾óùúü1²úüú1

Ċ·Ɣ1SÃƔ1øüüûó°ÿ²Ùx»ÿ\_²¹~Þ1�ÿû�ÿ_²¹1´ûõć

ÿƔ1²üñ·úüƔ1[þö°ùóùÿǓý�ÿ1öû¹³üø�²Ùxvt»xx²

{1wwÞ~ıw²¤}wv1��|·oy»�±~ćVzƔĴ²úßy»sxw1��

ñ²{þßwt½óóñ¹ôé²uxvt»2 

ÿ i��ý¯~uÙű� 

  ¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿ~¯�²ű�wvt»�b½óóñ¹~i��ý¯

�1þyŚ÷�}ÿÿÿÿÿÿÿ³w1��zñÿ�~Þ»xwv�1��ÿÿÿÿÿ1

�ÿÿÿÿÿ1ß�ûßÿÿÿÿÿÿ1ƘyĲ©ÿÿÿÿ1���ÿÿÿÿ~Þ1ñõ|

Äÿÿÿÿÿ1ßƗČ��ÿ1ǤĻ¹1�÷ÿ1_¢ÿ1ÏÛÿ1ßuÿ1��ëÿÿ1

��Ư®zy²uÙwvt»2 

  ¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿ�1ÿ�xz»ç�ø¸óüúúºð�ùxx½

óóñ¹{¯�y»sx{¹1ç[~i��ý¯²oûö{¤}y»sxxwvzº1ö

�|Äÿ{ttv�1ç{uÙnwr»Ļú1÷¹¿1ýó»üzy²ĵÙw�ö�|Ä

ÿÿ}ÿÿÿ³ÿ²�}y»sxxwvt»20ÏË 121 

  zz1^þñõ~|Äÿ{ttv�1¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿ~ñ²|Äß

ý}ƫxwvű�wvt»^þñõÿǓV~ñõ|Äÿ²ç{uÙwvt»2 

  ¯Ù~uÙű�{ttv�1s¼~w��y_w�}wv}�ñĭûiĭûÙÕÿÿÿ

ÿÿÿù²oûö{â}y»sxxwvt»2 

ÿ ǤĻ�~ÏË¸sǤĻ¹~uÙű� 

ÿÿÿǤĻ�~ÏË~uÙű� 

  �b½óóñ¹~ǤĻ¹�1ÿ�1^ï��ǤĻ¹ÿo¹ÿx�bV¹|uÙu¼vz

º1^ï��ǤĻ¹ÿo¹ÿ~µĻǺ�}ÿÿÿÿÿÿÿÿÿÛÿvq_ÿĻ}ÿÿÿÿ

ÿÿÿÛÿ1�ě×�}ÿÿÿÿÿÿ~ÿvq_ÿĻ}ÿÿÿÿÿ~ÿ1c[¸óüúû}

ÿÿÿÿÿ~ÿvq_ÿĻ}ÿÿÿÿÿ~ÿ1�ô�ÏË}ÿÿÿÿÿÿùzy|uÙu

¼vt»2�ě×�~}ÿÿÿÿÿ~�ūÿö{uÙwvt»2 

  �bV¹ÿ�÷_ÿ~µĻǺ�}ÿÿÿÿÿÿÛÿvq_ÿĻ}ÿÿÿÛÿ1�ô�Ï

Ëÿùzy|uÙu¼vt»2 

  ¸óüúúºð�^�ÿïûº{ÿ~¯�ű�{�vǤĻ�~ÏË~uÙű�xwv�1

s¼~w1��y_xwvuÙwv}�^�ǤĻ1�ě×�1c[¸óüúû1�ô�Ï

Ë1�ě÷ü¿ùü¹zy²oûö{â}y»xx²{1ç�ø¸óüúúºð�ù�¯

－ 設置等の趣旨（本文）－ 14－
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f{uÙw�ǤĻÏË´}¼ïß{Ś}w�÷ü¿ùü¹²�}y»2zz1̧ óüúú

ºð�ù�¯f{Ó�{w�<¸óüúúºð�²�vÿÿÿÛ={ttv�1ÿÿÿÿ

ÿëĪÿÿĉ{}�|ÎÛu¼vt»�±1ÿÿÿÿÿëĪÿÿĉ~¯�{UqvoĴµ

~ǤĻÏË{ttv�ƽ�{üúy»ÎÛwr»20ÏË 131 

ÿÿÿǤĻ¹~uÙű� 

  ^ï��ǤĻ¹ÿo¹ÿ�1ÿÿÿĉ�Ċ¹Þ{rº1Ś÷�}ÿÿÿÿÿÿ³1ÏË

ßû�k}ÿÿÿÿÿÿÿÿÿÛ1·£ÿ�Ǻ�}ÿÿÿ�|uÙu¼vzº1¹Þ~ö

ù¶¸ó°û÷ù¶w�1ÿÞ_~ƽÞ´¿¶ó�1N®�²·£y»sx|w}»xx

²{1ÿÿ÷ù¶w�1þ´¿ýÏË1ÿÿÿ�~�ô�ÏË1ºóù´óxÿÿÿÿÿ

ÿ{¸»Ƙy}�µüó¹~¤}|ÿėxzsvt»2 

  ~�1�bV¹[�÷_]�1Ś÷�}ÿÿÿÿÿ³1ÏËßû�k}ÿÿÿÿÿÿÿÛ1

·£ÿ�Ǻ�}ÿÿÿ�|uÙu¼vt»2 

 

n û©Û÷ 

  ��ö~û©Û÷{ttv�1��öÝõ_¸sT|Äù{|ÄùÝõ_²�tvz

º1��öÝõ_�1�÷1T|Äù÷¸sT|ÄùÝõ{¹øĚu¼�ÿ]~ñë²²

svërw1|ÄùÝõ_�1T|Äù~ëĄç�ñõwr»^þñõ²²svërw1

�÷|ñ²|Ä{·y»~Û²Ìv{��º1k{šr»Ï�{ttvƹ¢w1o�²Ĝ

y»²~xwvt»2 

  ÿ ��~ú�1º{~ïÅ}~Þ��~�}{·y»sx2 

  ÿ î�{·y»sx2 

  ÿ �OĨç¸s�ÿƚ�ÿ�{�Ûy»ïûº{~ïÅ�þxz»¿Û~ºÜ{t

tv~|Ä~rÿ~ƹÿ{·y»sx2 

  ÿ ő��~ø�{·y»sx2 

  ÿ ��~g¯¸sƆ�{·y»sx2 

  ÿ |Äù~ñ²º{{·y»sx2 

  ÿ ÿ�î¸~Ǫǐÿ��~_ÿx~»�¸s_ÿ{¹~»��~×ú¼²�°ÿ{·

y»sx2 

  ÿ ëĄùþç��{·y»sx2 

  ÿ |Äù÷¸sT~Ýõ~øĚ{·y»sx2 

  10 �W¸s�{~}ī{·y»sx2 

  11 ëýù}ûßï{·y»sx2 

  12 _T÷{šr»²~~{{1}~Þ��öÝõ_{ztvß�xā±�Ï�1ñ²

|Ä{·y»Ï�w1|ÄùÝõ_~o�²ô�sx|ß�z²~xwv�÷|

Û±�sx2 

  ~�1|ÄùÝõ_�1ƍ�{�Ûy»²~~{{1<|ÄùÝõ_|ß�xā±�s

－ 設置等の趣旨（本文）－ 15－



16 

x2={ttvƹ¢y»20ÏË 14110ÏË 151 

 

o ëýù}ûßï 

ÿ ßýýý 

  ��ñ²{zq»ñ²~©Ċ´þ{{Ű¹wv1ñ²�¬¸s|Ä�¬~Ɲó²ù}û

ßïy»sx{¸º1ÿƝ²kú{Ğã1āÛy»xx²{1}~ÔrƝó²ßïw1ß

ï}ÿ{ÿu�}Õ~Ǫǐ²Ǥ»sx²þöxwv1ëýù}ûßï²ßýwvt»2 

  ëýù}ûßï~ßýýý�1ëýù}ûßï²ë¹~ñ²|Ä�¬~}Õµ´¿û~

o{nú{O�Þq1ëýù}ûßï²Ìv¬þ_v²nú{w�vxw1ëýù}ûß

ï�þtx{1ëýù}ûßïÝõ_¸s�·wëýù}ûßïßýÝõ_{¸»ëýù

}ûßï²Ìvsxxwvt»2 

  ¿{1ñ²�¬x|Ä�¬²oƺxwv1��y_~}ƫözßï¸s�O÷ý°ùð

tx~ßï~È÷{¹ßýy»xx²{1ñ²|Ä�¬~ǫĪUƍ~þ{²Û±1}~Ô

rƝó²ßïw1ßï~}ÿ²}ÿ{}sÞq»·¹öðxwvßýwvt»2 

ÿ ßý_v 

  ëýù}ûßï�1yñƬõ{¸ºy�ö{×º}°sx²ÿoxw1ëýù}ûßï

�{{ÿu�ëýù}ûßïÝõ_¸s�·wëýù}ûßïßýÝõ_²¯�wvzº1

�÷~�î~²x{1}ƫözëýù}ûßï²ßýwvt»2~�1ëýù}ûßï{

·y»_øßïÝõ_²¯�y»sxw1ëýù}ûßï�¬~°»g¸s}�g²çß

y»xx²{1ñ²|ÄǫĪ~öz»Uƍ²Ǥsvt»2 

  o�w�1ë�gxë±g~²x{1ūÿgx°»g~»ù{¹1ëýù}ûßï²ß

ýy»sx|w}»ßï_v²uÙwvt»xx²{1ºÜāÛ~²x1o�özþ{¯

Ûxĭ_özű��Û²Ìt1}~ÔrƝó~ßï¸sßï}ÿ~�}|ÿėxz»·

¹öð²ëûwvt»2 

ÿ }è¸sßï�þ 

  ëýù}ûßï~}ÿ{ttv�1�ćö{�_{}èw1�_~ßï²×q»sx²

�wv1ñ²Þû´ýý~ūÿöz�öw´}Õ²Ǥ»sx{¸º1ë¹~ñ²|ÄǫĪ

~N|~Uƍ{v±vt�xx²{1s¼¹~ûÿ²N|ú{z²~xy»�±{1ëý

ù}ûßï~}ÿ{ttv_øßï²Ìvsxxwvt»2 

  zz1��ö¸s|Äù{zq»ëýù}ûßï~�þ{ttv�1ëýù}ûßï~

ÿoýǑ²£~x�vxw1āƂßï�·{ztvó�²×q�Ï�1Ot~ýǑ{·y

»Ï�¸s��ö¸sT|Äù{ztvß�xā±�Ï�²ď�w�¯Ûxwvt»2 

 

l Ƙy~}� 

ÿ ßýýý 

  ��{zq»Ǔw~�r{·y»þö1}~Þ~ñ²|Äƍ~þö{ttv1�W¸s

－ 設置等の趣旨（本文）－ 16－
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��ö�W{ztvÛ±1s¼²ß��_{}èy»xx²{1ñ²|Ä�¬�~Ɲóz

y��{·y»Ƙyy®{ttv1´ó¿üýóøƍ~ûüðúü¸´��hÞzy~

ZÌ{x~š�1}~Þß�N®{|÷²Ǥ»sx|w}»ýý{¸º�ćö{óÝw

vt»2 

  ¿{1ñ²ƍ~þö{ßx��|ï¼yy}÷Û¸sėÙ{·y»Ƙy²�ćö{}

èy»sxxw1}~�1��~ñ²Ù~Uƍ~»ù{¹1��|y~¸vzñ²º{{

ÿu}1_²�vsx|w}»~{xtv»ù|nú{z»¸v»owvt»2 

  ñ²Ƙy~}è{ttv�1}~�±~ùWz_v²ux�vxw1ZÌ{x~š�1

´ó¿üýóø~¤}}~Þß�|÷²Ǥ»sx|w}»ýý{¸svÌvsxxwv

t»2 

  zz1š�wvt»ûüðúü¸~²ùü¹�1 

   <https://www.senshu-u.ac.jp/about/disclosure/= 

  }�ýý{ttv�1��ûüðúü¸{¹<øó÷ÿ��hÞÿƘy}�={¸º}

�y»sx|w}»¸v{uÙwvt»2 

ÿ ßý�þ 

  k~ñ²|Ä�¬�~Ɲó{ttv~Ƙy²}èwvt»2 

  d��~ñ²|Äƍ~þö¸sOt~ýǑÿSĄāÛû�OëN~ýǑ1ñ²º{ýrû

ßý~ýǑ1ú��{·y»×úýǑÿ{·y»sx2 

  eñ²|Äƍ~ÿo}ƫ{·y»sx2 

  fñ²|Äßý}ƫ1ñõ~Ǻns{Tñõ|oy»�O¸sĄ~{·y»sx2 

  gú��~Ǻ1ßûÛõ¸s��y»��~Ǻ1SĄ~��ïÅw��~Ǻns{ǐ�

�Ǻ¸s}Ƭ�Ǻ}~Þǐ�¸s}Ƭ�~Ɲó{·y»sx2 

  dëĄùþ1ëĄ~ýý¸sÞûns{ĉ�~ëĄ~ű�{·y»sx2 

  e�ï~rÿ{Œ»ßï¸sSĄ~��ïÅ~āÛ{��sv~ÿĪ{·y»sx2 

  fiw1i��~ý¯¸s¯Ù}~Þ~��~ñ²|Äôé{·y»sx2 

  gëĄË1ú�Ë}~Þ~��|ÿßy»¿}{·y»sx2 
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Ⅱ．人材需要調査（集計結果） 

【調査対象等】 

専修大学では、令和７年４月の開設に向けて、既設の文学研究科にジャーナリズム学専攻

修士課程（仮称）の設置を計画しており、このジャーナリズム学専攻修士課程（仮称）の設

置計画を策定するにあたり、人材需要の見通しを計量的な数値から検証することを目的とし

て、専修大学への求人実績や卒業生の採用実績がある関連企業等を中心とした人材需要等に

関するアンケート調査を実施した。 

①調査対象

専修大学への求人実績や卒業生の採用実績がある関連企業等 

②調査方法

関連企業等への Web による依頼、収集 

③調査実施

令和 6 年 1 月～令和 6 年 2 月 

④調査件数

回答件数：165 件 

※表内の比率は四捨五入のため、各項目の合計値は一致しない。 
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タイプライターテキスト
　【資料１】　



【調査結果概要】 

 

＜調査対象に関する質問事項＞ 

 

１．所在地 

専修大学への求人実績や卒業生の採用実績がある関連企業等に対して、所在地について質

問したところ、回答件数 165 件の約 57.0％にあたる 94 件が「東京都」と回答しており、次

いで、回答件数 165 件の約 6.7％にあたる 11 件が「神奈川県」と回答している。 

 

問１ 所在地 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 東京都 94 57.0 

２ 神奈川県 11 6.7 

３ その他 60 36.4 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 165 100.0 
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【調査結果概要】 

 

＜人材需要全般に関する質問事項＞ 

 

２．人材の採用見込み 

専修大学への求人実績や卒業生の採用実績がある関連企業等に対して、人材の採用見込み

について質問したところ、回答件数 165 件の約 76.4％にあたる 126 件が「増加すると思う」

と回答している。 

 

問２ 人材の採用見込み 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 増加すると思う 126 76.4 

２ 増加すると思わない 39 23.6 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 165 100.0 
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【調査結果概要】 

 

＜ジャーナリズム学専攻修士課程に関する質問事項＞ 

 

３．ジャーナリズム学専攻修士課程で養成する人材の必要性 

専修大学への求人実績や卒業生の採用実績がある関連企業等に対して、ジャーナリズム学

専攻修士課程で養成する人材の必要性について質問したところ、回答件数 165件の約 90.3％

にあたる 149 件が「必要性を感じる」と回答している。 

 

問３ ジャーナリズム学専攻修士課程で養成する人材の必要性 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 必要性を感じる 149 90.3 

２ 必要性を感じない 16 9.7 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 165 100.0 
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【調査結果概要】 

 

＜ジャーナリズム学専攻修士課程に関する質問事項＞ 

 

４．ジャーナリズム学専攻修士課程で学んだ修了生の採用 

専修大学への求人実績や卒業生の採用実績がある関連企業等に対して、ジャーナリズム学

専攻修士課程で学んだ修了生の採用について質問したところ、回答件数 165 件の約 88.5％

にあたる 146 件が「採用したいと思う」と回答している。 

 

問４ ジャーナリズム学専攻修士課程で学んだ修了生の採用 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 採用したいと思う 146 88.5 

２ 採用したいと思わない 19 11.5 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 165 100.0 
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【調査結果概要】 

 

＜ジャーナリズム学専攻修士課程に関する質問事項＞ 

 

５．ジャーナリズム学専攻修士課程で学んだ修了生の採用人数 

問４で、ジャーナリズム学専攻修士課程で学んだ修了生の採用について「採用したいと思

う」と回答した関連企業等に対して、ジャーナリズム学専攻修士課程で学んだ修了生の単年

度当りの採用人数の見込みについて質問したところ、回答件数 146 件の約 34.9％にあたる

51 件が「１人」、回答件数 146 件の約 2.7％にあたる 4 件が「２人」、回答件数 146 件の約

4.8％にあたる 7 件が「３人」、回答件数 146 件の約 57.5％にあたる 84 件が「人数は未定」

と回答している。 

 

問５ ジャーナリズム学専攻修士課程で学んだ修了生の採用人数 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ １人 51 34.9 

２ ２人 4 2.7 

３ ３人以上 7 4.8 

４ 人数は未定 84 57.5 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 146 100.0 
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【調査結果概要】 

＜ジャーナリズム学専攻修士課程に関する質問事項＞ 

６．ジャーナリズム学専攻修士課程で学んだ修了生の採用 －クロス集計－ 

問２で、人材の採用見込みについて「増加すると思う」と回答し、問３で、ジャーナリズ

ム学専攻修士課程で養成する人材の必要性について「必要性を感じる」と回答した関連企業

等で、問４で、ジャーナリズム学専攻修士課程で学んだ卒業生を「採用したいと思う」と回

答した関連企業等のうち、問５で、単年度当りの修了生の採用人数の見込みを「１人」と回

答したのは 38 件、「２人」と回答したのは 3 件、「３人」と回答したのは 5 件、「人数は未

定」と回答したのは 59 件となっている。 

なお、「採用人数３人以上」と回答した採用人数を「３人」とし、「人数は未定」と回答し

た採用人数を「１人」として採用人数を合計すると 118 人となる。 

このような専修大学への求人実績や卒業生の採用実績がある一部の関連企業等に限定し

た調査結果においても、ジャーナリズム学専攻修士課程で学んだ修了生への採用意向の高さ

がうかがえることから、修了後の進路については見通しがあると考えられる。 

【クロス集計】 ジャーナリズム学専攻修士課程の修了生の採用人数 

No. カテゴリ 件数／件 人数／人 

１ 増加する×必要性を感じる×採用したい×１人 38 38 

２ 増加する×必要性を感じる×採用したい×２人 3 6 

３ 増加する×必要性を感じる×採用したい×３人 5 15 

４ 増加する×必要性を感じる×採用したい×人数は未定 59 59 

合計 105 118 

＊問２ クロス集計する選択肢「人材の採用見込み」 

＊問３ クロス集計する選択肢「養成する人材の必要性」 

＊問４ クロス集計する選択肢「修了生の採用」 

＊問５ クロス集計する選択肢「修了生の採用人数」 
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講義名 ジャーナリズム学総論 

職名／担当教員 教授／武田 徹 

期間 前期 

開講区分／校舎 生田 

配 当 文学研究科ジャーナリズム学専攻 修士 1年次 

単 位 2 

講義内容 

＜テーマ＞ 

 ジャーナリズムとはいかなる営みであるのか。理念と通念を検証し、マスメディア、

ソーシャルメディアによって多様なつながりを持つようになった現代社会の中でのそ

の位置づけを考察し、新たな時代を導くうえで有意義に機能するジャーナリズム観

を育む。 

＜到達目標＞ 

 学生に、ジャーナリズムとはいかなる営みであるのかを、法制度、倫理規範などと

照合させつつ理解させる。ジャーナリズムを考える上で必要となる中立性、独立性、

客観性の理念について理解し、マスコミュニケーションの中にいかにジャーナリズム

を位置づけるか検討する。ネット時代の「公」と「私」の布置の現状を理解し、そのあ

るべき姿を構想できる力を身につける。 

 ジャーナリズム学を学ぶにあたりその基礎として、DP の「ジャーナリズム学の専門

領域における理論的知識と職業的倫理を修得している」および CP の「現代ジャー

ナリズムの基本原則及び法制度や倫理とジャーナリズムの思想や歴史的変遷に関

する高度な知識を修得するための科目を配置する」に対応するものである。 

＜講義概要＞ 

 ジャーナリズムとはそもそもなにか。その成立に至る歴史過程を西欧、日本、それ

以外の三極を意識しつつ概観し、ジャーナリズムの現状の把握に努める。西欧型ジ

ャーナリズムの基幹概念である独立性、中立性、客観性の概念を改めて洗い直し、

高度情報消費型に傾きつつあるメディア社会の中でジャーナリズムが成立する必

要条件と十分条件を整理する。ジャーナリズムの公共性について「公」概念の成立

過程、「私的領域」の拡大過程を見直しつつ、検証を加える。デジタル技術の導入で

変わったこと、変わらなかったことを弁別し、デジタル時代のあるべきジャーナリズ

ム像を構想する。 

＜講義計画＞ 

 テーマごとに教材を設定し、講読を行ったうえで各回の授業内で質疑応答を行

う。数回分の授業を受けて分担制で履修者自身がファシリテーター役を務めて本

格的な討論を行う反復で授業を進める。履修者の中にジャーナリズムの実務経験

がある院生が含まれる場合は、討論を通じてその実務経験を共有し、批評的生産

的に検証する。 

（ 1）イントロダクション 
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（ 2）＜総論＞ジャーナリズムとはなにか。資料講読と質疑応答 

（ 3）ジャーナリズムの中立性、独立性とはなにか。資料講読と質疑応答 

（ 4）ジャーナリズムの公共性とはなにか。資料講読と質疑応答 

（ 5）(2)－(4)を踏まえての討論 

（ 6）客観報道と主観報道。資料講読と質疑応答 

（ 7）調査報道と発表報道。資料講読と質疑応答 

（ 8）科学報道の世界。資料講読と質疑応答 

（ 9）(6)－(8)を踏まえての討論 

（10）広告、広報とジャーナリズム。資料講読と質疑応答 

（11）情報消費社会とジャーナリズム。資料講読と質疑応答 

（12）ジャーナリズムにおける DX。資料講読と質疑応答 

（13）(10)－(12)を踏まえての討論 

（14）ジャーナリズムと物語。ストレートニュースとドキュメンタリー、ルポルタージュ。

資料講読と質疑応答 

（15）まとめとふりかえり 

＜授業で実施するアクティブラーニング＞ 

ディスカッション、反転学習 

教科書・参考書 

鶴見俊輔『ジャーナリズムの思想』筑摩書房、清水幾太郎『ジャーナリズム』岩波新

書、ビル・コヴァッチ, トム ・ローゼンスティール他『ジャーナリズムの原則』日本経

済評論社, 同『インテリジェンス・ジャーナリズム』ミネルヴァ書房、赤尾光史他編著

『ジャーナリズムの原理』日本評論社、林香里『マスメディアの周縁、ジャーナリズム

の核心』新曜社、ニクラス・ルーマン『マスメディアのリアリティ』木鐸社、花田達朗

『公共圏という名の社会空間』。翻訳書の場合は原典を適宜参照する。 

成績評価方法・基準 

(1)成績評価方法 

講読の理解度、分担発表の達成度、議論討論への参加度を総合的に評価 

(2)成績評価基準・配分等 

上記の授業評価 100％ 

・１００～９０点：Ｓ、８９～85 点：Ａ+、８４～80 点：Ａ、７９～７５点：Ｂ＋、７４～７０

点：Ｂ、６９～６５点：Ｃ＋、６４～６０点：Ｃ、59点以下：不合格 

履修上の留意点 授業時間と同等以上の予習復習時間を必要とする。 
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講義名 ジャーナリズム法制倫理 

職名／担当教員 教授／山田 健太 

期間 後期 

開講区分／校舎 生田 

配 当 文学研究科ジャーナリズム学専攻 修士 1年次 

単 位 2 

講義内容 

＜テーマ＞ 

ジャーナリズムに関する法制および倫理 

＜到達目標＞ 

 学生が、ジャーナリズム活動を支え、メディアを取り巻く法制度と職業倫理を体系

的に理解することを目標とする。 

 ジャーナリズム学を学ぶにあたりその基礎として、DP の「ジャーナリズム学の専門

領域における理論的知識と職業的倫理を修得している」および CP の「現代ジャー

ナリズムの基本原則及び法制度や倫理とジャーナリズムの思想や歴史的変遷に関

する高度な知識を修得するための科目を配置する」に対応するものである。 

＜講義概要＞ 

 授業では、日々生起するジャーナリズム（メディア）に関わる問題をきっかけに、現

在の日本の日常ではあまりにも当たり前のものとして、取り立てて意識することが

少ないであろう「表現の自由」を、メディア特性を通し問い直す。民主主義社会にお

ける表現の自由の意義の理解を求めたうえで、表現の自由の対抗的利益として国

家・社会・個人それぞれにおける、法・社会的規制の枠組みを具体的事例を通して

学ぶことになる。さらに、報道倫理についての理論と実務を学ぶとともに、スポーツ

分野における法やコンプライアンスの基礎について学修する。 

＜講義計画＞ 

 いま、メディアやジャーナリズムをとりまく法・社会制度や倫理が、めまぐるしく変

化しつつある。その第１の要因は、すでに生活の一部となった携帯電話やインターネ

ットといった、デジタル・ネットワーク化という「新しい」情報環境の日常化である。第

２としては、自分の知らない間にプライベートな情報が勝手に売り買いされることを

防いだり、自分が欲しい情報を法律に則って入手するといった、「新しい」考え方の

権利化・制度化である。そして３番目には、コロナ禍の下で特措法により私権が制

限され罰則化されたり、報道被害という言葉が定着するほどメディアによる人権侵

害が社会問題化するといった、「新しい」社会環境の誕生である。 

 この＜新しさ＞の中で、ここ 20 年程、ジャーナリズム活動を支える表現の自由を

取り巻く状況は大きく変容してきた。そしてさらに現在進行形で、さらなる新しい変

化を見せている。そうした中で、改めて表現の自由やジャーナリズムの意味を問い

直し、ジャーナリズム活動を支える取材・報道・頒布の自由を、目の前に起こる事象

を素材にしつつ確認することによって、本専攻に共通するさまざまな表現活動の基
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礎を理解してもらう。 

（1）表現の自由とジャーナリズム倫理の歴史 

（2）メディアの自由（取材・報道の自由） 

（3）情報化社会と知る権利 

（4）プレスの公共性と特恵的待遇 

（5）立法・司法情報へのアクセス 

（6）ネット上の表現の自由・倫理 

（7）放送の自由と放送政策・倫理 

（8）情報流通・頒布の自由・倫理 

（9）国家的利益と表現の自由・倫理 

（10）猥褻・有害表現・倫理 

（11）学問の自由・藝術の自由・倫理 

（12）名誉毀損・プライバシー侵害 

（13）ヘイトスピーチ・差別的表現・倫理 

（14）著作権と文化の保護 

（15）最新事例研究・まとめ 

＜授業で実施するアクティブラーニング＞ 

 講義内で「ディスカッション、ディベート」を実施するなど、少人数講義のメリットを

最大限生かし、常に履修学生との対話の中で理解度を確認しつつ、講義を進める。 

教科書・参考書 
山田健太『法とジャーナリズム 第４版』勁草書房、山田健太『ジャーナリズムの倫

理』勁草書房 

成績評価方法・基準 

(1)成績評価方法 

講読の理解度、分担発表の達成度、議論討論への参加度を総合的に評価 

単なる知識の習得にとどまらず、与えられたテーマについて論ずる力を確認する 

(2)成績評価基準・配分等 

・提出課題及び授業への貢献度を総合的に評価（課題 30％、貢献度 70％） 

・１００～９０点：Ｓ、８９～85 点：Ａ+、８４～80 点：Ａ、７９～７５点：Ｂ＋、７４～７０

点：Ｂ、６９～６５点：Ｃ＋、６４～６０点：Ｃ、59点以下：不合格 

履修上の留意点 

Google クラスルームを活用し、毎回の講義に関連する資料を提示し、予習や復習

に供するとともに、学生からの質問に対するフィードバック（回答）を可能な限り履

修者全員で共有する。 
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講義名 ジャーナリズム研究 

職名／担当教員 教授／山田 健太 

期間 通年 

開講区分／校舎 生田 

配 当 文学研究科ジャーナリズム学専攻 修士 １年次 

単 位 4 

講義内容 

＜テーマ＞ 

 伝達媒体を運営する企業のビジネスとしての「メディア」と、その伝達内容の表象

としての「ジャーナリズム」の双方の関係性と各種メディアビジネスの現状と課題 

＜到達目標＞ 

 学生が、デジタル時代のジャーナリズムの社会的役割について理解を深め、ジャ

ーナリズムのサスティナビリティ・継続性について組織と個人の両面から学ぶこと

で、メディア・リテラシー能力の向上を図ることを目標とする。 

 ジャーナリズム学を学ぶにあたりその基礎として、DP の「ジャーナリズム学の対象

領域や関連諸分野に関する幅広い学識を修得している」および CP の「現代ジャー

ナリズムが直面する特定の主題や課題の多様性に関する専門知識と総合的に判断

し対処する能力を修得するための科目を配置する」に対応するものである。 

＜講義概要＞ 

 伝統的メディアである新聞・放送・出版とともに、ＳＮＳやプラットフォーマーなど各

種のインターネットメディアにおける課題と問題解決を可能とする方法を理解すると

ともに、将来に向けてのジャーナリズム活動のありようについて考察する。 

＜講義計画＞ 

 メディアやジャーナリズムをとりまく法・社会制度や倫理が、めまぐるしく変化しつ

つあるなかで、新聞・放送・出版といった伝統的メディアと、ソーシャルメディアにお

ける個人による情報提供、プラットフォーマーなどによるニュース再配信、新興の

ネットジャーナリズムなどを検討対象に、ビジネスモデルの変化と信頼性のあるコン

テンツ生成の仕組みを取り上げる。 

（1）イントロダクション 

（2）伝統的メディアにおける報道の自由 

（3）新聞と政治の関係 

（4）新聞報道と経営の関係 

（5）新聞産業における課題とビジネスモデル 

（6）新聞のデジタル化 

（7）新聞メディア・まとめ討議 

（8）放送の自由と放送政策 

（9）放送産業の現在とビジネスモデル 
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（10）放送番組と新興ウェブメディア 

（11）放送メディア・まとめ討議 

（12）雑誌ジャーナリズムと政治の関係 

（13）雑誌と猥褻・有害表現 

（14）雑誌のデジタル化 

（15）電子出版と流通問題 

（16）出版産業のビジネスモデル 

（17）出版メディア・まとめ討議 

（18）ソーシャルメディアにおける情報発信 

（19）ソーシャルメディアにおけるジャーナリズム 

（20）プラットフォーマーによるニュース再配信 

（21）ソーシャルメディア・まとめ討議 

（22）間メディアとジャーナリズム 

（23）スキャンダル報道と各メディア 

（24）ソーシャルメディア・まとめ討議 

（25）調査報道・データジャーナリズム 

（26）生成 AI と報道 

（27）生成 AI と著作権 

（28）生成 AI・まとめ討議 

（29）最新事例研究 

（30）ジャーナリズムの将来・全体まとめ討議 

＜授業で実施するアクティブラーニング＞ 

 講義内で「ディスカッション、ディベート」を実施するなど、少人数講義のメリットを

最大限生かし、常に履修学生との対話の中で理解度を確認しつつ、講義を進める。 

教科書・参考書 その都度提示 

成績評価方法・基準 

(1)成績評価方法 

講読の理解度、分担発表の達成度、議論討論への参加度を総合的に評価 

単なる知識の習得にとどまらず、与えられたテーマについて論ずる力を確認する 

(2)成績評価基準・配分等 

・提出課題及び授業への貢献度を綜合的に評価する（課題 30％、貢献度 70％） 

・１００～９０点：Ｓ、８９～85 点：Ａ+、８４～80 点：Ａ、７９～７５点：Ｂ＋、７４～７０

点：Ｂ、６９～６５点：Ｃ＋、６４～６０点：Ｃ、59点以下：不合格 

履修上の留意点 

Google クラスルームを活用し、毎回の講義に関連する資料を提示し、予習や復習

に供するとともに、学生からの質問に対するフィードバック（回答）を可能な限り履

修者全員で共有する。 
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講義名 アーカイブ研究 

職名／担当教員 教授／高島 裕之 

期間 通年 

開講区分／校舎 生田 

配 当 文学研究科ジャーナリズム学専攻 修士 1年次 

単 位 4 

 

講義内容 

＜テーマ＞ 

アーカイブの専門知識とその利活用の方法 

 

＜到達目標＞ 

 学生は、グローバルな視野を持って現代社会の構造を総合的・体系的に考究でき

る学識を背景に、アーカイブに関する総合的および専門的な知識を修得できる。そ

して現代社会の諸問題の真実追及のために、アーカイブを適した形で利活用するこ

とができることを目標とする。 

 DP の「ジャーナリズム学の対象領域や関連諸分野に関する幅広い学識を修得し

ている」および CP の「現代ジャーナリズムが直面する特定の主題や課題の多様性

に関する専門知識と総合的に判断し対処する能力を修得するための科目を配置す

る」に対応するものである。 

 

＜講義概要＞ 

「アーカイブ」とは、知を蓄積して再利用可能にする仕組みや、そうしてできた利

用可能な知の蓄積のことであり、情報知識基盤を構築し、多方面での活用が期待

されている。そして誰でもが真実追究のためにアーカイブを利活用できることは、民

主主義のための前提条件でもある。本専攻の研究基盤科目と位置づける本科目で

は、アーカイブの歴史や制度、マネジメントの現状、さらにはアーキビストと呼ばれる

アーカイブ構築に携わる人に求められる役割など、多岐にわたるアーカイブに関す

る事項を取り上げ、主にジャーナリズムとの関係で学んでいく。 

 

＜講義計画＞ 

（1）ガイダンス 

（2）現代社会とアーカイブ 

（3）情報文化とアーカイブ 

（4）情報とメディア 

（5）情報の保存と提供 

（6）アーカイブの歴史１：日本 20世紀前半まで 

（7）アーカイブの歴史２：日本 20世紀後半～現在 

（8）アーカイブの歴史３：世界 20世紀前半まで 

（9）アーカイブの歴史４：世界 20世紀後半～現在 

（10）アーカイブと法制：基本法 

（11）アーカイブと法制：公開のための法律 

－設置等の趣旨（資料）－16－



（12）アーカイブのマネジメント：政策 

（13）アーカイブのマネジメント：公開施設 

（14）アーカイブの仕組み：基礎 

（15）アーカイブの仕組み：応用 

 

（16）図書館とアーカイブ１：基礎知識 

（17）図書館とアーカイブ２：実際 

（18）図書館とアーカイブ３：利活用の実践 

（19）博物館とアーカイブ１：基礎知識 

（20）博物館とアーカイブ２：実際 

（21）博物館とアーカイブ３：利活用の実践 

（22）文書館とアーカイブ１：基礎知識 

（23）文書館とアーカイブ２：実際 

（24）文書館とアーカイブ３：利活用の実践 

（25）アーカイブの利活用１：基礎知識 

（26）アーカイブの利活用２：実際 

（27）アーキビストとは１：基礎 

（28）アーキビストとは２：実際 

（29）アーカイブの専門家として 

（30）まとめ 

 

＜授業で実施するアクティブラーニング＞ 

 授業の中でアーカイブの利活用を伴う実習を計画する。 

教科書・参考書 松永昌三他編 2020『郷土史体系 情報文化』浅倉書店 

成績評価方法・基準 

(1)成績評価方法 

 随時課題の提出を求めるとともに、毎回の授業への貢献度によって評価する。 

(2)成績評価基準・配分等 

 この科目の到達目標に達しているか、下記の成績の配分により、総合的に判断し

て最終的な評価を決定する。 

・提出物等 50％、発表等、授業への貢献度 50％ 

・１００～９０点：Ｓ、８９～85 点：Ａ+、８４～80 点：Ａ、７９～７５点：Ｂ＋、７４～７０

点：Ｂ、６９～６５点：Ｃ＋、６４～６０点：Ｃ、59点以下：不合格 

履修上の留意点 

 準備学習においては、次回講義計画の項目を前もって確認し、授業に備える。事

後学習においては、授業でノートしたことを整理し、関連文献を読むなどして、理解

の深化に努める。また他に、必要に応じて授業内で適宜指示する。 
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講義名 スポーツインテリジェンス研究 

職名／担当教員 教授／齋藤 実、渡辺 英次、平田 大輔 

期間 通年 

開講区分／校舎 生田 

配 当 文学研究科ジャーナリズム学専攻 修士 2年次 

単 位 4 

 

講義内容 

＜テーマ＞ 

スポーツ情報を収集・加工・分析・評価する力の理解 

 

＜到達目標＞ 

 学生が、高度なスポーツ情報を収集・加工・分析・評価する手法について理解でき

るようになること。具体的には以下の 3つの目標を掲げる。 

・国内外の高度なスポーツ情報を収集し、整理・アーカイブできる。 

・身体面および心理面に関する科学的・客観的な分析・評価する方法について理解

している。  

・様々なスポーツ情報を収集・加工・分析・評価する手法について理解している。 

 CP で定める「現代ジャーナリズムが直面する特定の主題や課題の多様性に関す

る専門知識と総合的に判断し対処する能力を修得するための科目を配置する」に

対応し、本専攻においてスポーツインテリジェンスを学ぶための学修の基礎となる

知識と研究手法を学ぶための科目である。 

 ＤＰの「ジャーナリズム学の対象領域や関連諸分野に関する幅広い学識を修得し

ている」に対応する。 

 

＜講義概要＞ 

 本講義では、スポーツにかかわる情報を主たる研究対象として扱い、無数に存在

するスポーツ情報（インフォメーション）を取捨選択し、自らのスポーツライフに活か

してきたトップアスリートや国際競技大会に挑んだチーム、スポーツに関する施策や

政策などの事例を取り上げ、スポーツ医・科学、社会学、測定評価学、心理学など、

様々な領域から調査・検証を行い、スポーツ情報（インテリジェンス）へのリテラシー

とその活用能力の醸成を図る。 

 

＜講義計画＞ 

 基本的には講義形式が中心となるが、双方向型や多方向型の授業を重視するこ

とから、グループによるワーキングやディスカッションなどを取り入れる。スポーツ情

報戦略とスポーツ医科学の活用、身体情報、心理情報をテーマとし、3 人の教員に

よるオムニバス形式で実施する。 

 前期 15回は、スポーツ情報戦略とスポーツ医科学の活用をテーマに、スポーツ界

における情報の種類とその活用方法について、また国内外の競技団体、統括組織

の活動、研究・サポート機関における実際のスポーツ情報戦略事例の調査検証を

行う。（齋藤実／15回） 
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 後期前半の 8 回は、身体情報をテーマに、身体に関する情報収集方法（測定評

価）について整理し、身近で優先度の高い課題を取り上げて理論と組み合わせて

実践を試み、アスリートから高齢者に至る広範囲のヘルスケア領域における身体情

報のデータ活用について学修する。（渡辺英次／8回） 

 後期後半の 7 回は、心理情報をテーマに、心理に関する情報収集方法（アンケー

ト、生理実験等）について整理し、スポーツ活動における運動技能の習得、スポーツ

の動機づけ、運動することによる心理的な効果等について、心理情報を収集・分析

し関係性について見抜ける方法について学修する。（平田大輔／8回） 

スポーツではさまざまな階層で意思決定が行われており、扱われる情報の範囲は

広いが、とりわけ競技スポーツにおける情報戦略、医科学の活用、身体・心理情報

活用のプロセスについて、情報の収集から加工、提供と活用までの範囲について学

修する。 

（1）スポーツにおけるインフォメーションとインテリジェンスについて 

  収集した学術情報を用いてグループワークにて考察する。 

  事前学習：論文検索サイトよりスポーツインテリジェンスに関する学術情報を３

件以上収集する。 

  事後学習：グループワークでの成果物について、レポート（Ａ４版＜40×40＞用

紙で１枚）を作成する。 

（2）スポーツにおけるインフォメーションとインテリジェンスの範囲と深度について 

  スポーツにおけるインフォメーションとインテリジェンスの範囲と深度について考

察し、モデル化を行う。 

  事前学習：第１回目のレポートについて、プレゼンテーション資料を作成する。 

  事後学習：授業での成果について、レポート（Ａ４版＜40×40＞用紙で１枚）を

作成する。 

（3）スポーツ政策のインテリジェンス①「競技力の向上①」 

国内の国際競技力向上に資する様々な支援や環境整備等について整理すると

ともに、スポーツに関する競技水準の向上に資する諸施策相互の有機的な連携

について理解する。 

  事前学習：国内における国際競技力向上政策のうち１つを選択し、その情報を収

集する。 

  事後学習：授業での成果物について、レポート（Ａ４版＜40×40＞用紙で１枚）

を作成する。 

（4）スポーツ政策のインテリジェンス②「競技力の向上②」 

国内外におけるハイパフォーマンススポーツへの取り組みについて理解する。 

  事前学習：第３回のレポートについて、プレゼンテーション資料を作成する。 

  事後学習：授業での成果物について、レポート（Ａ４版＜40×40＞用紙で１枚）

を作成する。 

（5）スポーツ政策のインテリジェンス③「障害者スポーツ」 

 スポーツを通じた共生社会の実現に向けた障害者スポーツ振興方策について

理解するとともに、国内における課題について考察する。 
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  事前学習：国内における障害者スポーツにおける課題について情報収集する。 

  事後学習：授業での成果物について、レポート（Ａ４版＜40×40＞用紙で１枚）

を作成する。 

（6）スポーツ政策のインテリジェンス④「スポーツを通じた女性の活躍促進」 

  女性スポーツ発展のための国際的な取り組みと、国内における女性スポーツに

関する課題について理解する。 

  事前学習：国内における女性スポーツにおける課題について情報収集する。 

  事後学習：授業での成果物について、レポート（Ａ４版＜40×40＞用紙で１枚）

を作成する。 

（7）スポーツ医・科学情報①「テクノロジーの進化とスポーツへの活用①」 

  競技力向上に活用されるテクノロジーの現状について、実際の活用事例をもと

に理解する。 

  事前学習：スポーツ現場において強化のために活用されるテクノロジーについて

３例以上情報収集する。 

  事後学習：授業での成果物について、レポート（Ａ４版＜40×40＞用紙で１枚）

を作成する。 

（8）スポーツ医・科学情報②「テクノロジーの進化とスポーツへの活用②」 

  リカバリーに活用されるテクノロジーの現状について、実際の活用事例をもとに

理解する。 

  事前学習：スポーツ現場においてリカバリーのために活用されるテクノロジーに

ついて３例以上情報収集する。 

  事後学習：授業での成果物について、レポート（Ａ４版＜40×40＞用紙で１枚）

を作成する。 

（9）トップアスリート事例からみたスポーツインテリジェンス① 

  トップアスリートの事例をスポーツ医・科学、社会学、測定評価学、心理学など、

様々な領域から検証し、考察を行う。 

  事前学習：トップアスリート１名に関するスポーツ医・科学に関する情報を収集

し、ジュニア期からの成長プロセス、環境などについてレジュメを作

成する。 

  事後学習：授業での成果物について、レポート（Ａ４版＜40×40＞用紙で１枚）

を作成する。 

（10）トップアスリート事例からみたスポーツインテリジェンス② 

  日本代表チームの事例をスポーツ医・科学、社会学、測定評価学、心理学など、

様々な領域から検証し、考察を行う。 

  事前学習：日本代表チームに関するスポーツ医・科学に関する情報を収集し、レ

ジュメを作成する。 

  事後学習：授業での成果物について、レポート（Ａ４版＜40×40＞用紙で１枚）

を作成する。 

（11）スポーツインテリジェンスをスポーツ現場で活用するために① 

  様々なスポーツ現場におけるスポーツ医・科学の活用方法について、ディスカッ

ションを行う。 
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  事前学習：「なぜスポーツ現場でスポーツ医・科学は活用されないのか」をテー

マに調査し、課題についてレジュメを作成する。 

  事後学習：授業の成果について、レポート（Ａ４版＜40×40＞用紙で１枚）を作

成する。 

（12）スポーツインテリジェンスをスポーツ現場で活用するために② 

  様々なスポーツ現場におけるスポーツ情報の活用方法について、ディスカッショ

ンを行う。 

  事前学習：「なぜスポーツ現場でスポーツ情報は活用されないのか」をテーマに

調査し、課題についてレジュメを作成する。 

  事後学習：授業の成果について、レポート（Ａ４版＜40×40＞用紙で１枚）を作

成する。 

（13）テクニカルレポートの分析と評価① 

  国内競技団体によるテクニカルレポートについて調査し、その分析と評価方法に

ついて理解する。 

  事前学習：国内競技団体によるテクニカルレポートを収集し、分析方法に関する

レジュメを作成する。 

  事後学習：授業で学修した分析方法について整理したレポート（Ａ４版＜

40×40＞用紙で１枚）を作成する。 

（14）テクニカルレポートの分析と評価② 

  国内競技団体によるテクニカルレポートについて調査し、その分析と評価方法に

ついて理解する。 

  事前学習：国内競技団体によるテクニカルレポート（個人種目）を収集し、分析方

法に関するレジュメを作成する。 

  事後学習：授業で学修した分析方法について整理したレポート（Ａ４版＜

40×40＞用紙で１枚）を作成する。 

（15）テクニカルレポートの分析と評価③ 

  国外競技団体によるテクニカルレポートについて調査し、海外の動向について考

察する。 

  事前学習：国外競技団体によるテクニカルレポートを収集し、分析方法に関する

レジュメを作成する。 

  事後学習：授業での成果物をレポート（Ａ４版＜40×40＞用紙で１枚）にまとめ

る。 

 

（16）スポーツ情報の分析と評価①「身体情報の分析と評価①」 

  身体情報の「体力」の分析と評価方法について理解する。 

  事前学習：「体力」に関する学術論文１本のレジュメを作成する。 

  事後学習：授業で学修した分析と評価方法を用いた研究計画案を作成する。 

（17）スポーツ情報の分析と評価②「身体情報の分析と評価②」 

  身体情報の「健康」の分析と評価方法について理解する。 

  事前学習：「健康」に関する学術論文１本のレジュメを作成する。 

  事後学習：授業で学修した分析と評価方法を用いた研究計画案を作成する。 
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（18）スポーツ情報の分析と評価③「身体情報の分析と評価③」 

  身体情報の「発育発達」の分析と評価方法について理解する。 

  事前学習：「発育・発達」に関する学術論文１本のレジュメを作成する。 

  事後学習：授業で学修した分析と評価方法を用いた研究計画案を作成する。 

（19）スポーツ情報の分析と評価④「身体情報の分析と評価④」 

  身体情報の「測定評価（筋力）」の分析と評価方法について理解する。 

  事前学習：「測定評価（筋力）」に関する学術論文１本のレジュメを作成する。 

  事後学習：授業で学修した分析と評価方法を用いた研究計画案を作成する。 

（20）スポーツ情報の分析と評価⑤「身体情報の分析と評価⑤」 

  身体情報の「測定評価（全身持久力）」の分析と評価方法について理解する。 

  事前学習：「測定評価（全身持久力）」に関する学術論文１本のレジュメを作成す

る。 

  事後学習：授業で学修した分析と評価方法を用いた研究計画案を作成する。 

（21）スポーツ情報の分析と評価⑥「身体情報の分析と評価⑥」 

  身体情報の「測定評価（敏捷性）」の分析と評価方法について理解する。 

  事前学習：「測定評価（敏捷性）」に関する学術論文１本のレジュメを作成する。 

  事後学習：授業で学修した分析と評価方法を用いた研究計画案を作成する。 

（22）スポーツ情報の分析と評価⑦「身体情報の分析と評価⑦」 

  身体情報の「高齢者の体力」の分析と評価方法について理解する。 

  事前学習：「高齢者の体力」に関する学術論文１本のレジュメを作成する。 

  事後学習：授業で学修した分析と評価方法を用いた研究計画案を作成する。 

（23）スポーツ情報の分析と評価⑧「身体情報の分析と評価⑧」 

  身体情報の「形態計測」の分析と評価方法について理解する。 

  事前学習：「形態計測」に関する学術論文１本のレジュメを作成する。 

  事後学習：授業で学修した分析と評価方法を用いた研究計画案を作成する。 

（24）スポーツ情報の分析と評価⑨「心理情報の分析と評価①」 

  心理情報の「コーチング」の分析と評価方法について理解する。 

  事前学習：「コーチング」に関する学術論文１本のレジュメを作成する。 

  事後学習：授業で学修した分析と評価方法を用いた研究計画案を作成する。 

（25）スポーツ情報の分析と評価⑩「心理情報の分析と評価②」 

  心理情報の「スポーツ心理学（アンケート実験）」の分析と評価方法について理

解する。 

  事前学習：「スポーツ心理学（アンケート実験）」に関する学術論文１本のレジュメ

を作成する。 

  事後学習：授業で学修した分析と評価方法を用いた研究計画案を作成する。 

（26）スポーツ情報の分析と評価⑪「心理情報の分析と評価③」 

  心理情報の「スポーツ心理学（生理実験）」の分析と評価方法について理解す

る。 

  事前学習：「スポーツ心理学（生理実験）」に関する学術論文１本のレジュメを作

成する。 

  事後学習：授業で学修した分析と評価方法を用いた研究計画案を作成する。 
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（27）スポーツ情報の分析と評価⑫「心理情報の分析と評価④」 

  心理情報の「知覚と認知」の分析と評価方法について理解する。 

  事前学習：「知覚と認知」に関する学術論文１本のレジュメを作成する。 

  事後学習：授業で学修した分析と評価方法を用いた研究計画案を作成する。 

（28）スポーツ情報の分析と評価⑬「心理情報の分析と評価⑤」 

  心理情報の「運動学習」の分析と評価方法について理解する。 

  事前学習：「運動学習」に関する学術論文１本のレジュメを作成する。 

  事後学習：授業で学修した分析と評価方法を用いた研究計画案を作成する。 

（29）スポーツ情報の分析と評価⑭「心理情報の分析と評価⑥」 

  心理情報の「プレッシャー下での運動制御」の分析と評価方法について理解す

る。 

  事前学習：「運動制御」に関する学術論文１本のレジュメを作成する。 

  事後学習：授業で学修した分析と評価方法を用いた研究計画案を作成する。 

（30）スポーツ情報の分析と評価⑮「心理情報の分析と評価⑦」 

  心理情報の「内発的動機づけと外発的動機づけ」の分析と評価方法について理

解する。 

  事前学習：「動機づけ」に関する学術論文１本のレジュメを作成する。 

  事後学習：授業で学修した分析と評価方法を用いた研究計画案を作成する。 

 

＜授業で実施するアクティブラーニング＞ 

ディスカッション、ディベート、反転学習 

教科書・参考書 

独立行政法人日本スポーツ振興センターハイパフォーマンススポーツセンター編

『アスリートのためのトータルコンディショニングガイドライン』株式会社サンライフ企

画 

成績評価方法・基準 

(1)成績評価方法 

高度なスポーツ情報を収集・加工・分析・評価する手法についての知識と技術の

習得について、事前学習、事後学習、レポート、プレゼンテーションとディスカッショ

ンのパフォーマンスにより総合的に評価する。 

(2)成績評価基準・配分等 

・レポート（事前・事後学習）50点、成果物 50点 

・１００～９０点：Ｓ、８９～85 点：Ａ+、８４～80 点：Ａ、７９～７５点：Ｂ＋、７４～７０

点：Ｂ、６９～６５点：Ｃ＋、６４～６０点：Ｃ、59点以下：不合格 

※レポートの提出により、学習過程における理解度を毎回確認し、必要に応じて補

習学習を行う。 

履修上の留意点 授業時間と同等以上の予習復習時間を必要とする。 
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講義名 ジャーナリズム特論 

職名／担当教員 教授／植村 八潮 

期間 通年 

開講区分／校舎 生田 

配 当 文学研究科ジャーナリズム学専攻 修士 2年次 

単 位 4 

 

講義内容 

＜テーマ＞ 

 激変する社会・情報環境のなかで、ジャーナリズムの機能と課題に関する事例研

究 

 

＜到達目標＞ 

 現代社会における具体的なジャーナリズム活動とりわけ新聞・放送・出版に加え、

ソーシャルメディアの現状と課題についての認識を深めることを目標とする。とりわ

け、「ファクトチェック」といった新たな手法の取得や、情報の真偽を見分けるための

メディア・リテラシー能力の向上を図る。 

 ジャーナリズム学を学ぶにあたり、DP の「ジャーナリズム学の対象領域や関連諸

分野に関する幅広い学識を修得している」および CP の「現代ジャーナリズムが直

面する特定の主題や課題の多様性に関する専門知識と総合的に判断し対処する

能力を修得するための科目を配置する」に対応するものである。 

 

＜講義概要＞ 

 インターネットによって新たなメディア・コミュニケーションの場が創出し、誰でもが

情報収集・発信できる時代となった。ソーシャルメディアによって新聞・放送・出版の

伝統的マスメディアのあり方や倫理が問われる一方で、偽情報（フェイクニュース）

に基づく過度な批判にもさらされている。真実を伝えることが困難になった「ポスト

真実の時代」言われる時に、「ファクトチェック」といった新たな手法の取得や、情報

の真偽を見分ける能力向上を図ることが求められている。「ポスト真実の時代」にお

けるジャーナリズムの機能と課題について事例研究をとおして考察する。 

 

＜講義計画＞ 

 社会問題を取り上げて事例研究を行い、個人発表と討議を通してデジタル時代

のジャーナリズムの社会的役割について理解を深め、真実を見分けるメディア・リテ

ラシー能力の向上を図る。 

 

（1）イントロダクション 

（2）「ポスト真実の時代」におけるジャーナリズム倫理 

（3）ソーシャルメディアにおけるジャーナリズム機能 

（4）事例研究：新型コロナ感染症とコミュニティ 

（5）討議とまとめ 

（6）事例研究：格差と貧困 
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（7）討議とまとめ 

（8）事例研究：アクセシビリティと読書バリアフリー 

（9）討議とまとめ 

（10）事例研究：外国人労働と日本人社会 

（11）討議とまとめ 

（12）事例研究：LGBTQ と政治 

（13）討議とまとめ 

（14）事例研究：夫婦別姓・同性婚と伝統的家族観 

（15）討議とまとめ 

 

（16）事例研究：原発問題と震災復興 

（17）討議とまとめ 

（18）事例研究：ジャニーズと報道 

（19）討議とまとめ 

（20）事例研究：沖縄基地問題 

（21）討議とまとめ 

（22）事例研究：ヘイトスピーチ・差別的表現 

（23）討議とまとめ 

（24）事例研究：生成 AI と著作権 

（25）討議とまとめ 

（26）事例研究：生成 AI とフェイクニュース 

（27）討議とまとめ 

（28）事例研究：ネットにおける炎上 

（29）討議とまとめ 

（30）最新事例研究・まとめ 

 

＜授業で実施するアクティブラーニング＞ 

 講義内で「ディスカッション、ディベート」を実施するなど、少人数講義のメリットを

最大限生かし、常に履修学生との対話の中で理解度を確認しつつ、講義を進める。 

教科書・参考書 
山田健太『法とジャーナリズム 第４版』勁草書房、山田健太『ジャーナリズムの倫

理』勁草書房 

成績評価方法・基準 

(1)成績評価方法 

単なる知識の習得にとどまらず、与えられたテーマについて論ずる力を確認する

(2)成績評価基準・配分等 

・提出課題及び授業への貢献度を綜合的に評価する（課題 30％、貢献度 70％） 

・１００～９０点：Ｓ、８９～85点：Ａ+、８４～80点：Ａ、７９～７５点：Ｂ＋、７４～７０ 

 点：Ｂ、６９～６５点：Ｃ＋、６４～６０点：Ｃ、59点以下：不合格 

履修上の留意点 

Google クラスルームを活用し、毎回の講義に関連する資料を提示し、予習や復習

に供するとともに、学生からの質問に対するフィードバック（回答）を可能な限り履

修者全員で共有する。 
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講義名 映像・ウェブジャーナリズム特論 

職名／担当教員 特任教授／松原 文枝 

期間 通年 

開講区分／校舎 生田 

配 当 文学研究科ジャーナリズム学専攻 修士 2年次 

単 位 4 

講義内容 

＜テーマ＞ 

映像・ウェブジャーナリズムに関する体系的理解 

＜到達目標＞ 

 学生が、現代社会における具体的なジャーナリズム活動とりわけ放送・インターネ

ットメディアの現状と課題についての認識を深めることを目標とする。 

 ジャーナリズム学を学ぶにあたり、DP の「ジャーナリズム学の対象領域や関連諸

分野に関する幅広い学識を修得している」および CP の「現代ジャーナリズムが直

面する特定の主題や課題の多様性に関する専門知識と総合的に判断し対処する

能力を修得するための科目を配置する」に対応するものである。 

＜講義概要＞ 

 授業では、従来のジャーナリズム組織のデジタル対応や、新しいプレイヤーによる

挑戦の事例を取り上げ、変容しつつあるジャーナリズムの姿を整理・分析、独立性・

多様性・地域性を旨とする現行制度のよさを生かしつつ、それらにとらわれない通

信・放送の将来像についても学修する。 

＜講義計画＞ 

（1）メディア特性とは何か～イントロダクション 

（2）歴史と文化的背景 デジタル前 

（3）歴史と文化的背景 デジタル後 

（4）デジタル特性 

（5）ディベート 

（6）生活のなかのデジタルコンテンツ 

（7）データでみるデジタルコンテンツ 

（8）各種研究報告書・論文からみるデジタルコンテンツ 

（9）ディベート 

（10）日本の特徴～海外比較 アメリカ 

（11）日本の特徴～海外比較 ドイツ 

（12）日本の特徴～海外比較 フランス 

（13）日本の特徴～海外比較 イタリア 

（14）日本の特徴～海外比較 韓国 

（15）ディベート 
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（16）通信・放送法制 

（17）ＮＨＫ 

（18）民放 

（19）そのほかの放送 

（20）ディベート 

（21）Ｙａｈｏｏ! 

（22）Ｇｏｏｇｌｅ 

（23）ＬＩＮＥ 

（24）ポータルメディア 

（25）ニュースポータル ニュースアグリゲーター 

（26）ディベート 

（27）著作権法制 

（28）生成ＡＩ技術 

（29）ディベート 

（30）まとめ・ふりかえり 

 

＜授業で実施するアクティブラーニング＞ 

 講義内で「ディスカッション、ディベート」を実施するなど、少人数講義のメリットを

最大限生かし、常に履修学生との対話の中で理解度を確認しつつ、講義を進める。 

教科書・参考書 鈴木秀美・山田健太『放送制度概論』商事法務 

成績評価方法・基準 

(1)成績評価方法 

単なる知識の習得にとどまらず、与えられたテーマについて論ずる力を確認する 

(2)成績評価基準・配分等 

・提出課題及び授業への貢献度を綜合的に評価する（課題 30％、貢献度 70％） 

・１００～９０点：Ｓ、８９～85点：Ａ+、８４～80点：Ａ、７９～７５点：Ｂ＋、７４～７０ 

 点：Ｂ、６９～６５点：Ｃ＋、６４～６０点：Ｃ、59点以下：不合格 

履修上の留意点 

Google クラスルームを活用し、毎回の講義に関連する資料を提示し、予習や復習

に供するとともに、学生からの質問に対するフィードバック（回答）を可能な限り履

修者全員で共有する。 

 

－設置等の趣旨（資料）－27－



講義名 メディア社会特論 

職名／担当教員 教授／武田 徹 

期間 通年 

開講区分／校舎 生田 

配 当 文学研究科ジャーナリズム学専攻 修士 2年次 

単 位 4 

 

講義内容 

＜テーマ＞ 

メディア社会におけるコミュニケーション状況の理解 

 

＜到達目標＞ 

 メディア社会の成り立ちを歴史的経緯を踏まえて理解する。メディア社会を成立さ

せているコミュニケーションメディアのあり方を理解する。メディア社会学研究の達

成を理解する。 

本専攻において、ジャーナリズム活動の実際やスポーツ関連情報の分析・提供、

アーカイブの現状等を学ぶための学修の核に位置づけられるメディア社会全般に

関する知識を学び、メディア社会研究の手法を習得するための科目である。 

 ジャーナリズム学を学ぶにあたり、DP の「ジャーナリズム学の対象領域や関連諸

分野に関する幅広い学識を修得している」および CP の「現代ジャーナリズムが直

面する特定の主題や課題の多様性に関する専門知識と総合的に判断し対処する

能力を修得するための科目を配置する」に対応するものである。 

 

＜講義概要＞ 

 かつてメディアは人と人を媒介し、情報伝達を司っていたが、今やメディアに人が

包囲され、＜人～メディア～人＞ではなく ＜メディア～人～メディア～人～メディ

ア＞に配置の構図が変化しつつある。こうした変化の背景には送信者と受信者の

二役を誰にも求めるソーシャルメディアの普及がある。こうしたメディア社会の変化

の実相を見定め、ジャーナリズムなど各種の情報を扱う活動をその中に位置づけ良

き情報発信者、良き情報受信者となるための知見を得てゆく。具体的には、履修者

の大学院修了後の志望先などを考慮して適宜テキストを選び、講読と議論を重ね

てゆく。 

 

＜講義計画＞ 

 メディア社会学の創始者とされるマーシャル・マクルーハンを研究対象とし、マク

ルーハン以前のメディア論の論考、マクルーハンの生存中には実用化されなかった

インターネット、特にソーシャルメディアを扱う論考を適宜組み合わせ、メディア社会

に関する理解を深めてゆく。講読テキストはマクルーハン自身の発言に注釈を加え

た最新刊である『マクルーハン発言集――メディア論の想像力』（宮澤淳一訳）と、

マクルーハン研究として現時点では国内最新のまとまった著作である門林岳史『ホ

ワッチャドゥーイン、マーシャル・マクルーハン？』を主に用い、それ以外のテキストを

補足的に重ね合わせてメディア社会の総合的理解に挑戦する。講読を履修者の分
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担担当制で進めるとともに数回の授業に一度、分担担当者をファシリテータとする

ディベート回を挟み、アクティブラーニングの性格を加える。マクルーハンの場合、

議論の対象となっている箇所を邦訳・原典ともに参考にする。翻訳書は原典を参照

する。 

 

（１）イントロダクション 

（２）『マクルーハン発言集――メディア論の想像力』講読①1 電子革命――新しい

メディアの革命的効果について（1959年）、2  ポップカルチャーとマスカルチャー

――アメリカ的展望（1960年） 

（３）同上講読②３ テクノロジー、メディア、文化コミュニケーションの革命 サイバ

ネティクスと人間の文化（1964 年）4 電子時代における人間の将来（1965 年）講

読 

（４）ディベート 

（５）『マクルーハン発言集――メディア論の想像力』講読③ 5 メディアこそがマッ

サージである（1966年）6 インターネットを予見する（1966年） 

（６）同上講読④7 電子時代におけるカナダ――マーフリート記念講演会（1967

年）、境界例としてのカナダ（第一講演）包括的な意識に向けて（第二講演）、8 フォ

ーダム大学における初講義（1967年） 

（７）ディベート 

（８）『マクルーハン発言集――メディア論の想像力』講読⑤ 9 オープン＝マイン

ド・サージャリー（1967 年）、10 本の未来（1972 年）、11 新しい神話形式として

のテレビ・ニュース（1972年）講読 

（９）同上講読⑥、12 労働倫理の終焉（1972 年）講読 13 芸術は生き残りの手段

（1973年）講読 

（10）ディベート 

（11）『マクルーハン発言集――メディア論の想像力』講読⑦ 14 光の速度で生き

る（1974年）、15 テレビの正しい使い方（1976年） 

（12）同上講読⑧ 16 討論のメディアとしてのテレビ（1976 年）、17 暴力はアイ

デンティティの探求（1977年）講読 

（13）ディベート 

（14）『マクルーハン発言集――メディア論の想像力』講読⑨ 18 人間とメディア

（1979年） 

（15） ディベート 中間まとめとふりかえり 

 

（16）『ホワッチャドゥーイン、マーシャル・マクルーハン？』講読① 第一部 感性論

者マクルーハン――理論的読解 第一章 芸術家になること――マクルーハンの理

論と方法 

（17）同上講読② 第二章 触覚、この余計なもの――共感覚と麻酔 

（18）第 1部ディベート 

（19）『ホワッチャドゥーイン、マーシャル・マクルーハン？』講読③ 第二部 美学者

マクルーハン――系譜的読解  
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（20）同上講読④ 第三章 「意識の流れ」の制止――感性論的モダニズム 

（21）同上講読⑤ 第四章 生体解剖的美と探偵的知――ジョイスを読むマクルー

ハン 

（22）第二部ディベート 

（23）『ホワッチャドゥーイン、マーシャル・マクルーハン？』講読⑥ 第三部 芸術家

マクルーハン――時代的読解 第五章 メディアの幼年期――テレビと戦後 

（24）同上講読⑥ 第六章 クールの変容――プローブすること 

（25）第三部ディベート 

（26）『ホワッチャドゥーイン、マーシャル・マクルーハン？』講読⑦ 結論 四角形の

冒険――図式のパフォーマティヴ 

（27）第四部ディベート 中間まとめとふりかえり 

（28）ポール・レビンソン『デジタル・マクルーハン 情報の千年紀へ』抜粋講読 

（29）マーシャル・マクルーハン『グローバル・ヴィレッジ―21 世紀の生とメディアの

転換』抜粋講読 

（30）ディベート、まとめとふりかえし 

 

＜授業で実施するアクティブラーニング＞ 

ディスカッション、ディベート、反転学習 

教科書・参考書 

門林岳史『ホワッチャドゥーイン、マーシャル・マクルーハン？ 感性論的メディア

論 』NTT出版 

マーシャル・マクルーハン他『グローバル・ヴィレッジ―２１世紀の生とメディアの転

換』青弓社 

ポール・レビンソン『デジタル・マクルーハン 情報の千年紀へ』NTT出版 

 

成績評価方法・基準 

(1)成績評価方法 

講読を通じた理解度、分担発表の完成度、議論、討論への参加度などを総合し

て評価 

(2)成績評価基準・配分等 

上記の授業評価 100％ 

・１００～９０点：Ｓ、８９～85点：Ａ+、８４～80点：Ａ、７９～７５点：Ｂ＋、７４～７０ 

 点：Ｂ、６９～６５点：Ｃ＋、６４～６０点：Ｃ、59点以下：不合格 

履修上の留意点 授業時間と同等以上の予習復習時間を必要とする。 
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講義名 広告学特論 

職名／担当教員 兼任講師／松岡 郁子 

期間 通年 

開講区分／校舎 生田 

配 当 文学研究科ジャーナリズム学専攻 修士 2年次 

単 位 4 

 

講義内容 

＜テーマ＞ 

広告・宣伝・PRの体系的理解 

 

＜到達目標＞ 

 学生が、現代社会における具体的なジャーナリズムとりわけ広告・宣伝（ＰＲ）の現

状と課題についての認識を深めることを目標とする。 

 ジャーナリズム学を学ぶにあたり、DP の「ジャーナリズム学の対象領域や関連諸

分野に関する幅広い学識を修得している」および CP の「現代ジャーナリズムが直

面する特定の主題や課題の多様性に関する専門知識と総合的に判断し対処する

能力を修得するための科目を配置する」に対応するものである。 

 

＜講義概要＞ 

 授業では、広報や宣伝（プロパガンダ、政府や企業のパブリック・リレーションズ＝

ＰＲ活動）、その歴史的経緯から理論、手法や具体的な制作実態までを概論する。

さらには、客観報道、事実報道に不可欠な世論調査について、統計手法を含めその

方法的な特徴と実施の実態について学修する。 

 

＜講義計画＞ 

（1）広告とは何か～イントロダクション 

（2）広告ビジネスの基本形 

（3）広告会社の歴史と生業 

（4）広告産業の全体像 

（5）ディベート 

（6）新聞・放送・出版 

（7）インターネット 

（8）交通その他 

（9）ディベート 

（10）広告法制 

（11）広告倫理 

（12）ステルスマーケティング 

（13）事例研究 

（14）ディベート 

（15）最新事例研究・まとめ 
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（16）宣伝 

（17）プロパガンダ 

（18）PR 

（19）ディベート 

（20）政府広報 

（21）企業広報 

（22）会見 

（23）ディベート 

（24）オウンドメディア 

（25）ネット広告 

（26）ディベート 

（27）世論調査 

（28）統計法 

（29）ディベート 

（30）最新事例研究・まとめ 

 

＜授業で実施するアクティブラーニング＞ 

 講義内で「ディスカッション、ディベート」を実施するなど、少人数講義のメリットを

最大限生かし、常に履修学生との対話の中で理解度を確認しつつ、講義を進める。 

教科書・参考書 その都度、指示 

成績評価方法・基準 

(1)成績評価方法 

単なる知識の習得にとどまらず、与えられたテーマについて論ずる力を確認する 

随時課題の提出を求める 

(2)成績評価基準・配分等 

提出課題及び授業への貢献度を綜合的に評価する（課題 30％、貢献度 70％） 

・１００～９０点：Ｓ、８９～85点：Ａ+、８４～80点：Ａ、７９～７５点：Ｂ＋、７４～７０ 

 点：Ｂ、６９～６５点：Ｃ＋、６４～６０点：Ｃ、59点以下：不合格 

履修上の留意点 

Google クラスルームを活用し、毎回の講義に関連する資料を提示し、予習や復習

に供するとともに、学生からの質問に対するフィードバック（回答）を可能な限り履

修者全員で共有する。 
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講義名 心理・身体情報特論 

職名／担当教員 教授／渡辺 英次、平田 大輔、李 宇韺 

期間 通年 

開講区分／校舎 生田 

配 当 文学研究科ジャーナリズム学専攻 修士 2年次 

単 位 4 

 

講義内容 

＜テーマ＞ 

人の行動の身体面・心理面の理解 

 

＜到達目標＞ 

 スポーツにおける人の行動を心と身体の両面について、それらの情報から探り分

析していくことで、人間行動を探求することを目標とする。 

・身体面に関する情報を科学的・客観的に分析・評価する技術を理解している。 

・心理面に関する情報を科学的・客観的に分析・評価する技術を理解している。 

・身体面と心理面の関連について理解を深め説明できる。  

 ジャーナリズム学を学ぶにあたり、DP の「ジャーナリズム学の対象領域や関連諸

分野に関する幅広い学識を修得している」および CP の「現代ジャーナリズムが直

面する特定の主題や課題の多様性に関する専門知識と総合的に判断し対処する

能力を修得するための科目を配置する」に対応するものである。 

 

＜講義概要＞ 

 本講義では、スポーツにおける人の行動を心と身体の両面について、それらの情

報から探り分析していくことで、人間行動を探求する。心を人の動きなどから探り、

技術が向上する過程を様々な角度から科学的・客観的に分析・評価することによっ

て、「心」と「身体」との関連を深く理解することを学ぶ。自分自身を客観的な指標に

基づいて「知る」ことからスタートし、環境や運動の刺激に対する人体の適応性を利

用し、自分の「心」と「身体」の変化に気づき、「運動」を組み込んだよりよい生活習

慣を獲得、継続することを目的とする。 

 

＜講義計画＞ 

 基本的には講義形式が中心となるが、双方向型や多方向型の授業を重視するこ

とから、グループによるワーキングやディスカッション、成果発表などを取り入れる。 

 近年、身体活動の増加や運動・スポーツ活動が健康に良い影響を及ぼすという科

学的根拠が数多く発表され、スポーツが心、身体、文化的側面にもたらす効果への

期待も高まっている。前期の 15回は、多様で広範な科学の諸分野から身体に関す

る情報を整理し、身近で優先度の高い課題を取り上げて理論と組み合わせて実践

を試み、ヘルスケア領域における健康情報のデータ活用について学修する。（渡辺

英次／15回） 

 スポーツ心理学はスポーツに関する心理学的な諸問題について研究する学問領

域である。この授業ではスポーツ活動における運動技能の習得、スポーツの動機づ
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け、運動することによる心理的な効果についてなど、スポーツへの参加や運動学習

に関するものから、競技力向上や健康づくりに関するものまで多岐にわたってい

る。後期前半の８回は、これらについて集めたデータや情報を収集・分析し関係性

について見抜ける方法について学ぶ。（平田大輔／８回） 

 スポーツコーチングの目的として、選手の競技力向上と選手の人間的成長を支援

することである。また、対象の特性（年代・異文化・目的など）によって、応用・実践方

法が異なる事もある。後期後半の 7回は、スポーツコーチング科学論の基本から応

用までスポーツコーチング現場で行われている様々なトレーニングの考案や方法の

開発などについて考えていく。（李宇韺／7回） 

（1）授業内容について説明する。自身の興味関心のあるテーマについて簡単に発

表する。今後の発表担当者などのスケジュールを決める。 

  事前学習：「スポーツ」「運動」「健康」をキーワードに、自分の興味のある事につ

いて 5分ほどの発表原稿を用意する。 

  事後学習：スケジュールを確認するとともに、他者が発表したテーマについて興

味関心を持って調べ、記録する。 

（2）振り返りとディスカッション 

（3）「健康寿命」に関する情報を持ち寄り、発表、ディスカッションする。 

  事前学習：「健康寿命」に関する最近のトピックを取り上げて調べる。 

  事後学習：ディスカッションした内容を整理し、自身が興味を持った点、疑問に

思った点を調べ、記録する。 

（4）振り返りとディスカッション 

（5）「体力」に関する情報を持ち寄り、発表、ディスカッションする。 

  事前学習：「体力」に関する最近のトピック取り上げて調べる。 

  事後学習：ディスカッションした内容を整理し、自身が興味を持った点、疑問に

思った点を調べ、記録する。 

（6）振り返りとディスカッション 

（7）「体格・体型」に関する情報を持ち寄り、発表、ディスカッションする。 

  事前学習：「体格・体型」に関する最近のトピック取り上げて調べる。 

  事後学習：ディスカッションした内容を整理し、自身が興味を持った点、疑問に

思った点を調べ、記録する。 

（8）振り返りとディスカッション 

（9）「体重・体脂肪率」に関する情報を持ち寄り、発表、ディスカッションする。 

  事前学習：「体重・体脂肪率」に関する最近のトピック取り上げて調べる。 

  事後学習：ディスカッションした内容を整理し、自身が興味を持った点、疑問に

思った点を調べ、記録する。 

（10）振り返りとディスカッション 

（11）「姿勢」に関する情報を持ち寄り、発表、ディスカッションする。 

  事前学習：「姿勢」に関する最近のトピック取り上げて調べる。 

  事後学習：ディスカッションした内容を整理し、自身が興味を持った点、疑問に

思った点を調べ、記録する。 
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（12）振り返りとディスカッション 

（13）「筋力」に関する情報を持ち寄り、発表、ディスカッションする。 

  事前学習：「筋力」に関する最近のトピック取り上げて調べる。 

  事後学習：ディスカッションした内容を整理し、自身が興味を持った点、疑問に

思った点を調べ、記録する。 

（14）振り返りとディスカッション 

（15）総括セッション・まとめ 

 

（16）「敏捷性」に関する情報を持ち寄り、発表、ディスカッションする。 

  事前学習：「敏捷性」に関する最近のトピック取り上げて調べる。 

  事後学習：ディスカッションした内容を整理し、自身が興味を持った点、疑問に

思った点を調べ、記録する。 

（17）振り返りとディスカッション 

（18）「平衡性」に関する情報を持ち寄り、発表、ディスカッションする。 

  事前学習：「平衡性」に関する最近のトピック取り上げて調べる。 

  事後学習：ディスカッションした内容を整理し、自身が興味を持った点、疑問に

思った点を調べ、記録する。 

（19）振り返りとディスカッション 

（20）「協応性」に関する情報を持ち寄り、発表、ディスカッションする。 

  事前学習：「協応性」に関する最近のトピック取り上げて調べる。 

  事後学習：ディスカッションした内容を整理し、自身が興味を持った点、疑問に

思った点を調べ、記録する。 

（21）振り返りとディスカッション 

（22）「柔軟性」に関する情報を持ち寄り、発表、ディスカッションする。 

  事前学習：「柔軟性」に関する最近のトピック取り上げて調べる。 

  事後学習：ディスカッションした内容を整理し、自身が興味を持った点、疑問に

思った点を調べ、記録する。 

（23）振り返りとディスカッション 

（24）「持久性」に関する情報を持ち寄り、発表、ディスカッションする。 

  事前学習：「持久性」に関する最近のトピック取り上げて調べる。 

  事後学習：ディスカッションした内容を整理し、自身が興味を持った点、疑問に

思った点を調べ、記録する。 

（25）振り返りとディスカッション 

（26）「パワー」に関する情報を持ち寄り、発表、ディスカッションする。 

  事前学習：「パワー」に関する最近のトピック取り上げて調べる。 

  事後学習：ディスカッションした内容を整理し、自身が興味を持った点、疑問に

思った点を調べ、記録する。 

（27）振り返りとディスカッション 

（28）「適応」に関する情報を持ち寄り、発表、ディスカッションする。 

  事前学習：「適応」に関する最近のトピック取り上げて調べる。 

  事後学習：ディスカッションした内容を整理し、自身が興味を持った点、疑問に
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思った点を調べ、記録する。 

（29）振り返りとディスカッション 

（30）総括セッション・まとめ 

  「運動習慣」に関する情報を持ち寄り、発表、ディスカッションする。 

  事前学習：「運動習慣」に関する最近のトピックを取り上げて調べる。 

  事後学習：ディスカッションした内容を整理し、これまで取り上げた内容と合わせ

て自身の運動習慣について省察し、改善案を提示する。 

 

＜授業で実施するアクティブラーニング＞ 

ディスカッション、ディベート、反転学習 

教科書・参考書  

成績評価方法・基準 

(1)成績評価方法 

身体面に関する情報を科学的・客観的に分析・評価する技術の習得について、事

前学習、事後学習、レポート、プレゼンテーションとディスカッションのパフォーマン

スにより総合的に評価する。 

(2)成績評価基準・配分等 

・レポート（事前・事後学習）50点、成果物 50点 

・１００～９０点：Ｓ、８９～85点：Ａ+、８４～80点：Ａ、７９～７５点：Ｂ＋、７４～７０ 

 点：Ｂ、６９～６５点：Ｃ＋、６４～６０点：Ｃ、59点以下：不合格 

※レポートの提出により、学習過程における理解度を毎回確認し、必要に応じて補

習学習を行う。 

履修上の留意点 授業時間と同等以上の予習復習時間を必要とする。 
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講義名 スポーツ情報戦略特論 

職名／担当教員 教授／齋藤 実、講師／若井 江利 

期間 通年 

開講区分／校舎 生田 

配 当 文学研究科ジャーナリズム学専攻 修士 2年次 

単 位 4  

 

講義内容 

＜テーマ＞ 

各種スポーツ情報を分析・評価・加工・提供する力の修得 

 

＜到達目標＞ 

 競技団体、統括組織の活動、研究・サポート機関の情報を分析・評価・加工・提供

できる。 

・競技団体、統括組織の活動、研究・サポート機関の情報を分析・評価できる。 

・競技現場で活用されるスポーツ医・科学情報を理解できる。 

・スポーツ情報を収集・加工・提供できる。 

 これらは、ジャーナリズム学を学ぶにあたり、DP の「ジャーナリズム学の対象領域

や関連諸分野に関する幅広い学識を修得している」および CP の「現代ジャーナリ

ズムが直面する特定の主題や課題の多様性に関する専門知識と総合的に判断し

対処する能力を修得するための科目を配置する」に対応するものである。 

 

＜講義概要＞ 

 本講義では、スポーツにかかわる情報を主たる研究対象として扱い、無数に存在

するスポーツ情報（インフォメーション）を取捨選択し、自らのスポーツライフに活か

してきたトップアスリートや国際競技大会に挑んだチーム、スポーツに関する施策や

政策などの事例を取り上げ、スポーツ医・科学、社会学、測定評価学、心理学など、

様々な領域から調査・検証を行い、スポーツ情報（インテリジェンス）へのリテラシー

とその活用能力の醸成を図る。 

 

＜講義計画＞ 

 近年の少子高齢化やライフスタイルの多様化等により、スポーツに求められる役

割も変化しつつある。ライフステージに応じたスポーツ参加機会の確保やトップアス

リートの国際競技大会での活躍はもとより、国民の健康維持・増進、スポーツ産業

の活性化、スポーツを通じたまちづくり、デジタルトランスフォーメーション（DX）の

活用なども期待される。本科目では、スポーツにおける国の戦略的な取組に焦点を

当て、現行の取組を理解するとともに、情報を用いた戦略立案・実行・評価検証プ

ロセスについて学んでいく。 

 前期は、主としてスポーツ界における情報の種類とその活用方法について整理す

るとともに、国内外の競技団体、統括組織の活動、研究・サポート機関に焦点をあ

て、実際の事例から情報が生み出す様々な価値について学んでいく。また、スポー

ツサイエンスに基づく、競技、競技者に関する調査・分析を通し、設定課題の解決を

－設置等の趣旨（資料）－37－



めざす。スポーツではさまざまな階層で意思決定が行われており、扱われる情報の

範囲は広いが、とりわけ競技スポーツにおける情報戦略のプロセスについて、情報

の収集から加工、提供と活用までの範囲について学修する。（齋藤実／15回） 

 後期では、スポーツのハイパフォーマンスおよびスポーツプロモーションの領域に

着目し、情報を用いた戦略について理論と実践を通して学ぶ。また、スポーツの分

野の情報（インフォメーション）をインテリジェンスとして戦略立案に活用するための

分析方法等について、実際に収集したデータをもとに加工、提供するプロセスを学

修する。（若井江利／15回） 

 基本的には講義形式が中心となるが、双方向型や多方向型の授業を重視するこ

とから、グループによるワーキングやディスカッション、成果発表などを取り入れる。 

 

（1）競技現場におけるスポーツ医・科学情報の活用方法について 

  競技現場におけるスポーツ医・科学情報の活用方法について、実際の事例をも

とに理解する。 

  事前学習：スポーツインテリジェンス研究での学修内容のうち、身体・心理に関

するスポーツ情報の活用について振り返り、レポート（Ａ４版＜

40×40＞用紙で１枚）を作成する。 

  事後学習：授業での学修内容について、レポート（Ａ４版＜40×40＞用紙で１

枚）を作成する。 

（2）スポーツ情報を用いた競技現場における意思決定プロセスについて① 

  コンディションとコンディショニングの概念について学修する。 

  事前学習：アスリートのコンディショニングの失敗事例について１例を選択して調

査し、レジュメを作成する。 

  事後学習：授業での学修内容について、レポート（Ａ４版＜40×40＞用紙で１

枚）を作成する。 

（3）スポーツ情報を用いた競技現場における意思決定プロセスについて② 

  トータルコンディショニングの概念について学修する。 

  事前学習：「トータルコンディショニング」について調べ、最も注目したい内容に

ついてレポートを作成する。 

  事後学習：授業での学修内容について、レポート（Ａ４版＜40×40＞用紙で１

枚）を作成する。 

（4）競技、競技者に関する調査・分析① 

  生物学的ストレスとコンディションの関係について理解する。 

  事前学習：セルフモニタリングシステムへ、身体・心理情報を記録する。  

  事後学習：授業での学修内容について、セルフモニタリングシステムに記録す

る。 

（5）競技、競技者に関する調査・分析② 

  物理学的・化学的ストレスとコンディションの関係について理解する。 

  事前学習：セルフモニタリングシステムに身体・心理情報を記録する。 

  事後学習：授業での学修内容について、セルフモニタリングシステムに記録す

る。 
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（6）競技、競技者に関する調査・分析③ 

  心理学的ストレスとコンディションの関係について理解する。 

  事前学習：セルフモニタリングシステムに身体・心理情報を記録する。 

  事後学習：授業での学修内容について、セルフモニタリングシステムに記録す

る。 

（7）競技、競技者に関する調査・分析④ 

  生理学的ストレスとコンディションの関係について理解する。 

  事前学習：セルフモニタリングシステムに身体・心理情報を記録する。 

  事後学習：授業での学修内容について、セルフモニタリングシステムに記録す

る。 

（8）競技、競技者に関する調査・分析⑤ 

  身体・心理情報を記録をもとに定量的分析と質的分析方法を用いたコンディシ

ョン評価と分析について理解する。 

  事前学習：セルフモニタリングシステムに身体・心理情報を記録する。 

  事後学習：セルフモニタリングシステムの情報を分析し、レジュメを作成する。 

（9）競技、競技者に関する調査・分析⑥ 

  定量的分析と質的分析方法を用いたコンディション評価と分析について考察す

る。 

  事前学習：第８回の復習で作成したレジュメをもとにプレゼンテーション資料を

作成する。 

  事後学習：授業での学修内容について、レポート（Ａ４版＜40×40＞用紙で１

枚）を作成する。 

（10）ミクロサイクルのコンディショニングと意思決定プロセス 

  生体から得られるサーカディアンリズム（日内変動）に関する情報を用いたコン

ディショニングについて考察する。 

  事前学習：サーカディアンリズムについて調査する。 

  事後学習：授業での学修内容について、レポート（Ａ４版＜40×40＞用紙で１

枚）を作成する。 

（11）マクロサイクルのコンディショニングと意思決定プロセス① 

  １カ年、４カ年までの範囲における身体・心理面のトレーナビリティに関する情報

を用いたコンディショニングについて考察する。 

  事前学習：ディトレーニングの影響について調査する。 

  事後学習：授業での学修内容について、レポート（Ａ４版＜40×40＞用紙で１

枚）を作成する。 

（12）マクロサイクルのコンディショニングと意思決定プロセス② 

  オリンピック周期におけるアスリートのパスウェイとコンディショニングについて

考察する。 

  事前学習：MPA（メダルポテンシャルアスリート）について調査する。 

  事後学習：授業での学修内容について、レポート（Ａ４版＜40×40＞用紙で１

枚）を作成する。 

（13）実際の競技団体におけるスポーツ情報を活用したコンディショニングと強化プ
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ロセスについて調査を行うための準備についてディスカッションを行う。 

  事前学習：調査対象とする競技団体を選定する。 

  事後学習：競技団体のコンディショニングと強化プロセスについて調査レポート

を作成する。 

（14）実際の競技団体におけるコンディショニングと強化プロセスについて調査す

る。 

  事前学習：競技団体のコンディショニングと強化プロセスについて調査レポート

を作成する。 

  事後学習：競技団体のコンディショニングと強化プロセスについて調査レポート

を作成する。 

（15）実際の競技団体におけるコンディショニングと強化プロセスの調査結果につ

いて報告し、グループによるディスカッションを行う。 

  事前学習：競技団体のコンディショニングと強化プロセスについて調査レポート

を作成する。 

  事後学習：調査レポートについてブラッシュアップを行う。 

 

（16）後期オリエンテーション 

  事後学習：配布資料（論文）を読むこと。 

（17）情報戦略の概念と目的 

  事前学習：配布資料（論文）の内容を自身の言葉でまとめる。 

  事後学習：講義の内容を振り返り、まとめる。 

（18）情報収集の方法①（オシント） 

  事前学習：スポーツの公刊情報について調べる。 

  事後学習：講義の内容を振り返り、まとめる。 

（19）情報収集の方法②（ヒューミント） 

  事前学習：人から得られる情報について身近な事例を調べておく。 

  事後学習：講義の内容を振り返り、まとめる。 

（20）情報収集の方法③（テキント） 

  事前学習：デジタル技術等を用いた情報について考える。 

  事後学習：3 回にわたる講義を振り返り、スポーツにおける情報収集の方法につ

いて整理する。 

（21）収集した情報の加工・分析① 

  事前学習：講義を通して収集した情報を整理する。 

  事後学習：講義の内容を振り返り、手元の情報を加工する。 

（22）収集した情報の加工・分析② 

  事前学習：加工した情報について、分析の観点を考える。 

  事後学習：講義の内容を振り返り、加工した情報の分析を行う。 

（23）収集した情報の加工・分析③ 

  事前学習：自身で分析した結果について、まとめておく。 

  事後学習：3 回にわたる講義を振り返り、収集した情報の加工・分析方法につい

て整理する。 
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（24）意思決定者への情報提供について 

  事前学習：スポーツにおける意思決定について事例を調べる。 

  事後学習：情報提供において重要と思われる点について考える。 

（25）意思決定に関わる要素について 

  事前学習：配布資料（論文）を読む。 

  事後学習：講義を振り返り、自身の考えを整理する。 

（26）情報戦略における心構え 

  事前学習：情報戦略を行う目的について、過去の学習を振り返る。 

  事後学習：講義の内容を整理し、まとめる。 

（27）情報戦略とステークホルダー 

  事前学習：国内のスポーツ組織について理解する。 

  事後学習：ステークホルダーの種類について整理する。 

（28）競技団体の取組事例① 

  事前学習：配布資料（論文）を読む。 

  事後学習：講義を振り返り、自身の考えを整理する。 

（29）競技団体の取組事例② 

  事前学習：配布資料（論文）を読む。 

  事後学習：最終回に向けて情報を整理する。 

（30）学習内容の発表および講評 

  事前学習：プレゼンテーションの準備。 

  事後学習：講義全体を通した学習の省察を行う。 

 

＜授業で実施するアクティブラーニング＞ 

ディスカッション、ディベート、反転学習 

教科書・参考書 

独立行政法人日本スポーツ振興センターハイパフォーマンススポーツセンター編

『アスリートのためのトータルコンディショニングガイドライン』株式会社サンライフ企

画 

成績評価方法・基準 

(1)成績評価方法 

高度なスポーツ情報を収集・加工・分析・評価する手法についての知識と技術の

習得について、事前学習、事後学習、レポート、プレゼンテーションとディスカッショ

ンのパフォーマンスにより総合的に評価する。 

(2)成績評価基準・配分等 

・レポート（事前・事後学習）50点、成果物 50点 

・１００～９０点：Ｓ、８９～85点：Ａ+、８４～80点：Ａ、７９～７５点：Ｂ＋、７４～７０ 

 点：Ｂ、６９～６５点：Ｃ＋、６４～６０点：Ｃ、59点以下：不合格 

※レポートの提出により、学習過程における理解度を毎回確認し、必要に応じて補

習学習を行う。 

履修上の留意点 授業時間と同等以上の予習復習時間を必要とする。 
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講義名 図書館情報学特論 

職名／担当教員 教授／野口 武悟 

期間 通年 

開講区分／校舎 生田 

配 当 文学研究科ジャーナリズム学専攻 修士 2年次 

単 位 4 

講義内容 

＜テーマ＞ 

文化情報資源としての図書館・出版物・出版文化の現状と課題 

＜到達目標＞ 

 ジャーナリズム活動のうち、特に出版とそれをアーカイブする図書館の関係性に

留意しつつ現代的課題を理解する。 

 ジャーナリズム学を学ぶにあたり、DP の「ジャーナリズム学の対象領域や関連諸

分野に関する幅広い学識を修得している」および CP の「現代ジャーナリズムが直

面する特定の主題や課題の多様性に関する専門知識と総合的に判断し対処する

能力を修得するための科目を配置する」に対応するものである。 

＜講義概要＞ 

 文化情報資源としての図書館、出版物・出版文化それぞれの現状を概観しなが

ら、とりわけ両者間をめぐる課題の背景を探る。そのうえで、これら課題の解決と、

図書館と出版物・出版文化の良好な関係性の構築に向けての具体的な方策につい

て学修する。 

＜講義計画＞ 

（1） 読者と読書 

（2） 出版と出版物の社会的意義と機能 

（3） 出版物のアーカイブとしての図書館の役割 

（4） 「出版の自由」と「図書館の自由」 

（5） ディベート 

（6） 出版と図書館の発達史（1）：前近代 

（7） 出版と図書館の発達史（2）：近代 

（8） ディベート 

（9） 当事者の声を聞く（出版社） 

（10） 当事者の声を聞く（書店） 

（11） 当事者の声を聞く（作家） 

（12） 当事者の声を聞く（図書館） 

（13） 当事者の声を聞く（指定管理者） 

（14） ディベート 

（15） ふりかえり・まとめ 
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（16） 出版と図書館の現在（1）：出版不況の実態 

（17） 出版と図書館の現在（2）：「読書離れ」という言説 

（18） 出版と図書館の現在（3）：DXの時代を迎えて 

（19） 出版と図書館の現在（4）：読書バリアフリーの推進 

（20） ディベート 

（21） 出版と図書館をめぐる論争（1）：図書館は無料貸本屋なのか 

（22） 出版と図書館をめぐる論争（2）：公共貸与権と貸出猶予 

（23） 出版と図書館をめぐる論争（3）：減少する書店と図書館の関係 

（24） ディベート 

（25） これからの出版と図書館を考える（1）：公共図書館 

（26） これからの出版と図書館を考える（2）：読書環境 

（27） これからの出版と図書館を考える（3）：デジタル対応 

（28） ディベート 

（29） まとめ 

（30） 全体の振り返り 

 

＜授業で実施するアクティブラーニング＞ 

 毎回の授業内でのグループワークの時間を設け、また、数回に一度の割合でディ

ベートの時間を設け、受講学生相互のコミュニケーションを通して、理解を深めるよ

う促す。 

教科書・参考書 日本出版学会編『パブリッシング・スタディーズ』印刷学会出版部、2022年 

成績評価方法・基準 

(1)成績評価方法 

 各回の振り返りシートの内容、数回に一度のディベートの内容、中間と期末に出

題するレポートの内容により評価する。 

(2)成績評価基準・配分等 

 到達目標の達成状況について、次の配分で評価する。 

・振り返りシートの内容：20％、ディベートの内容：20％、2 回のレポート内容：

60％ 

・１００～９０点：Ｓ、８９～85点：Ａ+、８４～80点：Ａ、７９～７５点：Ｂ＋、７４～７０ 

 点：Ｂ、６９～６５点：Ｃ＋、６４～６０点：Ｃ、59点以下：不合格 

履修上の留意点 

毎回の事前学習（予習）として、テキストの指定する章を精読する。また、事後学習

（復習）として、振り返りシートを作成し、授業当日中に LMS で提出する。振り返り

シートに記載された受講学生からの質問等については、次の回の冒頭に回答・解説

を加える。 
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講義名 博物館資料学特論 

職名／担当教員 教授／高島 裕之 

期間 通年 

開講区分／校舎 生田 

配 当 文学研究科ジャーナリズム学専攻 修士 2年次 

単 位 4 

 

講義内容 

＜テーマ＞ 

「陶磁器」の博物館資料学 

 

＜到達目標＞ 

 国際的および専門的な視野を持って、現代社会における博物館の基礎ともいえる

「資料」をみる眼を養うことができる。特に「陶磁器」資料を題材として、資料の歴史

的・文化的背景も含めて、その本質を理解することができる。 

 ジャーナリズム学とりわけアーカイブを学ぶにあたり、DP の「ジャーナリズム学の

対象領域や関連諸分野に関する幅広い学識を修得している」およびCPの「現代ジ

ャーナリズムが直面する特定の主題や課題の多様性に関する専門知識と総合的に

判断し対処する能力を修得するための科目を配置する」に対応するものである。 

 

＜講義概要＞ 

 種々のアーカイブが構築される博物館において、最も基礎、基本である「資料」を

テーマとする科目である。特に日本国内のみならず、国際的な視点で語ることが可

能な「陶磁器」資料を題材とする。陶磁器資料は、人類の歴史の中で日々のくらし

に密接に関わり、世界商品として運ばれた一面もあり、現代社会のグローバル化を

ふりかえるうえでも欠かせない素材である。この資料の特性を活かし、世界の博物

館のデジタルアーカイブや関連の文化遺産(遺跡、史跡、歴史的建造物など)にふれ

ながら、その情報を収集・整理・活用する事例や調査研究法について問題提起を行

ない、講義を進める。 

 

＜講義計画＞ 

（1）ガイダンス 

（2）博物館資料としての陶磁器 

（3）アジア陶磁史１：中国・隋唐時代まで 

（4）アジア陶磁史２：中国・宋元時代 

（5）アジア陶磁史３：中国・明時代 

（6）アジア陶磁史４：中国・清時代 

（7）アジア陶磁史５：朝鮮半島 

（8）アジア陶磁史６：東南アジア 

（9）アジア陶磁史７：日本・古代～中世 

（10）アジア陶磁史８：日本・近世 

（11）アジア陶磁史９：日本・近代 
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（12）陶磁器資料研究法１：美術史学方法 

（13）陶磁器資料研究法２：文献史学的方法 

（14）陶磁器資料研究法３：考古学的方法 

（15）陶磁器資料研究法４：民俗学的方法 

（16）博物館の陶磁器デジタルアーカイブ：日本 

（17）博物館の陶磁器デジタルアーカイブ：世界 

（18）日本肥前(有田)磁器研究１：研究史・1970年代まで 

（19）日本肥前(有田)磁器研究２：研究史・1980年代～現在 

（20）日本肥前(有田)磁器研究３：生産遺跡(窯跡)の発掘調査 

（21）日本肥前(有田)磁器研究４：生産遺跡(工房跡)の発掘調査 

（22）日本肥前(有田)磁器研究５：流通遺跡の発掘調査 

（23）日本肥前(有田)磁器研究６：消費遺跡の発掘調査 

（24）貿易陶磁研究１：研究史 

（25）貿易陶磁研究２： 生産遺跡(窯跡) 

（26）貿易陶磁研究３：年代のわかる遺跡 

（27）貿易陶磁研究４：中国元青花磁器研究 

（28）貿易陶磁研究５：アジア間の陶磁器流通：東南アジア 

（29）貿易陶磁研究６：アジア＝ヨーロッパ間の陶磁器流通：ヨーロッパ 

（30）まとめ 

＜授業で実施するアクティブラーニング＞ 

関連する博物館・美術館の見学実習および資料調査実習を計画する。 

教科書・参考書 

亀井明德編 2009『元代青花白瓷研究』亜州古陶瓷学会 

亀井明德 2014『中国陶瓷史の研究』六一書房 

髙島裕之編 2023『三川内・嘉久房 平戸窯悦山のしごと 窯業聞き取り調査報告

書』専修大学陶磁文化研究室 

髙島裕之編 2023『北欧におけるアジア産陶瓷交易の基礎的理解』専修大学陶磁

文化研究室 

成績評価方法・基準 

(1)成績評価方法 

随時課題の提出を求めるとともに、毎回の授業への貢献度によって評価する 

(2)成績評価基準・配分等 

 　この科目の到達目標に達しているか、下記の成績の配分により、総合的に判断し

て最終的な評価を決定する。 

・提出物等 50％、発表等、授業への貢献度 50％ 

・１００～９０点：Ｓ、８９～85 点：Ａ+、８４～80 点：Ａ、７９～７５点：Ｂ＋、７４～７０ 

点：Ｂ、６９～６５点：Ｃ＋、６４～６０点：Ｃ、59点以下：不合格 

履修上の留意点 

準備学習においては、次回講義計画の項目を前もって確認し、授業に備える。事後

学習においては、授業でノートしたことを整理し、関連文献を読むなどして、理解の

深化に努める。また他に、必要に応じて授業内で適宜指示する。 
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講義名 データジャーナリズム演習 

職名／担当教員 兼任講師／三木 由希子 

期間 後期 

開講区分／校舎 生田 

配 当 文学研究科ジャーナリズム学専攻 修士 1年次 

単 位 2 

講義内容 

＜テーマ＞ 

データジャーナリズムにかかる基本技能の修得 

＜到達目標＞ 

 学生が、情報の見分け方、正しい情報の収集方法、そしてその情報の分析能力の

修得することを目標とする。 

ジャーナリズム学とりわけ調査報道を学ぶにあたり、DP の「ジャーナリズム学の

対象領域や関連諸分野に関する幅広い学識を修得している」およびCPの「現代ジ

ャーナリズムが直面する特定の主題や課題の多様性に関する専門知識と総合的に

判断し対処する能力を修得するための科目を配置する」に対応するものである。 

＜講義概要＞ 

 授業では、今日のジャーナリズム活動において、ジャーナリストの必須要素とされ

るデータ分析能力、そしてエンジニアとしてプログラミング能力を身につけ、オープ

ンデータ・ジャーナリズムといわれるような、世の中にすでに存在する情報の中から

「真実」を見抜くための力、無数にある情報を整理しわかりやすく提示する力を実習

を通じて学修する。 

＜講義計画＞ 

（1）オシントとは何か～イントロダクション 

（2）事例研究：ウクライナ戦争 ほか最新事例 

（3）政府の事業や予算を分析する 

（4）各種地方自治体の事業を分析する 

（5）各種団体の事業を分析する 

（7）実践 

（8）政治家の資産・資金の流れを分析する 

（9）入札情報からわかること 

（10）補助金情報からわかること 

（11）企業情報からわかること 

（12）不動産情報からわかること 

（13）公開個人データからわかること 

（14）実践 

（15）実践発表・まとめ 
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＜授業で実施するアクティブラーニング＞ 

 講義内で「ディスカッション、ディベート」を実施するなど、少人数講義のメリットを

最大限生かし、常に履修学生との対話の中で理解度を確認しつつ、講義を進める。 

教科書・参考書 

熊田保伸『記者のためのオープンデータ活用ハンドブック』新聞通信調査会、ほんと

うの裁判公開プロジェクト『記者のための裁判記録閲覧ハンドブック』新聞通信調

査会 

成績評価方法・基準 

(1)成績評価方法 

単なる知識の習得にとどまらず、与えられたテーマについて論ずる力を確認する 

随時課題の提出を求める 

(2)成績評価基準・配分等 

到達目標として、以下の基準で評価する 

・提出課題及び授業への貢献度を綜合的に評価する（課題 30％、貢献度 70％） 

・１００～９０点：Ｓ、８９～85点：Ａ+、８４～80点：Ａ、７９～７５点：Ｂ＋、７４～７０ 

 点：Ｂ、６９～６５点：Ｃ＋、６４～６０点：Ｃ、59点以下：不合格 

履修上の留意点 

Google クラスルームを活用し、毎回の講義に関連する資料を提示し、予習や復習

に供するとともに、学生からの質問に対するフィードバック（回答）を可能な限り履

修者全員で共有する。 
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講義名 デジタル情報表現演習 

職名／担当教員 教授／福冨 忠和 

期間 前期 

開講区分／校舎 生田 

配 当 文学研究科ジャーナリズム学専攻 修士 2年次 

単 位 2 

 

講義内容 

＜テーマ＞ 

デジタル情報表現にかかる基本技能の修得 

 

＜到達目標＞ 

 学生が、映像制作や基礎的な平面デザイン、ＤＴＰやデジタルパブリッシングなど

のビジュアルデザイン能力の技能を修得することを目標とする。 

 ジャーナリズム学とりわけ本専攻において必要な基礎的なスキル、知識を学ぶた

めの学修の基礎となる知識と研究手法を学ぶにあたり、DP の「ジャーナリズム学の

対象領域や関連諸分野に関する幅広い学識を修得している」およびCPの「現代ジ

ャーナリズムが直面する特定の主題や課題の多様性に関する専門知識と総合的に

判断し対処する能力を修得するための科目を配置する」に対応するものである。 

 

＜講義概要＞ 

 授業では、履修者の既修得レベルに合わせ、専門分野の先行研究の論文や文献

を十分に理解させ、現在の研究水準の動向や研究調査のアプローチ方法を学ぶ。

同時に、論文執筆の準備作業として基礎的なデータ収集、本調査に向けての試行

を実践するなどし、論文執筆のための基礎を学修する。 

 

＜講義計画＞ 

（1）情報表現の必要な技能とは何か～イントロダクション 

（2）事例研究：ウクライナ戦争 ほか最新事例 

（3）平面、映像の基礎 

（4）インタラクション、インターフェースデザイン 

（5）具体的な活用手法 

（7）実践 

（8）基本的なプログラミング 

（9）実践 

（10）平面デザイン（応用） 

（11）デジタルパブリッシング（応用） 

（12）ＤＴＰ（応用） 

（13）実践 

（14）視覚伝達のための原理とデザインに対する基本的な考え方 

（15）実践発表・まとめ 
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＜授業で実施するアクティブラーニング＞ 

 講義内で「ディスカッション、ディベート」を実施するなど、少人数講義のメリットを

最大限生かし、常に履修学生との対話の中で理解度を確認しつつ、講義を進める。 

教科書・参考書  

成績評価方法・基準 

(1)成績評価方法 

単なる知識の習得にとどまらず、与えられたテーマについて論ずる力を確認する 

随時課題の提出を求める 

(2)成績評価基準・配分等 

到達目標として、以下の基準で評価する 

・提出課題及び授業への貢献度を綜合的に評価する（課題 30％、貢献度 70％） 

・１００～９０点：Ｓ、８９～85点：Ａ+、８４～80点：Ａ、７９～７５点：Ｂ＋、７４～７０ 

 点：Ｂ、６９～６５点：Ｃ＋、６４～６０点：Ｃ、59点以下：不合格 

履修上の留意点 

Google クラスルームを活用し、毎回の講義に関連する資料を提示し、予習や復習

に供するとともに、学生からの質問に対するフィードバック（回答）を可能な限り履

修者全員で共有する。 
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講義名 ジャーナリズム学研究法 

職名／担当教員 教授／野口 武悟 

期間 前期 

開講区分／校舎 生田 

配 当 文学研究科ジャーナリズム学専攻 修士 １年次 

単 位 ２ 

 

講義内容 

＜テーマ＞ 

 ジャーナリズムとはいかなる営みであるのか。理念と通念を検証し、マスメディア、

ソーシャルメディアによって多様なつながりを持つようになった現代社会の中でのそ

の位置づけを考察し、新たな時代を導くうえで有意義に機能するジャーナリズム観

を育む。 

 

＜到達目標＞ 

 学生に、学位論文の作成に向けての課題の設定、研究手法の選択と実施方法、

論文の基本的技法などの力を身につけさせる。 

 ジャーナリズム学研究の総仕上げとしての修士論文執筆のため、ＤＰの「ジャーナ

リズム学の諸課題を主体的に探究するための研究能力を修得している」およびＣＰ

の「批判的思考の基盤となる調査・分析手法と様々な課題にそれらを適用し解決す

るための研究能力や研究倫理を修得するための科目を配置する」に対応するもの

である。 

 

＜講義概要＞ 

 履修者の既修得レベルに合わせ、専門分野の先行研究の論文や文献を十分に理

解させ、現在の研究水準の動向や研究調査のアプローチ方法を学ぶ。同時に、論

文執筆の準備作業として基礎的なデータ収集、本調査に向けての試行を実践する

などし、論文執筆のための基礎を学修する。 

 

＜講義計画＞ 

 演習形式により授業を行う。履修者の既修得レベルに合わせ、専門分野の先行研

究の論文や文献の探索・収集方法を十分に理解したうえで、現在の研究水準の動

向や研究調査のアプローチ方法を学ぶ。同時に、論文執筆の準備作業として基礎

的なデータ収集、本調査に向けての試行を実践するなどし、論文執筆のための基礎

を学修する。 

（1）研究とは何か 

（2）先行研究の探索とレビュー 

（3）研究課題の設定と適切な研究方法の選択 

（4）主な研究方法（1）：質問紙調査法 

（5）主な研究方法（2）：メディア分析法 

（6）主な研究方法（3）：参与観察法 

（7）主な研究方法（4）：インタビュー法 
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（8）主な研究方法（5）：ライフヒストリー法 

（9）主な研究方法（6）：その他 

（10）研究の倫理 

（11）学術論文の構造と構成 

（12）学術論文の文章技法 

（13）研究の構想と計画（1）：履修者による研究構想・計画の設計 

（14）研究の構想と計画（2）：履修者による研究構想・計画の発表 

（15）全体の振り返りとまとめ 

 

＜授業で実施するアクティブラーニング＞ 

毎回、グループワークの時間を設け、履修者相互のディスカッションを通して、理

解を深めるよう促す。 

教科書・参考書 
毎回、授業内容に適した複数の文献を事前に提示する。図書館等で入手し、事前に

精読のうえ、履修することが求められる。 

成績評価方法・基準 

(1)成績評価方法 

各回の振り返りシートと研究構想・計画書の提出及び発表により評価する。 

(2)成績評価基準・配分等 

到達目標の達成状況について、次の配分で評価する。 

・振り返りシート：30 点（2 点×15 回）、研究構想・計画書の内容：40 点、研究構

想・計画書の発表：30点 

・１００～９０点：Ｓ、８９～85点：Ａ+、８４～80点：Ａ、７９～７５点：Ｂ＋、７４～７０ 

 点：Ｂ、６９～６５点：Ｃ＋、６４～６０点：Ｃ、59点以下：不合格 

履修上の留意点 

事前学習（予習）として、毎回の授業内容に適した複数の文献を事前に提示するの

で、図書館等で入手して精読する。また、事後学習（復習）として、振り返りシートを

作成し、授業当日中に LMS で提出する。振り返りシートに記載された受講学生か

らの質問等については、次の回の冒頭に回答・解説を加える。 

 

－設置等の趣旨（資料）－51－



�ÿ] ģē�ĵĚĥĐ�{w|~ 

÷]ÿç_}õ 
}ëÿ�u ���ßå ß�Úþ ÝO�ßó oÿ�ou ÿ�o¿ 

ók 

�� �~ 

��{Vÿi� �u 

Ý _ ç�|~ùģē�ĵĚĥĐ�^� ïû 1ÿ2 ~k 

[ O 8ÿÿ~kÿ4 [O�ÿ~kÿ4 [OÝÌÛ¦ïÿ 

�ÿÕû 

ÿı�Ďÿ 

ģē�ĵĚĥĐ�|~ýàýĀ|~kýãïß¿ýè�OĨçãßr 

ÿrÔþ{ÿ 

 ��à�ģē�ĵĚĥĐ�|~ýàýĀ|~kýãïßć�ó½��OĨçćß

rÊÐĀÈÝćþ{ÝÎĀ� 

 ģē�ĵĚĥĐ�|~ãÿßNÇÝÌÛãïûĨç÷�ãÔö�DU ã�ģē�ĵ

ĚĥĐ�ãúºÜć�_öàã~ÎĀÔöã|~ýÙćïßÌÛ¹Ā�¿ýè CU

ã�{vö}�ãÿöÝßĀ¿ÿ�V÷kýÝù5ßºÜàÒāþćù}Ìë~Î

ĀÔöã|~ýÙù|~Û©ćïßÎĀÔöãùþćÝ�ÎĀ�àÿßÎĀ÷ã

Ü·Ā� 

ÿ�ÿë�ÿ 

ÿd ßåßÿ 

 Ĥč�į{�ù�ãúºÜàÙ¹ÛåyV÷àýĀ_Ü|ûÝ�ÒãºÜãë~

àUÆÔĲ�ĪĠďēģĤć�}ÌÔ�Ûö}�¿ýè|~g^ćÌ»� 

ÿe ÚþÝOÿ 

 ģē�ĵĚĥĐ��č�ĖďĆ�ãúºÜàÙ¹Û�[{¹ÏË�ãkýć}¹

_Ü|ûÝºÜãë~àUÆÔ|~g^ćÌ»� 

ÿf ouÿÿ 

 ģē�ĵĚĥĐ��č�ĖďĆ�ãúºÜàÙ¹Û�đĲĎč�_Ĩãkýć}¹

ºÜã|~g^ćÌ»� 

ÿg ßóoÿÿ 

 ģē�ĵĚĥĐ��č�ĖďĆ�ãúºÜàÙ¹Û�÷þ¹åy�ãkýć}¹

_Ü|ûÝºÜãë~àUÆÔ|~g^ćÌ»� 

ÿd �u��ÿ 

 ß©à·ĄĀºÜàÙ¹Ûß©åyV÷àýĀ_Ü|ûÝ�ÒãºÜãë~à

UÆÔĲ�ĪĠďēģĤć�}ÌÔ�Ûö}�¿ýè|~g^ćÌ»� 

ÿe o¿ókÿ 

 ¯_à·ĄĀúºÜàÙ¹Û¯_åyV÷àýĀ_Ü|ûÝ�ÒãºÜãë~

àUÆÔĲ�ĪĠďēģĤć�}ÌÔ�Ûö}�¿ýè|~g^ćÌ»� 

ÿ�ÿ��ÿ 

－設置等の趣旨（資料）－52－



 �ÿ�_àýÿëmćÌ»�¦ï�ã÷�ı�Ďà\ĄÐ�ùWßg^ćÌ¹�

�OĨçãßrà^Ä��oà�ºÜãóû��o�~è_�ßÞćäÊô�g�ö

àä^�}õyõÁÓòÎĀ�ïûĨçrÿ~è_�ćßýÎĀ� 

 �ïĤĜģĕ�ěäïOã�ÿÜ·Ā� 

ÿ1ÿ ��ä�ïûĨçã_rć�o½Û���Áëþã_ÜoÛùĘēĚč{à

ßÍÔ|~ć²öÛ¹ÆĀý»�|~g^}õÝþÏÌÙÙ�|~ı�Ďćú

�ÎĀ�Èã����ä|~g^}õàýĀ|~g^ć×ÆßÁþ�ëþã|

~ı�ĎàÿØÔģē�ĵĚĥĐ�ã^�÷ÛćýöÛ¹ÄÈÝàßĀ� 

ÿ2ÿ ÿ~k�Åfàä�ÈāóÜã¦ïg^�|~g^ć�ÌÛ���ä�ëþã

|~ı�ĎćnþÀàÌÙÙ�|~ćÞãý»àëþãĘēĚčù�_Üãßý

àÙßÇÛ¹ÄÀúÛÎĀÈÝàßĀ�Èãÿ�Ü��ä�|~g^}õÝþÏ

ÌÙÙ���ãĀĮĚěęđģĴćSV_wã»½�ïûĨçãı�Ďć~ÛÎ

Ā� 

ÿ3ÿ ÿ~kÿoOíćöÞà�|~g^}õÁ\�ÎĀ}�ã�OĨço�y

^_à¿¹Û���ä�OĨção�y^ćÌ¹�|~ã²wöíùÒãf

ùÜã|~rÿãú�ć×ÆĀ� 

ÿ4ÿ ÿ~k10ooíćöÞà�|~g^}õã»ÿã÷Ý���äïûĨçãÜ

þć��öÏÛºÛÛàóûÎĀ�óûÊāÔÜþàÿÚÂ�^�_ûàÛ�

ÿ��ÿÁøÛÊāĀ�ß¿Üþóûà·ÔØÛä�|~ã²wöíßÞć�

ÂÌÙÙ�Ï_à|~g^}õàg^ć×ÆĀ� 

ÿ5ÿ ÿ~kÿoNíćöÞà�|~g^}õã÷Ý���Áóû�åóÜà�O

ĨçćßrÎĀÈÝÁÜÂĀý»g^ć×ÆĀ�ïûĨçãßrßä���à

�íć_rÊÐ�oçÝ·ĄÐÛ�åóÜàóûÎĀ� 

ÿ6ÿ ÿ~kÿoOíà�}�ã�OĨç|~~è_à¿¹Û|~rÿć~èÎ

Ā�|~g^}õãg^ã÷Ý���ä�OĨç|~~è_à¿¹ÛùWà

~èćÌ»ÈÝÁÜÂĀý»�~èÕûùýýàÙ¹ÛÏ_àg^ć×ÆĀ�\

|~~è_Üã~èàÿÌÛä��ÝÌÛ�ÿÝ�ÿàýĀó½î_ć×ÆĀ

ÈÝàßĀ� 

ÿëmÜßýÎĀčĚıĎĆę�ûģěÿ 

ïÞ�ěě�ćğ�Ěãf�ć¯Æ�¦ï�þÞãĲĎĤĖĮĢėģć�ÌÛ�õ

_ãëíćÎĀý»ÏÎ� 

}ùþ�Ó�þ 

r~ßïýý�ÿþ 

(1)r~ßïýý 

ïûĨçãóûÛè~èàýÿßïÎĀ� 

(2)r~ßïÿþ�ÝV{ 

ĨçãÕûÿ70 ù�~è¿ýèó½î_ÿ30 ù� 

�ÿÿÿÿÿÿùÿÿ�ÿÿÿ85 ùÿÿ+�ÿÿÿ80 ùÿÿ�ÿÿÿÿÿùÿÿÿ�ÿÿÿÿÿ 

－設置等の趣旨（資料）－53－



ùÿÿ�ÿÿÿÿÿùÿÿÿ�ÿÿÿÿÿùÿÿ�59 ùïOÿO\|

¦ïNã»où 

Ï_�ÿÿÎÿÿÝÌÛ�ïÞãëmÕûàùÌÔ�uãç�ćÏ_àó{ÎĀã

Ü�÷þ¹{ÜukÌÛþ¯ÎĀ�óÔ�Ïß�ÿÿÿÿÿÝÌÛ�oÿßÿĢ�ĳć

_rÌ�ëm_åoà OPX ÜóûÎĀ�oÿßÿĢ�ĳà��ÊāÔ×���À

þãî_{àÙ¹Ûä�kãÞãÓ½àÞ��ë®ćò½Ā� 

－設置等の趣旨（資料）－54－



講義名 特殊問題特論 

職名／担当教員 
教授／飯沼 健子、金井 雅之、大矢根 淳、嶋根 克己、中野 英夫、

神原 理、鈴木 奈穂美、稲田 十一、永島 剛 

期間 前期 

開講区分／校舎 生田 

配 当 全 修士 1 年次・2 年次 

単 位 2 

 

講義内容 

＜テーマ＞ 

アジアにおけるソーシャル・キャピタル／ウェルビーイング 

 

＜到達目標＞ 

 アジアの人々の生活・価値観で重要な役割を果たしているソーシャル・キャピタル

（社会関係資本）とソーシャル・ウェルビーイング（安寧・福祉・幸福）の基本的概念を

理解し、分析アプローチとして個別の研究テーマに適用し探索できることを到達目

標とする。 

 DP の「ジャーナリズム学の対象領域や関連諸分野に関する幅広い学識を修

得している」および CP の「現代ジャーナリズムが直面する特定の主題や課題

の多様性に関する専門知識と総合的に判断し対処する能力を修得する」に対応

するものであり、本学大学院においては、グローバル化の進展など社会の変化に対

応し幅広い視点を高めることを目的として、全専攻（修士課程）における「共通科

目」として配置する科目である。 

 

＜講義概要＞ 

20世紀後半の世界は、市場経済とグローバリゼーションの成果と果実を享受し

てきた。もう一方で、格差の増大、経済・金融危機、地球環境の悪化、大災害時の脆

弱性、パンデミック、そして戦争の勃発等、世界的課題は深刻さを増しており、21世

紀の国民経済や市民社会の安定性・持続性が懸念される。特に目覚ましい経済成

長を遂げてきたアジア諸国では、その急速な社会経済変化により、伝統的な生業の

あり方・社会制度・価値観が急変している。こうした多岐に渡る問題に対応する学

際的な分析枠組みとして、ソーシャル・キャピタルは信頼・互酬性・ネットワークに、ま

たソーシャル・ウェルビーイングは社会的繋がりにおける安寧に焦点を当てたもので

あり、社会・経済・政治等諸分野で応用できる概念である。 

本講義では、ソーシャル・キャピタルとソーシャル・ウェルビーイングの理論と実証

の理解を基に、これらの概念と分析アプローチを用いて、アジアの人々が直面する

諸問題もしくは受講者の関心分野を分析し、新たな考察を導き出す。 

講義内容の主要な部分は、文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業

である社会関係資本研究センター（平成21～25年度）、ソーシャル・ウェルビーイン

グ研究センター（平成26～30年度）およびその後続研究事業に基づいている。特

にソーシャル・ウェルビーイング研究センターは、アジア7カ国の研究協力機関と国

際的コンソーシアムを形成し、各国でソーシャル・ウェルビーイングの状況と規定要
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因を明らかにする”Social Well-Being Survey in Asia (SoWSA)”（「ソーシ

ャル・ウェルビーイング・アジア調査」）を実施した。このデータセットは韓国のソウル

国立大学アジア研究所社会科学資料院（Korea Social Science Data 

Archive: KOSSDA）にて研究用に一般公開されている。 

こうした実績を踏まえ、本講義はこれらの国際研究協力の成果を全研究科の大

学院教育に還元することを目指し、国際的な共同研究の実例を学ぶ機会を提供す

る。講義形態は各項目の講義者が異なるオムニバス形式で実施し、海外の主要な

研究協力者によるオンライン講義（通訳あり）も行う。生田校舎での受講は対面で

行い、神田校舎の履修者は生田校舎での対面受講またはオンライン受講のいずれ

も可とする。 

 

＜講義計画＞ 

 １．講義ガイダンス：ソーシャル・キャピタル（SC）／ソーシャル・ウェルビーイング

（SWB）の紹介、受講者の研究テーマとの関連について討論（飯沼健子【専修

大学経済学部教授】） 

 2．ソーシャル・キャピタル（SC）／ソーシャル・ウェルビーイング（SWB）の視点、

SC 研究事業と SWB 研究事業での「ソーシャル・ウェルビーイング・アジア調

査」の概要（飯沼健子【専修大学経済学部教授】、ゲストスピーカー：原田博夫

【専修大学名誉教授】） 

 3．「ソーシャル・ウェルビーイング・アジア調査」とインタビュー調査からみるアジア

におけるソーシャル・キャピタル（SC）／ソーシャル・ウェルビーイング（SWB）の

制度的・文化的文脈の共通性と多様性（金井雅之【専修大学人間科学部教

授】） 

 4．「ソーシャル・ウェルビーイング・アジア調査」から読み解く社会防災意識（日本

と中国・台湾の比較を通して）（大矢根淳【専修大学人間科学部教授】） 

 ５．「ソーシャル・ウェルビーイング・アジア調査」：葬送儀礼からみるアジア社会（嶋

根克己【専修大学人間科学部教授】） 

 ６．ソーシャル・キャピタル（SC）と経済・財政（中野英夫【専修大学経済学部教

授】） 

 ７．SDGs とソーシャル・キャピタル（SC）／ソーシャル・ウェルビーイング（SWB）

（タイ・アジア）（飯沼健子【専修大学経済学部教授】、ゲストスピーカー：スリチ

ャイ・ワンゲーオ【チュラーロンコーン大学教授】） 

 ８．ジェンダーとソーシャル・キャピタル（SC）／ソーシャル・ウェルビーイング

（SWB）（アジア）（飯沼健子【専修大学経済学部教授】） 

 ９．「ソーシャル・ウェルビーイング・アジア調査」の結果（フィリピン・アジア）（飯沼健

子【専修大学経済学部教授】、ゲストスピーカー：エマ・ポリオ【アテネオ・デ・マ

ニラ大学教授】） 

 10．ワークライフバランスと幸福度（神原理【専修大学商学部教授】） 

 11．ソーシャル・ウェルビーイング（SWB）と福祉社会（日本）（鈴木奈穂美【専修大

学経済学部教授】） 

 12．ソーシャル・キャピタル（SC）と社会構造（モンゴル）（飯沼健子【専修大学経済
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学部教授】、ゲストスピーカー：中村知子【茨城キリスト教大学兼任講師】） 

 13．ソーシャル・キャピタル（SC）にみるカンボジアの近代化と社会変容（稲田十一

【専修大学経済学部教授】） 

 14．ソーシャル・キャピタル（SC）と人々の健康をめぐる歴史学（永島剛【専修大学

経済学部教授】） 

 15．アジアにおけるソーシャル・キャピタル（SC）／ソーシャル・ウェルビーイング

（SWB）の展望、レポート発表と討論（飯沼健子【専修大学経済学部教授】） 

 

＜授業で実施するアクティブラーニング＞ 

毎回、グループワークの時間を設け、履修者相互のディスカッションを行う。 

教科書・参考書 

専修大学社会関係資本研究センター『社会関係資本研究論集』（第1号、2010年3

月）（第2号、2011年3月）（第3号、2012年3月）（第4号、2013年3月）（第5号、

2014年2月）．  

The Senshu Social Capital Review, Center for Social Capital 

Studies, Institute for the Development of Social Intelligence, 

Senshu University, No.1, July 2010; No.2, August 2011; No.3, 

August 2012; No.4, July 2013; No.5, February 2014.  

専修大学ソーシャル・ウェルビーイング研究センター『ソーシャル・ウェルビーイング

研究論集』（第１号、2015年3月）（第2号、2016年3月）（第3号、2017年3月）（第

4号、2018年3月）（第5号、2019年3月）． 

The Senshu Social Well-being Review, Center for Social Well-

being Studies,Institute for the Development of Social 

Intelligence, Senshu University, No.1, March 2015; No.2, March 

2016; No.3, September 2016; No.4, October 2017; No.5, 

December 2018; No. 6, December 2019; No. 7, December 2020; 

No. 8, December 2021; No. 9, December 2022; Social Well-Being 

Review, No. 10, December 2023. 

成績評価方法・基準 

(1)成績評価方法 

最終回（第 15 回）の講義における発表・討論とそれらを経て提出するレポートお

よび、各回講義における討論・授業内課題の内容により評価する。 

(2)成績評価基準・配分等 

・最終回（第 15 回）の講義における発表・討論とそれらを経て提出するレポート 80

点（① ソーシャル・キャピタルまたはソーシャル・ウェルビーイングの分析アプローチ

を適用して個別の問題または研究テーマ分析 40 点、② ①によりどのような新た

な知見が得られるかの検討 40 点） 

・各回授業における討論・授業内課題 20 点 

・１００～９０点：Ｓ、８９～85 点：Ａ+、８４～80 点：Ａ、７９～７５点：Ｂ＋、７４～７０

点：Ｂ、６９～６５点：Ｃ＋、６４～６０点：Ｃ、59 点以下：不合格 

履修上の留意点  
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専修大学研究倫理委員会規程 

（目的及び設置） 

第１条 専修大学（以下「本学」という。）に、専修大学学術研究倫理憲章に定める研究倫

理の適切性を確保するため、専修大学研究倫理委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

（定義） 

第２条 この規程において「研究倫理」とは、法令、本学の諸規程等を遵守し、研究活動

において責任のある行為を担保することをいう。 

（業務） 

第３条 委員会の業務は、次のとおりとする。 

(1) 研究倫理に係る諸規程等に関すること。 

(2) 人を対象とする研究の実施計画、出版公表計画等の倫理審査に関すること。 

(3) 学長からの生命科学・医学系研究倫理に係る諮問事項に関すること。 

(4) 研究倫理に係る研修及び教育に関すること。 

(5) 前各号に掲げるもののほか、委員会が研究倫理の適切性を確保するために必要と

認める事項に関すること。 

（構成） 

第４条 委員会は、次に掲げる者をもって構成する。 

(1) 学長 

(2) 学部長 

(3) 法科大学院長 

(4) 前３号に掲げる者のほか、学内外の有識者から学長が指名する者 若干名 

（委員の任期） 

第５条 前条第１号から第３号までの委員の任期は、当該職にある期間とする。 

２ 前条第４号の委員の任期は、２年とする。ただし、当該委員が欠けた場合における補

欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

３ 前条第４号の委員は、再任されることができる。 

（委員長及び副委員長） 

第６条 委員会に、委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は、第４条第１号の委員をもって充てる。 

３ 委員長は、委員会の業務を統括する。 

４ 副委員長は、委員のうちから委員長が指名する。 

５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代行する。 

（運営） 

第７条 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。 
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２ 委員会は、委員の過半数の出席をもって成立する。 

３ 委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、委員長の決す

るところによる。 

４ 委員会は、必要に応じて、委員以外の者の出席を求め、その意見を聴くことができる。 

（審査部会） 

第８条 委員会は、第３条第２号の業務の円滑化を図るため、専修大学における人を対象

とする研究倫理審査部会（以下「審査部会」という。）を置く。 

２ 審査部会は、審査対象に応じて、複数置くことができる。 

３ 審査部会の業務、構成等に関し必要な事項は、別に定める。 

（専門部会） 

第９条 委員会は、第３条第４号の業務の円滑化を図るため、必要に応じて、専門部会を

置くことができる。 

２ 専門部会の業務、構成等に関し必要な事項は、別に定める。 

（秘密保持義務） 

第10条 委員は、その職務上知ることのできた秘密を漏らしてはならない。その職を退い

た後も、同様とする。 

（事務所管） 

第11条 この規程に関する事務は、学長室学務課の所管とする。 

（規程の改廃） 

第12条 この規程の改廃は、委員会の議を経て学長が行う。 

附 則 

この規程は、令和３年７月30日から施行する。 
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専修大学における人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理規程 

目次 

第１章 総則（第１条―第５条） 

第２章 人を対象とする生命科学・医学系研究倫理審査委員会（第６条―第10条） 

第３章 研究の許可等（第11条―第18条） 

第４章 研究の実施（第19条―第21条） 

第５章 自己点検及び研修（第22条・第23条） 

第６章 情報の管理（第24条―第26条） 

第７章 雑則（第27条―第29条） 

附則 

第１章 総則 

（目的等） 

第１条 この規程は、専修大学（以下「本学」という。）における人を対象とする生命科

学・医学系研究のうち、侵襲を伴わないもの（軽微な侵襲を伴うものを含む。以下「対

象研究」という。）に関し必要な事項を定めることにより、人間の尊厳及び人権を守り、

研究の適正な実施を図ることを目的とする。 

２ 本学において対象研究に携わる者は、人を対象とする生命科学・医学系研究に関する

倫理指針（令和３年文部科学省・厚生労働省・経済産業省告示第１号。以下「生命・医

学系指針」という。）を遵守するよう努めなければならない。 

（定義） 

第２条 この規程において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところに

よる。 

(1) 人を対象とする生命科学・医学系研究 人を対象として、次に掲げる行為を通じて、

国民の健康の保持増進又は患者の傷病からの回復若しくは生活の質の向上に資する

知識を得ることを目的として実施される活動をいう。 

ア 傷病の成因（健康に関する様々な事象の頻度及び分布並びにそれらに影響を与え

る要因を含む。）の理解 

イ 病態の理解 

ウ 傷病の予防方法の改善又は有効性の検証 

エ 医療における診断方法及び治療方法の改善又は有効性の検証 

(2) 侵襲 研究目的で行われる、穿刺、切開、薬物投与、放射線照射、心的外傷に触れ

る質問等によって、研究対象者の身体又は精神に傷害又は負担が生じることをいう。

侵襲のうち、研究対象者の身体又は精神に生じる傷害又は負担が小さいものを「軽微

な侵襲」という。 
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(3) 介入 研究目的で、人の健康に関する様々な事象に影響を与える要因（健康の保持

増進につながる行動及び医療における傷病の予防、診断又は治療のための投薬、検査

等を含む。）の有無又は程度を制御する行為（通常の診療を超える医療行為であって、

研究目的で実施するものを含む。）をいう。 

(4) 試料・情報 人体から取得された試料及び研究に用いられる情報をいう。 

(5) 既存試料・情報 試料・情報のうち、次に掲げるいずれかに該当するものをいう。 

ア 研究計画書が作成される前までに既に存在する試料・情報 

イ 研究計画書が作成された以後に取得された試料・情報であって、取得の時点にお

いては当該研究計画書の研究に用いられることを目的としていなかったもの 

(6) 研究対象者 次に掲げるいずれかに該当する者（死者を含む。）をいう。 

ア 研究を実施される者（研究を実施されることを求められた者を含む。） 

イ 研究に用いられることとなる既存試料・情報を取得された者 

(7) 研究機関 研究が実施される法人若しくは行政機関又は研究を実施する個人事業

主（試料・情報の保管、統計処理その他の研究に関する業務の一部についてのみ委託

を受けて行われる場合を除く。）をいう。 

(8) 共同研究機関 研究計画書に基づいて研究を共同して実施する研究機関（当該研

究のために研究対象者から新たに試料・情報を取得し、他の研究機関に提供を行う機

関を含む。）をいう。 

(9) 試料・情報の収集・提供を行う機関 研究機関のうち、試料・情報を研究対象者か

ら取得し、又は他の機関から提供を受けて保管し、反復継続して他の研究機関に提供

を行う業務を実施するものをいう。 

(10) 研究者等 研究責任者その他の研究の実施（試料・情報の収集・提供を行う機関

における業務の実施を含む。）に携わる者（研究機関に所属する者以外であって、新

たに試料・情報を取得し研究機関に提供のみを行うもの、既存試料・情報の提供のみ

を行うもの又は委託を受けて研究に関する業務の一部についてのみ従事するものを

除く。）をいう。 

(11) 研究責任者 研究の実施に携わるとともに、本学において当該研究に係る業務を

統括する者をいう。 

(12) 個人情報 生存する個人に関する情報であって、次に掲げるいずれかに該当する

ものをいう。 

ア 当該情報に含まれる氏名、生年月日その他の記述等（文書、図画若しくは電磁的

記録（電磁的方式（電子的方式、磁気的方式その他人の知覚によっては認識するこ

とができない方式をいう。第14号イにおいて同じ。）で作られる記録をいう。）に

記載され、若しくは記録され、又は音声、動作その他の方法を用いて表された一切

の事項（個人識別符号を除く。）をいう。以下同じ。）により特定の個人を識別す
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ることができるもの（他の情報と照合することができ、それにより特定の個人を識

別することができることとなるものを含む。） 

イ 個人識別符号が含まれるもの 

(13) 個人情報等 個人情報に加えて、個人に関する情報であって、死者について特定

の個人を識別することができる情報を含めたものをいう。 

(14) 個人識別符号 次に掲げるいずれかに該当する文字、番号、記号その他の符号の

うち、個人情報の保護に関する法律施行令（平成15年政令第507号）その他の法令に定

めるものをいう。 

ア 特定の個人の身体の一部の特徴を電子計算機の用に供するために変換した文字、

番号、記号その他の符号であって、当該特定の個人を識別することができるもの 

イ 個人に提供される役務の利用若しくは個人に販売される商品の購入に関し割り

当てられ、又は個人に発行されるカードその他の書類に記載され、若しくは電磁的

方式により記録された文字、番号、記号その他の符号であって、その利用者若しく

は購入者又は発行を受ける者ごとに異なるものとなるように割り当てられ、又は記

載され、若しくは記録されることにより、特定の利用者若しくは購入者又は発行を

受ける者を識別することができるもの 

(15) 有害事象 実施された研究との因果関係の有無を問わず、研究対象者に生じた全

ての好ましくない又は意図しない傷病又はその徴候（臨床検査値の異常を含む。）を

いう。 

（研究者等の責務） 

第３条 研究者等は、この規程に定めるもののほか、生命・医学系指針に定めるところに

より、次に掲げる事項について、基本的責務を有する。 

(1) 研究対象者等への配慮 

(2) 研究の倫理的妥当性及び科学的合理性の確保等 

(3) 研究に関する倫理並びに当該研究の実施に必要な知識及び技術に関する教育及び

研修の享受 

（研究責任者の責務） 

第４条 研究責任者は、この規程に定めるもののほか、生命・医学系指針に定めるところ

により、次に掲げる事項について、基本的責務を有する。 

(1) 研究計画書の作成及び研究者等に対する研究計画書の遵守徹底 

(2) 研究の進捗状況の管理及び監督並びに有害事象等の把握及び報告 

(3) 研究実施後の研究対象者への対応 

（学長の責務） 

第５条 学長は、この規程に定めるもののほか、生命・医学系指針に定めるところにより、

次に掲げる事項について、基本的責務を有する。 
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(1) 対象研究に対する総括的な監督 

(2) 研究実施のための体制、諸規程の整備等 

(3) 対象研究の許可等 

第２章 人を対象とする生命科学・医学系研究倫理審査委員会 

（設置） 

第６条 本学に、対象研究の研究計画が生命・医学系指針に適合しているか否かを審査し、

学長に意見を述べるため、人を対象とする生命科学・医学系研究倫理審査委員会（以下

「審査委員会」という。）を置く。 

（構成） 

第７条 審査委員会は、次に掲げる者をもって構成する。 

(1) 医学、医療その他の自然科学の分野に関する有識者 若干名 

(2) 倫理学、法律学その他の人文社会科学の分野に関する有識者 若干名 

(3) 一般の立場から研究対象者の観点を含めた意見を述べることができる者 若干名 

２ 審査委員会は、５名以上の委員で構成し、本学に所属していない者を２名以上含める

とともに、男女両性で構成しなければならない。 

（委員の委嘱及び任期） 

第８条 委員は、学長が委嘱する。 

２ 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、

前任者の残任期間とする。 

３ 委員は、再任されることができる。 

（委員長及び副委員長） 

第９条 審査委員会に、委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は、学長が指名し、及び委嘱する。 

３ 委員長は、審査委員会の業務を統括する。 

４ 副委員長は、委員のうちから委員長が指名する。 

５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代行する。 

（運営） 

第10条 委員長は、審査委員会を招集し、その議長となる。 

２ 審査委員会は、次の各号の全ての要件を満たすときに成立する。 

(1) 第７条第１項各号の委員が、それぞれ１名以上出席すること。 

(2) 本学に所属していない委員が、２名以上出席すること。 

(3) 男性及び女性の委員が、それぞれ１名以上出席すること。 

(4) ５名以上の委員が出席すること。 

３ 審査委員会の議事は、出席委員の全会一致により行う。ただし、これによることが困

難な場合は、出席委員の３分の２以上の合意をもって決する。 
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４ 委員のうち審査の対象となる研究計画の実施に携わる者は、当該審査の議事に加わる

ことができない。 

第３章 研究の許可等 

（研究計画書の作成及び許可） 

第11条 研究責任者は、対象研究を実施しようとするときは、あらかじめ、研究計画書を

作成し、学長の許可を受けなければならない。許可を受けた研究計画を変更するときも、

同様とする。 

（審査） 

第12条 研究計画の審査を希望する研究責任者は、所定の申請書を学長に提出しなければ

ならない。 

２ 学長は、研究責任者から申請書の提出があったときは、その内容について、審査委員

会に審査させるものとする。 

３ 審査委員会は、研究計画が生命・医学系指針に適合しているか否かについて、本学及

び本学の研究者等の利益相反に関する情報も含めた倫理的観点及び科学的観点から、中

立かつ公正に審査を行い、学長に意見を述べるものとする。 

４ 審査委員会は、必要に応じて、研究責任者の出席を求め、申請内容等の説明を聴取す

ることができる。ただし、当該研究責任者は、審査の議論に参加することができない。 

５ 審査委員会は、必要に応じて、委員以外の識見を有する者の出席を求め、その意見を

聴くことができる。 

（迅速審査） 

第13条 委員長は、審査を行う研究計画が次の各号のいずれかに該当すると認める場合は、

委員長が指名する委員２名による審査（以下「迅速審査」という。）に替えることがで

きる。 

(1) 侵襲を伴わない研究であって介入を行わないもの 

(2) 軽微な侵襲を伴う研究であって介入を行わないもの 

(3) 他の研究機関と共同して実施される研究であって、当該研究の全体について、既に

共同研究機関による倫理審査を受け、その実施が適当である旨の意見を得ているもの 

２ 前項の規定にかかわらず、学長の許可を受けた研究計画の軽微な変更に関する審査は、

委員長が指名する委員１名により行うことができる。 

３ 迅速審査の結果は、審査委員会の意見として取り扱うものとする。 

４ 委員長は、迅速審査の結果を全ての委員に報告するものとする。 

（審査の判定） 

第14条 審査の判定は、次の各号のいずれかとする。 

(1) 承認（研究計画の実施は適当と判断するもの） 

(2) 条件付承認（一部修正することを条件として、研究計画の実施は適当と判断するも
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の） 

(3) 保留（継続審査）（引き続き審査を行うもの） 

(4) 不承認（研究計画の実施は不適当と判断するもの） 

(5) 非該当（研究計画が審査の対象とならないもの） 

（審査結果の報告） 

第15条 委員長は、速やかに、審査の結果を、学長に報告しなければならない。 

（研究計画の実施の許可、不許可等） 

第16条 研究計画の実施の許可、不許可等の決定は、専修大学研究倫理委員会（以下「委

員会」という。）の議を経て学長が行う。この場合において、学長は、審査委員会の審

査の判定が第14条第２号から第５号までのいずれかに該当する場合は、当該研究計画の

実施を許可してはならない。 

２ 学長は、前項前段の規定により研究計画の実施の許可、不許可等を決定したときは、

研究責任者に対し、審査の結果と共にその旨を通知しなければならない。 

（異議申立て） 

第17条 研究責任者は、次の各号のいずれかに該当する場合において、その決定に不服が

あるときは、その通知があった日から起算して14日以内に、その根拠となる資料を添え

て、文書により、学長に対し、異議を申し立てることができる。 

(1) 第14条の規定による審査の判定が条件付承認又は不承認となった場合 

(2) 第20条第４項の規定により研究計画の変更又は中止を勧告された場合 

２ 学長は、前項の規定による異議の申立てを受けたときは、速やかに、その内容につい

て、審査委員会に再審査させるものとする。 

３ 学長は、前項の規定による再審査の結果について、委員会の議を経て研究責任者に通

知しなければならない。 

（記録の保存） 

第18条 審査委員会による審査に関する記録の保存期間は、当該研究計画の終了又は中止

について報告のあった日から起算して５年間とする。 

２ 審査委員会は、保存期間を経過した記録のうち、更に保存の必要があると認めるもの

については、保存期間を５年以内の範囲で延長することができる。 

第４章 研究の実施 

（研究の実施） 

第19条 研究者等は、学長の許可を受けた研究計画に基づき、研究を実施しなければなら

ない。 

２ 研究者等は、学長の許可を受けた研究計画を変更しようとする場合は、その変更につ

いて、審査委員会の審査を経て、学長の許可を受けなければならない。 

（研究の実施状況の確認等） 
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第20条 学長は、必要があると認めるときは、研究責任者に対し、研究の実施状況につい

て報告させることができる。 

２ 研究責任者は、学長から研究の実施状況について報告を求められたときは、これに応

じなければならない。 

３ 審査委員会は、必要があると認めるときは、研究が研究計画に沿って適切に行われて

いるかについて、随時、実地調査をし、学長に対し、研究計画の変更又は中止その他当

該研究に関し必要な意見を述べることができる。 

４ 前項の規定による意見があった場合は、学長は、委員会の議を経て、当該研究責任者

に対し、研究計画の変更、中止等を勧告することができる。 

（研究終了後の対応） 

第21条 研究責任者は、研究を終了したとき（研究結果の公表をしたときを含む。）、又

は中止したときは、遅滞なく、文書により、学長に研究の終了又は中止を報告しなけれ

ばならない。 

２ 学長は、研究責任者から研究の終了又は中止の報告を受けたときは、審査委員会に、

研究結果の概要と併せて、研究の終了又は中止の報告があったことを文書により通知し

なければならない。 

第５章 自己点検及び研修 

（自己点検及び評価） 

第22条 学長は、本学における研究の適正な実施に必要な体制及び諸規程の整備状況が生

命・医学系指針に適合しているか否かについて、自己点検及び評価を行わなければなら

ない。 

（教育及び研修） 

第23条 学長は、研究者等に対し、研究に関する倫理並びに研究の実施に必要な知識及び

技術に関する教育及び研修を行わなければならない。 

２ 研究者等は、前項の教育及び研修を受けなければならない。 

３ 審査委員会の委員及びその事務に従事する者は、審査及び関連する業務を行うに当

たっては、事前に、並びに定期的に、倫理的観点及び科学的観点に基づく知識を習得す

るために必要な教育及び研修を受けなければならない。 

第６章 情報の管理 

（情報公開） 

第24条 審査委員会の組織及び運営に関する諸規程、委員の氏名及び所属並びに開催状況

及び審査の概要は、公表するものとする。ただし、審査の概要のうち、審査委員会が研

究対象者の人権又は研究者等の権利利益の保護のため非公開とすることが適当と認める

ものについては、この限りでない。 

（秘密保持義務） 
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第25条 委員は、その職務上知ることのできた秘密を漏らしてはならない。その職を退い

た後も、同様とする。 

（個人情報等の管理） 

第26条 学長は、研究者等並びに審査委員会の委員及びその事務に従事する者に対し、研

究の実施に伴い取得した個人情報等について、その安全管理が図られるよう必要な監督

を行わなければならない。 

２ 前項に規定する個人情報等の安全管理については、生命・医学系指針及び学校法人専

修大学個人情報保護規程に定めるところによる。 

第７章 雑則 

（雑則） 

第27条 この規程に定めるもののほか、この規程の実施に関し必要な事項は、委員会の議

を経て、学長が別に定める。 

（事務所管） 

第28条 この規程に関する事務は、学長室学務課の所管とする。 

（規程の改廃） 

第29条 この規程の改廃は、委員会の議を経て学長が行う。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規程は、令和３年７月30日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規程の施行の際現に行われている対象研究は、この規程の規定により学長の許可

を受けたものとみなす。 
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専修大学における人を対象とする研究倫理審査部会規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、専修大学における人を対象とする研究倫理審査部会（以下「審査部

会」という。）の業務、構成等に関し必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この規程において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところに

よる。 

(1) 人を対象とする研究 人文社会科学、自然科学その他の研究分野における臨床・臨

地的調査及び実験（個人又は集団を対象として、その行動、心身、環境等に関する情

報、データ等を収集し、又は採取する作業を含む。）をいう。 

(2) 研究者 専修大学に所属する教員、研究員その他専修大学において研究活動を行

う全ての者をいう。 

(3) 研究対象者 研究のために個人又は集団の特性としての思想、心情、身体行動、環

境等に関する情報、データ等を提供する者をいう。 

（業務） 

第３条 審査部会は、専修大学研究倫理委員会規程第３条第２号の人を対象とする研究の

実施計画、出版公表計画等（以下「研究計画等」という。）の実施について倫理審査（以

下「審査」という。）を行う。 

（構成） 

第４条 審査部会は、次に掲げる者をもって構成する。 

(1) 倫理学、法律学その他の人文社会科学の分野に関する有識者又は医学、医療その他

の自然科学の分野に関する有識者 ２名以上 

(2) 一般の立場から研究対象者の観点を含めた意見を述べることができる者 ２名以

上 

２ 審査部会は、５名以上の委員で構成しなければならない。 

（委員の委嘱及び任期） 

第５条 委員は、学長が委嘱する。 

２ 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、

前任者の残任期間とする。 

３ 委員は、再任されることができる。 

（部会長及び副部会長） 

第６条 審査部会に、部会長及び副部会長を置く。 

２ 部会長は、委員の互選により選出し、学長がこれを委嘱する。 

３ 部会長は、審査部会の業務を統括する。 
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４ 副部会長は、委員のうちから部会長が指名する。 

５ 副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故があるときは、その職務を代行する。 

（運営） 

第７条 部会長は、審査部会を招集し、その議長となる。 

２ 審査部会は、委員の過半数の出席をもって成立する。 

３ 審査部会の議事は、出席委員の３分の２以上の合意をもって決する。ただし、可否同

数の場合において、部会長が合意すれば出席委員の３分の２以上の合意となるときは、

部会長の決するところによる。 

４ 委員のうち審査の対象となる研究計画等の実施に携わる者は、当該審査の議事に加わ

ることができない。 

（審査） 

第８条 研究計画等の審査を希望する研究者（以下「申請者」という。）は、所定の申請書

を専修大学研究倫理委員会（以下「委員会」という。）の委員長に提出しなければならな

い。 

２ 審査部会は、審査の項目を明確にした上で、研究計画等の実施について、倫理的観点

及び科学的観点から、中立かつ公正に審査を行うものとする。 

３ 審査部会で審査を行うに当たっては、申請者が実施する研究計画等に関連する法令、

条例等及び関連する学会が定める指針を踏まえるものとする。 

４ 審査部会は、必要に応じて、申請者の出席を求め、申請内容等の説明を聴取すること

ができる。ただし、当該申請者は、審査の議論に参加することができない。 

５ 審査部会は、必要に応じて、委員以外の識見を有する者の出席を求め、その意見を聴

くことができる。 

（迅速審査） 

第９条 部会長は、審査を行う研究計画等が次の各号のいずれかに該当すると認める場合

は、部会長が指名する委員２名による書面審査（以下「迅速審査」という。）に替えるこ

とができる。 

(1) 審査部会で承認を受けた研究計画等の軽微な変更に関するもの 

(2) 審査部会で承認を受けた研究計画等に準ずるもの 

(3) 研究対象者に対する最小限の危機（日常生活で被る可能性のある身体的、心理的又

は社会的な危害の限度を超えない危険であって、社会的に許容される種類のものをい

う。）を超えることのないもの 

(4) 他の研究機関と共同して実施される研究計画等であって、当該研究計画等の全体

について、既に共同研究機関による審査を受け、その実施が適当である旨の意見を得

ているもの 

２ 迅速審査の判定は、両名の合意をもって決する。 
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３ 部会長は、迅速審査の結果を全ての委員に報告するものとする。 

４ 前項の規定による報告を受けた委員は、迅速審査の結果が次条第１号の「承認」以外

の場合には、部会長に対し、理由を付した上で再審査を求めることができる。この場合

において、部会長は、速やかに、審査部会を招集し、再審査を行うものとする。 

（審査の判定） 

第10条 審査の判定は、次の各号のいずれかとする。 

(1) 承認（研究計画等の実施は適当と判断するもの） 

(2) 条件付承認（一部修正することを条件として、研究計画等の実施は適当と判断する

もの） 

(3) 保留（継続審査）（引き続き審査を行うもの） 

(4) 不承認（研究計画等の実施は不適当と判断するもの） 

(5) 非該当（研究計画等が審査の対象とならないもの） 

（審査結果の通知及び報告） 

第11条 部会長は、速やかに、審査の結果を、申請者に通知するとともに、委員会に報告

しなければならない。 

２ 部会長は、委員会から請求があった場合には、審査の状況について報告しなければな

らない。 

（異議申立て） 

第12条 申請者は、次の各号のいずれかに該当する場合において、その決定に不服がある

ときは、その通知があった日から起算して14日以内に、その根拠となる資料を添えて、

文書により、部会長に対し、異議を申し立てることができる。 

(1) 迅速審査の判定が条件付承認又は不承認となった場合 

(2) 第15条第１項の規定により研究計画等の変更又は中止を勧告された場合 

２ 部会長は、前項の規定による異議の申立てを受けたときは、速やかに、審査部会を招

集し、再審査を行うものとする。 

３ 部会長は、前項の規定による再審査の結果を、申請者に通知するとともに、委員会に

報告しなければならない。 

（研究の実施） 

第13条 研究者は、審査部会の承認を受けた研究計画等に基づき、研究を実施しなければ

ならない。 

２ 研究者は、審査部会で承認を受けた研究計画等を変更しようとする場合は、その変更

について、審査部会の審査を受けなければならない。 

（研究の実施状況の確認） 

第14条 審査部会は、必要があると認めるときは、研究が研究計画等に沿って適切に行わ

れているかについて、随時、実地調査をすることができる。 
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（研究計画等の変更又は中止の勧告） 

第15条 部会長は、前条の規定による実地調査の結果、研究計画等の変更又は中止の必要

があると認める場合は、当該研究者に対し、その勧告をすることができる。 

２ 部会長は、前項の規定による勧告をした場合は、委員会に報告しなければならない。 

（情報公開） 

第16条 審査部会の組織及び運営に関する諸規程、委員の氏名及び所属並びに開催状況及

び審査の概要は、公表するものとする。ただし、審査の概要のうち、審査部会が研究対

象者の人権又は研究者の権利利益の保護のため非公開とすることが適当と認めるものに

ついては、この限りでない。 

（記録の保存） 

第17条 審査部会による審査に関する記録の保存期間は、当該研究計画等が終了し、又は

中止した日から起算して５年間とする。 

２ 審査部会は、保存期間を経過した記録のうち、更に保存の必要があると認めるものに

ついては、保存期間を５年以内の範囲で延長することができる。 

（秘密保持義務） 

第18条 委員は、その職務上知ることのできた秘密を漏らしてはならない。その職を退い

た後も、同様とする。 

（事務所管） 

第19条 この規程に関する事務は、学長室学務課の所管とする。 

（規程の改廃） 

第20条 この規程の改廃は、委員会の議を経て学長が行う。 

附 則 

この規程は、令和３年７月30日から施行する。 
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ÿ|~ßý��ÿ 

     ~     o     å 

wË�ÿ|~¬ÿ�ÿg^|~�ÿÿ 

b^û÷Oûo] 
 

|~ßý� b^û÷Oûo] 

ÿwË�xuz»|\~��uÿ  

|~ºÜ]  

ÿ. oñ·ó¿·üø�1{vûÿx~wË|ß�xz»{yv{²1ëývíy»²~wy2 

ÿ. ïO~¯_{ÿwv1Ntw²<�t={ú_y»|\�1_ú|~�|~{vûÿÿíxz»ÿ

ýg|rº~y2zz1wË|ß�z|\�1|~�Û_{1<ñ·ó¿·üøÿù_ÿ-1ÿ=1<|

~{vûÿwËþÿù_ÿ-1ÿ=1<|~��þÿù_ÿ-1ÿ=1Ûs<´óõ¹üðùû³ó»óøñ

·ó¿·üøÿù_ÿÿ={~wËþÞ²�÷ÿ�Ûºxóûwv�put2 

ÿ. ýî1bÏß~^{1gÝ{{¸º1b^�·~{vûÿ²×q»sx|Û±¹¼vt»|~{t

tv�1ßz{vûÿ~wË²Ì¿zq¼pzº~{³2tOnù|tvt~w�¹�÷ÿ�Ûº

{tþÏ�put2 

ÿ. ��û��ö�|Ìv|~�×{ttv�1g^}õ|¬ÿ²csv{vûÿx~wË²Ìv{v

{²víw1wË²Ìv|\�1g^}õ²|~¬ÿ�ÿg^|~�ÿxwvwËwv�put2 

ÿ. q\|~~ïè�~����²g^y»}õ�1^ï���Û|~{vóú1^ï��|~{v{

·y»¼´ùù´óÛsoñ·ó¿·üø²Ów~N1q\|~�´��{{ÿw1ùWz|~�

×~ÒÌ{ú±»¸vûv1g^~��û�²Ìsv�put2 

ÿsþgÿ 

1. þ�öû¯_ö~w{·¿¹z1rz�ë¯{1å~��wÿsºv»

ÿö²�x»sþ~��O{þ|�x»xÎóu¼»²~wy{ÿ 
6�t 6ttx 

2. |~ÿí�{ÿw1å~��wÿsºv»ÿö²�x»Oÿ�´öñ1

~��þ�ûßvöz¬÷´sû²Û|yÿýg|r»²~wy{ÿ 
6�t 6ttx 

3. Û×û�ý~ßý´1ßÏûwwû}~ÞÌú~vÖ1{vözï~ß

N{²Ìzvsx{¸º1|~ÿí�{å~��wÿsºv»ÿö²

�x»¯_özÿ�²Nx»1~��sc´Oÿ²�t»²~wy

{ÿ 

6�t 6ttx 

4. |~ÿíxz»[þ´Ö÷|ÿw²×q�º1}~}nöí´1×}û

÷mN~·Ï1r»t�ùöz·Ï{mû²Nx�ºy»z}¼~r

»åy~ßÖzy1|~ÿí�{��ö{O{þxz»¸vz²~w

y{ÿ 

6�t 6ttx 

5. þ�öû¯_ö~w{·¿¹z1ëm{ztv1å~��~ÿö²�x

»sþ´æÿ1O{þ²Nx»ÿýg~r»ß�´¿ÿ{{��²Ó

òu{»²~wy{ÿ 

6�t 6ttx 

ÿ´óõ¹üðùû³ó»óøÿ 

6. |~ÿí�oþ{¹´óõ¹üðùû³ó»óø²ß»sx|w}

zt²~wy{ÿ 
6�t 6ttx 

－設置等の趣旨（資料）－77－

profile
タイプライターテキスト
　【資料10-１】　



0þ²ÿíxy»|~1ñ·ó¿·üøÿ|~ßý��ÿ 

7. 18 {oî²ÿíxy»²~wy{ÿ 
6�t 6ttx 

8. �ûÿ÷öûþ�û¯_û}~Þÿ~r»þ²ÿíxy»²~wy

{ÿ 
6�t 6ttx 

9. õö´�ÿý¯1ÿyý¯{{ubwvt»þ1Ïÿök{r»þz

y1Þþ~o÷²×qz|¹��y»þ²ÿíxy»²~wy{ÿ 
6�t 6ttx 

10. _ú|~w�}y»sx{ttv~núz\ozw{ßÖu¼�å

y²{}y»²~wy{ÿ �pw1ýß{ÿutvßýu¼�¿ÿ

~÷ü¿´1ç{�]Wu¼�åyÿ{Û~[þ²Ûwy»sx|w

}zt²~wrsv1ÿßè|_ru¼vtzt²~{Ö»ÿ²{}

y»|\�ö}~y2 

6�t 6ttx 

ÿ÷ù´ð·ü_Üÿ 

11. [þ~oî{·¿»åy²ßÖy»²~w1{t[þ|{Ûu¼»²

~wy{ÿ 
6�t 6ttx 

ÿÞ}~|~ýýÿ 

12. Þ}û{ÿ~r»|~ýý²ã}y»zy1Nföwr¼|~ÿí�

²p~y²~wy{ÿ 
6�t 6ttx 

ÿ{þþßÿ 

13. |~ÿí�x~�{{þþß|rº~y{2Ïxp1rz��|~ÿ

í�~}�û\Úû×}�1~��«ï{wy{2|~ÿí�x~�

{_¹{~Û·Ï´È�·Ï�rº~y{2 

6�t 6ttx 

14. |~ÿí�ï_~·Ï�ÿ|~ÿí�~ÿïûúï1|~rÿ~¯�1

·³÷_{ÿx~�{n¹{{Ï_{Înu¼»{þþß�rº~y

{ÿ 

6�t 6ttx 

ÿyýÿ 

15. �Ñ~��Þ~Ñ¿ö�öÿî�¿}~Þ~ß¿²ö�ÿ²|~ÿí

�{{owv²~wy{ÿ  
6�t 6ttx 

ÿkÿ}ÿ 

16. _ø�·¸º1|~{vûÿÝõ_{~��²×q»sx²�Ëu¼

vt»²~wy{ÿ 

û |~ÏÑóßYÿù�|~¿{~}ö|~¿1}�÷_ Þÿ 

û ~èÎÛ~�Û×�û¸óüúûzy~÷��{ 

6�t 6ttx 

17. ß�1¿ÿ~kúg²�yzy1|~ÒÌN~k°²ßztvu{¸

º1|~ÏÑ~óßS´~èÎÛ~_ø�·1b^�_~{v�Û{

{ÿw1Nø÷ïwvt»ÿýg|r»2 

6�t 6ttx 

18. ß�1¿ÿ~kúg²�yzy1|~ÒÌN~k°²ßztvu{¸

º1åyßÖý¯´Ö÷~ýÝ1vþ1�Û{{ÿw1Nø÷ïwv

t»ÿýg|r»2 

6�t 6ttx 

ñ·ó¿�þ�ïNwy2 
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0þ²ÿíxy»|~1ñ·ó¿·üøÿûz��{ÿ 

 ù_ 1-A                

<þ²ÿíxy»|~{vûÿ={·y»ñ·ó¿·üø 

ÿûz}è��{ÿ 

     ~     o     å 

wË�ÿ|~¬ÿ�ÿg^|~�ÿÿ 

b^û÷Oûo] 
 

|~ßý� b^û÷Oûo] 

ÿwË�xuz»|\~��uÿ  

÷þûÞç{ 

¿´øû 
 

ûzåy 

ÿûz�1ûz~1ó��1ÿ÷{ÿ 
 

ÿ. oñ·ó¿·üø�1<ûz}è��{={ÿy»ñ·ó¿·üøwy2ûz}è��{²ßýy»

�{�}wv�put2 

ÿ. ÿÿoÏ�ÿ~¯_{ÿwv1Ntw²<ttx={ú_y»|\�1<ûz}è��{=~�öw

|ß�xzº~y2 

ÿ. ýî1bÏß~^{1gÝ{{¸º1b^�·{vÝõ_~ûÿ²×q»sx|Û±¹¼vt»û

z}è��{{ttv�1ßz{vûÿx~wË²Ì¿zq¼pzº~{³2tOnù|tvt~

w�¹�÷ÿ�Ûº{tþÏ�put2 

ÿ. ��û��ö�|Ìvûz}è��{{ttv�1g^}õ|¬ÿ²csv{vûÿx~wË²Ì

v{v{²víw1wË²Ìv|\�g^}õ²|~¬ÿ�ÿg^|~�ÿxwvwËwv�pu

t2 

ÿ. q\|~~ïè�~����²g^y»}õ�1^ï���Û|~{vóú1^ï��|~{v{

·y»¼´ùù´óÛsoñ·ó¿·üø²Ów~N1q\|~�´��{{ÿw1ùWzûz}

è��{~ÒÌ{ú±»¸vûv1g^~��û�²Ìsv�put2 

ÿÿoÏ�ÿ 

 Õ û ÿÿÿÿo 

1. ß�~õ¹üþóø�÷��{~g{²yyvÛsvt~y{ÿ 

ÿÿüùu1_�1úü¸�÷1Ì�1oço~_}�_1Ó�ç�1²

ö¹øù¿ø1õ±´û�_{ÿ 

6�t 6ttx 

2. ß�~ër�ùWwy{ÿ 

ÿ¿´øû1½üÿüù1²ö¹øù¿ø1´óøýð¿·÷ó1ýý1

}ÿx�ß1}Þ1Ó�ç�1Þ³1��1ìÙ1�ì{ÿ 

6�t 6ttx 

3. }ø{ÿþ�ztwy{ÿ 

ÿ÷ü¿~u\g1oçxè~ut~Nõ1�÷1nÛ[O1oço~_

}xÓ�ç�~ÿß{ÿ 

6�t 6ttx 

4. ×�åy�1ß�zåy|yyv�~¼vt~y{ÿ 

ÿ×�~o]ûb^û�÷1ïè×�~³}Y1ÿß�{ßxvÿ×�~b

^{·y»Ü¿Ï�{ÿ 

6�t 6ttx 

5. Ó�ç�~ûy�yyvn�u¼vt~y{ÿ~�1r¹¶»o÷{

��²ÿyvt~y{ÿ 

ÿÓwS~ûy1�ýûî�w�}wwr»sx²{y_}�1÷èÛs

×_{~Ý{}{ÿy»»þþ1��{ÿ 

6�t 6ttx 

;<ttx={ú_y»�þ|rº1ûz}è��{~�öw|ß�w�zt|\�}~vu²�� 

－設置等の趣旨（資料）－79－

profile
タイプライターテキスト
　【資料10-２】　



0þ²ÿíxy»|~1ñ·ó¿·üøÿûz��{ÿ 

ÿûz{v{·y»Ï�ÿ 

 Õ û ÿÿÿÿo 

1. �û²Þÿy»�±~ñ·ó¿ú¹ø 

7 Þç{þ{¼vt»|~x·Ï~r»t{z»|~²1ùW{_}y»ß�|r

º~y2 

7 w~ûz{{¹çú²_}y»x}�1�xx}¼|ëV~þt�çúwrsv

²1ûy²n{w1�tûx�²~w�ztÖº1}~çú²_}�wö�~y2 

7 w~ûz{{¹÷è²�Ùr»t�}_w�t|\�1 ×_kbo�~»ÿ²ß

v1{tÞçowûyS²_}wzq¼pzº~{³2 

6 

2. \fÝ�÷�²¶p�±~ñ·ó¿ú¹ø 

7 \f{2tïN~¸óüúû{Þç²÷�wv�tq~{³2 

7 r»¸óüúû{÷�w~Û²ßsvt»ökw1õ�{w~¸óüúû{}~

Þç²÷�wv�tq~{³2�u~÷�²Ìs�~~1�u~¸óüúû|\

xÞç²ó�×þy»sx{z¼p1Ý�÷�~ú¹¿²¬vsx{zº{}~

{³2 

6 

3. [Ýûzx_rûz²¶pñ·ó¿ú¹ø 

7 ºú¸úû~Þç²ûzS{¹»ÿ²ßz{1~�1}~Þç|ÿ»wr»s

x²ûz�{_xz{1ûz{²w~��{ÿ»wv�tq~{³2 

ÿÎkûz~þÙ²wvt»|\�1ßzïO~sx²Ìt~y2ÿ 

7 yq¹~Þç²Ý�zúµüñû¿¸¹ñ÷ó²svsx 

7 Þû~Þç²ùWzÿbw_}y»sx 

7 ¸óüúû~¸÷³¿ü{1»ðüü¿ü~owï_{ûw�ûz{{ttv

÷¹{»sx 

6 

4. ß{vöz|~²¶p�±~ñ·ó¿ú¹ø 

ÿ|~x~Óò�ÿ«��ÿ|òøwr»|\ÿ 

7 Ìs�kÿ}{ÿwv|~{vÝõ_{¹�ÿ²×q1Þçow�ÿ{ttv�

Ûwzq¼pzº~{³2 

7 N®{1Óò�Nþrxº{¹1|~x~Óò{ÿw1_²svþ÷{v´óõ

¹üðùû³ó»óø²ß»ß�|rº~y2~�1ÞçÕ{´óõ¹üðùû³

ó»óø²ß�sx{�Ûwzq¼pzº~{³2{{1�þ~kÿ}|�~x

uz»fÿÏxp1[y²1�û~r»ý{~|\ÿ�}~í²�Ûy»2 

7 Óò�~÷ù´ð·ü{Ýowzq¼pzº~{³2úµüñû¿¸¹ñ÷ó²

ë~y»�±{1Óò�²{Ûy»åy²Nx»sx|ß�Oÿkwr»|\ÿÏ

xp1ÏÏ|~ÿ1ã�~��ýößÿ�{¹þ÷w~´óõ¹üðùû³ó»ó

ø²ßv{¹wzq¼pÌsv�tq~{³2 

7 {�|~wr¼pßzøû·ó½û�ÿDeclaration of Helsinkiÿ{ßt1Þç

w²}~sx²�Ûwzq¼pzº~{³2 

ÿ|~{×{ß�r»t�sþ{|·¿svt»|\ÿ 

7 |~�ýîz¸sÛ�z¸sÿr»t�|~ý¯~ýÝÿARRIVE¼´ùù´óz

yÿ{ßt1·Ï_\ÿbÕ×{ß�Ýõ_x\{~²~ÿ¸ºß�~�ÿ²×

q1Þçw²}~sx{�Ûwzq¼pzº~{³2 

7 �}y»�{sþg~r»W�Õ1k�1ÙÕ²�s�|\�1_²�s�{

²nú{wzq¼pzº~{³2 

6 
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0þ²ÿíxy»|~1ñ·ó¿·üøÿûz��{ÿ 

5. ý_zy^¼´ùù´ó²�Ûy»�±~ñ·ó¿ú¹ø 

7 |~~Ý�zt÷²kú{{tß÷{y^y»�±{�1y^¼´ùù´ó²�

Ûy»ß�|rº~y2|~÷¶´ó|uz¼p1uz»y^¼´ùù´ó²�

Ûwzq¼pzº~{³2{�|~~|\�1EQUATORýóøÿü¿~¶·öµ´

ø²ñ·ó¿w1ëV~|~÷¶´ó{\vy^¼´ùù´óÿq_úWî�~

|\�CONSORT¼´ùù´ó1ÿ�|~~|\�STROBE¼´ùù´ó1ñ¿V÷~

|\�PRISMA1zyÿ|zt{²¿y1Þç{�·³~r»åy�ßzyyv�

±»¸v{wzq¼pzº~{³2 

6 

6. {þþß²nú{y»�±~ñ·ó¿ú¹ø 

7 |~{ÿw1ÏÑ´}~Þ~o÷ÿÙÕ1µüó¹zyÿ²×qxs�|\1Þç

owÏÑóß�´o÷�{��w��~o²ÿy~y2 

7 |~²ûzy»sx{¸º�ÿ²×q»}~´ýÕ{ztv1_¹{~}nö{

þ|r»|\�ÿÏxp1×}1³óµû¿óømÛ1Y}·Ï1�}Ñ1å¿~

ûr1cqjvþ1{»~��{»ûØzyÿ1\ù{Þçowènwzq¼pz

º~{³2 

6 

7. ×�~�þ²î�y{yv{²víy»�±~ñ·ó¿ú¹ø 

ºüµü·ó÷{ttv~¼´ùù´ó´cÿ�1Vß{¸svç~uzsvt~

y|1yyv~Vß{ù}u¼»q�~ßW²rº~y2 

ÿ×�xwv~�þ²î�y�±{ß�zsxÿ 

7 }~þ|1|~ëÿ1|~÷¶´ó1÷ü¿ßÖ1÷ü¿V÷1÷ü¿ëÙ{ÿw

ßîö{®�y» 

7 Þç~Ë�²þ�1r»t�1Ý�{t÷özÕû{·wvÞç²{vö{ïk

y» 

7 |~~yyv~ùw¬ÿ²¬vsx{\owvt» 

7 ×�xwvÞçw]_|r|»sx{\owvt» 

7 ¸óüúû{÷�w�Þçx1~è_~g�z²��wvt» 

6 

ñ·ó¿�þ�ïNwy2 
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ÿÏÛ\�uoÿ×Þ�÷           

 ù_ 2-1  

 

0þ²ÿíxy»|~1{vûÿwËþ 

þ²ÿíxy»|~{vûÿwËþ 

  ~   o   å 

^ï��|~{vûÿÝõ_Ýõ÷ ÿ 

                        |~{vûÿwË�ÿ|~¬ÿ�ÿg^|~�ÿÿ 

                            o   ]ÿ 

                            b^û÷Oÿ 

                            TEL / Õÿÿ 

                            E-mailÿ 
 

O�~|~{ttv1{vûÿ²wËt�w~y2 
 

� 
 

1.|~ºÜ]  

2.|~ßý� 

 

b^û÷Oûo]ÿÿ�Ī�ûö�{wË�xuz»|\��uÿ 

 

Telÿ                    E-mail: 

3.q\|~� b^û÷Oûo]û�r 

4.|~�� 

20  ~  o  å ÿ 20  ~  o  å 

5.ûÿ^�Ī_ 
 

6.Ï�ûÿ Ï�ûÿ²^�y»|\�1ú_y»ûÿ{ñ·ó¿²wv�put2 

6 ^ï��{zq»þ²ÿíxy»|~{vûÿĪ_�{ � 9 g� 1�� 1 ÷{ú_y»ûÿ 

6 ^ï��{zq»þ²ÿíxy»|~{vûÿĪ_�{ � 9 g� 1�� 2 ÷{ú_y»ûÿ 

6 ^ï��{zq»þ²ÿíxy»|~{vûÿĪ_�{ � 9 g� 1�� 3 ÷{ú_y»ûÿ 

7.Ów{vgÝ ûÿ{�wÓwyy}{vgÝ{{ñ·ó¿wv�put2 

6 N®�÷ýþåo�_�_{vý�{²xu�|~gÝ 

6 N®�÷ýþåo}ï�_{vý�{²xu�¿ÿû|~~gÝ 

¥ N®�÷ýþåo�_ÿy�_|~{v�{ûåo�_ÿy�_|~{v�{{²xu�|~¼´ùù´ó 

6 }þ÷ýþåoßv�_{v�{ 

6 }~Þÿ                                      ÿ 

8.ÿÞþÞ ú_y»ÿÞþÞ{ñ·ó¿²wv�put2 

6 ñ·ó¿·üøÿÿ|~ßý��ÿ(ù_ 1-1)Û�ÿûz}è��{ÿ(ù_ 1-A)ÿ 

6 {vûÿwËþ(ù_ 2-1)       6 |~��þ(ù_ 3-1)   

6 ´óõ¹üðùû³ó»óø ñ·ó¿·üø(ù_ 4)      6 ßÖçþ{ 

6 |~ÿí�x~®nçû\oþ/\oäÞþ     6 ¿ÿyû²ó±üø}}û´ó¿óõü¼´ù{ 

6 }~Þÿ{vgÝ{ÿÿ                                ÿ 

0ÏÛ\�}o1 ��å ���÷ 

6 ��  6 gþÞ��ÿ6 ïkú�ÿ    ~   o    åÿ 

6 ß}  6 O��   6 ßú_ 
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ÿÏÛ\�uoÿ×Þ�÷           

 ù_ 2-20�}ù�ÿ{�ÿ|~1  

 

0þ²ÿíxy»�}ù�û{�ÿ|~1{vûÿwËþ 

þ²ÿíxy»�}ù�û{�ÿ|~{vûÿwËþ 

  ~   o   å 

^ ï � � ÷ ÿ 

                        |~{vûÿwË�ÿ|~¬ÿ�ÿg^|~�ÿÿ 

                            o   ]ÿ 

                            b^û÷Oÿ 

                            TEL / Õÿÿ 

                            E-mailÿ 
 

O�~|~{ttv1{vûÿ²wËt�w~y2 
 

� 
 

1.|~ºÜ] 

 

 

2.|~ßý� b^û÷Oûo]ÿÿ�Ī�ûö�{wË�xuz»|\��uÿ 

 

Telÿ                    E-mail: 

3.q\|~� b^û÷Oûo]û�r 

4.|~�� 

20  ~  o  å ÿ 20  ~  o  å 

5.ÿû~oq 
6 ÿû²�¿zt|~  6 ÿÿzÿû²�v|~ 

6.Ïu~oq 
6 Ïu²Ì¿zt|~  6 Ïu²Ìv|~ 

7.Ï�ûÿ Ï�ûÿ²^�y»|\�1ú_y»ûÿ{ñ·ó¿²wv�put2 

6 ^ï��{zq»þ²ÿíxy»�}ù�û{�ÿ|~{·y»{v�{ � 13 g� 1�� 1÷{ú_y»ûÿ 

6 ^ï��{zq»þ²ÿíxy»�}ù�û{�ÿ|~{·y»{v�{ � 13 g� 1�� 2÷{ú_y»ûÿ 

6 ^ï��{zq»þ²ÿíxy»�}ù�û{�ÿ|~{·y»{v�{ � 13 g� 1�� 3÷{ú_y»ûÿ 

6 ^ï��{zq»þ²ÿíxy»�}ù�û{�ÿ|~{·y»{v�{ � 13 g� 2 �{ú_y»ûÿ 

8.ÿÞþÞ ú_y»ÿÞþÞ{ñ·ó¿²wv�put2 

6 {vûÿwËþ(ù_ 2-2)     6 |~��þ(ù_ 3-2)      

6 ´óõ¹üðùû³ó»óø ñ·ó¿·üø(ù_ 4)   

6 |~ÿí�x~®nçû\oþ/\oäÞþ     6 ¿ÿyû²ó±üø}}û´ó¿óõü¼´ù{ 

6 }~Þÿ                                      ÿ 

0ÏÛ\�}o1 ��å ���÷ 

6 ��  6 gþÞ��ÿ6 ïkú�ÿ    ~   o    åÿ 

6 ß}  6 O��   6 ßú_ 

 

s 
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ÿÏÛ\�uoÿ×Þ�÷           

 ù_ 3-1  

0þ²ÿíxy»|~1|~��þ 

| ~ � � þ 

20  ~   o   å 

ÿ|~¬ÿ�ÿb^û÷Oûo]           

                 

ÿ|~ßý�ÿb^û÷Oûo]           

                 
 

1.|~ºÜ] 

 

2.|~��ÿß�û¿ÿ�Û{¹÷ü¿V÷´~x±~��²�±v�uwv�put2ÿ 

20  ~   o   å ÿ 20  ~   o   å 

3.|~~ßý_v 

 

4.|~~þöxoÿ 

 

5.|~ýýÿ|~~\vg´}~yâ²�±v�uwv�put2ÿ 
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profile
タイプライターテキスト
　【資料10-５】　



ÿÏÛ\�uoÿ×Þ�÷           

 ù_ 3-1  

0þ²ÿíxy»|~1|~��þ 

6.�ßu¼»|~rÿÿ|~{¸ºß¹¼�}ÿ{~×ºst²�±v�uwv�put2ÿ 

 

7.åy}� 

ÿ1ÿ|~{·y»åy}�~ýýÿ 

 

ÿ2ÿ|~rÿ~}�ýýÿ~èÎÛ~�_]û~o1÷�ÎÛ~�_�]{û~oÿ 

 

ÿ3ÿ|~ÿí�x~}ÿ~õ³üùðó¿ÿ 

 

8.|~ÿí�xþu 

ÿ1ÿ|~ÿí�ÿ 

 ÿí�uÿ   ] 

   gwÿ 

  ~ÿ|ÿ 

6 dor~�|�~¼» 

6 eo�{b^y»��|�~¼» 

6 fo�ï_~��|�~¼» 

6 g\oýÛ|OSVzr~�|�~¼» 

6 drþ 

o|~{dÿg{ú_y»|~ÿí�~Óò|ß�zvuÿ 

 

ÿ2ÿøÛýÝÿøþÿþÛsö_ÿþÿÿ 

 

ÿ3ÿßÖýýÿ 

 

(4) ��²|~ÿí�xy»|\~ñ·ó¿�þ 

6 �Õ_~O{Û[u~��{ÿy»}ßwr» 

6 |~�~ç_y»ùþ{ttv1|~x~Óò~oq|�mr~´[O×ß{�ÿ²Nxztí²ßÖ��{ 

  n�wvt» 

6 NO·Ï{¸sv|~x~Óò|�vö{z¹zt¸vSV{}owvt» 

6 |~x~Óò²ò³w²1�mr~´[O×ß{�ÿ²Nxztí²®nçþ{n�wvt» 

6 \oþ�1|~{ttv~®n²SV{Ìs�ß1å²}±vóûwv²¹v 

6 }~Þ~Ýo{ttvÿ                                  ÿ 
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ÿÏÛ\�uoÿ×Þ�÷           

 ù_ 3-1  

0þ²ÿíxy»|~1|~��þ 

9.|~ÿí�~ß_�ÿ|~ÿí�|¿ÿß�{Óòwv{¹�Îf~w{_�y»Õû²fÿW{ÿsvn�wv�put2

÷è{²}tv²ët~{³2�wzèÿw�uwv�put1ÿ 

 

10.|~ßý|bû�·ÿú_y»o�z¸s�_ý¯]x}~�r²�uwv�put2ÿ 

ÿ1ÿ´óõ¹üðùû³ó»óø²×ßy»|bû�·ÿ 

 

ÿ2ÿß�{|~²ßýy»|bû�·ÿ 

 

11.´óõ¹üðùû³ó»óøÿÿí{ßx�<®nçþz¸s\oþ/\oäÞþ=²ÿÞwv�put2ÿ 

ÿ1ÿkÿ} 

6 oþ{¹´óõ¹üðùû³ó»óø²ßv|~²Ìv 

  6 ïþ�{¹´óõ¹üðùû³ó»óø²ßv|~²Ìv 

  6 }~Þÿ                    ÿ 

  6 ´óõ¹üðùû³ó»óø²ßztw|~²Ìv 

    vuÿ 

   

   

(2) ïþ�{ttv 

6  «ï 

6 ýÛïvþ 

6 }~Þÿ                   ÿ 

ÿ3ÿ®n�ÿ 

ÿ4ÿßýýý 

6 [w{þ÷²ÿxvó½{v®ny»ÿëyÿ 

6 Ö÷wþ÷²ÿxvó½{v®ny» 

6 þ÷~ÝÞ~�wó½{¸»®n�Ì¿zt 

  vuÿ 

6 ó½{¸»®n~�wþ÷~ÝÞ�Ì¿zt 

  vuÿ 

 

ÿ5ÿÿí�||~~�owWÛ²k±»w_öýýÿ 
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ÿÏÛ\�uoÿ×Þ�÷           

 ù_ 3-1  

0þ²ÿíxy»|~1|~��þ 

12.îýûåyÿ[þåy²�°÷ü¿ûÏýÿ 

12-1.[þåyßÿ 

ÿ1ÿ[þåy{~oq 

   dåy[_w{Û~[þ²Ûww}»²~ÿo]1Ü�ß{ÿ 

   6 q 

   6 o ÿw_öÕûÿ                            ÿ 

ÿ×ßýýÿ                             ÿ 

   eÞ~åyxw\y»sx{¸sv{Û[þ²Ûww}»²~ÿÿßè{¸sv{Û[þ²Ûwy»sx|w}

»{{~åyxw\w}»²~{ÿ 

6 q 

   6 o ÿw_öÕûÿ                            ÿ 

ÿ×ßýýÿ                             ÿ 

   f�Ýo[þåyÿõ�1�û1�_ö¯V1þ~1ïg1ÿ�~}�1ÿ�{¸ºû²«s�Ïß}~Þ1o

þ{ÿy»O_zÿwû_�}~Þ~O{þ|�xzt¸v{}~×ºst{{{Ýo²�y»�ÿ{|�~

¼»[þåyÿ 

6 q 

   6 o ÿw_öÕûÿ                            ÿ 

ÿ×ßýýÿ                             ÿ 

ÿ2ÿ[þåy~�]W~oq 

   6 �]Wwzt vuÿ  

   6 �]Wy»   vuÿ 

     ÿßè 

 6  _rwzt1~��|~w�}y»_{_ru¼�|yw{ßìu¼1y~�·{²[�wzt 

6  _rwvÞ�·|ßoy»|1^ï��z¸s�Õ~w}~{�ßowvtzt 

6  _rw1^ï��Û��Õ~w}~{vóÝ{ûvwvßoy» 

6  }~Þÿw_ö{ÿ                     ÿ 

�]Wy»f�ÿ 

;}~Þÿ[þåyßÿý{Û±»�]òýåyÛsÌ��·[þåyßÿýÛ�þûÌ�ýþ{[þåyßÿ

ý{Û±»ßÛwòýåy²_ry»|\�f�´ýýzy²w_ö{��ÿÿ 

 

 

 

 

 

12-2.îýûåy~ßÖ~ßý_v 

ÿ1ÿîýûåy~~Þ 

ÿ2ÿßÖ|bûýý 

ÿ3ÿßÖþöûoÿ 

－設置等の趣旨（資料）－87－



ÿÏÛ\�uoÿ×Þ�÷           

 ù_ 3-1  

0þ²ÿíxy»|~1|~��þ 

12-3.ßûýý 

ÿ1ÿßû¬ÿ�ÿb^û÷Oûo]ÿÿ 

ÿ2ÿw_öë�ÿ 

d|b  6 �Õÿ                  ÿ 

     6 �_ÿ                  ÿ 

eýý  

 ÿ[÷ü¿  6 ýóøÿü¿{çÿu¼vtzt PC1HDD {{ß[  6ÿ[õ±´û{ñ¹ÿüù²¯Û 

        6 }~Þÿ                  ÿ 

   }Ú_  6 ÷~{{»ýó»ü{ßû 

         6 }~Þÿ                   ÿ 

12-4.îýûåy²svq\|~�~ÿö 

 

12-5.ßìf�ûýý 

 

13.Ûy~úß 

ÿ1ÿ|~ÿí�{�xv»¬çns{Înu¼»ú¹¿Ûs{þ{~Õû 

ÿ|~oÛ�|~�Îß~¯_öûþ�öz�ÿ´|~ÿí�~{þ{ttv~Õû²1ÿ\ößï²�±v�uÿÿ 

 

 

ÿ2ÿ_ú¬ç´ú¹¿x~ÿß�ÿ(1)wW{w�¬ç´ú¹¿²g_Wy»�±~ÿß�²w_ö{W{y»sxÿÿ 

 

ÿ3ÿÏeû{þÿû{|�x�|\{zq»Ü_{ttvÿ 

dÿí�{ÿy»Ü_ ÿ��~|\��|}û�|ì~ù}ÿýgz¸s}¼ï_~Ü_vþÿÿ 

 

e|~ßý�{ÿy»Ü_ÿ 

 

fÏe{|�x�|\~ÿßýýÿ 

 

g|~~èß{O{þ{|�x�x}~ÿßýýÿ 
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ÿÏÛ\�uoÿ×Þ�÷           

 ù_ 3-1  

0þ²ÿíxy»|~1|~��þ 

14.|~ÿí�{~þÏûóÿ|~ÿí�Ûs}~·Ï�~|~{Ï»þÏûóÿ 

 

15.|~ÏÑ 

|~~ÏÑþ 

6 �ÕÎÿÿvþ]ÿ       ÿ 

6 }ö_øÏÑÿÏmSÿ              ÿ 

ÿ~þÿ             ÿ 

        ÿ|~ºÜ]ÿ                ÿ 

ÿ|~ïè�ÿ                         ÿ 

        ÿ��ÿ                   ÿ 

6 }�{¹~|~¿ÿ6ûrÑ 6×�|~ 6y�ßÖÑÿ 

          ÿûÏ÷_]ÿ                          ÿ 

6 }~Þÿ           ÿ 

6 {{zw 

16. o|~x�_�·x~·³ 

6 o|~x�_�·x~·³�zt 

6 ×�|~xwvßýÿ×�|~Yÿ              ÿ 

6 y�ßÞÑxwvßýÿq\|~Yÿ             ÿ 

 6 }~Þÿ          ÿ 

17.{þþß~oqxÿßÿdÿf{ú_y»|\�1}~Õûûÿß²�uwv�put2ÿ 

 6 ú_wzt  

 6 ú_y» 

 6 d}m{¸»Ñ¿{{ÿë× 

 6 e×�|~¿ûßÞÑ{~×�{¸»{ÿ·Ï 

   6 f÷öwûv 

    6 gÑ¿ï_~{ÿ~ßN 

    6 d}~x~{ÿ·Ïÿ|~}ÿ~W}{}{ÿ 

   6 e|~�x|~ÿí�ÿex.��x}÷õÿx~�{_¹{~Û·Ï|ùÿu¼»öí 

    6 f}~Þÿ                         ÿ 

   Õûÿ 

   ÿßÿ 

18.|~ÿí�x~yýû}~Þ 

ÿ1ÿÕûÿú_y»�þ{ñ·ó¿²u¼v�putÿ 

6 �} 

6 å¿î�¿ 

6 }~Þÿ|~Óò¿ü¸óøzyÿÿw_ö{ÿ              ÿ 

6 zw 

ÿ2ÿýý1ÑÝ 

 �kÿ6f� 6å� 6ß���²�wv 6}~Þÿ         ÿ ÿ 

 ÑÝÿ        ×ÿ 
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ÿÏÛ\�uoÿ×Þ�÷           

 ù_ 3-1  

0þ²ÿíxy»|~1|~��þ 

ÿ3ÿ}~Þÿo�vu´�ÿyâ1|~Óò²�ow��w�|\~×ºst{ttvÿ 

 

19.}~ÞÿN�ï_~Õûw1{�yy}Õû²�uwv�put2ÿ 

 

20.o|~��~�_�·{zq»{vûÿöí 

6 q 

6 oÿ �� û ûÿo û ûÿÎÛ ÿ 

Ýõ_]ÿ 

wËåÿ 

��åÿ 

o|~��x~·³ÿ 

21.Þû{ßýw�Þ�~|~�� 

�·]ÿ6^ï�� 6}~Þÿ        ÿ 

��åÿ20  ~   o   å  ÿ����ÿ   ~  o  å ÿ   ~  o  åÿ 

���÷ÿ 

ºÜ]ÿ 

|~¬ÿ�ûßý�ÿ 

|~ÿ~ërÿ 

 

þö1ÿí1ýý{ÿ}�{ÿÿ 

 

o|~��x~ÿÕÿ 
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ÿÏÛ\�uoÿ×Þ�÷           

 ù_ 3-20�}ù�ÿ{�ÿ|~1  

0þ²ÿíxy»�}ù�û{�ÿ|~1|~��þ 

| ~ � � þ 

20  ~   o   å 

ÿ|~¬ÿ�ÿb^û÷Oûo]           

                 

ÿ|~ßý�ÿb^û÷Oûo]           

                 
 

1.|~ºÜ]  

 

2.|~��ÿß�û¿ÿ�Û{¹|~�Î~w~��²�uwv�put2ÿ 

20  ~   o   å ÿ 20  ~   o   å 

3.|~~ßý_v 

 

4.|~~þöxoÿ 
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profile
タイプライターテキスト
　【資料10-６】　



ÿÏÛ\�uoÿ×Þ�÷           

 ù_ 3-20�}ù�ÿ{�ÿ|~1  

0þ²ÿíxy»�}ù�û{�ÿ|~1|~��þ 

5.|~ýýÿ|~~ù�ö\vg´}~yâ²�±v��wv�put2ÿ 

 

6.�ßu¼»|~rÿÿ|~{¸ºß¹¼�}ÿ{~×ºst²�±v��wv�put2ÿ 

 

7.åy}�ÿ}�²_óxwzt|~�ßWxwv�±¹¼~{³2ÿ 

ÿ1ÿ|~{·y»åy}�~ýý 

 

 

ÿ2ÿ|~rÿ~}�ýýÿ~èÎÛ~�_]û~o1÷�ÎÛ~�_�]{û~oÿÿ 

 

ÿ3ÿ|~ÿí�x~}ÿ~õ³üùðó¿ÿ 
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ÿÏÛ\�uoÿ×Þ�÷           

 ù_ 3-20�}ù�ÿ{�ÿ|~1  

0þ²ÿíxy»�}ù�û{�ÿ|~1|~��þ 

8.|~ÿí�xþu 

ÿ1ÿ|~ÿí�ÿ 

 ÿí�uÿ   ] 

   gwÿ 

  ~ÿ|ÿ 

6 dor~�|�~¼» 

6 eo�{b^y»��|�~¼» 

6 fo�ï_~��|�~¼» 

6 g\oýÛ|OSVzr~�|�~¼» 

6 drþ 

o|~{dÿg{ú_y»|~ÿí�~Óò|ß�zvuÿ 

 

ÿ2ÿö_ÿþÿ 

 

ÿ3ÿøÛýÝÿÿøûÿþx}~yâz¸sßÖýý²w_ö{�uÿ 

 

(4) ��²|~ÿí�xy»|\~ñ·ó¿�þ 

6 �Õ_~O{Û[u~��{ÿy»}ßwr» 

6 |~�~ç_y»ùþ{ttv1|~x~Óò~oq|�mr~´[O×ß{�ÿ²Nxztí²ßÖ��{ 

  n�wvt» 

6 NO·Ï{¸sv|~x~Óò|�vö{z¹zt¸vSV{}owvt» 

6 |~x~Óò²ò³w²1�mr~´[O×ß{�ÿ²Nxztí²®nçþ{n�wvt» 

6 \oþ�1|~{ttv~®n²SV{Ìs�ß1å²}±vóûwv²¹v 

6 }~Þ~Ýo{ttvÿ                                  ÿ 

 

9.|~ÿí�~ß_�ÿ|~ÿí�|¿ÿß�{Óòwv{¹�Îf~w{_�y»Õû²fÿW{ÿsvn�wv�put2

÷è{²}tv²ët~{³2�wzèÿw�uwv�put1ÿ 

 

－設置等の趣旨（資料）－93－



ÿÏÛ\�uoÿ×Þ�÷           

 ù_ 3-20�}ù�ÿ{�ÿ|~1  

0þ²ÿíxy»�}ù�û{�ÿ|~1|~��þ 

 

10.|~ßý|bû�·ÿú_y»o�z¸s�_ý¯]x}~�r²�uwv�put2ÿ 

ÿ1ÿ´óõ¹üðùû³ó»óø²×ßy»|bû�·ÿ 

 

ÿ2ÿß�{|~²ßýy»|bû�·ÿ 

 

11.´óõ¹üðùû³ó»óøÿÿí{ßx�<®nçþû\oþÿ\oäÞþ=²ÿÞwv�put2ÿ 

ÿ1ÿkÿ} 

6 oþ{¹´óõ¹üðùû³ó»óø²ßv|~²Ìv 

  6 ïþ�{¹´óõ¹üðùû³ó»óø²ßv|~²Ìv 

  6 º÷ø²¶økÿ}²Ìt1|~ÿí�|Óòy»sx²òvw}»¸v{y» 

    ÿw_özåy~�÷~��}�ýýÿ                              ÿ 

6 ç[îýûåy²{} 

6 }~Þÿ                    ÿ 

(2) ïþ�{ttv 

6  «ï 

6 ýÛïvþ 

6 }~Þÿ                   ÿ 

(3) or~{1´óõ¹üðùû³ó»óø²Nx»ýÛ²k�xû»ö{víu¼»�{ÿy»w_özkÿ} 

  ÿ|~ÿí�~ÿÿÿÿÿÿÿÿÿÿÿÿÿÿÛsïþ�x~ÿÿÿÿÿÿÿ´ïþ�~ÿÿÿÿÿÿÿÿÿÿÿÿÿÿx|~ÿí�~ÿÿÿÿÿÿÿÿÿÿÿÿÿ{ÿ 

ÿ4ÿ®n�ÿ 

ÿ5ÿ´óõ¹üðùû³ó»óø~ßýýý 

6 [w{þ÷²ÿxvó½{v®ny»ÿëyÿ 

6 Ö÷wþ÷²ÿxvó½{v®ny» 

6 þ÷~ÝÞ~�wó½{¸»®n�Ì¿zt 

  vuÿ 

6 ó½{¸»®n~�wþ÷~ÝÞ�Ì¿zt 

      vuÿ 

ÿ6ÿÿí�||~~�owWÛ²k±»w_öýýÿ 
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ÿÏÛ\�uoÿ×Þ�÷           

 ù_ 3-20�}ù�ÿ{�ÿ|~1  

0þ²ÿíxy»�}ù�û{�ÿ|~1|~��þ 

ÿ7ÿ}~Þÿ´óõ¹üðùû³ó»óø1´óõ¹üðù²»óø{{ttv1þ²ÿíxy»�}ù�û{�ÿ|~{·y»{

vgÝõÛÏ�w{�yy}Õû²�uÿÿ 

 

 

 

12.îýûåyÿ�_îý1[þåy²�°÷ü¿ûÏýÿ 

12-1.[þåyßÿ 

ÿ1ÿ[þåy{~oq 

   dåy[_w{Û~[þ²Ûww}»²~ÿo]1Ü�ß1Èÿ{ÿ 

   6 q 

   6 o ÿw_öÕûÿ                            ÿ 

ÿ×ßýýÿ                             ÿ 

 

   eÞ~åyxw\y»sx{¸sv{Û[þ²Ûww}»²~ÿÿßè{¸sv{Û[þ²Ûwy»sx|w}

»{{~åyxw\w}»²~{ÿ 

6 q 

   6 o ÿw_öÕûÿ                            ÿ 

ÿ×ßýýÿ                             ÿ 

 

   f�Ýo[þåyÿõ�1�û1�_ö¯V1þ~1ïg1ÿ�~}�1ÿ�{¸ºû²«s�Ïß}~Þ1oþ

{ÿy»O_zÿwû_�}~Þ~O{þ|�xzt¸v{}~×ºst{{{Ýo²�y»�ÿ{|�~¼

»[þåyÿ 

6 q 

   6 o ÿw_öÕûÿ                            ÿ 

ÿ×ßýýÿ                             ÿ 

 

ÿ2ÿ[þåy~�]W~oq 

   6 �]Wwzt vuÿ  

   6 �]Wy»  vuÿ 

     ÿßè 

 6  _rwzt1~��|~w�}y»_{_ru¼�|yw{ßìu¼1y~�·{²[�wzt 

6  _rwvÞ�·|ßoy»|1^ï��z¸s�Õ~w}~{�ßowvtzt 

6  _rw1^ï��Û��Õ~w}~{vóÝ{ûvwvßoy» 

6  }~Þÿw_ö{ÿ                     ÿ 

�]Wy»f�ÿ 

;}~Þÿ[þåyßÿý{Û±»�]òýåyÛsÌ��·[þåyßÿýÛ�þûÌ�ýþ{[þåyßÿý

{Û±»ßÛwòýåy²_ry»|\�f�´ýýzy²w_ö{��ÿÿ 
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ÿÏÛ\�uoÿ×Þ�÷           

 ù_ 3-20�}ù�ÿ{�ÿ|~1  

0þ²ÿíxy»�}ù�û{�ÿ|~1|~��þ 

12-2.îýûåy~ßÖ~ßý_v 

ÿ1ÿîýûåy~~Þ 

ÿ2ÿßÖ|bû�� 

ÿ3ÿþöûoÿ 

12-3.ßûýý 

ÿ1ÿßû¬ÿ�ÿb^û÷Oûo]ÿÿ 

ÿ2ÿw_öë�ÿ 

d|b  6 �Õÿ                  ÿ 

     6 �_ÿ                  ÿ 

eýý  

 ÿ[÷ü¿  6 ýóøÿü¿{çÿu¼vtzt PC1HDD {{ß[  6ÿ[õ±´û{ñ¹ÿüù²¯Û 

        6 }~Þÿ                  ÿ 

   }Ú_  6 ÷~{{»ýó»ü{ßû 

         6 }~Þÿ                   ÿ 

   �_   ÿ                                          ÿ 

12-4.îýûåy²svq\|~�~ÿö 

 

12-5.ßìf�ûýý 

 

12-5.îýûåy~óß 

ÿ1ÿÞý¯{îýûåy²ÿ 6 óßy» û6 óßwzt ÿ 

óß²y»|\� 

d óû{·y»�³~_rýýÿ 

e óßy»�·~]ùÿ 

f óßy»�·~|~¬ÿ�~o]ÿ 

g óßy»îýûåy~�þÿ 

d óßy»îýûåy~×ß~}ÿÿ 

e �_x~óß~oqÿ 6 o û 6 q ÿ 
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ÿÏÛ\�uoÿ×Þ�÷           

 ù_ 3-20�}ù�ÿ{�ÿ|~1  

0þ²ÿíxy»�}ù�û{�ÿ|~1|~��þ 

ÿ2ÿÞý¯{¹îýûåy²ÿ 6 óß²×q» û6 óß²×qzt ÿ 

óß²×q»|\� 

d óß{·y»�³~_rýýÿ 

e óßS~�·~]ùÿ 

f óßS~�·~|~¬ÿ�~o]ÿ 

g óßS~îýûåy~�þÿ 

d óßS~îýûåy~×ß~}ÿÿ 

e óß²ÌvÞ�·{¸svùWzkÿ}|×¹¼vt»sx²ú�y»w_özýýÿ}�u¼vt»Ïß~ú

�´_ú�·w~|~{vûÿþÞ{ÿÿ 

 

13.Ûy~úß 

ÿ1ÿ|~ÿí�{�xß»¬çns{Înu¼»ú¹¿Ûs{þ{~Õû 

ÿ|~oÛ�|~�Îß~¯_öûþ�öz�ÿ´|~ÿí�~{þ{ttv~Õû²1ÿ\ößï²�±v�uÿÿ 

 

ÿ2ÿ_ú¬ç´ú¹¿x~ÿß�ÿ(1)wW{w�¬ç´ú¹¿²g_Wy»�±~ÿß�²w_ö{W{y»sxÿÿ 

 

ÿ3ÿÏeû�Ïû{þÿû{|�x�|\{zq»Ü_{ttvÿ 

dÿí�{ÿy»Ü_ ÿ��~|\��|}û�|ì~ù}ÿýgz¸s}¼ï_~Ü_vþÿÿ 

 

e|~ßý�{ÿy»Ü_ÿ 

 

fÏe{|�x�|\~ÿßýýÿ 

 

g|~~èß{O{þ{|�x�x}~ÿßýýÿ 
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ÿÏÛ\�uoÿ×Þ�÷           

 ù_ 3-20�}ù�ÿ{�ÿ|~1  

0þ²ÿíxy»�}ù�û{�ÿ|~1|~��þ 

14.|~ÿí�{~þÏûóÿ|~ÿí�Ûs}~·Ï�~|~{Ï»þÏûóÿ 

 

15.|~ÏÑ 

|~~ÏÑþ 

6 �ÕÎÿÿvþ]ÿ       ÿ 

6 }ö_øÏÑÿÏmSÿ         ÿÿ~þÿ       ÿ 

        ÿ|~ºÜ]ÿ                ÿ 

ÿ|~ïè�ÿ                ÿ 

        ÿ��ÿ                   ÿ 

6 }�{¹~|~¿ÿ6ûrÑ 6×�|~ 6y�ßÖÑÿ 

          ÿûÏ÷_]ÿ                          ÿ 

6 }~Þÿ           ÿ 

6 {{zw 

16. o|~x�_�·x~·³ 

6 o|~x�_�·x~·³�zt 

6 ×�|~xwvßýÿ×�|~Yÿ             ÿ 

6 y�ßÞÑxwvßýÿq\|~Yÿ             ÿ 

 6 }~Þÿ          ÿ 

17.{þþß~oqxÿßÿdÿf{ú_y»|\�1}~Õûûÿß²�uwv�put2ÿ 

6 ú_wzt        

6 ú_y» 

 6 d}m{¸»Ñ¿{{ÿë× 

 6 e×�|~¿ûßÞÑ{~×�{¸»{ÿ·Ï 

   6 f÷öwûv 

    6 gÑ¿ï_~{ÿ~ßN 

    6 d}~x~{ÿ·Ïÿ|~}ÿ~W}{}{ÿ 

   6 e|~�x|~ÿí�ÿex.��x}÷õÿx~�{_¹{~Û·Ï|ùÿu¼»öí 

    6 f}~Þÿ                         ÿ 

   Õûÿ 

   ÿßÿ 

18.|~ÿí�x~yýû}~Þ 

ÿ1ÿÕûÿú_y»�þ{ñ·ó¿²u¼v�putÿ 

6 �} 

6 å¿î�¿ 

6 }~Þÿ|~Óò¿ü¸óøzyÿÿw_ö{ÿ              ÿ 

6 zw 

ÿ2ÿýý 

 �kÿ6f�  6å�  6ß���²�wv  6}~Þÿ         ÿ ÿ 

 ÑÝÿ        ×ÿ 
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ÿÏÛ\�uoÿ×Þ�÷           

 ù_ 3-20�}ù�ÿ{�ÿ|~1  

0þ²ÿíxy»�}ù�û{�ÿ|~1|~��þ 

ÿ3ÿ}~Þÿo�vu´�ÿyâ1|~Óò²�ow��w�|\~×ºst{ttvÿ 

 

19.}~Þ 

 N�ï_~�þw1<þ²ÿíxy»�}ù�û{�ÿ|~{·y»{vgÝ={õÛy»Õû²�uwv�put2 

7�÷ÿ|~�·÷ÿx~y^ÕûÛsýý 

7|~{·y»mÛ~Nø²Ý�y»|\~÷wýý zy 

 

 

 

 

20.o|~��~�_�·{zq»ûÿöí 

6 q 

6 oÿ �� û ûÿo û ûÿÎÛ ÿ 

Ýõ_]ÿ 

wËåÿ 

��åÿ 

o|~��x~·³ÿ 

21.Þû{ßýw�Þ�~|~�� 

�·]ÿ6^ï�� 6}~Þÿ        ÿ 

��åÿ20  ~   o   å  ÿ����ÿ   ~  o  å ÿ   ~  o  åÿ 

���÷ÿ 

ºÜ]ÿ 

|~¬ÿ�ûßý�ÿ 

|~ÿ~ërÿ 

 

þö1ÿí1ýý{ÿ}�{ÿÿ 

 

o|~��x~ÿÕÿ 
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þ÷
ó½

ÿëyÿ

þ÷
~�

ó½
~�

ú_
zw

d |~~oÿ1þö

e Óò��z¸sw_özýý

f |~ÿí�xwvøÛu¼�vu

g
|~x~Óò�ÿowrº1Óò{\owztsx²²svO{þzÿß²×qzt
sx

d
|~ÿí�Û�ïþ�{�1ë¹|Nx�´óõ¹üðùû³ó»óø{ttv1t
tw²O{þ²×q»sxz�äÞy»sx|w}»sx

e |~{Óòy»sx{¸º�ßu¼»{þÿÑ¿{{¸»ÿþ~óß²�°ÿ

f
Înu¼»ú¹¿1sþ1ß¯{ÿy»Oÿzök´�ÿÛs|~{�vÜ_~oq
ÿ|~{�vÜ_|r»|\{rsv�1Ü_~Õû²�°ÿ

g
rÿ~}è1õ³üùðó¿~ÿýgÿ|~~èf~[þ{Ûÿýg/Oÿýg{¸
¹z1tz¼~|\²�°ÿ

l Ûù´[þåy~×ºstÿ[þåy²svq\|~�~ÿö{ÿ

m
|~÷ü¿~×ºstÿ�{ûßìÿ\oäÞÿËn|ÿýz��1ßûýýû�
�1ßìf�{ÿ

n
|~{·¿»ÏÑþ~oqx]ù1ÿsºv»{û~Ýûÿ{þþßÿÛs|~�{
~·³}~x~·¿º

o
|~�~b^1÷]1o]1|~{·y»_t\¿{1|~�~|~{v{~_t\
¿{ûó~³}Y{{·y»åy

�t ttx
ú_
zw

d

e

f

g

1. |~ÿí�x~®nÏ�x}~ýý{ttvñ·ó¿wv�put2 ÿ®nýýÿ

|~{vûÿ
- ´óõ¹üðùû³ó»óø0ñ·ó¿·üø -

®nû\oþçh,ßÖhÕçh{·³y»þÞ²ÿÞwvóûwv�put2

2. ÿÞ~®nû\oþ{vk~Õû²ú�wv�put2 ÿñ·ó¿�þÿ

wË�ÿ|~¬ÿ�ÿg^|~�ÿÿ0b^û÷Oûo]ÿ

000 |~ßý�000b^û÷Oûo]ÿ
0 ÿwË�xuz»|\ÿ

®nû\oþ´ßÖhÕzyw®nu¼»|\�þ÷²1ó½w®nu¼»|\�ó½²øþw
v�put2ïO~�þ²|~ÿí�~\o~�³þxz»®nû\oþ{��y»sx²ëy
w~y2

|~ÿí�|vëw}»�wzçú{wvt~y{ÿÿ^�}��w}»pq�}wzt1
®n²tq»xts�Ýo²wvt~y{ÿÿ

|~ÿí�~^g{ßx��Í²ø³wt~y{ÿÿ[y²{�o_{r¹|z²u»1Ú
ÿ�{�IT}�~�}²çx»xts�Ýo²wvt~y{ÿÿ

ïþ�{¹\o²ß»|\1ïþ�x|~ÿí�~·Ï~��o�rº~y{ÿ
~�1|~ÿí�{²®nw1ÿýzÿöwßo²ú�wvt~y{ÿ

®_û±_1�_´õ¹óø~�¼�rº~{³{ÿ

ù_4

ÿÿÿÿÿÿÿÿûÿÿÿÿÿ ÿÿÿÿÿÿÿ
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profile
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ÿÏÛ\�uoÿ×Þ�÷           

 ù_ 5-1  

 

0þ²ÿíxy»|~1��YöwËþ 

þ²ÿíxy»|~��YöwËþ 

  ~   o   å 

^ï��|~{vûÿÝõ_Ýõ÷ ÿ 

                        |~{vûÿwË�ÿ|~¬ÿ�ÿg^|~�ÿÿ 

                            o   ]ÿ 

                            b^û÷Oÿ 

                            TEL / Õÿÿ 

                            E-mailÿ 
 

¼Ýõ_{vç{��u¼vt»|~��{ttv1O�~xzºYö²wËt�w~y2 
 

� 
 

1.|~ºÜ]  

 

��åÿ 

���÷ÿ 

2.|~ßý� 

 

b^û÷Oûo]ÿÿ�ø�ûö�{wË�xuz»|\��uÿ 

 

Telÿ                    E-mail: 

3.|~�� 

 
20  ~   o   å ÿ 20  ~   o   å 

4.YöÕû 

Yö_xYöß~Õû

|¿{»¸vw_ö{

��wv�put2 

 

5.Yövu  

s 
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profile
タイプライターテキスト
　【資料10-８】　



ÿÏÛ\�uoÿ×Þ�÷           

 ù_ 5-1  

 

0þ²ÿíxy»|~1��YöwËþ 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

Ýõ_ûÏÛ\ 

   �}o 

0ÿÿzYö1 

 6 ú_y»    6 ú_wzt 

0ûÿßýå1 20   ~   o   å 

0ûÿ}ÿ1 

 6 ��  6 gþÞ��  6 ß}ÿýÿûÿÿ 6 O��  6 ßú_ 

 

0ûÿb�1 

0ûÿßý�1 

 ^ï�� þ²ÿíxy»|~{vûÿø_÷ 

 

       ÿ�]ÿ                               
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ÿÏÛ\�uoÿ×Þ�÷           

 ù_ 5-20�}ù�û{�ÿ|~1  

 

0þ²ÿíxy»�}ù�û{�ÿ|~1��YöwËþ 

þ²ÿíxy»�}ù�û{�ÿ|~��YöwËþ 

  ~   o   å 

^ ï � � ÷ ÿ 

                        |~{vûÿwË�ÿ|~¬ÿ�ÿg^|~�ÿÿ 

                            o   ]ÿ 

                            b^û÷Oÿ 

                            TEL / Õÿÿ 

                            E-mailÿ 
 

¼ÿ¸ºç{��u¼vt»|~��{ttv1O�~xzºYö²wËt�w~y2 
 

� 
 

1.|~ºÜ]  

 

��åÿ 

���÷ÿ 

2.|~ßý� 

 

b^û÷Oûo]ÿÿ�ø�ûö�{wË�xuz»|\��uÿ 

 

Telÿ                    E-mail: 

3.|~�� 

 
20  ~   o   å ÿ 20  ~   o   å 

4.YöÕû 

Yö_xYöß~Õû

|¿{»¸vw_ö{

��wv�put2 

 

5.Yövu  

s 
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profile
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　【資料10-９】　



ÿÏÛ\�uoÿ×Þ�÷           

 ù_ 5-20�}ù�û{�ÿ|~1  

 

0þ²ÿíxy»�}ù�û{�ÿ|~1��YöwËþ 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

Ýõ_ûÏÛ\ 

   �}o 

0ÿÿzYö1 

 6 ú_y»    6 ú_wzt 

0ûÿßýå1 20   ~   o   å 

0ûÿ}ÿ1 

 6 ��  6 gþÞ��  6 ß}ÿýÿûÿÿ 6 O��  6 ßú_ 

 

0ûÿb�1 

0ûÿßý�1 

 ^ï�� þ²ÿíxy»�}ù�û{�ÿ|~{vûÿÝõ÷ 

 

       ÿ�]ÿ                               
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ÿÏÛ\�uoÿ×Þ�÷           

 ù_ 6-1  

 

0þ²ÿíxy»|~1��Yö^ 

þ²ÿíxy»|~��YöwËþÿÏ�ûÿÿ 

  ~   o   å 

^ï��|~{vûÿÝõ_Ýõ÷ ÿ 

                        |~{vûÿwË�ÿ|~¬ÿ�ÿg^|~�ÿÿ 

                            o   ]ÿ 

                            b^û÷Oÿ 

                            TEL / Õÿÿ 

                            E-mailÿ 
 

¼Ýõ_{vç{��u¼vt»|~��{ttv1O�~xzºYö²wËt�w~y2 
 

� 
 

1.|~ºÜ]  

 

��åÿ 

���÷ÿ 

2.|~ßý� 

 

b^û÷Oûo]ÿÿ�ø�ûö�{wË�xuz»|\��uÿ 

 

Telÿ                    E-mail: 

3.|~�� 

 
20  ~   o   å ÿ 20  ~   o   å 

4.ú_�þ  

 

ú_y»�þ{ñ·ó¿²wv�put2 

6 |~¬ÿ�~Yö²w��q\|~�~ÿò1Zö 

6 |~��~þ÷ÿ|~�Û{¹ 5~ïÕ²Öþxw�|~��~þ÷ÿ 

6 |~ßý|b~ÿò1Zö 

6 ÿí�{Nx»ú¹¿|ßòwztnÛ1î_}{~ÿò 

5. YöÕû 

Yö_xYöß~Õû

|¿{»¸vw_ö{

��wv�put2 

 

6.Yövu  

6.YöÎÛå 
20  ~   o   å 

s 
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profile
タイプライターテキスト
　【資料10-10】　



ÿÏÛ\�uoÿ×Þ�÷           

 ù_ 6-1  

 

0þ²ÿíxy»|~1��Yö^ 

 

 

 
 

 

 

 

 

Ýõ_ûÏÛ\ 

   �}o 

0ûÿßýå1 20   ~   o   å 

0ví}ÿ1 

 6 ×v  6 |~��YöwË{ú_  6 }~Þ 

 

0ûÿb�1 

0ûÿßý�1 

^ï�� þ²ÿíxy»|~{vûÿø_ 

 

       ÿ�]ÿ                               

 

       ÿ�]ÿ                               
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ÿÏÛ\�uoÿ×Þ�÷           

 ù_ 6-20�}ù�û{�ÿ|~1  

 

0þ²ÿíxy»�}ù�û{�ÿ|~1��Yö^ 

þ²ÿíxy»�}ù�û{�ÿ|~��YöwËþÿÏ�ûÿÿ 

  ~   o   å 

^ ï � � ÷ ÿ               |~{vûÿwË�ÿ|~¬ÿ�ÿg^|~�ÿÿ 

                            o   ]ÿ 

                            b^û÷Oÿ 

                            TEL / Õÿÿ 

                            E-mailÿ 
 

¼ÿ¸ºç{��u¼vt»|~��{ttv1O�~xzºYö^²óût�w~y2 
 

� 
 

1.|~ºÜ]  

 

��åÿ 

���÷ÿ 

2.|~ßý� 

 

b^û÷Oûo]ÿÿ�ø�ûö�{wË�xuz»|\��uÿ 

 

Telÿ                    E-mail: 

3.|~�� 

 
20  ~   o   å ÿ 20  ~   o   å 

4.ú_�þ  

 

ú_y»�þ{ñ·ó¿²wv�put2 

6 |~¬ÿ�~Yö²w��q\|~�~ÿò1Zö 

6 |~��~þ÷ÿ|~�Û{¹ 5~ïÕ²Öþxw�|~��~þ÷ÿ 

6 |~ßý|b~ÿò1Zö 

6 ÿí�{Nx»ú¹¿|ßòwztnÛ1î_}{~ÿò 

5. YöÕû 

Yö_xYöß~Õû

|¿{»¸vw_ö{

��wv�put2 

 

6.Yövu  

6.YöÎÛå 
20  ~   o   å 

s 
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profile
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ÿÏÛ\�uoÿ×Þ�÷           

 ù_ 6-20�}ù�û{�ÿ|~1  

 

0þ²ÿíxy»�}ù�û{�ÿ|~1��Yö^ 

 

 

 
 

 

 

 

 

Ýõ_ûÏÛ\ 

   �}o 

0ûÿßýå1 20   ~   o   å 

0ví}ÿ1 

 6 ×v  6 |~��YöwË{ú_  6 }~Þ 

 

0ûÿb�1 

0ûÿßý�1 

^ï�� þ²ÿíxy»�}ù�û{�ÿ|~{vûÿÝõ_ 

 

       ÿ�]ÿ                               

 

ÿ�]ÿ                               
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ÿÏÛ\�uoÿ×Þ�÷           

 ù_ 70�}ù�û{�ÿ|~1  

 

|~�Îy^þ 

| ~ � Î y ^ þ 

  ~   o   å 

^ ï � � ÷ ÿ 

                        |~¬ÿ�ÿg^|~�ÿ 

                            o   ]ÿ 

                            b^û÷Oÿ 

                            TEL / Õÿÿ 

                            E-mailÿ 
 

|~}ÿ²O�~xzºy^t�w~y2 
 

� 
 

1.|~ºÜ]  

 

��åÿ 

���÷ÿ 

2.|~ßý� 

 

b^û÷Oûo]ÿÿ�ø�ûö�{wË�xuz»|\��uÿ 

 

Telÿ                    E-mail: 

3.q\|~� b^û÷Oûo]û�rÿ 

 

 

 

4.|~�� 
20  ~  o  å ÿ 20  ~  o  å 

5.|~��o~|~ßýöí 

6.|~ÿí�{ÿy»sþÛ�O{þ~~�öíÿ~�w�|\1}ÿÛs}~ß~ÿß²��Out2ÿ 

6 ~�wvtzt 6 ~�w� 

 

 

7.|~}ÿû|~rÿÿ}ÿë�1Þçû�_~èzy~rÿ{ttv}�{��wvOut2ÿ 

 

8.îýûåy~×stÿ[þåy²�°÷ü¿ûîý~Õû1ßûûßìýý²��wvOut2ÿ 

9.}~Þy^Ï� 

 

s 
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ÿÏÛ\�uoÿ×Þ�÷           

 ù_ 8-1  

 

0þ²ÿíxy»|~1{vûÿO�~víß¼þ 

{vûÿO�~víß¼þ 

  ~   o   å 

^ï��|~{vûÿÝõ_Ýõ÷ ÿ 

 

                        |~¬ÿ�ÿwË�ÿ 

                            o   ]ÿ 

                            b^û÷Oÿ 

                            TEL / Õÿÿ 

                            E-mailÿ 
 

O�~|~{ttv1{vûÿO�~ví²ß¼t�w~y2zz1ïO~ñ·ó¿Õûz¸s

��Õû|�ßwr»sx²û�w~y2 

� 
 

1.|~ºÜ]  

2.ú_ 

(1){¹(4)~tz¼{

{ú_y»sx 

6 ÿ1ÿç{�]Wu¼vt»åyÿ{Û~[þ²Ûww}zt²~w1ÿßè|_ru¼vt

zt|\ÿ~�²}t»|~1ç{_ru¼vt»�]òýåy~��ßÛwòýåy

~�²}t»|~ 

6 ÿ2ÿo|öz|~�Û_~ÿ[þw}èu¼»sx~ztÿÎÙöz|~wrº1núzî

®}¾zy²Ì¿z1|~°ûü÷~ñóðü²ÿí�{w�ú¹¿|ÿÿzß�´¿

ÿwrsv1|~¬ÿ�|ÿí�~ú¹¿´[w1[þåyßÿzy{ùW{Ýowv

t»|\ 

6 ÿ3ÿ}Þðó¿´}~ðó¿zy{¹óßu¼1}~×ß{ztvùWzkÿ}|x¹¼1

{Û~[þ²Ûww}z1ÿßè|_ru¼vtztîý²}t�|~ 

6 ÿ4ÿïO~yyv~gþ²î�wvt»|~ 

    6 ÿí�ßÿÿkÿ}´[w~_Üzyÿ{ùW{Ýowvt»2 

    6 [þåy²×ºs¿ztÿq�]¿ÿ{wr»2ÿ2 

    6 ÷ü¿ßÖ²|~xöç·Ï~ztÞ~�·´_�{ÿ¿ÿ_�zyÿ{ß¼wvt

zt2 

    6 |~}ÿr»t�ÿí�ßÿ{�ÿ²Û|y}nö{þ·Ï|zt2 

    6 fß1÷ø~÷ü¿²ßÖwvtzt2 

    6 �_ö��{zº´yt{ÿ²oy»Ö÷ÿtx±¹¼�sx~r»�1O�iQ1

�û�´}~ÿï1þ�ÿã²oy»�zyÿ²ÿíxwvtzt2 

    6 |~y_²�xv1ÏuÿßvöÏuÿý¼ö³öz�V²ÿsu{»1¹øü¹{

z»�÷²}tûu{»zyÿ²�°2ÿ|�~¼zt2 

    6 î_}¿ÿ1ß�ó{zï{{ztv1yyv~î_Õû´�þ{1�_ö��w}

�w�º1å~_û~Õû{ûv}�ºy»ÿö²�xvt»²~ÿtx±¹¼�}

�|r»{1gß~g{�yv{1{{�tx}s�sx|r»{zyÿ|�~¼v

tzt2 

    6 ÷³»÷·÷ó~kÿ}ÿ|~þö{~Þ}~®n²}t»kÿ}ÿ|�~¼vtz

t2 

3.|~ýý 6 ÿ1ÿ²ó±üø1î_}¿ÿ 

6 ÿ2ÿ»ß|~ 

6 ÿ3ÿ÷ç 

6 ÿ4ÿ÷ü¿ë÷~� 

6 ÿ5ÿ}~Þÿ                   ÿ 

s 
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ÿÏÛ\�uoÿ×Þ�÷           

 ù_ 8-1  

 

0þ²ÿíxy»|~1{vûÿO�~víß¼þ 

4.|~�í 0|~�í1 

;|~Õû|¿{»¸v1ÿí�1svYu1V÷ýýzy|~~�í² 1000 __ßw�uwv

�put2zz1ïO~�þ|ßz�~¼»¸v{wv�put2 

²ÿ|~ßý|b 

´ÿ|~ßý�� 

¶ÿß�û¿ÿk� 

¸ÿÿí�~^g´þu 

ºÿÿí�~øÛýÝxßÖýý1Óòf�û�� 

»ÿ´óõ¹üðùû³ó»óø~×ßýýx�]W~ý� 

 

;Om{x~}nö{þ·Ï|r»|\1s¼||~}ÿ´ÿí�ßÿ{�ÿ²Û|uztí²�

�wv�put2 

;Þ�·{¹~÷ü¿´ðó¿~îýzy²�}y»|\1�þ²î�wvt»¸ó÷ó¹þÞ²
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0÷þN¯1

NO þ�}�è{� ÿ÷è{ bµ¹ Ý� Ën�÷

1
ùßßÿý{�<fÏy�ÿ=� : ùßßÿý¢ßkw1Ö÷ōëÛkÌ�¢��ztÝt¢ / ó_k[
[�{] ý. -- íy�, 2014.

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/326.8/H59

2 ßÿïåo�ÿx¯úõÞ : ÆñĊØøÈî~�}¢_töy / ÚkÿÖ×. -- n÷þß, 2014. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/070/Ta33
3 ×]~ßÿý / Ûøö{×. -- õ�Ü��. -- ^��, 2014. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/327.8/A12
4 ÉvbÕĊÍäÑ½ / gÚÉvbý× ; 2002 - 2017. -- vÏ¿ÿ_, 2002. 2014 o¹ M3FäùĊ{� S/327/Sa17/2014
5 ÆñĊØøÈî� : ïÕ±°{ß~15~ : 1999-2014 / åu[û×. -- õÞ�ï¿ÿ_, 2014. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/070/F67
6 èÿ~ëuvÞxëÙ / koÿ_×. -- o���û�ø, 2014. -- (åoÿ�ý|~b|~óþ ; 98). o¹ 2FäùĊ{� /316/H38
7 <yÓÙ�=xfÏ : 1930-1960 / Ň}�v×. -- ]Ý_ç¹, 2014. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/070/Sh87

8
²āÍĊÛÑÖ~ýßßÛ / wî_ÿû__ÿû|ïÉāÍĊÛ÷Ýõ_ý. -- ~�v{t, 2014. -- (_ÿ
û^�|ï�ÿ / wî_ÿû__ÿû|ïÉāÍĊÛ÷Ýõ_ý).

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/007.3/To46

9 <s~ÿ~{�q=¢�x� / ÷¿ømwý ; ßÿÿÿ [�{÷�]. -- ýîþß, 2014. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/302/Ko78
10 å×·Ï~Ïù / _YÜ{ [�{×] ; _Y}µ, _Ý²ý. -- åßþß, 2014. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/319/N73

11
Úi�{��{��ÿ~w��xûõ~wtx / }uu{, Oou^[ýÖĉ÷� ; lu×[ [�{] ÷�. -
- Ö÷āÇáóĊ, 2013.

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/312.1/Ko44

12 ��t~^ : þ~ß}<1972-2010= / ú|Ýû×. -- �Ï�, 2010. -- (g2 book). o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/319/Mo76
13 ÿ[þ}xû� : ÕÆÍù/ÛÑÖýĊ½Wy�ïÕ±° / Úþ{Ì [�{] ×. -- ëÑÖû�, 2010. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/023/D59
14 ßÿÖëôÕÇ½å� : 1963ÿ68 / _ÜukÞ×. -- _û�, 2013. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/070/Ko95
15 óý~<z�=¢U�y��{ / Õu{ý. -- {�|�û�, 2014. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/323/Ke37
16 ôĊÄĊ{�~Ôúá�ï� : ÔúáãùÃ²ÖQuae~sf / }OŰ[ý×. -- �ç�, 2013. o¹ 4F�2�÷·¯ÿ K/699/Y44

17
��}_�z{t��zt : �zõÞyÓ�³1995-99 / �zõÞ�ý. -- �zõÞÿ\û�ÉāÍĊ,
2000.

o¹ 2FäùĊ{� /369/Ko13

18 »YÁĊÇwztþ~ : fíĉÿwĉwmĉëwĉYþ / õ_ÿï [�{] ×. -- �4�. -- Úç|, 2008. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/291.99/Ka56
19 ×»óïāÖþ~}n÷V : ß}x×ùÞß / ÿø�Ï×. -- ýîþß, 2012. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/332.1/Ka69
20 ÿ[û�~ë÷ : ß_~ztþ·~Ìý / mw{o×. -- sw�_û�ø, 2010. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/023/U42
21 _x�âý : åû|}x�æk[oçúÛ / Úun~ý. -- íy�, 2015. o¹ 4F�2�÷·¯ÿ K/816/Ts92
22 å�<xß}=~y� / {un[×. -- {mþ�, 2011. -- ({møþ ; 0028). o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/392/O81
23 �ß¢�{{� : É{��þ~ß} / ÿ}{]×. -- ýîþß, 2010. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/319/N87
24 ÆñĊØøÇÖþ]Ïy / }uu{ý ; nÿ-f_ý, fß-ÿïý. -- å_°ËÅ¶ĊÒ, 2014. fß-ÿïý o¹ 3F�1�÷·¯ÿ R/070/Y19
25 yvy�åyþ : yÓ}ÿ~V|ÿ / åu[û×. -- øçùÍû�, 2010. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/070/F67
26 å�wOWÛ~�xý : _Ûw�ßçþ : ßÜ� / }wõy�ý. -- Úç|, 2004. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/329.2/R98
27 �ûO}Ïþ / ÷uÝÿÖ×. -- �Ï�, 1973. o¹ 2FäùĊ{� /916/Y13

28
ÎĉÎ}Ïþ1 : ÿvÛ¸ûç . ÎĉÎ}Ïþ2 : ku�O³��}o� . å��få¢ÿx . �~�o÷ .
àì÷ò_Ņ� . {~ý�ÛÌ» : OSÎf�{�oªï . �~�~WÎ : wîńWîÌ . {~ÖĊ»Ċ
f�fïg��. -- åo��û�W_, 1982. -- (�ó�~ûß / NHK [ý] ; 24 ; oÜý[4]).

o¹ 2FäùĊ{� /210.7/N76

29 3ĉ11xïÕ±° : ÿß}¾õÞĉÔúáĉWeb�_¢yv_x�{ / }uu{×. -- Ö÷āÇáóĊ, 2013. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/369/Y19
30 û�1�|y÷ : ðÎÙÈî{�¸āÕìā×fï� / Jĉ¶åÇÍ²ā× ; X�o». -- õþ�, 2001. o¹ 2FäùĊ{� /023/E66

31
}wĉþ~~�óxçW : Ú{�i : þ}¿�}ùþ / õßÏo× ; þ~�ó}²|~_ý. -- õ��. -
- þ~�ó}²|~_, 2010.

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/375/A65

32 }��ÿ}wĉþ~ó / õßÏo×. -- ýÖý�woO� (ńú), 2014. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/219.9/A65

33
�i}÷x�i÷þ¹ / ßóoÿ, _u~ý×. -- õ�. -- ����}²o�_, 2013. -- (����}w
; 1527231-1-1311).

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/017/G16

34 zN~\ÿ : �ÏÝý|n{y´Ë / _ï�[×. -- þ~Í²îÇ�, 2009. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/395/Y59
35 <°ïxîÏ=~ë÷ : ny�û¯~Õ_ / o¿î×. -- þ~Í²îÇ�, 2008. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/395/W46

36
ÆóÙ°�}wĉþ~ó : þ~¢��÷���~�ó}ùþ  / õßÏo×. -- }�. -- ýÖý�woO�
(ńú), 2014.

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/291.9/A65

37
ÆñĊØøÈî~�ÿx{v : ï¼g¢úßy���{ / åu[û, s{[Ü{×. -- õÞ�ï¿ÿ_,
2014.

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/070/F67

38 Îu×[VS.ïß / �Üuÿ×. -- ONþ�, 1991. o¹ 2FäùĊ{� /368/O93
39 Þuo : ��Û�{zz / o�Ü_×. -- ÿûþ�õ�, 2005. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/289.1/A76
40 àĊûĊ~��ÿ�(x}) / ÝøËāĉEĉËĊùÈçøĊ× ; ÷uÝO». -- åo��û�W_, 1995. o¹ 2FäùĊ{� /280/Sa53
41 <õ�=¢ÿx : ß_ßÏþx~1000å / �åõÞÿQþÿ\×. -- �åõÞû�, 2008. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/318/A82
42 SÏÉvx÷�k{ / owük [�{] ×. -- OwZ, 1994. o¹ 2FäùĊ{� /327.6/Ke23

43
þ~~fíxÏÏÿw : ÿ��ĉÿ�þĉ}yuß : �Ü~��~º²×äÑ½ / õ�<þ~~fíxÏÏÿ
w=ýÖÝõ_ý. -- õ�. -- {��wû�O�, 2007.

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/219.9/Sh55

44 ÿíø½ùĊÖ¨ñ : Ç½Ċå×w{óx�121å / �åõÞj}o\×. -- �åõÞ�, 1988. o¹ 2FäùĊ{� /338.1/A82
45 ú� : ~ÝÇÖĊ¹ĊûþÏþ~ý| / o|�×. -- õo�, 2000. o¹ 2FäùĊ{� /368/Sh49
46 ÿÛ : _�ō¿ÿyÓ / }o[×. -- àÛ�, 1990. o¹ 2FäùĊ{� /070/Y31
47 Þtÿþ : �×�Ï~n~�³ / Ú÷õÞýÖ\×wÿ [ý]. -- Ú÷õÞ�, 2001. o¹ 2FäùĊ{� /318/Ko15
48 ïÛ~÷ / ¯úõÞ�¾�_ø [ý]. -- ÛÝþß, 1984. o¹ 2FäùĊ{� /317.7/Y81
49 Ïß|<ù=¢Ûx� : t�ÆñĊØøÇÖwr�sx / ïå�w×. -- {ÞkÞ�, 1981. o¹ 2FäùĊ{� /070/Sa25
50 <�ï~ùßOÿÿ=~ýv : ÛÑÖýĊ½�_{zq�ýëÙxßý / �ßgó×. -- ÓËþ�, 2015. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/323/U74
51 }�w�ê½�_ûwÝv : ×»óïāÖSÏûý}ÿ / |¶kÌ×. -- ýîþß, 2015. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/327.6/Su75
52 þ�~O£wt�þ : þ~ĉO�þ_wÝÏ~�³ : Ù��³ / ¿îyn¿×. -- ¿îyn¿, 1982. o¹ 2FäùĊ{� /219.9/A97

53
ńïy��i÷þ¹Õ±Çåú² : ����÷þ¹~ßýÏÏÖ / ]ýÝ[, Ú_~ÿ÷ï. -- ]~Ù�
õÞ�, 2015.

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/017/H38

54 3.11ßńÏeß~}qïÕ±°~�®¢�x� / ]ßÿö, �u×[ý. -- �txþ�, 2015. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/369/Sa67
55 ßń}Ú : kóuÎÙ�Ö / kóuÎ×. -- \\û�, 2011. o¹ 4F�2�÷·¯ÿ K/543/H56

56
Ù�Ö<|ï¢��7þ~Ù�ÿ�q= / yßór [�{] ×. -- Ù�Ö<|ï¢��7þ~Ù�ÿ�q=ýÖ
Ýõ_, 2007.

o¹ 4F�2�÷·¯ÿ K/519/Sh13

57 }�w�{�¢ / �÷³ß×. -- omû�, 2011. o¹ 4F�2�÷·¯ÿ K/748/O33
58 �o¹ï÷ìā : Óxå~þ� / ÷Ýço×. -- wÜû�, 1995. o¹ 2FäùĊ{� /914/I76
59 yÓ¹ï÷ìā~ßÏ / ÷Ýço×. -- wÜû�, 1995. o¹ 2FäùĊ{� /914/I76
60 ù|��fÏ / ÷Ýço×. -- õåoû��, 2009. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/209.7/I76
61 �p�p¹ï÷ìāþ� / ÷Ýço×. -- õåoû��, 2010. o¹ 4F�2�÷·¯ÿ K/740/I76
62 þ~ : ç_~�÷ / �÷³ß×. -- ýîþß, 1997. o¹ 2FäùĊ{� /302/O33
63 |ï¢ß�zt / yßór [×]. -- Ë_çW, 2014. -- (Ù�w¯�). o¹ 4F�2�÷·¯ÿ K/493/Ku95
64 yÓÙ�{�}� / yßórÙ�xç. -- Ë~yû�_, 1997. -- (ïx[w�� ; 35). o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/070/Ku95
65 ÄáÑÖNÿ1ÿ¢þv� : KOSOVO / ÷Yo�×. -- Ur�, 2004. o¹ 2FäùĊ{� /748/N14
66 °ãºÙÇÍā}~�i~[y��q / ÷Yo�×. -- Ur�, 2006. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/367/N14
67 åo|�sx}}{z�^·úþ10~·� / }oŗN×. -- ßþ�, 2013. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/219.9/Y31

68
ûþĉWý�_ : »÷þ ûý/ÿ½ ¶Üþ/þkþ ÿßþ �ûþ / }oŗNÙ�ĉç. -- çÇÖÉ÷ĊÈ,
2012. -- (åo~ÿÛ¢ö�y� / }oŗNÙ�ĉç ; 2).

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/329.2/Y31

69 ì²ØÇ50#~^} / �ßOÝ× ; }oŗNÙ�. -- omû�, 2007. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/292.9/Y82
70 mË_gÏÛ� : ó�OÙ�Ö / ó�O×. -- åoÙ�O�, 2010. o¹ 4F�2�÷·¯ÿ K/748/H27
71 |ø� : ó�OÙ�Ö / ó�O× ; oÜÿ. -- åoÙ�O�, 2012. oÜÿ o¹ 4F�2�÷·¯ÿ K/748/H27
72 O�ĉÿß²ÒÕð×ÁÕðÎúÖÕð / ÿß�{î�ĉç. -- _�¹, 2003. o¹ 2FäùĊ{� /748/Mi75
73 Ýÿ / ÿß�{×. -- çÇÖÉ÷ĊÈ, 2011. o¹ 3FOþ÷ KL/369/Mi75
74 ðāÂù : Ëßw��yÞÍØĊ / o|öwÙ�ĉç. -- Ur�, 2014. -- (^}~x�pq ; 05). o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/384/Sh49
75 �}vt�{�s} / }��v[, }¿yN, ÷Ýço×. -- åo{þ, 2006. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/114/E54
76 ��|�v}�fÏx�Ü / ÷Yo�×. -- ÞÆøÁ, 2007. o¹ 4F�2�÷·¯ÿ K/740/N14
77 åo|ÚWþ : 1970-1990 / kóuÎ×. -- ONþ�, 1992. o¹ 2FäùĊ{� /519/H56
78 °ãºā°ãºÙÇÍā : Ù�Ö 1978-1988 / }NÿÎÞý ; yßór [�{î�]. -- �³�, 1989. o¹ 2FäùĊ{� /292.7/A18
79 }�|ÿ{�f / ÷Yo�×. -- ÿ÷¹þß, 2004. o¹ 4FOþ÷ KL/748/N14
80 Ýx¿~�÷ : ã·Ö¶ÑÉ² / ó�O×. -- ¿÷}�W_, 2007. o¹ 4FOþ÷ KL/611.9/H27
81 �÷³ßÙ�Ö : <Oń�=x�}� : y�¢~�÷¸Ç / �÷³ß×. -- åßþß, 2008. o¹ 4F�2�÷·¯ÿ K/748/O33
82 Ûx~û_t : Ù�ÿx�_��~ÿû / �÷³ß, ½�Ü[×. -- åßþß, 2007. o¹ 4F�2�÷·¯ÿ K/740/O33
83 þ�z�åoæ� / ÿß�{×. -- �Ï�, 2012. o¹ 3FOþ÷ KL/397/Mi75
84 ×ÿ / yßór×. -- Ë~yû�_, 1998. -- (yßórÙ�yÖ / yßór× ; 2). o¹ 2FäùĊ{� /748/Ku95/2
85 {Î/þ~ / yßór×. -- Ë~yû�_, 2004. -- (yßórÙ�yÖ / yßór× ; 3). o¹ 2FäùĊ{� /748/Ku95/3
86 çÖØî / yßór×. -- Ë~yû�_, 1999. -- (yßórÙ�yÖ / yßór× ; 4). o¹ 2FäùĊ{� /748/Ku95/4
87 [y�f^~z{w : �÷³ßÙ�Ö / �÷³ß×. -- åßþß, 2005. o¹ 4FOþ÷ KL/748/O33
88 }��q : W�Óx£º : kóuÎÙ�Ö / kóuÎî�.-- ONþ�; 1992.4. o¹ M3Fâā½{� /498/H56
89 WçÖØî : ã·ÖĉùëùÍĊÆó / ÷Ýço [Ù�].-- �åõÞ�; 1973.3. o¹ M3Fâā½{� /292.3/I76
90 ×ÿ�åT· / yßórÙ�ĉç. -- �oþß, 1990. o¹ 2FäùĊ{� /292.1/Ku95
91 �}~o : °Æ°~þ�xxëw / �÷³ß×. -- Ë_çW, 1998. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/292/O33
92 �x�åo1�xztåo : ��_ûÿÏÖ / ��_û×. -- omû�, 2003. o¹ 2FäùĊ{� /914/Y84
93 ý : º{{_t��v = Tears / ÷Yo�×. -- PHP¶Õ±ÍĊÈĉ¾ùĊå, 2004. o¹ 2FäùĊ{� /748/N14
94 ²îÆāºā : ÷���W�¿ / yßór [×]. -- Ë~yû�_, 2003. -- (�u~}~�£ ; 2). o¹ 2FäùĊ{� /302.21/Ku95
95 O�ĉÿßïÕ±°~´Ë1}x��! / ÿß�{×. -- ÿûþ�õ�, 2007. -- (14{~^o�Û). o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/070/Mi75
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96 ^}~ÿ{ / ÷ÝçoÙ�ĉç. -- ùÑ½, 1998. -- (÷Ýço / ÷ÝçoÙ�ĉç ; Vol.2). o¹ 2FäùĊ{� /748/I76/2
97 90å�wwN|»~å / ÷ÝçoÙ�ĉç. -- ùÑ½, 1998. -- (÷Ýço / ÷ÝçoÙ�ĉç ; Vol.4). o¹ 2FäùĊ{� /748/I76/4
98 ��r��v÷tfÏ~rx / �÷³ßÙ�ĉç. -- Ë_çW, 1997. -- (°Æ°~[y��q . çÖØî). o¹ 2FäùĊ{� /384/O33
99 ÿß~� / ÷Yo�×. -- }xî¿�, 2006. o¹ 4FOþ÷ KL/748/N14
100 °ãºÙÇÍāfý¢�}|� : �÷³ßÙ�Ö / �÷³ß×. -- åßþß, 2003. o¹ 2FäùĊ{� /748/O33
101 |ï / yßór×. -- Ë~yû�_, 2004. -- (yßórÙ�yÖ / yßór× ; 1). o¹ 2FäùĊ{� /748/Ku95/1
102 þ~�|e÷ / ÷ÝçoÙ�ĉç. -- ùÑ½, 1998. -- (÷Ýço / ÷ÝçoÙ�ĉç ; Vol.1). o¹ 2FäùĊ{� /748/I76/1
103 þ~~ßß : Õx_x~þ[ / þ{nÿ, �÷³ß×. -- Ù÷²�, 1988. o¹ 2FäùĊ{� /302/N33
104 ÿQþńĉ¿�£�£ : ó�OÙ�Ö / ó�O×. -- åo¹ï÷�, 1997. o¹ 2FäùĊ{� /611.9/H27

105
N���keÏ(w�£�t�vx�v�w�~|��) : ó�O1oÿ�W¢î� / ó�O× ; ó{[ç. --
°ĊÖÎ²ÆµÇÖ, 2001.

o¹ 2FäùĊ{� /748/H27

106 O�ĉÿßº|ú{ýÅ�î� / ÿß�{×. -- �Üþ�, 2005. o¹ 2FäùĊ{� /070/Mi75
107 ÿÛ : ëÛ�²÷½�ó�³ / ÿß�{×. -- ýûÏÛb, 2005. o¹ 2FäùĊ{� /392/Mi75
108 rr1Z5~ëÛ� : PKOßÏ�f� / ÿß�{×. -- ýûÏÛb, 2003. o¹ 2FäùĊ{� /329.5/Mi75
109 v�êÁêÁ~ÿ / ÿß�{×. -- ýûÏÛb, 2007. -- (O�ĉÿß~ááø°āĉØ²Ö ; N). o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/302.27/Mi75
110 z�×¹×¹~ÿ / ÿß�{×. -- ýûÏÛb, 2007. -- (O�ĉÿß~ááø°āĉØ²Ö ; O). o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/302.27/Mi75

111
O�ĉÿßf|wïÅõv! : uû~�ßĉúĊÅõā : ÿĉÿíøïÅ / ÿß�{×. -- ýĊù×ã·ÖåúÇ,
2008. -- (ýĊù×ĉîÑ½ ; 666).

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/394/Mi75

112
°ïø¹÷þ¹W_>{vý�?~�óō]�Þ{ : q�1q·ß1æé1ýW / Ý_ï_×. -- îý÷þ
¹åy�|~_, 2015.

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/013/Ka97

113 ÷���gÚ�ß : ßvĉÇß²f~�ß / }_Wn×. -- NHKû�, 2015. -- (NHKÇèÅñù). o¹ 4F�2�÷·¯ÿ K/559/Y48

114
��sx¢r}��zt / �YÝõÞ<fï~k_=×wÿý. -- ÿï}oõ�, 2016. -- (fï~k_ ;
vol.2).

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/304/Ka43

115
ÿþ�NßńïùÖÎ´ā�w~50~ : Ïe¿ÿÝõ_�yÓ�}��w�oën_Ü / ÿÌÿ_Ó×. --
n÷þß, 2016.

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/369/U55

116 þ~ß}¢r�� : �³ĉþ~ß}åy}�¾� / þ~ß}åy}�¾�ß^÷ý. -- åoßÞ�, 2016. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/319/O52

117
}koû|ïÕ±°¢ûy / ïÕ±°ÿ\|~bĉ��úëĊÖýÖÝõ_ý. -- �oþß, 2016. -- (��ú
ëĊÖ wÛ).

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/070/Me14

118 ²Íø°óý~ÿokß�{ÿy�EUý~�ÿ / wó�×. -- ÿ�þö, 2016. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/323.37/A99
119 ò½Äxóý : <öógÏ=�_¢Û�~{ / w�Ôúá×wÿý. -- ýîþß, 2016. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/368/To28

120
�÷��_ : ù�q~ÕĊÍ�ys�w���vt�~{? / äùĊÇĉÅóØ²°Ċ× ; lwSû». -- Ë
}�, 2016.

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/007.3/Sc5

121 gèÿ�v~çWó / Ňuù�×. -- Þ}þ�, 2017. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/326.2/Sh86
122 [þåyßÿý~ýßþÏ / Oß_, _�¿²[×. -- ×÷þö, 2017. -- (gõ×÷ýßþÏ ; 15). o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/316/Mi76
123 _�q�yv�}�{ / ]ßþOÞ×. -- }�. -- ëå÷�, 2000. -- (]ßþOÞyÖ ; 1). o¹ 2FäùĊ{� /159/Y92

124
ß÷Ü²°pq|�}ë� : fï~îûù¢}��yv�}�1_�W�~{ / °ā×øóĊĉSĉ¾ûĊä× ;
_5o{¢�». -- å}BP�, 2017.

o¹ 4F�2�÷·¯ÿ K/549/G88

125
º|<èÿ~ëu=¢ûy~{ : ÙÁāÃûā<qÛ~=Ù�]okÏþÉv~�³ / Û^¿, ogu, ýo
o�ý. -- ÿ·~|þ�, 2017.

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/316/D41

126 �ï~ëux�ï~ùß : ÛÑÖýĊ½�_{zq�Ýër / �ßgó×. -- ^��, 2018. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/323/U74
127 ÛÑÖÝï~²]x��ïÕ±° / åo}���³ÿĉ|~bý. -- �ç�, 2018. o¹ 4F�2�÷·¯ÿ K/699/N71

128
°ïø¹å÷²ÞÅĊý : ³¶×_Ýõ_~ýx�� / ½øÇĉãĊãØ¾ù× ; ÿO} [�{] ». -- ÓËþ
�, 2018.

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/316/H85

129 AIfï~óýÞ : þý÷ý{þk�r�{ / owË{ý× ; _å{, }Ýß×. -- ïåõÞû�, 2018. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/007.1/Ki39
130 ûÞĊÖĉ»ñß~� : >}�½q�uû?~�ß¢ÿv / ]ýlÎÞ×. -- ×_�, 2014. -- (Ù�óþ). o¹ 4F�2�÷·¯ÿ K/740/Y92
131 ã±Ċù×ýĊ½ : þ¢csvß�û�v / _åÑÝ×. -- ß��. -- õþ�, 2006. -- (ýĊ×ìÑå). o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/361.9/Sa85
132 s�svéāÖ!?®ëp�q~þ~ÿw / þ~Í²îÇ�ýÖ\ý×. -- Úç|, 2017. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/395/O52
133 Papa&Capa : æíā¾´µ²x»ñß~17~ / }óÿ×. -- ¾eÁíóÙ¿ĊÅõāÈ, 2011. o¹ 4F�2�÷·¯ÿ K/930/Y24
134 ÞÖ�t�t / �~�qx× ; 1 - 6. -- ßÞ�, 1976. 1 o¹ 4F�2�÷·¯ÿ K/914/Mu35/1
135 ÞÖ�t�t / �~�qx× ; 1 - 6. -- ßÞ�, 1976. 2 o¹ 4F�2�÷·¯ÿ K/914/Mu35/2
136 ÞÖ�t�t / �~�qx× ; 1 - 6. -- ßÞ�, 1976. 3 o¹ 4F�2�÷·¯ÿ K/914/Mu35/3
137 ÞÖ�t�t / �~�qx× ; 1 - 6. -- ßÞ�, 1976. 4 o¹ 4F�2�÷·¯ÿ K/914/Mu35/4
138 ÞÖ�t�t / �~�qx× ; 1 - 6. -- ßÞ�, 1976. 5 o¹ 4F�2�÷·¯ÿ K/914/Mu35/5
139 ÞÖ�t�t / �~�qx× ; 1 - 6. -- ßÞ�, 1976. 6 o¹ 4F�2�÷·¯ÿ K/914/Mu35/6

140
İo / |÷ÎkÞ[×] ; }wõy�ý. -- }wõy�, 2007. -- (O\ : |÷ÎkÞå� / |÷ÎkÞ
[×] ; }wõy�ý ; �1ø).

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/289.1/Se57/1

141
³�^÷ / |÷ÎkÞ [×] ; }wõy�ý. -- }wõy�, 2009. -- (O\ : |÷ÎkÞå� / |÷Îk
Þ [×] ; }wõy�ý ; �2ø).

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/289.1/Se57/2

142
åoÿ~�~Ó / |÷ÎkÞ [×] ; }wõy�ý. -- }wõy�, 2011. -- (O\ : |÷ÎkÞå� / |
÷ÎkÞ [×] ; }wõy�ý ; �3ø).

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/289.1/Se57/3

143
Þß~ókÛ : þ~ĉwîĉýÅāÖāńÛyß���~õ�þ / õ_î²ÙÅ°Ô±äý ; ÷ïWÎ [�{
÷�]. -- íy�, 2014.

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/395/Ky7

144
yÓwÛ : fï¢¯�/þ~~ø^q� / þ~Í²îÇ�ý. -- þ~Í²îÇ�, 2015. -- (þ~Í²îÇĉ
äÑ½úÑÖ ; 18).

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/070/O52

145
^}kx�_{ / ÕúÑ½ĉàĊÍĊ [×] ; uoÏÞ, ·y�ÿ». -- ýîþß, 2012. -- (ýîþçþÉú½
Åõā).

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/316/H51

146 þ~ßº~ÆñĊØøÇÖ : lÿßùoÉú½Åõā / lÿßùo×. -- Ù÷²�, 1996. o¹ 2FäùĊ{� /918.68/I33

147
þ�~O£wt�þ : þ~ĉO�þ_wÝÏ~�³ : Ù��³ / ¿îyn¿×. -- �2�. -- ¿îyn¿,
1988.

o¹ 2FäùĊ{� /219.9/A97

148 ûÞĊÖĉ»ñßÙ�Ö : ã·Ö¾÷ãÇ / ûÞĊÖĉ»ñß× ; îo�{Þ»ĉë®. -- çÝgû, 1988. o¹ 4F�2�÷·¯ÿ K/748/C16

149
ÀÖåy�Îþ»ñßxÀùÎ. -- Ç²ÑÏĉßäøÑÅā¾, 2015. -- (Coyote : magazine for new travelers =
ÁöĊÔ ; No.55(Spring2015)).

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/051/To43

150
O�þ�Üº²×ìÑåë®þ / þ~ÿ���ÿ\çW�ø�_çW�ù2003~þ2~k�Ü�ßÿ(÷
ßÊí)ß_ ; [��rt~ÝýÖ]. -- �2�. -- ��rt~Ý, 2016.

o¹ 3FOþ÷ KL/219.9/O52

151 Û]Û¸vs.NHK : îÛÏþ¢Ç½Ċåw�ù|���vu (�q) / þïý{×. -- çÝgû, 2018. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/312.1/A26
152 ÷Þå� / oîm× ; kÝçOý ; 1, 2, 3. -- {mþ�, 2002. -- (q���ºçÿ ; [»-11-1,2,3]). 1 o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/210.7/Ki91/1
153 s~OS~~åoþ / Qř�_×. -- õo�, 1983. -- (õoçÿ ; Ë-236-2). o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/210.7/Ko18
154 |�Ó~ww / x�à5×. -- o�}Þ�, 1989. -- (o}çÿ). o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/312.1/Ki54
155 �òyÓ / ¯úõÞ�¾�_ø×. -- õo�, 1984. -- (õoçÿ ; Ë-348-1). o¹ 4F�2�÷·¯ÿ K/916/Y81

156
õÞ��~ë (v�) : ¯úõÞ�¾�_ø~|~ / ou×g×. -- oû��, 1984. -- (oçÿ ; ×
32A(217)).

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/070/H84

157 ÷Þå� / oîm× ; kÝçOý ; 1, 2, 3. -- {mþ�, 2002. -- (q���ºçÿ ; [»-11-1,2,3]). 2 o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/210.7/Ki91/2

158
r�×�~�³ : ÷~~O~×wÜĊÖ / o_õÞ�yÓø×. -- �_}ó�, 1994. -- (ÿï}�çÿ ;
1524 çÇÖĉÜāã±½Åõā).

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/368/C62

159 oß÷�z|{£p{ / N_ÿNÞ×. -- çÝgû, 1982. -- (çgçÿ ; [v-2-2]). o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/070/U41

160
×»óïāÖõÞ�� : Oó�ÌÏþ~42f� / ¯úõÞ�¾�_ø [×]. -- ÛÝþß, 1984. -- (ÛÝç
ÿ ; ý-561-1).

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/070/Y81

161
ùß�ÿx��~fï / }oyû[×]. -- �Ï�, 1997. -- (�Ï�+³çÿ . gÚÉ·� / }oyû[×] ;
N).

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/327.1/Y31

162 ï×xYÿ~fï / }oyû[×]. -- �Ï�, 1997. -- (�Ï�+³çÿ . gÚÉ·� / }oyû[×] ; O). o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/327.1/Y31

163 ÷Þå� / oîm× ; kÝçOý ; 1, 2, 3. -- {mþ�, 2002. -- (q���ºçÿ ; [»-11-1,2,3]). 3 o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/210.7/Ki91/3

164
�}�~ö� : Ù½Ëā¢ÿtt��300å / ¹ĊùĉÞĊāÇÍ²ā, êäĉ´Ñ×ýĊ× [×] ; ~öõ�». -
- û¸þ�, 1974.

o¹ 2FäùĊ{� /312.53/B38

165
ÈxÅñāßā : ûÞĊÖĉ»ñß--}~�ïxfï / °úÑ½Çĉ¹ĊÅõ´× ; ßo¶[». -- ÛÝþß,
2004.

o¹ 2FäùĊ{� /740/Ke59

166 òìÖÞt : þ~�Þþĉlÿßùo~ßº / îóÍ×. -- �Ï�, 1995. o¹ 2FäùĊ{� /289.1/Mo48
167 þ��Þ}vó / �Yö{×. -- ÿïÆñĊØøÈîû�_, 1970. o¹ 2FäùĊ{� /312.199/Mo34

168
ÿþ{rs�ù����óyb : }�_ÿþNß7]~�x{ : ¾� : �Îk^}�fßû / �ßï×. -
- �ógûû�, 1991.

o¹ 2FäùĊ{� /210.7/Ko75

169 þ~~f|{�}�þ�q : þ~ÆñĊØøÇÖ~¾� / lÿßùo×. -- Ã²ìùû�_, 1982. o¹ 2FäùĊ{� /916/I33

170
þ~~°ïø¹þ : þ~ÆñĊØøÇÖ~�³ / lÿßùo×. -- Ã²ìùû�_, 1971. -- (Ã²ìùĉ×
»óïāÖ).

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/219.9/I33

171 ÞÖ�t�t / �~�qx×. -- ßÞ�, 1997. o¹ 2FäùĊ{� /914/Mu35
172 Ú{�i}wĉþ~ó / õßÏo×. -- õ�ĉßÜ�. -- ýÖý�woO� (ńú), 2001. o¹ 2FäùĊ{� /219.9/A65

173
ûÞĊÖĉ»ñß : fï~þç� / ûÞĊÖĉ»ñßÙ� ; øÏñĊ×ĉ´µĊ÷āë® ; °āøĉ¹ùÔ±¶=ä
úÑËā, ÁĊÛùĉ»ñßß� ; ßïußÿ». -- ýîþß, 1997.

o¹ 2FäùĊ{� /748/C16

174 þ~�}oÛ¿ÿy^þ / }wõy�ýÖ ; 2001 - 2016. -- }wõy�, 2002. 2016 o¹ 2FäùĊ{� /361.9/O52/2016
175 ×²Ò~õóÿ / ã·ù¹ĊĉĂ¯²Ç× ; ÷¿Ýv�». -- õí�, 2019. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/311/W55
176 Ôúá�_ÙÑëā : ë_ë�x�ô� / {uwN×. -- {�{þ�, 2019. o¹ 4F�2�÷·¯ÿ K/699/O81
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177 þký~ÿïōºÜ : öĊûÑßx°Æ° / oÿ{ÿ[ý. -- ýßçW�, 2019. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/329.2/J52
178 ±Z�t�t ; : ÉÑÖ - �5ÿ. -- ÿ{�. -- OÎû�, 2018. �1ÿ o¹ 3FOþ÷ KL/071/Sh99/1
179 þ~��|~ß® : ÔúáyÓ~ÿ|{� / řß��×. -- û��Mugen, 2010. o¹ 4F�2�÷·¯ÿ K/699/Ta77

180
ïßÛÛÁÞÞÏþ : zz{~íq�£|ûqv��� / ¯úõÞ�¾�_ø[ý]. -- �Ï�, 1992. -- (�
Ï�çÿ).

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/317.7/Y81

181 <Õß~ëu=~ýv / o¿ÿÌ×. -- ýîþß, 2019. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/323/W46
182 æ²ÖĉÇâĊÏý~ÿ�|~ / Y�yÿ×. -- ï}�, 2019. -- (�Ûøþ ; 185 . óý). o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/316/N56

183
gõvÏ{��²āÍĊÛÑÖN~]�ëm~vÞxßÛ / �~[Ì, }uàNÞ×. -- �2�. -- ÓËþ
�, 2019.

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/326.2/Ma85

184 ÛÑÖöńy�ø½ÿw : ø½ÿwëíë²ý~vÿ¢w_W{� / Wóoß×. -- ë�û��, 2019. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/361.8/Ki63

185
º|ù�¢ûy~{ : ù�âÛûÿ<}Ú=~Ýç / ïåõÞ<�~ù�âÛûÿ=×wÿ×. -- ïåõÞ
û�, 2019.

o¹ 4F�2�÷·¯ÿ K/409/Ma31

186
ÇÜĊÕāĉã¯²ùÿß}¾ : åo�°ïø¹~^}÷�ÅÇÔî{yvòçwv}�{ / _{ß�y�×. -
- ïåõÞû�, 2019.

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/316/O22

187 Õ±Ċåãµ²½xÝv : <ÇûĊÆñĊØøÈî=~fï / �oN�×. -- �åõÞû�, 2019. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/070/Ma81
188 Õ±Ċåãµ²½xÝv : <ÇûĊÆñĊØøÈî=~fï / �oN�×. -- �åõÞû�, 2019. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/070/Ma81

189
�åÁø°ā_ÿû{���åo�_~æ²ÖÇâĊÏ : ÿw~�ó{�ÛÑÖ«ûĉ�ßórËn�w / Ñ
þÏ, Ýç�, �åÁø°ā_ÿûW_ý. -- n÷þß, 2019.

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/316/Z1

190 20^}ïÕ±°~è+21^} / �å�[ý×. -- ßÜ. -- ���, 2019. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ R/070/E78

191
óÿëâóøÈî~Õ±ÇÁĊÇ : pv¢rz��ÿ�y~�v{t����~{ / ùĊÖĉĂ·ÎÑ½× ; ÷
ø^Ņ, ßV�ï[, �u×[ý». -- n÷þß, 2019.

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/312.3/W82

192
�ÿ�q~fÏ¬ÿ : åu÷ÿ~<°ÑÒþř}=¢xzwv�x� / Ww_]×. -- è~o�, 2019. --
(}ùþ{þ{�z{s�fÏ / °Æ°~{�q~_, 8.15x°Æ°¾ùĊå(°Æ°çWã·Ċ÷î)ý ; Part
69).

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/210.7/Ki68

193 ãµ²½ÙóĊÇ{�üy�}��ÿ : å�×~ÿ�ÿ�|~ / oßÖ[ý×. -- ��}²û�, 2019. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/311/Ki85

194
ëu~qox}q�� / �ßÏ_ [�{] ý. -- �¾��û�_, 2019. -- (¾ûĊÞøÈîx}q��~
¬ÿ ; �3ÿ).

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/319/G95/3

195 ~��| : <|¢��_=¨ñ{ïs�49å / ïåõÞ<|¢��_=×wÿ×. -- ïåõÞû�, 2020. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/312.1/Ma31

196
²āÍĊÛÑÖk{ÿû : ZöËnĉńï�åy�{Ën"ß"~ýōÿßQ&A / ýïïó×. -- �Ný�,
2020.

o¹ 4F�2�÷·¯ÿ K/694/F73

197 õÞ|�t��þ~ / ú�ÝÓm×. -- þ~Í²îÇ�, 2021. o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/070/Mo76
198 þ~^ó ; �9ÿ. -- þ~^, 2013. w. �9ÿ o¹ 4F°½Ô±ä÷ĊÙā¾ V/219.9/O52/9
199 þ~~70~ : ã·ÖĉÇÖĊøĊ / ÷Ýço×.-- ýîþß; 2015.4.-- (ýîõþ ; õí� 1543). o¹ 4F�2�÷·¯ÿ X/081/I95V/1543
200 ÃÑ¹Ċxþ~ÿw / ÷ßÏó×. -- çÝgû, 2014. -- (çgõþ ; 987). o¹ 4F�2�÷·¯ÿ K/783/J52
201 <A= : ìÇÁí|yÓwz{s�¸´î~}Ü / îÔ_ [×]. -- ÛÝþß, 2002. -- (ÛÝçÿ ; 12313). o¹ 4F�2�÷·¯ÿÿçÿÿ X/080/Ka14/Mor
202 ÿÿxùß : ¶u��}çþ / Oßî, |uþ×. -- Öó�, 2014. -- (Öó�õþ ; 0759A). o¹ 4F�2�÷·¯ÿÿõþÿ X/081/Sh99/759
203 ùf / ou×g×. -- ÿûþ�õ�, 2012. -- (ÿûçÿ ; [�9-1]). o¹ 4F�2�÷·¯ÿÿçÿÿ X/080/Ka92/Hon
204 þ~fõÞ : þ~f60~ : _f~Þí¢t�~åy1�ùw. -- }wõy�, 2005. o¹ 2FäùĊ{� /219.9/O52
205 ê÷āÔ±° : �v�xt~åy�_ / Ñ[Ñû×. -- ýîþß, 1992. -- (ýîõþ ; õí�235). o¹ 4F�2�÷·¯ÿÿõþÿ X/081/I95V/235
206 þ~x�Ïÿw / _î[ÿ [×]. -- ÛÝþß, 2011. -- (ÛÝoneÔĊì21 ; A-140). o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/395/Ma26
207 ß¢�{{�âÛ : AV{{{�SíÏ�û÷�w / okïß×. -- �ý�, 2007. -- (�ý�õþ ; 034). o¹ 4F�2�÷·¯ÿ K/809/Mo83

208
ÕÆÍù_ó. -- åoõÞ[·¹, 2002. -- (ÕÆÍùã·ÖÆñĊØøÈî = Digital photo journalism / ÕÆ
Íùĉã·ÖĉÆñĊØøÈî|~_× ; w~1).

o¹ 2FäùĊ{� /070/D54/1

209
yÓÙ�~oî. -- åoõÞ[·¹, 2002. -- (ÕÆÍùã·ÖÆñĊØøÈî = Digital photo journalism / Õ
ÆÍùĉã·ÖĉÆñĊØøÈî|~_× ; w~2).

o¹ 2FäùĊ{� /070/D54/2

210
×wy�¹ï÷ìā�q. -- åoõÞ[·¹, 2002. -- (ÕÆÍùã·ÖÆñĊØøÈî = Digital photo
journalism / ÕÆÍùĉã·ÖĉÆñĊØøÈî|~_× ; w~3).

o¹ 2FäùĊ{� /070/D54/3

211 ù~óýÛ� : ]~o{ûtåo~ÿoý / oß}{×. -- �Ï�, 1965. -- (�Ï�ÿïõþ ; 53). o¹ 4F�2�÷·¯ÿÿõþÿ X/081/Ko19/53

212
èÿ~ëux�O��· : �ngx®n¬ÿ~��{ / o|ó{×. -- _�¹, 2009. -- (_�¹101õþ
; 046).

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/316/Sh49

213 ÷Ýço~¹ï÷ìāþ� / ÷Ýço× ; ¯Ox{ý, åxÓý. -- ÿû��, 2003. -- (ÿçÿ ; 033, 034). åxÓý o¹ 2FäùĊ{� /740/I76

214 º�÷�zt<°Æ°ÿÛ=ÍäĊw� / }oŗNÙ�ĉç. -- ßþ�, 2014. -- (wÛßþ ; 2137). o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/319/Y31

215
åo~�__Ü~<Î=x<og=|�{�o : åo¢û�|yfßg�~s�^·úþĉûþĉWý�_&
&. -- oÚ�, 2013. -- (Shinyusha mook).

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/319/N71

216 O�ĉÿß{£w�¹ï÷¢öw�{£ / ÿß�{×. -- }_�, 2000. -- (}_�ÞÑçÿ ; [G�-1-1]). o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/070/Mi75
217 S��tß�� / ÿß�{×. -- }_�, 2005. -- (}_�ÞÑçÿ . °ãºāßÏ� ; N). o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/292.7/Mi75

218
Ãìý~tq�£÷tå : ²÷½~yu�w°é!xû� / ÿß�{×. -- }_�, 2009. -- (}_�ÞÑç
ÿ ; [G�1-6]).

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/302.27/Mi75

219 S��tN|s� / ÿß�{×. -- }_�, 2005. -- (}_�ÞÑçÿ . °ãºāßÏ� ; O). o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/292.7/Mi75
220 O�ĉÿßÑkå¢ñx! / ÿß�{×. -- çÝgû, 2006. -- (çgçÿPLUS). o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/289.2/Mi75
221 v�v�¹ï÷}Ì / ÷Ýço×. -- ÿû��, 2004. -- (ÿçÿ ; 081). o¹ 2FäùĊ{� /291/I76
222 ���}ý / ýîþßýÖøý. -- ýîþß, 2000. -- (ýîÆóÙ°õþ ; 357). o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/377/I95
223 s�|ßńp : ¹ï÷|x�x�«ÿ� / kóuÎ×. -- ýîþß, 1991. -- (ýîÆóÙ°õþ ; 194). o¹ 4F�2�÷·¯ÿ K/543/H56
224 ù~ã·ÖĉÆñĊØøÈî : fÏ{�þ�� / ÷Yo�×. -- �ñ�, 2010. -- (�ñ�õþ ; 558). o¹ 4F�2�÷·¯ÿÿõþÿ X/081/H51/558

225
ÙÑëā<ûqu�óù=w� : ~{~�uùë!! : º���sx~ztåo~ÍäĊ¶ø°!. -- ßþ�, 2014.
-- (wÛßþ ; 2109).

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/291/N77

226
}ùþ|}xv��ztåo~�_~�ó. -- oÚ�, 2012. -- (Shinyusha mook . oÚ��óãªÅøĊ
È).

o¹ 3FOþ÷ KL/319/Ky4

227
º���sx~ztåo~�_DVD : ^·ĉûþĉWýßþĉWýþĉþÜýþĉÿ½ĉN³ÿþ : yÓÙ�
ÿĉ}oŗN20~~Îí / }oŗN[×] ; [oÛ], DVD. -- ßþ�, 2011. -- (wÛßþ ; 1724).

[oÛ] o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/319/Y31

228 óxN|�ÿÛ~þĉ^·úþ1ûþ~�óx�ß / }oŗN×. -- ßþ�, 2012. -- (ßþ�õþ ; 364). �uV¹ �3Bþÿ X/081/Ta51/Yam

229 N_ßÞ~Ïî¾øÃþ~ / �ß�Ï×. -- ûuÛõy�, 2017. -- (u}|qçÿ ; 011). o¹ 4F�2�÷·¯ÿ K/913.6/O77
230 �~ßvþ�x / ¿�þ [×]. -- ÛÝþß, 1997. -- (ÛÝçÿ ; 10373). o¹ 4F�2�÷·¯ÿ K/916/H52

231
þ~ÿïó : �ÿ}ÿ1o_ÿ~{�<¸Ċùþ~=�w / ûïª×. -- o�}Þõ�, 2015. -- (o}õþ
; 2342).

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/219.9/Sa49

232 ß¢�{{�âÛ : AV{{{�SíÏ�û÷�w / okïß×. -- �ý�, 2007. -- (�ý�õþ ; 034). o¹ 4F�2�÷·¯ÿ K/809/Mo83

233
fÏ¢k��t : ã·ÖÆñĊØøÇÖ~��^} / Îuöÿ×. -- ýîþß, 2009. -- (ýîÆóÙ°õþ ;
621).

o¹ 3F�1�÷·¯ÿ K/319/To83

234 þ~fßõÞ : Þû~ûgÏ¢ÿ�~�ùw : fß72~ĉý�kß�45~. -- }wõy�, 2017. o¹ 2FäùĊ{� /219.9/O52
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0ä÷´Æā¾×�N¯1
NO õwÝ÷|b þ] bµ¹

1 3Fä÷´Æā¾
Ûy.-- 1÷ (n16.7.2)-8734÷ (n45.7.30) ; 1÷ (�1.7.31)-4303÷ (�15.12.25)
; 1÷ (o1.12.27)-18559÷ (o64.1.7) ; 1÷ (�1.1.9)-.

11  o¹

2 3Fä÷´Æā¾ �åõÞ [wî]. 11  o¹
3 3Fä÷´Æā¾ ïåõÞ. 11  o¹
4 3Fä÷´Æā¾ åZýmõÞ / åZýmõÞ�. 11  o¹
5 3Fä÷´Æā¾ å}m�õÞ. 11  o¹
6 3Fä÷´Æā¾ å}wmõÞ. 11  o¹
7 3Fä÷´Æā¾ åo}nõÞ / åo}nõÞ�. 11  o¹
8 3Fä÷´Æā¾ ±Z¯þþ.-- 223÷ (o33.5.5)-. 11  o¹
9 3Fä÷´Æā¾ WþõÞ : ±Z.-- 1÷ (o24.6.25)-. 11  o¹
10 3Fä÷´Æā¾ �ïõÞ. 11  o¹
11 3Fä÷´Æā¾ wÞåy = The dong-a ilbo.-- åo�. 11  o¹
12 3Fä÷´Æā¾ ÇëĊÒy÷. [wî] : y÷õÞ. 11  o¹
13 3Fä÷´Æā¾ �YÝõÞ / �YÝõÞ�. 11  o¹

14 3Fä÷´Æā¾
->>=><<>4 < 6<7=L : 565=545?L=4O M>>=
><<G5E>4O 7475F4.-- 1992, no. 3 (O=6. 1992)- = 8384 (O
=6. 1992)-.

11  o¹

15 3Fä÷´Æā¾ Frankfurter Allgemeine : Zeitung fÛr Deutschland.-- (1, Nov. 1949)-. 11  o¹

16 3Fä÷´Æā¾
The Wall Street journal.-- Eastern ed.-- Vol. 153, no. 32 (Feb. 16, 1959)-.--
(00999660).

11  o¹

17 3Fä÷´Æā¾ The New York times.-- Vol. 6, no. 1868 (Sept. 14, 1857)-.-- (03624331). 11  o¹
18 3Fä÷´Æā¾ Le Monde.-- 1re annÈe, no. 1 (19 dÈc. 1944)-.-- (03952037). 11  o¹
19 3Fä÷´Æā¾ The New York times weekly review. 11  o¹
20 3Fä÷´Æā¾ The Japan times.-- No. 20615 (July 1, 1956)-.-- (02891956). 11  o¹
21 3Fä÷´Æā¾ Alpha. -- Vol. 68, no. 27 (July 6, 2018)-. -- ÆñßāÍ²îÈ, 2018. 11  o¹

22 3Fä÷´Æā¾
Die Zeit : Wochenzeitung  fÛr  Politik, Wirtschaft, Handel und Kultur. --
Zeitverlag, 194-.

11  o¹

23 3Fä÷´Æā¾ The Times.-- No. 940 (Jan. 1, 1788)-. 11  o¹
24 3Fä÷´Æā¾ þ}åç. 11  o¹
25 3Fä÷´Æā¾ o_fy = China times. 11  o¹
26 3Fä÷´Æā¾ }nwm}y / }nwm¿ÿ_ [ýÖ].-- No. 14696 (2001. 1. 9)-. 11  o¹
27 3Fä÷´Æā¾ Ynåy. 11  o¹
28 3Fä÷´Æā¾ wîõÞ. 11  o¹
29 3Fä÷´Æā¾ ÇëĊÒåo. 11  o¹
30 3Fä÷´Æā¾ w}õÞ. 11  o¹
31 3Fä÷´Æā¾ åZÇëĊÒ. [wî]. 11  o¹

32 3Fä÷´Æā¾
Mac fan / ïåÁíóÙ¿ĊÅõāÈ [ýÖ].-- 1ÿ1÷ (1993.5)- = �ÿ1÷
(1993.5)-.

11  o¹

33 3Fä÷´Æā¾ ÎĉĂ±āÏ.-- 1ÿ1÷ (1994.5)- = �ÿ1÷ (1994.5)-. 11  o¹

34 3Fä÷´Æā¾
o~×�.-- 1÷ (1976.g)-58÷ (o63.2) ; 13ÿ2÷ (1988.5)- = �ÿ59÷
(1988.5)-.-- (03854612).

11  o¹

35 3Fä÷´Æā¾
Aera = °¶÷ / �åõÞ�ý.-- No. 0 (1988.1.1)-no. 00 (1988.3) ; 1ÿ1÷
(1988.5)-.-- (09148833).

11  o¹

36 3Fä÷´Æā¾ ÃāÕĊïå.-- 25~1÷ (o21.1)- = �ÿ1363÷ (o21.1)-.-- (00395234). 11  o¹
37 3Fä÷´Æā¾ Switch : seek & find magazine / Ç²ÑÏĉÁĊëú²Åõā. 11  o¹
38 3Fä÷´Æā¾ ±Zçg.-- 1ÿ1÷ (o34.4.20)-. 11  o¹
39 3Fä÷´Æā¾ ±Zõo.-- 1ÿ1÷ (o31.2.19)-.-- (04887484). 11  o¹
40 3Fä÷´Æā¾ Brutus = äùĊÍÇ. 11  o¹
41 3Fä÷´Æā¾ Nonno : ÜāÜ. 11  o¹
42 3Fä÷´Æā¾ Hanako / ìºÆāÝ´Ç [ý]. 11  o¹

43 3Fä÷´Æā¾
Number : sports graphic = ØāÞĊ : ÇëĊÒ¾÷ã±Ñ½.-- wZþÙ[1ÿ0]÷
([o55.2])-.-- (0287900X).

11  o¹

44 3Fä÷´Æā¾ ±ZçĊÇêĊù.-- 1÷ ( [o33].4.16)- = 13ÿ8÷ ( [o33].4.16)-. 11  o¹
45 3Fä÷´Æā¾ Þß±Z = The international Chinese newsweekly.-- (10155015). 11  o¹
46 3Fä÷´Æā¾ Men's nonĉno = ïāÈÜāÜ. 11  o¹
47 3Fä÷´Æā¾ Mina = íØ. 11  o¹
48 3Fä÷´Æā¾ Õ²øĊÇëĊÒ = Daily sports. 11  o¹
49 3Fä÷´Æā¾ Ãā¿²ÇëĊÒ. 11  o¹

50 3Fä÷´Æā¾
Wedge : businessman magazine = ´¶ÑÆ / ´¶ÑÆ [ý].-- Vol. 1 (May 1989)-
v. 3 (July 1989) ; 1ÿ4÷ (Aug. 1989)- = �ÿ4÷ (Aug. 1989)-.

11  o¹

51 3Fä÷´Æā¾
å}ĂµøÍÇ = The nikkei veritas / åo}nõÞ�[ý].-- wZþÙ÷
([2008])-.

11  o¹

52 3Fä÷´Æā¾ Cut : international interview magazine / ûÑ»ā¾ĉ¸ā [ý]. 11  o¹
53 3Fä÷´Æā¾ Begin = á¼ā. -- ^}çW�. 11  o¹
54 3Fä÷´Æā¾ îĊ : ^}~�xO}û{sfy� : super mystery magazine Mu. 11  o¹
55 3Fä÷´Æā¾ The Japan news / the Yomiuri Shimbun.-- No. 22449 (Apr. 1, 2013)-. 11  o¹
56 3Fä÷´Æā¾ International New York times.-- No. 40620 (Oct. 16, 2013)-. 11  o¹
57 3Fä÷´Æā¾ Rockin'on Japan. 11  o¹
58 3Fä÷´Æā¾ Hir@gana times.-- 191÷(2002.9)-.-- (13487906). -- òÑ½O�, 2002. 11  o¹
59 3Fä÷´Æā¾ [ï&]Premium = °ā×åúí°î.-- ìºÆāÝ´Ç. 11  o¹
60 3Fä÷´Æā¾ Discover Japan : Õ±Ç¹ÞĊĉÆñßā : åo~ßÛ1Ýń�. 11  o¹
61 3Fä÷´Æā¾ Fudge = ã¯ÑÆ. 11  o¹
62 3Fä÷´Æā¾ å}PC21 : å}âĊÅĊ21 / å}BP� [ý].-- (13419900). 11  o¹
63 3Fä÷´Æā¾ CG world & digital video.-- Vol. 1 (Jul. 1998)-. 11  o¹
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NO õwÝ÷|b þ] bµ¹
64 3Fä÷´Æā¾ Eyescream : fashion & lifestyle magazine : for creative living = °²Ç½øĊî. 11  o¹
65 3Fä÷´Æā¾ World soccer digest : just have fun with football = ýĊù×ÃÑ¹ĊÎ²ÆµÇÖ. 11  o¹
66 3Fä÷´Æā¾ ÖÓÎ²òåy : Ì×�ú²ùã¯ā~ÖÓåy� = DJ. 11  o¹
67 3Fä÷´Æā¾ åo}²õÞ. 11  o¹
68 3Fä÷´Æā¾ }²õÞ = The educational news. 11  o¹
69 3Fä÷´Æā¾ Þ×íāÖāìºÆā.-- 1ÿ1÷ (1980.3)-. 11  o¹
70 3Fä÷´Æā¾ Friday = ã÷²ÕĊ. 11  o¹
71 3Fä÷´Æā¾ ±ZëÇÖ = Post : the opinion weekly for men.-- 1ÿ1÷ (o44.8.22)-. 11  o¹
72 3Fä÷´Æā¾ ±Zÿï.-- wZ [1ÿ1] ÷ (o34.4.12)-. 11  o¹
73 3Fä÷´Æā¾ Spa! : ±ZÇß. 11  o¹
74 3Fä÷´Æā¾ å~k^. -- _nû��, 19--. 11  o¹
75 3Fä÷´Æā¾ The London review of books.-- Vol. 1, no. 1 (25 Oct. 1979)-.-- (02609592). 11  o¹

76 3Fä÷´Æā¾
TĉLĉS, the Times literary supplement.-- 68th year, no. 3488 (Jan. 2, 1969)-
73rd year, no. 3770 (June 7, 1974) ; no. 3771 (June 14, 1974)-.

11  o¹

77 3Fä÷´Æā¾
The New York review of books / New York Review.-- Vol. 1 (1963)-.--
(00287504).

11  o¹

78 3Fä÷´Æā¾ The Financial times.-- No. 1 (Feb. 13, 1888)-.-- (03071766). 11  o¹
79 3Fä÷´Æā¾ New York Times book review.-- 1896 (Oct. 10, 1896)-.-- (00287806). 11  o¹

80 3Fä÷´Æā¾
La Nouvelle Quinzaine littÈraire.-- No 1092 (du 1er au 15 nov. 2013)-.--
(22702024).

11  o¹

81 3Fä÷´Æā¾ �ÞZÌ·õÞ. 11  o¹

82 3Fä÷´Æā¾
Fuji Sankei business i. = ãÆÃā¿²áÆÛÇ°² / åoýmõÞ� [ý].--
17299÷ (2004.3.1)-.

11  o¹

83 3Fä÷´Æā¾ ïåã·Ċ÷î : åo~øþ : ��åy�. 11  o¹

84 3Fä÷´Æā¾
Milsil : ëwxù�~åy�[íùÅù].-- 1ÿ1÷ (2008.1)- = �ÿ1÷ (2008.1)-
.-- (18825745).

11  o¹

85 3Fä÷´Æā¾ çāÏñĊ�ï. 11  o¹
86 3Fä÷´Æā¾ Omÿv}ø. 11  o¹

87 3Fä÷´Æā¾
Koreana = Áø°Ø : ×ÿ~ºÛxçW.-- [åo��].-- Vol. 6, no. 1 (1993.g
{)-.-- (12254592).

11  o¹

88 3Fä÷´Æā¾ Mundi = îāÕ±.-- No. 1 (Oct. 2013)-.-- (21880670). 11  o¹

89 3Fä÷´Æā¾
EMAC : ¶ìÑ½ : emotion³action : _Ï�þÿ~²āÍáóĊÖ.-- No. 1
(Sept. 2013)-.

11  o¹

90 3Fä÷´Æā¾ }~�ï : }÷�~��~Ûĉ~Û~ÿ\åy}. 11  o¹
91 3Fä÷´Æā¾ ~vûõÞ : _�ÏÛb~��~ßýō}÷åy}. 11  o¹

92 3Fä÷´Æā¾
Taiwan panorama = ósYïÞ� : ywĉ�wĉþç.-- oóç__�.--
(1991525X).

11  o¹

93 3Fä÷´Æā¾ ²Û : ^ï��²Û__y / ^ï��²Û_.-- No.1 (1958. 7)-. 11  o¹
94 3Fä÷´Æā¾ ÙóĊÇ^ï.-- 1÷ (o43. 5)-. 11  o¹

95 3Fä÷´Æā¾
Adonis = °×ÙÇ : ^ï��iÛ_ÿ\åy� : ÿö / ^ï��iÛ_yý
ÖÝõ_ý.-- Vol. 21 (2000.10)-.

11  o¹

96 3Fä÷´Æā¾ Show.-- No.1 (2007.3)-. 11  o¹
97 3Fä÷´Æā¾ ^sation : ^�ÇëĊÒßZ÷.-- No. 1 (2009.3.12)-. 11  o¹
98 3Fä÷´Æā¾ Crossea = ��swĊ.-- Vol. 1 (Oct. 2012)-. 11  o¹
99 3Fä÷´Æā¾ ÿ��ńÆñĊØù 11  o¹
100 3Fä÷´Æā¾ Pen 11  o¹
101 3Fä÷´Æā¾ ^ë^} 11  o¹
102 3Fä÷´Æā¾ ±Z°Ç»Ċ. ÀwýÖ. -- ÛÝ°Ç»Ċÿ\|~b, 20--. 11  o¹
103 3Fä÷´Æā¾ Men's fudge. -- Olþ�, 2006. 11  o¹
104 3Fä÷´Æā¾ y�ÆñĊØù / ÿ�çW}²ÉāÍĊ. -- ÿ�çW}²ÉāÍĊ, 19--. 11  o¹
105 3Fä÷´Æā¾ Swśÿ = World table tennis. -- Swśÿ, 19--. 11  o¹
106 3Fä÷´Æā¾ �óþ. -- KKçÇÖÉ÷ĊÈ, 2010. 11  o¹
107 3Fä÷´Æā¾ Casa brutus : life design magazine = oZ<¹ĊÃĉäùĊÍÇ= / ìºÆāÝ´Ç [ý]. -- No.8(2000.11)-12(2001.3) ; 2ÿ4÷(2001.4)- = No.13(2001.4)-. -- ìºÆāÝ´Ç, 19--.11  o¹

108 3Fä÷´Æā¾
»Ûìíy / »Ûìíy�ý. -- wZ[1]÷ (�8.7)-735÷ (o15.12) ; Ýþ1ß
(o21.3)-no. 79 (o25.4) ; ÿZ1÷ (o25.10)-. -- »Ûìíy�, 1919.

11  o¹

109 3Fä÷´Æā¾ Airline = oZ¶°÷²ā. -- ²¹ûÇû�, 19--. 11  o¹
110 3Fä÷´Æā¾ çW�ï. -- çW�ï�, 1---. 11  o¹
111 3Fä÷´Æā¾ ïÕ±°]�. -- 567÷ (�21.4.1)-. -- õÞ�ï¿ÿ_, 2009. 11  o¹

112 3Fä÷´Æā¾
¯ú½¸ĊÍøĊ / ¯úõÞwîo�¿ÿ|~oø [ý]. -- No. 1 (2007.g)-.
-- ¯úõÞwîo�¿ÿ|~oø, 2007.

11  o¹

113 3Fä÷´Æā¾ Disney fan = Õ±ÈÙĊã¯ā. -- �Ï�, 19--. 11  o¹

114 3Fä÷´Æā¾
Quinzaines : lettres, arts et idÈes -- No 1207 (du 16 au 31 janv. 2019)-. --
NQL, 2019.

11  o¹

115 3Fä÷´Æā¾
sÓfï / _²xÇëĊÒû�� [ý]. -- 1ÿ1÷ (o49.1)-. -- _²xÇëĊ
Òû��, 1974.

11  o¹

116 3Fä÷´Æā¾ Oz magazine : ¸ÈìºÆā. -- ÇÍĊÒû�, 19--. 11  o¹

117 3Fä÷´Æā¾
þNþâìºÆā / [çĊÇêĊùĉìºÆā�]þNþâĉìºÆāýÖ\
[ý]. -- 1 (o26)-4 (o27) ; 2ÿ2÷ (o27)- = �ÿ5÷ (o27)-. -- çĊÇêĊ
ùĉìºÆā�, 1951.

11  o¹

118 3Fä÷´Æā¾ õÞÎ²ÆµÇÖ. -- 1ÿ1÷ (1967.5)-, 1967. 11  o¹
119 3Fä÷´Æā¾ oZyçº²×. -- 1ÿ1÷ (1965.7)-. -- ªçZõY�, 1965. 11  o¹

120 3Fä÷´Æā¾
Vesta : ßçW~��� / w~}ß~çWÉāÍĊ [ý]. -- 1÷ (autumn
1989)-. -- w~}ß~çWÉāÍĊ, 1989.

11  o¹

121 3Fä÷´Æā¾ ÁìĊÅñùã·Ö. -- 1ÿ1÷ (1960. 7)-. -- ŕY�, 1960. 11  o¹
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NO õwÝ÷|b þ] bµ¹

122 3Fä÷´Æā¾
Mostly classic / the Sankei Shimbun. -- Vol. 1 (Apr. 1997)-. -- w}õÞ�,
1996.

11  o¹

123 3Fä÷´Æā¾
zt� : ·~r���w. -- 1ÿ1÷ (1980.1)- = �ÿ1÷ (1980.1)-. -- íî�,
1980.

11  o¹

124 3Fä÷´Æā¾ Ğ��� : q�sxz�½z�þ~}sìºÆā. -- åoû��, 200-. 11  o¹

125 3Fä÷´Æā¾
Quick Japan : news catcher magazine = ½²Ñ½ĉÆñßā. -- Vol. 1, no. 0 (1993
summer)-. -- Ûýõ�, 1993.

11  o¹

126 3Fä÷´Æā¾
NHK}�v~ývá¼ØĊÈ / åo��W_, åo��û�W_//ý. -- 1÷
(2007~4o)-12÷ (2008~3o÷) ; 2ÿ1÷ = no. 13 (2008~4o÷)-. -- åo�
�û�W_, 2007.

11  o¹

127 3Fä÷´Æā¾ þ~Í²îÇ. -- þ~Í²îÇ�, ----. 11  o¹
128 3Fä÷´Æā¾ }wõy. -- }wõy�, 195-. 11  o¹
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0�Û×�N¯1
NO þ�Ï�

1 °Æ°|~ : °Æ°�}�_{Z / °Æ°�}�_ý. -- 1ÿ1÷ (1954)-. -- °Æò�}�_, 1954.
2 õÞ|~ / åoõÞW_ [ý]. -- 1÷ (o22.12)-. -- [åoõÞW_], 1947.
3 wÛ{ÿ. -- �ñ�, 1972.
4 ÿo÷y{|~ / åoÿo÷y{g [ý]. -- 1ÿ (1953.7)-. -- ýîþß, 1953.
5 ^} / ýîþß [ý]. -- 1÷ (o21.1)-. -- ýîþß, 1946.
6 �¿�y / �¿{g [ýÖ]. -- 1¯ (o26.5)-. -- �¿�_, 1951.
7 wo�Û|~ / wo�Û|~b [ý]. -- 1ÿ1÷ (1962)-. -- wo�Û|~b, 1962.
8 wo|~ / �wçW��wo|~b. -- No. 1 (1961. 7)-. -- �wçW��wo|~b, 1961.
9 Voice : 21^}~õwtåo¢q{w�oZ� = ê²Ç. -- 1÷ (o53.1)-. -- PHP|~b, 1978.
10 kÞ. -- 1÷ (o48.10)-. -- w}õÞû�\, 1973.
11 �YÝ��ßÞ = The Kanagawa University review / �YÝ�� [ý]. -- 1 (1987)-. -- ÿ÷_, 1987.

12
Newsweek : the international newsmagazine = ÙóĊÈ´±Ċ½. -- åo�. -- 0ÿ0÷ [wZþÙ÷] (1985)-. -- Ô±áĊ¶Çĉ
äøÍÙ¹, 1985.

13 çÝgû. -- 1w1ß ([�12].1)-. -- çÝgû�, 1923.
14 ïåõÞ. -- ~w�. -- 1ÿ1÷ (o25.1)-. -- ïåõÞ�, 1950.

15
�åõÞ [wî] / �åõÞwîo� [ý]. -- ~w�. -- �w255ß (o15.9)-�w306ß (o19.12) ; oÜ20~N[� (o20.
N[�)-oÜ21~O[� (o21.O[�) ; �w307ß (o22.1)-. -- �åõÞwîo�, 1940.

16 åoÿÿõÞ. -- ~w�. -- 1w1ß (o24.4)-. -- o�wmÿÿ|~b, 1949.
17 �ïõÞ. -- ~w�. -- 1ÿ1÷ (1958.9)-. -- ¯úõÞ�, 1958.
18 ~þ}Þ. -- 1w1ß (�5.1)-. -- o�}Þ�, 1916.
19 �ê{y / �ê{g [ý]. -- _ÙçW�, 19--.
20 å}m�õÞ. -- ~w�. -- 1ÿ1÷ (1982.9-10)-. -- åo}nõÞ�, 1982.
21 õÞWgy. -- 372÷ (o22.3.3)-. -- åoõÞW_, 1947.
22 õwÞ. -- wÞåy�, 19--.

23
�Û~×U : JSCÙóĊÇ / �Û~×UýÖÝõ_ýÖ. -- 1ÿ1÷ (1996.4)- = �ÿ1÷ (1996.4)-. -- åo�ÛWÛ÷,
1996.

24 wîÿû[·¹}�. -- 1÷ (o40)-. -- wîÿû[·¹, 1966.
25 °ÇÔ²¸ā = �ÃÇ·»¿¿. -- 51 (1999)-. -- Ô±ĊáĊ¶ÇĉäøÍÙ¹, 1999.
26 Intelligence = ²āÔøÆµāÇ / 20^}ïÕ±°|~bý. -- No. 1 (Mar. 2002)-. -- 20^}ïÕ±°|~b, 2002.
27 wÛkÞ = The seiron extra. -- 1÷ (�18)-. -- w}õÞ�, 2006.
28 Time : the weekly newsmagazine. -- Time, 192-.
29 L'Express : international. -- No 2469 (oct./nov. 1998)-. -- Groupe Express, 1998.
30 French studies : a quarterly review. -- Vol. 1 (1947)-. -- B. Blackwell, 1947.
31 Les Cahiers franÆais : documents d'actualitÈ / la Documentation franÆaise. -- Documentation franÆaise, 19--.
32 Harper's. -- Vol. 253, no. 1516 (Sept. 1976)-. -- Harper's Magazine Foundation, 1976.

33
Der Spiegel. -- 1. Jahrg., Nr. 1 (4. Jan. 1947)-47. Jahrg., Nr. 43 (25. Okt. 1993) ; 1993, Nr. 44 (1. 11. 1993)-2018, Nr. 12 (17. 3.
2018) ; 71. Jahrg., Heft 13 (24. MÃrz 2018)-. -- R. Augstein, 1947.

34
Bulletin of Spanish studies : Hispanic studies and researches on Spain, Portugal and Latin America / University of Glasgow. --
Vol. 79, no. 1 (Jan. 2002)-. -- Carfax Publishing, 2002.

35
��úëĊÖ / ��úëĊÖýÖÝõ_. -- wZþÙ÷ (1971.10)-v. 3, no. 5 (1974.12) ; 18ĉ19\�÷ ( [19] 75.5 )-. -- oò
�, 1971.

36
Nieman reports / the Nieman Foundation, Harvard University. -- Vol. 1, no. 1 (Feb. 1947)-. -- Nieman Foundation, Harvard
Univeristy, 1947.

37 Nation. -- Vol. 1 (1865)-. -- Joseph H. Richards, 1865.
38 The spectator. --  F.C. Westley, 182-.
39 w : t�� : nå¢½ø¶ĊÖy�ÿ\×�. -- ý\ßÞ�, 197-.

40
Journalism & communication monographs. -- Vol.1 No.1(spring 1999)-. -- Association for Education in Journalism and Mass
Communication, 1999.

41
o�}Þ / o�}Þ�. -- 14~1÷ (n32.1)-129~12÷ (2014.12) = No. 120 (n32.1)-1573÷ (2014.12) ; 129ÿ1÷ (2015.1)-
= 1574÷ (2015.1)-. -- ßw�, 1899.

42 o. -- No. 1 (1952)-. -- [oû��], 1952.
43 å}wmõÞ. -- ~w�. -- 1ÿ1÷ (o48.10)-. -- åo}nõÞ�, 1973.

44
èÿ�criterion : <s�=xÿÝy�ßÛ}ó�. -- wZ[1]÷ (Mar.2018)-2÷ (2018.5) = �ÿ77÷ (Mar.2018)-�ÿ78÷
(2018.5) ; }Ü1÷ (2018.7)- = �ÿ79÷ (2018.7)-. -- MX¶āÍĊÔ²āïāÖ, 2018.

45 Will = ìāÇøĊ´²ù : ¸ÖØ~~Û. -- �ÿ1÷ (2005.1)-. -- ýÑ½ĉìºÆāÈ, 2005.
46 Themis / ÔĊíÇ [ý]. -- ÔĊíÇ, 19--.
47 Bulletin of spanish visual studies. -- Vol. 1, no. 1 (Apr. 2017)-. -- Routledge, Taylor & Francis Group, 2017.

48
ïÕ±°|~ = Japan journal of Media, Journalism and Communication Studies / åoïÕ±°�_ [ýÖ]. -- 101÷ (2022)-. --
åoïÕ±°�_, 2022.
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0ÕĊÍçĊÇ1ÿ[ÆñĊØùßÑ¿ĊÆN¯1
NO �þ û}
1 ĉÿ[ÆñĊØùßÑ¿ĊÆ
2 SpringerLink Springer�ńÌ~×�~yç¢·¯w}�y2ß³~�×�tx{�z��y2

3 Emerald Management 95

Emerald���ńÌu��áÆÛÇ1ìÛĊÆïāÖVß~×�¢oßxw1Nø}
²1÷þ¹�1æùÇ¿°zy~×�¢���ërxzsvt�2
Reference Reviews{Journalism·³~Þç|r�}vp|1"Library Studies"|
2019�öwÿíxzsvt���1ÆñĊØøÈî~ÿíxy�{yv{{ttv
�1Ýo|ß�xz�2

4 ScienceDirect
Elsevier�ńÌ~×�~22Í²Öù~·¯|ûg�y2��1_wtÖ÷āÄ½Åõ
ā¢�t1Elsevier|ńÌy�y�v~Í²Öù¢Þçtx{·¯y�sx�ûg�
y2

5 ĉä÷´Æā¾ü¯×�
6 ĉÕĊÍçĊÇ

7
EBSCOhost Academic Search
Complete

þçù�ĉ�_ù�~Vß¢oß{1ÁāâóĊÍĉý�ĉ{ĠĉuÿzyyVß{
���×�ÞçÕĊÍçĊÇ2

8 å}BP�Ï}�ÃĊáÇ å}BP�|ńÌy���×�}50�~�Ï¢ß³wvt�2

9
wo}nÕÆÍùÁāÔāÒĉ
÷²ä÷øĊ

wo}nõy�|ńÌy�>±Zwo}n?zy~�Ï¢ß³wvt�2

10 eol oï¾zy^þ�Omÿoåy1jïåy{¢ß³wv t�2
11 å}ÔúÁā å}4�~�Ïåy�Omåyzy¢ß³wvt�2
12 Lexis Advance óç~õÞ1×�1�ïzy~�Ï¢ß³wvt�2

13
The Times Digital
Archive(1785-1985)

The Times (London)~y÷�Ï¢ß³wvt�2

14 ÞµaÅøĊÈ <�åõÞ=zy~�Ïåy¢ß³wvt�2
15 öíÎÇ�ó¹ <¯úõÞ=zy~�Ïåy¢ß³wvt�2
16 ï� <ïåõÞ=zy~�Ïåy¢ß³wvt�2

17
JKBooks çÝgû°Ċ¹²ä
È

oZÿ\�>çÝgû?~wZ÷ÿ�k12~ÿ1923ÿ1oÿ{�28ÿ16÷ÿoÜ25~
ÿ1950ÿ12oÿ�w~y323Û¢ß³ÿßZ÷¢ö�ÿ2

18 w}õÞÕĊÍçĊÇ <w}õÞ=zy~�Ïåy¢ß³wvt�2

19
National Geographic Virtual
Library

ù�W��<National Geographic=(wZ÷(1888~)ÿgõ÷)xåÌ×�<National
Geographic Traveler=(2010~ÿgõ÷)¢ß³2
}~�{1\W_|ńÌy�}300Û~þ}1\W_|bµy�}1,300ù~w
÷1×·ĉôÛĉ^}~}ï�çW{{·y�}1,000ù~�ßx}400o~×�¢
m�2

20 ABCúëĊÖ
åoABCW_w�õÞĉ×�ĉ^�}�1ãøĊèĊßĊ~øu¢}ÿw�Ûwv
z�1s~�Ûu��øu(ABCøu)¢ABCúëĊÖxwv}è2(õÞ:74}1×
�:159�1^�}�:12�1ãøĊèĊßĊ:208�)

21 Nikkei Asia

åo¢���°Æ°Tÿĉwß~�ÿ1}n1ìĊ¿ÑÖ1Om×U1ù�âÛ{�
�_ĉî�w1í¿Öúā×�w1ýû�w�V÷�Ï¢ó�2
°Æ°Tÿĉwß~ÀÖ�Ï�ÙóĊÇ1åo}nõÞ�Zĉ]Z{ó�u���
Ï~ó»1°Æ°~��Om~Omåy(Asia300)zy~ÁāÔāÒ�ß³2
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1/1 

ï��öÝõ_Û÷�{ 

oÜ52~11o15å 

vÛ 

�ÿg s~�{���ö�W�38g{ÿu}1��öÝõ_ÿïO<Ýõ_=

xtv2ÿ{ttvÛ±»2 

�ÿg Ýõ_�1��ö�W�39g{Û±»k~Ýõ²²tvëry»2 

(1) �÷ÿÝõ÷ÿ 

(2) T|~ù÷ 

(3) T|~ùÝõ{¹øûu¼�ÿ]~}ë 

ÿ ß�{ßxvo�~�õ1}õÛ�÷õ~û�²n±1o�²ô�sx|

w}»2 

�ÿg _g�ÿ��ÿ÷{¸»Ýõ~ÿ��ÿ~xy»2�pw1Ýÿ²ù

rzt2kõ²�x�|\�s¼²ÜUwzq¼pz¹zt2ÜU{¸tv

Ýõxzt��~ÿ��1_ÿ�~ÿ�~ë[��xy»2 

�ÿg Ýõ_�1Ýõ÷|ß�x�±�x}{ûÖw1{t1û÷xz»2 

ÿ Ýõ÷{Ïer»x}�1Ýõ÷~g]y»|~ù÷~ÿ]|û÷~÷²

ïÌy»2 

�ÿg Ýõ_�1�÷~î_{¸ºk~Ï�²ûûy»2 

(1) ��ö�W}~Þ·Ïú�{~vÛ}ß{·y»Ï� 

(2) T|~ù{·y»q�~Ý�Ï� 

(3) T|~ù�~³}¿u{·y»Ï� 

(4) }~ÞÝõ_{ztvß�x�±�Ï� 

�ÿg Ýõ_�1}~ërõ~Þ[u~û�|zq¼p�üy»sx|w}

zt2 

�ÿg Ýõ_~û~�1û�Ýõ~Þ[u~\o{¸tvrûy»2 

�ÿg Ýõ_wûû~Ûw�Ï��1ûÏ³{��wvû÷|s¼{�]y

»2 

ÿ Ýõ_ûÏ³�1��öÏÛº÷|_rwß[y»2 

�ÿg o�{~}ß{ttv�1�÷|Ýõ_{Öûwv~Ûy»2 

Ö W 

s~�{�1oÜ52~11o15å{¹ýÌw1oÜ52~ÿoÿå{¹ù}y»2 

Ö W 

s~�{�1�rÿ~ÿoÿå{¹ýÌy»2 
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1/3 

ï^ï����öç�|~ùÝõ_�{ 

�rÿ~11oÿå 

vÛ 

ÿþöÿ 

�ÿg s~�{�1^ï����ö�WÿïO<�W=xtv2ÿ�38g~

�Û{ÿu}¯�y»ç�|~ùÝõ_ÿïO<Ýõ_=xtv2ÿ{·w

ß�zÏ�²Û±1ç�|~ù~×ÿzÀ÷²÷»sx²þöxy»2 

ÿërÿ 

�ÿg Ýõ_�1ç�|~ù÷ÿïO<|~ù÷=xtv2ÿÛsk{ór

»Ýõ²²svëry»2 

(1) ç�|~ùëmùþç_�w1åo�åoç�^�1ó�ó�ç�^�1

ö�^�1�ó�^�1wv�^�1�_�^�1ßv�^�Ûs¸óü

úúºð�^�ÿïO<T^�=xtv2ÿ{¹}¼~¼åûu¼�²~ 

Tÿ] 

(2) ç�Ī÷~÷{�»� 

(3) þ�ù�Ī÷~÷{�»� 

(4) ÿ�³ÿõû±ü·÷ó�Ī÷~÷{�»� 

ÿ _��ÿ÷~Ýõ~ÿ��1ÿ~xy»2�pw1Ýÿ²ùrzt2 

ÿ Ýõ_�1ß�{ßxvÝõï_~}÷õ~û�²n±vo�²ô�sx

|w}»2 

ÿ|~ù÷~åûÿ 

�ÿg |~ù÷�1T^�{¹åûu¼�Ýõ~vq1}ë~÷{�»�{

¹åûy»2 

ÿ |~ù÷~åû�1ërõ~ÿV~ÿïN~�|û�y»Ýõ_{ztv1

û��~q�]÷y{¸»ÿV~ÿïN~�~\o²ß�xy»2�pw1

s~\o|ß¹¼ztx}�1NOßy�ÿ]{ttv~å÷y²Ìt1[

}[uws¼²~y»2 

ÿ |~ù÷~ÿ��1ÿ~xy»2�pw1Ýÿ²ùrzt2 

ÿ |~ù÷{Ïe|r»x}�1Ýõ_|åûw���öÝõ_Ýõ²}}

»Ýõ|}~÷Û²ïÌy»2 

ÿÝõ_~ûÖÿ 

�ÿg Ýõ_�1|~ù÷|s¼²ûÖw1}~û÷xz»2 
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ÿ |~ù÷�1�÷Û�ërõ~[uïN~�{¹Ën|rs�x}�1�

´{{Ýõ_²ûÖwzq¼pz¹zt2 

ÿ�_~gþÿ 

�ÿg Ýõ_�1ërõ~[uïN~�~û�ÿT^�ÿ]ïN~û�²�

°2ÿ|zq¼p�_y»sx|w}zt2 

ÿûûÏ�ÿ 

�ÿg Ýõ_�1�W�45g~�Û{ÿu}1k~Ï�²ûûy»2 

(1) ��~u�1º{~ïÎ}~Þ��~�}{·y»sx2 

(2) î�{·y»sx2 

(3) �OÞçûÿ{·y»sx2 

(4) y��~å�{·y»sx2 

(5) ��~g^ÛsÞ�{·y»sx2 

(6) |~ù~}²º{{·y»sx2 

(7) ��~_ÿx~}�Ûs_ÿ{¹~}��~×u¼{·y»sx2 

(8) ÿ�îm~ë{·y»sx2 

(9) ëmùþç_�{·y»sx2 

(10) |~ù÷~ë§{·y»sx2 

(11) ��Ûs|~ù~T~Ýõ~åû{·y»sx2 

(12) |~ùÝõ_�{ns{vÛÛs}ß{·wÝõ_~û²}»sxx

u¼vt»�{{~vÛÛs}ß{·y»sx2 

(13) ëýù}ûßï{·y»sx2 

(14) �W}~Þ^ï��~�{{{¸svÝõ_~û²}»sxxu¼v

t»sx2 

(15) }²|~{·y»Ï�w1Ýõ_~o�²ô�sx|ß�z²~xw

v�÷|Û±�sx2 

(16) }~ÞÝõ_|ß�x�±�sx2 

ÿû~ÿ 

�ÿg Ýõ_~û~�1w{Û±»²~²ö}1û��~Ã[u~�~\o

{¸»2ÿv\u~x}�1û÷|s¼²~y»2 

ÿûÏ³ÿ 

�ÿg Ýõ_wûûw1Ûs~Ûw�Ï��1ûÏ³{��w1û÷|s¼

{�]y»2 
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ÿ _�~ûÏ³�1��öÏÛº÷|_rw1{t1ß[y»2 

ÿ�{~}ßÿ 

�ÿg s~�{~}ß�1ërõ~ÿV~ÿïN~�|û�y»Ýõ_{z

tv1û��~ÿV~ÿïN~�~\o²ß�xy»2 

Ö W 

s~�{�1�rÿ~11oÿå{¹ýÌy»2 

Ö W 

s~�{�1�r16~ÿo28å{¹ýÌy»2 

Ö W 

s~�{�1�r22~ÿoÿå{¹ýÌy»2 

Ö W 

s~�{�1�r27~ÿoÿå{¹ýÌy»2 

Ö W 

s~�{�1îÜÿ~ÿoÿå{¹ýÌy»2 

Ö W 

s~�{�1îÜÿ~ÿoÿå{¹ýÌy»2 
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1/2 

ï^ï����öõ±»ûö³û÷³ùýó÷ñóø�{ 

�r19~ÿoÿå 

vÛ 

ÿ¯íÿ 

�ÿg s~�{�1^ï����ö�W�ÿg~11�ÿ�~�Û{ÿu}1

^ï����öÿïO<��ö=xtv2ÿ~õ±»ûö³û÷³ùýó÷
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専修大学教職員人材育成方針 

 

令和２年９月９日 

策定 

 

学校法人専修大学は、建学の精神「社会に対する報恩奉仕」を現代的に捉え

直した 21 世紀ビジョン「社会知性（Socio-Intelligence）の開発」の実現を

目指すため、専修大学の教職員に求める能力を明確にし、その育成を図ること

を目的として、この方針を策定する。 

 

１ 求める教職員像 

21 世紀ビジョン「社会知性（Socio-Intelligence）の開発」について十

分に理解するとともに、日々、その実現に必要な能力の研鑽に努め、学生へ

の教授・支援を通じた有為な人材の輩出に資することができる者 

 

２ 求める能力 

(1) 主体的な課題解決力 

専門的知識・技術を修得するとともに、コミュニケーション能力や状

況判断力（情報処理能力）を駆使して、主体的に社会の諸課題の解決に

取り組むことができる能力 

 

(2) 倫理観に裏付けされた実践力 

高い理想を掲げ、倫理観に裏付けされた行動をすることができる能力 

 

(3) 独創的・創造的な発想力 

時代に先駆け、先見性を有し、かつ、先進的な活動を追求するため、

独創的・創造的な発想をすることができる能力 

 

(4) 他者との連携・協働に必要な人間理解力 

自己だけでは創出することができない価値を創造するため、自らの独

立性を維持しながらも、他者との連携・協働（相乗効果）を積極的に考

え、求めることができる能力 

 

(5) 地球的視野に立った洞察力 

国際通用性をもった教育・研究や国際交流・異文化の相互体験に努め

ることを通じて、地球的視野から地域の諸課題を洞察することができる

能力 

 

【参考】 

社会知性（Socio-Intelligence） 

専門的な知識・技術とそれに基づく思考方法を核としながらも、深い人間理

解と倫理観を持ち、地球的視野から独創的な発想により主体的に社会の諸課題

の解決に取り組んでいける能力 
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学生の確保の見通し等を記載した書類 

（１）新設組織の概要 

① 新設組織の概要（名称，入学定員（編入学定員），収容定員，所在地）

新設組織 
入学 

定員 

編入学

定員 

収容 

定員 

所在地 

（教育研究を行うキャンパス） 

専修大学 

文学研究科ジャーナリ

ズム学専攻（Ｍ） 

５ － １０ 

生田キャンパス 

神奈川県川崎市多摩区東三田 

２丁目１番１号 

② 新設組織の特色

１ 養成する人像等 

ジャーナリズム学専攻（修士課程）では、「社会学・社会福祉学関係」を組織として

研究対象とする中心的な学問分野とする。  

また、ジャーナリズム学専攻（修士課程）では、「ジャーナリズム学の専門性の一層

の向上を図るための深い知的学識と幅広い視野並びに新たな知を創造するための能力

を習得させる」ことを教育研究上の目的として、「ジャーナリズム学に関する高度な専

門的知識と研究能力を有して、幅広い視野で社会の課題を自ら見出し解決できる人材」

を養成することとしている。 

２ 新設組織と関連する既設組織 

ジャーナリズム学専攻（修士課程）と近接する学問分野を持つ既設組織は、文学研究

科社会学専攻（修士課程）で、入学定員は５名、収容定員は１０名、所在地は神奈川県

川崎市多摩区東三田である。 

なお、ジャーナリズム学専攻（修士課程）開設後における社会学専攻（修士課程）の

学生募集停止、収容定員変更、改組等の予定はない。 

組織名称 
入学 

定員 

編入学

定員 

収容 

定員 

所在地 

※新設組織開設後の予定 

専修大学 

文学研究科 

社会学専攻（Ｍ） 

５ － １０ 

神奈川県川崎市多摩区東三田 

２丁目１番１号 

※新設組織開設後の予定はない 

（２）人材需要の社会的な動向等 

① 新設組織で養成する人材の全国的、地域的、社会的動向の分析

１ 現代社会を取り巻く情勢 

現代社会においては、社会環境の急速な変化や学術研究の著しい進展に伴い、社会的

な要請や進学需要を踏まえた専門分野における教育研究の方向性を見極めるとともに、

－学生確保（本文）－2－
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数や志願倍率をみると相当数の志願者を確保しており、また入学定員に対する合格者

数の状況からも、入学者選抜試験が十分に機能している状況がうかがえる。 

今般、設置を計画しているジャーナリズム学専攻（修士課程）では、入学定員を５

人として設定しており、競合が想定される大学の入学志願動向等からも、定員の充足

は見込めるものと考えている。 

エ 学生納付金等の金額設定の理由 

ジャーナリズム学専攻（修士課程）の学生納付金等の金額設定の理由は、大学及び

大学院の運営に係る財務的な視点と学生納付金の学生への還元など受益者に対する説

明責任の観点を踏まえるとともに、競合が想定される類似の教育組織を設置している

私立大学（早稲田大学、上智大学、日本大学、成城大学）の学生納付金を勘案したう

えで、大学及び大学院の運営上における人件費及び教育研究や管理運営に係る経常経

費等の財務予測による実質的な採算分岐点を踏まえた金額として設定としている。

【資料11】 

③ 先行事例分析

－該当なし－

④ 学生確保に関するアンケート調査

今般、ジャーナリズム学専攻（修士課程）の設置計画を策定するにあたり、学生確保

の見通しを計量的な数値から検証することを目的として、ジャーナリズム学専攻（修士

課程）の基礎となる文学部ジャーナリズム学科に在籍している学生を対象として、ジャ

ーナリズム学専攻（修士課程）への進学意向等に関するアンケート調査を実施した。 

その結果、卒業後の進路を「大学院進学」、志望する大学院の設置者を「私立」、興味

のある学問分野を「社会学」と回答した者で、ジャーナリズム学専攻（修士課程）が開

設された場合「第一志望として受験する」と回答した者のうち、ジャーナリズム学専攻

（修士課程）を受験して合格した場合「入学する」と回答した者は、ジャーナリズム学

専攻（修士課程）の開設初年度に受験対象となる３年生では８人、開設２年目に受験対

象となる２年生では８人、開設３年目に受験対象となる１年生では２３人となってい

る。【資料 12】 

このようなジャーナリズム学専攻（修士課程）の基礎となる文学部ジャーナリズム学

科に在籍している学生に限定した調査結果においても、ジャーナリズム学専攻（修士課

程）への進学意向の高さがうかがえることから、学生確保の見通しがあるものと考えら

れる。 

⑤ 人材需要に関するアンケート調査等

ジャーナリズム学専攻（修士課程）の設置計画を策定するうえで、本学のジャーナ

リズム学専攻（修士課程）の人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的が、

社会的な人材需要の見通しを踏まえた計画であることを客観的根拠となるデータから

検証することを目的として、本学への求人実績や卒業生の採用実績がある関連企業等
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Ⅱ．人材需要調査（集計結果） 

【調査対象等】 

専修大学では、令和７年４月の開設に向けて、既設の文学研究科にジャーナリズム学専攻

修士課程（仮称）の設置を計画しており、このジャーナリズム学専攻修士課程（仮称）の設

置計画を策定するにあたり、人材需要の見通しを計量的な数値から検証することを目的とし

て、専修大学への求人実績や卒業生の採用実績がある関連企業等を中心とした人材需要等に

関するアンケート調査を実施した。 

①調査対象

専修大学への求人実績や卒業生の採用実績がある関連企業等 

②調査方法

関連企業等への Web による依頼、収集 

③調査実施

令和 6 年 1 月～令和 6 年 2 月 

④調査件数

回答件数：165 件 

※表内の比率は四捨五入のため、各項目の合計値は一致しない。 
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【調査結果概要】 

＜調査対象に関する質問事項＞ 

１．所在地 

専修大学への求人実績や卒業生の採用実績がある関連企業等に対して、所在地について質

問したところ、回答件数 165 件の約 57.0％にあたる 94 件が「東京都」と回答しており、次

いで、回答件数 165 件の約 6.7％にあたる 11 件が「神奈川県」と回答している。 

問１ 所在地 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 東京都 94 57.0 

２ 神奈川県 11 6.7 

３ その他 60 36.4 

未回答・不明 0 0.0 

合計 165 100.0 

－11－ 
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【調査結果概要】 

 

＜人材需要全般に関する質問事項＞ 

 

２．人材の採用見込み 

専修大学への求人実績や卒業生の採用実績がある関連企業等に対して、人材の採用見込み

について質問したところ、回答件数 165 件の約 76.4％にあたる 126 件が「増加すると思う」

と回答している。 

 

問２ 人材の採用見込み 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 増加すると思う 126 76.4 

２ 増加すると思わない 39 23.6 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 165 100.0 
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【調査結果概要】 

 

＜ジャーナリズム学専攻修士課程に関する質問事項＞ 

 

３．ジャーナリズム学専攻修士課程で養成する人材の必要性 

専修大学への求人実績や卒業生の採用実績がある関連企業等に対して、ジャーナリズム学

専攻修士課程で養成する人材の必要性について質問したところ、回答件数 165件の約 90.3％

にあたる 149 件が「必要性を感じる」と回答している。 

 

問３ ジャーナリズム学専攻修士課程で養成する人材の必要性 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 必要性を感じる 149 90.3 

２ 必要性を感じない 16 9.7 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 165 100.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－13－ 

－学生確保（本文）－15－

profile
下線

profile
長方形

profile
下線



【調査結果概要】 

 

＜ジャーナリズム学専攻修士課程に関する質問事項＞ 

 

４．ジャーナリズム学専攻修士課程で学んだ修了生の採用 

専修大学への求人実績や卒業生の採用実績がある関連企業等に対して、ジャーナリズム学

専攻修士課程で学んだ修了生の採用について質問したところ、回答件数 165 件の約 88.5％

にあたる 146 件が「採用したいと思う」と回答している。 

 

問４ ジャーナリズム学専攻修士課程で学んだ修了生の採用 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 採用したいと思う 146 88.5 

２ 採用したいと思わない 19 11.5 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 165 100.0 
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【調査結果概要】 

＜ジャーナリズム学専攻修士課程に関する質問事項＞ 

５．ジャーナリズム学専攻修士課程で学んだ修了生の採用人数 

問４で、ジャーナリズム学専攻修士課程で学んだ修了生の採用について「採用したいと思

う」と回答した関連企業等に対して、ジャーナリズム学専攻修士課程で学んだ修了生の単年

度当りの採用人数の見込みについて質問したところ、回答件数 146 件の約 34.9％にあたる

51 件が「１人」、回答件数 146 件の約 2.7％にあたる 4 件が「２人」、回答件数 146 件の約

4.8％にあたる 7 件が「３人」、回答件数 146 件の約 57.5％にあたる 84 件が「人数は未定」

と回答している。 

問５ ジャーナリズム学専攻修士課程で学んだ修了生の採用人数 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ １人 51 34.9 

２ ２人 4 2.7 

３ ３人以上 7 4.8 

４ 人数は未定 84 57.5 

未回答・不明 0 0.0 

合計 146 100.0 
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【調査結果概要】 

 

＜ジャーナリズム学専攻修士課程に関する質問事項＞ 

 

６．ジャーナリズム学専攻修士課程で学んだ修了生の採用 －クロス集計－ 

問２で、人材の採用見込みについて「増加すると思う」と回答し、問３で、ジャーナリズ

ム学専攻修士課程で養成する人材の必要性について「必要性を感じる」と回答した関連企業

等で、問４で、ジャーナリズム学専攻修士課程で学んだ卒業生を「採用したいと思う」と回

答した関連企業等のうち、問５で、単年度当りの修了生の採用人数の見込みを「１人」と回

答したのは 38 件、「２人」と回答したのは 3 件、「３人」と回答したのは 5 件、「人数は未

定」と回答したのは 59 件となっている。 

なお、「採用人数３人以上」と回答した採用人数を「３人」とし、「人数は未定」と回答し

た採用人数を「１人」として採用人数を合計すると 118 人となる。 

このような専修大学への求人実績や卒業生の採用実績がある一部の関連企業等に限定し

た調査結果においても、ジャーナリズム学専攻修士課程で学んだ修了生への採用意向の高さ

がうかがえることから、修了後の進路については見通しがあると考えられる。 

 

【クロス集計】 ジャーナリズム学専攻修士課程の修了生の採用人数 

No. カテゴリ 件数／件 人数／人 

１ 増加する×必要性を感じる×採用したい×１人 38 38 

２ 増加する×必要性を感じる×採用したい×２人 3 6 

３ 増加する×必要性を感じる×採用したい×３人 5 15 

４ 増加する×必要性を感じる×採用したい×人数は未定 59 59 

 合計 105 118 

 

 

＊問２ クロス集計する選択肢「人材の採用見込み」 

＊問３ クロス集計する選択肢「養成する人材の必要性」 

＊問４ クロス集計する選択肢「修了生の採用」 

＊問５ クロス集計する選択肢「修了生の採用人数」 
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設置圏域の高等学校及び中学校並びに小学校の学年別生徒数

神奈川県 東京都 千葉県 埼玉県 4都県総計

合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 総計 男 女

高校3年生 60,943 30,914 30,029 97,275 47,212 47,263 44,828 22,267 21,313 52,740 26,484 24,673 250,155 126,877 123,278

高校2年生 64,005 32,420 31,585 103,002 49,758 49,757 47,416 23,499 22,414 55,477 27,990 25,350 262,773 133,667 129,106

高校1年生 65,775 33,436 32,339 104,344 52,365 51,979 46,788 23,924 22,864 55,309 28,828 26,481 272,216 138,553 133,663

高校計 190,723 96,770 93,953 304,621 149,335 148,999 139,032 69,690 66,591 163,526 83,302 76,504 785,144 399,097 386,047

中学3年生 75,227 38,531 36,696 104,516 53,246 51,270 52,902 27,056 25,846 62,050 31,833 30,217 294,695 150,666 144,029

中学2年生 74,281 37,894 36,387 104,883 53,317 51,566 51,814 26,802 25,012 61,777 31,876 29,901 292,755 149,889 142,866

中学1年生 74,315 37,926 36,389 105,060 53,665 51,395 51,275 26,287 24,988 61,207 31,508 29,699 291,857 149,386 142,471

中学校計 223,823 114,351 109,472 314,459 160,228 154,231 155,991 80,145 75,846 185,034 95,217 89,817 879,307 449,941 429,366

6学年 75,119 38,428 36,691 102,289 52,498 49,791 51,546 26,448 25,098 60,247 30,870 29,377 289,201 148,244 140,957

5学年 74,971 38,291 36,680 102,853 52,496 50,357 50,574 25,932 24,642 59,990 30,584 29,406 288,388 147,303 141,085

4学年 73,270 37,746 35,524 104,038 53,053 50,985 49,963 25,651 24,312 59,834 30,516 29,318 287,105 146,966 140,139

3学年 73,614 37,591 36,023 105,819 53,821 51,998 50,150 25,766 24,384 59,306 30,316 28,990 288,889 147,494 141,395

2学年 72,824 37,234 35,590 105,547 53,697 51,850 49,778 25,324 24,454 59,186 30,269 28,917 287,335 146,524 140,811

1学年 70,164 35,884 34,280 103,085 52,325 50,760 47,808 24,412 23,396 56,893 29,212 27,681 277,950 141,833 136,117

小学校計 439,962 225,174 214,788 623,631 317,890 305,741 299,819 153,533 146,286 355,456 181,767 173,689 1,718,868 878,364 840,504

総計 854,508 436,295 418,213 1,242,711 627,453 608,971 594,842 303,368 288,723 704,016 360,286 340,010 3,383,319 1,727,402 1,655,917

※令和5年度 学校基本調査 高等学校「学年別生徒数（表番号135）」より本科の生徒数を参照

※令和5年度 学校基本調査 中学校「学年別生徒数（表番号75）」より参照

※ 令和5年度 学校基本調査 小学校「学年別児童数（表番号48）」より参照
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設置圏域の中学校を卒業した者の高等学校進学率

R3 R4 R5
卒業者 進学者 進学率 卒業者 進学者 進学率 卒業者 進学者 進学率 卒業者 進学者 進学率

神奈川県 男 37,527 37,246 99.3% 38,626 38,247 99.0% 39,009 38,660 99.1% 38,387 38,051 99.1%
女 36,013 35,745 99.3% 36,886 36,626 99.3% 37,082 36,814 99.3% 36,660 36,395 99.3%
男女計 73,540 72,991 99.3% 75,512 74,873 99.2% 76,091 75,474 99.2% 75,048 74,446 99.2%

東京都 男 49,887 49,288 98.8% 52,176 51,535 98.8% 53,198 52,470 98.6% 51,754 51,098 98.7%
女 48,348 47,780 98.8% 50,253 49,638 98.8% 50,906 50,232 98.7% 49,836 49,217 98.8%
男女計 98,235 97,068 98.8% 102,429 101,173 98.8% 104,104 102,702 98.7% 101,589 100,314 98.7%

千葉県 男 26,296 26,013 98.9% 27,015 26,694 98.8% 27,081 26,733 98.7% 26,797 26,480 98.8%
女 25,001 24,775 99.1% 25,721 25,472 99.0% 25,816 25,524 98.9% 25,513 25,257 99.0%
男女計 51,297 50,788 99.0% 52,736 52,166 98.9% 52,897 52,257 98.8% 52,310 51,737 98.9%

埼玉県 男 31,344 31,041 99.0% 32,472 32,153 99.0% 32,202 31,883 99.0% 32,006 31,692 99.0%
女 29,834 29,597 99.2% 30,288 30,033 99.2% 30,611 30,312 99.0% 30,244 29,981 99.1%
男女計 61,178 60,638 99.1% 62,760 62,186 99.1% 62,813 62,195 99.0% 62,250 61,673 99.1%

4都県総計 男 145,054 143,588 99.0% 150,289 148,629 98.9% 151,490 149,746 98.8% 148,944 147,321 98.9%
女 139,196 137,897 99.1% 143,148 141,769 99.0% 144,415 142,882 98.9% 142,253 140,849 99.0%
総計 284,250 281,485 99.0% 293,437 290,398 99.0% 295,905 292,628 98.9% 291,197 288,170 99.0%

※ 令和3～令和5年度 学校基本調査 中学校「状況別卒業者数（表番号257）」より卒業者数計および高等学校等進学者を参照

R3～R5平均
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設置圏域の高等学校を卒業した者の大学等進学率

R1 R2 R3 R4 R5

卒業者 進学者 進学率 卒業者 進学者 進学率 卒業者 進学者 進学率 卒業者 進学者 進学率 卒業者 進学者 進学率

神奈川県 男 33,314 19,268 57.8% 33,074 19,326 58.4% 32,879 20,282 61.7% 32,826 21,377 65.1% 31,651 21,394 67.6%

女 33,291 18,645 56.0% 32,610 18,321 56.2% 32,414 18,722 57.8% 31,960 19,470 60.9% 30,998 19,651 63.4%

男女計 66,605 37,913 56.9% 65,684 37,647 57.3% 65,293 39,004 59.7% 64,786 40,847 63.0% 62,649 41,045 65.5%

東京都 男 49,839 29,935 60.1% 49,059 30,595 62.4% 48,869 31,852 65.2% 48,768 33,509 68.7% 47,684 33,572 70.4%

女 51,884 34,198 65.9% 51,119 34,024 66.6% 50,074 34,500 68.9% 49,945 35,273 70.6% 49,128 35,408 72.1%

男女計 101,723 64,133 63.0% 100,178 64,619 64.5% 98,943 66,352 67.1% 98,713 68,782 69.7% 96,812 68,980 71.3%

千葉県 男 25,000 13,340 53.4% 24,567 13,272 54.0% 24,461 13,974 57.1% 23,804 14,484 60.8% 23,403 14,540 62.1%

女 23,998 11,916 49.7% 23,722 12,045 50.8% 23,741 12,463 52.5% 23,048 12,870 55.8% 22,417 12,737 56.8%

男女計 48,998 25,256 51.5% 48,289 25,317 52.4% 48,202 26,437 54.8% 46,852 27,354 58.4% 45,820 27,277 59.5%

埼玉県 男 29,476 16,284 55.2% 29,341 16,622 56.7% 28,551 17,112 59.9% 28,029 17,757 63.4% 27,147 17,590 64.8%

女 27,516 13,957 50.7% 27,302 14,093 51.6% 26,547 14,102 53.1% 26,024 14,373 55.2% 25,299 14,565 57.6%

男女計 56,992 30,241 53.1% 56,643 30,715 54.2% 55,098 31,214 56.7% 54,053 32,130 59.4% 52,446 32,155 61.3%

4都県総計 男 137,629 78,827 57.3% 136,041 79,815 58.7% 134,760 83,220 61.8% 133,427 87,127 65.3% 129,885 87,096 67.1%
女 136,689 78,716 57.6% 134,753 78,483 58.2% 132,776 79,787 60.1% 130,977 81,986 62.6% 127,842 82,361 64.4%
総計 274,318 157,543 57.4% 270,794 158,298 58.5% 267,536 163,007 60.9% 264,404 169,113 64.0% 257,727 169,457 65.8%

※1 令和2～令和5年度 学校基本調査 高等学校「状況別卒業者数（表番号281）」より卒業者数を参照

※2 令和2～令和5年度 学校基本調査 高等学校「都道府県別大学・短期大学等への進学者数（表番号285）」より進学者数（大学（学部））を参照
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設置圏域の高等学校を卒業した者の既設組織への入学者の状況

神奈川県 東京都 千葉県 埼玉県 4県計 神奈川県 東京都 千葉県 埼玉県 4県計
R5 経済学部 891 231 237 41 58 567 324 25.9% 26.6% 4.6% 6.5% 63.6%

法学部 729 157 251 81 66 555 174 21.5% 34.4% 11.1% 9.1% 76.1%
経営学部 622 153 203 38 25 419 203 24.6% 32.6% 6.1% 4.0% 67.4%
商学部 721 115 264 87 49 515 206 16.0% 36.6% 12.1% 6.8% 71.4%
文学部 770 217 221 39 36 513 257 28.2% 28.7% 5.1% 4.7% 66.6%
ﾈｯﾄﾜｰｸ情報学部 257 71 80 14 7 172 85 27.6% 31.1% 5.4% 2.7% 66.9%
人間科学部 256 83 79 11 13 186 70 32.4% 30.9% 4.3% 5.1% 72.7%
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部 253 47 101 28 27 203 50 18.6% 39.9% 11.1% 10.7% 80.2%
合計 4,499 1,074 1,436 339 281 3,130 1,369 23.9% 31.9% 7.5% 6.2% 69.6%

R4 経済学部 813 206 220 49 65 540 273 25.3% 27.1% 6.0% 8.0% 66.4%
法学部 775 181 260 78 71 590 185 23.4% 33.5% 10.1% 9.2% 76.1%
経営学部 636 166 215 31 31 443 193 26.1% 33.8% 4.9% 4.9% 69.7%
商学部 696 123 252 83 49 507 189 17.7% 36.2% 11.9% 7.0% 72.8%
文学部 701 194 190 34 62 480 221 27.7% 27.1% 4.9% 8.8% 68.5%
ﾈｯﾄﾜｰｸ情報学部 246 70 67 14 10 161 85 28.5% 27.2% 5.7% 4.1% 65.4%
人間科学部 239 73 99 7 17 196 43 30.5% 41.4% 2.9% 7.1% 82.0%
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部 236 55 81 34 23 193 43 23.3% 34.3% 14.4% 9.7% 81.8%
合計 4,342 1,068 1,384 330 328 3,110 1,232 24.6% 31.9% 7.6% 7.6% 71.6%

R3 経済学部 772 195 214 42 50 501 271 25.3% 27.7% 5.4% 6.5% 64.9%
法学部 734 170 220 66 83 539 195 23.2% 30.0% 9.0% 11.3% 73.4%
経営学部 574 145 175 34 28 382 192 25.3% 30.5% 5.9% 4.9% 66.6%
商学部 668 121 228 67 55 471 197 18.1% 34.1% 10.0% 8.2% 70.5%
文学部 683 185 198 25 52 460 223 27.1% 29.0% 3.7% 7.6% 67.3%
ﾈｯﾄﾜｰｸ情報学部 243 83 65 14 12 174 69 34.2% 26.7% 5.8% 4.9% 71.6%
人間科学部 233 66 79 14 16 175 58 28.3% 33.9% 6.0% 6.9% 75.1%
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部 228 38 71 31 23 163 65 16.7% 31.1% 13.6% 10.1% 71.5%
合計 4,135 1,003 1,250 293 319 2,865 1,270 24.3% 30.2% 7.1% 7.7% 69.3%

R2 経済学部 785 195 203 30 41 469 316 24.8% 25.9% 3.8% 5.2% 59.7%
法学部 734 166 248 64 68 546 188 22.6% 33.8% 8.7% 9.3% 74.4%
経営学部 571 128 189 35 28 380 191 22.4% 33.1% 6.1% 4.9% 66.5%
商学部 688 135 243 65 49 492 196 19.6% 35.3% 9.4% 7.1% 71.5%
文学部 691 183 161 33 51 428 263 26.5% 23.3% 4.8% 7.4% 61.9%
ﾈｯﾄﾜｰｸ情報学部 237 63 60 17 12 152 85 26.6% 25.3% 7.2% 5.1% 64.1%
人間科学部 228 64 76 12 8 160 68 28.1% 33.3% 5.3% 3.5% 70.2%
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部 235 39 82 28 27 176 59 16.6% 34.9% 11.9% 11.5% 74.9%
合計 4,169 973 1,262 284 284 2,803 1,366 23.3% 30.3% 6.8% 6.8% 67.2%

設置圏域 その他
道府県等

入学者数計
設置圏域

入学者数 設置圏域の高等学校卒業者数の割合
学部名等年度
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設置圏域の高等学校を卒業した者の既設組織への入学者の状況

神奈川県 東京都 千葉県 埼玉県 4県計 神奈川県 東京都 千葉県 埼玉県 4県計
設置圏域 その他

道府県等
入学者数計

設置圏域
入学者数 設置圏域の高等学校卒業者数の割合

学部名等年度

R1 経済学部 694 202 184 24 47 457 237 29.1% 26.5% 3.5% 6.8% 65.9%
（※）法学部 708 185 218 72 65 540 168 26.1% 30.8% 10.2% 9.2% 76.3%

経営学部 562 128 175 28 26 357 205 22.8% 31.1% 5.0% 4.6% 63.5%
商学部 686 151 197 52 56 456 230 22.0% 28.7% 7.6% 8.2% 66.5%
文学部 726 180 220 28 46 474 252 24.8% 30.3% 3.9% 6.3% 65.3%
ﾈｯﾄﾜｰｸ情報学部 251 80 79 10 11 180 71 31.9% 31.5% 4.0% 4.4% 71.7%
人間科学部 193 68 56 12 6 142 51 35.2% 29.0% 6.2% 3.1% 73.6%
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部
合計 3,820 994 1,129 226 257 2,606 1,214 26.0% 29.6% 5.9% 6.7% 68.2%
経済学部 3,955 1,029 1,058 186 261 2,534 1,421 26.0% 26.8% 4.7% 6.6% 64.1%
法学部 3,680 859 1,197 361 353 2,770 910 23.3% 32.5% 9.8% 9.6% 75.3%
経営学部 2,965 720 957 166 138 1,981 984 24.3% 32.3% 5.6% 4.7% 66.8%
商学部 3,459 645 1,184 354 258 2,441 1,018 18.6% 34.2% 10.2% 7.5% 70.6%
文学部 3,571 959 990 159 247 2,355 1,216 26.9% 27.7% 4.5% 6.9% 65.9%
ﾈｯﾄﾜｰｸ情報学部 1,234 367 351 69 52 839 395 29.7% 28.4% 5.6% 4.2% 68.0%
人間科学部 1,149 354 389 56 60 859 290 30.8% 33.9% 4.9% 5.2% 74.8%
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部 952 179 335 121 100 735 217 18.8% 35.2% 12.7% 10.5% 77.2%
合計 20,965 5,112 6,461 1,472 1,469 14,514 6,451 24.4% 30.8% 7.0% 7.0% 69.2%

※国際コミュニケーション学部はR2開設のため、R1のデータはなし

R1～
R5
合計
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新設組織が置かれる都道府県への入学状況 別紙１

○出身高校の所在地県別の入学者数の構成比（上位５都道府県）※直近年度

都道府県名 人　　数 構成比

1 － － #VALUE!

2 － － #VALUE!

3 － － #VALUE!

4 － － #VALUE!

5 － － #VALUE!

全　　体 － #VALUE!

※「学校基本調査」の「出身高校の所在地県別入学者数」から作成すること。

○新設組織が置かれる都道府県の定員充足状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

1 神奈川県 101.01% 102.54% 102.00%

2 － － － －

※２校地で教育課程を実施する場合はそれぞれの状況を記載すること。

○新設組織の学問分野（系統区分）の定員充足状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

1 神奈川県 101.56% 102.73% 102.70%

2 － － － －

※「系統区分」は日本私立学校振興・共済事業団の「今日の私学財政」の系統区分に従うこと。

※大学、学部、学部の学科、短期大学、短期大学の学科を設置する場合のみ作成（専門職大学、専門職短期大学、高等専門
学校を含む）。大学院は作成不要。

新組織所在地
（都道府県等）

充足率

系統区分
充足率
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－１

大学学部学科等名：専修大学 文学部 ジャーナリズム学科

（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況

H31年度入学者 R２年度入学者 R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 平　　均

0人 0人 0人 0人 0人 0人 
延べ人数 志願者数 － － － － － #DIV/0!

受験者数 － － － － － #DIV/0!
合格者数 － － － － － #DIV/0!
うち追加合格者数 － － － － － #DIV/0!
辞退者数 － － － － － #DIV/0!

実 人 数 志願者数 － － － － － #DIV/0!
受験者数 － － － － － #DIV/0!
合格者数 － － － － － #DIV/0!
うち追加合格者数 － － － － － #DIV/0!
辞退者数 － － － － － #DIV/0!

－ － － － － #DIV/0!
49人 49人 49人 48人 48人 49人 

延べ人数 志願者数 63人 66人 62人 62人 54人 61人 
受験者数 63人 66人 62人 62人 54人 61人 
合格者数 63人 66人 62人 62人 54人 61人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 63人 66人 62人 62人 54人 61人 
受験者数 63人 66人 62人 62人 54人 61人 
合格者数 63人 66人 62人 62人 54人 61人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

63人 66人 62人 62人 54人 61人 
63人 63人 63人 64人 64人 63人 

延べ人数 志願者数 1098人 694人 562人 737人 522人 723人 
受験者数 1033人 648人 529人 691人 482人 677人 
合格者数 135人 150人 221人 234人 259人 200人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 1人 1人 3人 0人 4人 2人 

実 人 数 志願者数 431人 311人 256人 338人 256人 318人 
受験者数 406人 279人 238人 320人 236人 296人 
合格者数 66人 72人 108人 121人 143人 102人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 5人 1人 0人 1人 

52人 46人 59人 61人 83人 60人 
12人 12人 12人 12人 12人 12人 

延べ人数 志願者数 721人 237人 308人 216人 175人 331人 
受験者数 720人 237人 308人 214人 175人 331人 
合格者数 124人 92人 110人 87人 86人 100人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 3人 2人 2人 0人 1人 

実 人 数 志願者数 135人 39人 44人 44人 33人 59人 
受験者数 135人 39人 44人 44人 33人 59人 
合格者数 35人 14人 19人 21人 19人 22人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

6人 6人 5人 7人 8人 6人 
0人 0人 0人 0人 0人 0人 

延べ人数 志願者数 51人 36人 38人 11人 16人 30人 
受験者数 42人 25人 27人 6人 7人 21人 
合格者数 8人 10人 6人 2人 4人 6人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 51人 36人 38人 11人 16人 30人 
受験者数 42人 25人 27人 6人 7人 21人 
合格者数 8人 10人 6人 2人 4人 6人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

7人 10人 4人 2人 4人 5人 
124人 124人 124人 124人 124人 124人 

延べ人数 志願者数 1933人 1033人 970人 1026人 767人 1146人 
受験者数 1858人 976人 926人 973人 718人 1090人 
合格者数 330人 318人 399人 385人 403人 367人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 1人 4人 5人 2人 4人 3人 

実 人 数 志願者数 680人 452人 400人 455人 359人 469人 
受験者数 646人 409人 371人 432人 330人 438人 
合格者数 172人 162人 195人 206人 220人 191人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 5人 1人 0人 1人 

128人 128人 130人 132人 149人 133人 

３．入学定員充足率

H31年度入学者 R２年度入学者 R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 平　　均

124人 124人 124人 124人 124人 124人 

1.03 1.03 1.05 1.06 1.20 1.08

0.39 0.40 0.33 0.34 0.37 0.37

総
合
型
選
抜

募集人数

入学者数
学
校
推
薦
型
選
抜

募集人数

入学者数
一
般
選
抜

募集人数

入学者数
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

募集人数

入学者数

入 学 定 員

入 学 定 員 充 足 率

歩 留 率

・総合型選抜については、対象学部では実施していない。
・延べ人数については、同一日に対象学科以外の学科を併願した者、及び対象学科を単願した者の合算数とした。
・実人数については、同一日に対象学科を単願した者の数とした。

そ
の
他
の
特
別
選
抜

募集人数

入学者数
合
計

募集人数

入学者数
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競合校の志願者数等の状況 

上智大学大学院 日本大学大学院

文学研究科新聞学専攻
博士前期課程

新聞学研究科新聞学専攻
博士前期課程

合計 平均

R5 入学定員 10 10 20 10

募集人員 10 10 20 10

志願者数 32 45 77 39

志願倍率 3.20 4.50 7.70 3.85

合格者数 8 15 23 11.5

入学者数 8 13 21 11

定員充足率 80.0% 130.0% 105.0% 105.0%

R4 入学定員 10 10 20 10

募集人員 10 10 20 10

志願者数 12 26 38 19

志願倍率 1.20 2.60 3.80 1.90

合格者数 2 5 7.00 3.50

入学者数 2 4 6 3

定員充足率 20% 40% 30% 30%

R3 入学定員 10 10 20 10

募集人員 10 10 20 10

志願者数 19 87 106 53

志願倍率 1.90 8.70 10.60 5.30

合格者数 6 10 16.00 8.00

入学者数 6 9 15 8

定員充足率 60.0% 90.0% 75.0% 75.0%

平均 入学定員 10 10 20 10
募集人員 10 10 20 10
志願者数 21 53 74 37

志願倍率 2.10 5.27 7.37 3.68

合格者数 5.3 10 15.33 7.67

入学者数 5 9 14 7
定員充足率 53.3% 86.7% 70.0% 70.0%

※1 各年度の情報は、各大学Webサイトより参照

2大学（※2）

※2 早稲田大学大学院政治学研究科政治学専攻ジャーナリズムコース修士課程および成城大学大学院文学研究科コミュニケーション学専攻博士前期課程については、
情報未公表
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学生納付金一覧 

大学名 専攻 第1年次 第2年次

専修大学 文学研究科ジャーナリズム学専攻（修士課程）
822,000円
（入学金：200,000円を含む）

612,000円

早稲田大学
政治学研究科政治学専攻ジャーナリズムコース
（修士課程）

1,092,500円
（入学金：200,000円を含む）

890,500円

上智大学 文学研究科新聞学専攻（博士前期課程）
920,400円
（入学金：200,000円を含む）

760,000円

日本大学 新聞学研究科新聞学専攻（博士前期課程）
900,000円
（入学金：200,000円を含む）

740,000円

成城大学
文学研究科コミュニケーション学専攻（博士課
程前期）

学外者：785,000円
（入学金：150,000円を含む）
学内者：635,000円

635,000円
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Ⅰ．進学需要調査（集計結果） 

【調査対象等】 

専修大学では、令和７年４月の開設に向けて、既設の文学研究科にジャーナリズム学専攻

修士課程（仮称）の設置を計画しており、このジャーナリズム学専攻修士課程（仮称）の設

置計画を策定するにあたり、学生確保の見通しを計量的な数値から検証することを目的とし

て、ジャーナリズム学専攻修士課程（仮称）の基礎となる文学部のジャーナリズム学科の在

学生を対象とした進学需要等に関するアンケート調査を実施した。 

①調査対象

専修大学文学部ジャーナリズム学科に在籍する学生（３年生～１年生） 

②調査方法

調査対象者への直接配布、直接回収 

③調査実施

令和 5 年 12 月～令和 6 年 2 月 

④調査件数

回答者数：３年生／125 人 

 ２年生／122 人 

 １年生／102 人 

※表内の比率は四捨五入のため、各項目の合計値は一致しない。 

－１－ 
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【調査結果概要】 

 

＜調査対象者に関する質問事項＞ 

 

１．学年 

専修大学の文学部のジャーナリズム学科の在学生に対して、学年について質問したところ、

「３年次」と回答した在学生は、回答者数 349 人の約 35.8％にあたる 125 人、「２年次」と

回答した在学生は、回答者数 349 人の約 35.0％にあたる 122 人、「１年次」と回答した在学

生は、回答者数 349 人の約 29.2％にあたる 102 人となっている。 

 

問１ 学年 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ ３年次 125 35.8 

２ ２年次 122 35.0 

３ １年次 102 29.2 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 349 100.0 
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【調査結果概要】 

 

＜調査対象者に関する質問事項＞ 

 

２．卒業後の進路 

専修大学の文学部のジャーナリズム学科の在学生に対して、卒業後の進路について質問し

たところ、「大学院進学」と回答した３年生は、総回答数 145 人の約 26.2％にあたる 38 人、

２年生は、総回答数 145 人の約 19.3％にあたる 28 人、１年生は、総回答数 126 人の約 31.7％

にあたる 40 人となっている。 

 

問２ 卒業後の進路／３年生（複数選択可） 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 大学院進学 38 26.2 

２ 就職 103 71.0 

３ その他 4 2.8 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 145 100.0 

注）総回答数に対する割合 

 

問２ 卒業後の進路／２年生（複数選択可） 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 大学院進学 28 19.3 

２ 就職 114 78.6 

３ その他 3 2.1 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 145 100.0 

注）総回答数に対する割合 

 

問２ 卒業後の進路／１年生（複数選択可） 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 大学院進学 40 31.7 

２ 就職 85 67.5 

３ その他 1 0.8 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 126 100.0 

注）総回答数に対する割合 
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【調査結果概要】 

 

＜調査対象者に関する質問事項＞ 

 

３．志望する大学院の設置者 

問２で、卒業後の進路を「大学院進学」と回答した専修大学の文学部のジャーナリズム学

科の在学生に対して、志望する大学院の設置者について質問したところ、「私立」と回答し

た３年生は、総回答数 64 人の約 42.2％にあたる 27 人、２年生は、総回答数 35 人の約 74.3％

にあたる 26 人、１年生は総回答数 49 人の約 71.4％にあたる 35 人となっている。 

 

問３ 志望する大学院の設置者／３年生（複数選択可） 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 国立 22 34.4 

２ 公立 15 23.4 

３ 私立 27 42.2 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 64 100.0 

注）総回答数に対する割合 

 

問３ 志望する大学院の設置者／２年生（複数選択可） 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 国立 5 14.3 

２ 公立 4 11.4 

３ 私立 26 74.3 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 35 100.0 

注）総回答数に対する割合 

 

問３ 志望する大学院の設置者／１年生（複数選択可） 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 国立 9 18.4 

２ 公立 5 10.2 

３ 私立 35 71.4 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 49 100.0 

注）総回答数に対する割合 
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【調査結果概要】 

 

＜調査対象者に関する質問事項＞ 

 

４．興味のある学問分野 

専修大学の文学部のジャーナリズム学科の在学生に対して、大学を卒業後、学びたいと考

えている興味のある学問分野について質問したところ、「社会学」と回答した３年生は、総

回答数 82 人の約 28.0％にあたる 23 人、２年生は、総回答数 56 人の約 28.6％にあたる 16

人、１年生は、総回答数 84 人の約 36.9％にあたる 31 人となっている。 

 

問４ 興味のある学問分野／３年生（複数選択可） 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 文学 27 32.9 

２ 史学 5 6.1 

３ 哲学 5 6.1 

４ 法学・政治学関係 3 3.7 

５ 商学・経済学 4 4.9 

６ 社会学 23 28.0 

７ 理学 2 2.4 

８ 工学 0 0.0 

９ 農学 1 1.2 

10 保健 0 0.0 

11 商船 1 1.2 

12 家政 1 1.2 

13 教育 2 2.4 

14 芸術 7 8.5 

15 その他 1 1.2 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 82 100.0 

注）総回答数に対する割合 
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問４ 興味のある学問分野／２年生（複数選択可） 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 文学 21 37.5 

２ 史学 1 1.8 

３ 哲学 4 7.1 

４ 法学・政治学関係 1 1.8 

５ 商学・経済学 1 1.8 

６ 社会学 16 28.6 

７ 理学 0 0.0 

８ 工学 0 0.0 

９ 農学 0 0.0 

10 保健 3 5.4 

11 商船 0 0.0 

12 家政 0 0.0 

13 教育 1 1.8 

14 芸術 3 5.4 

15 その他 5 8.9 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 56 100.0 

注）総回答数に対する割合 

 

問４ 興味のある学問分野／１年生（複数選択可） 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 文学 32 38.1 

２ 史学 4 4.8 

３ 哲学 2 2.4 

４ 法学・政治学関係 1 1.2 

５ 商学・経済学 2 2.4 

６ 社会学 31 36.9 

７ 理学 0 0.0 

８ 工学 1 1.2 

９ 農学 1 1.2 

10 保健 2 2.4 

11 商船 2 2.4 

12 家政 1 1.2 

13 教育 2 2.4 

14 芸術 1 1.2 

15 その他 2 2.4 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 84 100.0 

注）総回答数に対する割合 
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【調査結果概要】 

 

＜ジャーナリズム学専攻修士課程に関する質問事項＞ 

 

５．ジャーナリズム学専攻修士課程の受験希望 

専修大学の文学部のジャーナリズム学科の在学生に対して、専修大学の文学研究科にジ

ャーナリズム学専攻修士課程が開設された場合の受験希望について質問したところ、「第一

志望として受験する」と回答した３年生は、回答者数 38 人の約 55.3％にあたる 21 人、２

年生は、回答者数 28 人の約 39.3％にあたる 11 人、１年生は、回答者数 40 人の約 72.5％に

あたる 29 人となっている。 

 

問５ ジャーナリズム学専攻修士課程の受験希望／３年生 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 第一志望として受験する 21 55.3 

２ 第二志望として受験する 9 23.7 

３ 第三志望以降として受験する 6 15.8 

４ 受験しない 2 5.3 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 38 100.0 

 

問５ ジャーナリズム学専攻修士課程の受験希望／２年生 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 第一志望として受験する 11 39.3 

２ 第二志望として受験する 6 21.4 

３ 第三志望以降として受験する 3 10.7 

４ 受験しない 8 28.6 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 28 100.0 

 

問５ ジャーナリズム学専攻修士課程の受験希望／１年生 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 第一志望として受験する 29 72.5 

２ 第二志望として受験する 7 17.5 

３ 第三志望以降として受験する 4 10.0 

４ 受験しない 0 0.0 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 40 100.0 

 

 

 

 

 

－７－ 

－学生確保（本文）－37－



【調査結果概要】 

 

＜ジャーナリズム学専攻修士課程に関する質問事項＞ 

 

６．ジャーナリズム学専攻修士課程への入学希望 

問５で、専修大学の文学研究科にジャーナリズム学専攻修士課程が開設された場合の受

験希望について、「第一志望として受験する」、「第二志望として受験する」、「第三志望以降

として受験する」と回答した専修大学の文学部のジャーナリズム学科の在学生に対して、ジ

ャーナリズム学専攻修士課程を受験して合格した場合の入学希望について質問したところ、

「入学する」と回答した３年生は、回答者数 36 人の約 50.0％にあたる 18 人、２年生は、

回答者数 20 人の約 75.0％にあたる 15 人、１年生は、回答者数 40 人の約 80.0％にあたる

32 人となっている。 

 

問６ ジャーナリズム学専攻修士課程への入学希望／３年生 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 入学する 18 50.0 

２ 志望順位が上位の他の志望先が不合格の場合に入学する 18 50.0 

３ 入学しない 0 0.0 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 36 100.0 

 

問６ ジャーナリズム学専攻修士課程への入学希望／２年生 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 入学する 15 75.0 

２ 志望順位が上位の他の志望先が不合格の場合に入学する 5 25.0 

３ 入学しない 0 0.0 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 20 100.0 

 

問６ ジャーナリズム学専攻修士課程への入学希望／１年生 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 入学する 32 80.0 

２ 志望順位が上位の他の志望先が不合格の場合に入学する 7 17.5 

３ 入学しない 1 2.5 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 40 100.0 
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【調査結果概要】 

 

＜ジャーナリズム学専攻修士課程に関する質問事項＞ 

 

７．ジャーナリズム学専攻修士課程への入学希望 －クロス集計－ 

問２で、卒業後の進路を「大学院進学」と回答し、問３で志望する大学等の設置者を「私

立」と回答した者で、問４で興味のある学問分野を「社会学」と回答し、かつ問５でジャー

ナリズム学専攻修士課程が開設された場合の受験希望について「第一志望として受験する」

と回答した者のうち、問６でジャーナリズム学専攻修士課程に合格した場合「入学する」と

回答した３年生は 8 人、２年生は 8 人、１年生は 23 人となっている。 

このようなジャーナリズム学専攻修士課程の基礎となる専修大学の文学部のジャーナリ

ズム学科の在学生に限定した調査結果においても、専修大学のジャーナリズム学専攻修士

課程への入学希望の高さがうかがえることから、学生確保の見通しがあると考えられる。 

 

【クロス集計】 ジャーナリズム学専攻修士課程への入学希望／３年生 

№ カテゴリ 件数／人 

１ 大学院×私立×社会学×第一志望×入学する 8 

２ 大学院×私立×社会学×第二志望×入学する 2 

３ 大学院×私立×社会学×第三志望以降×入学する 0 

 

【クロス集計】 ジャーナリズム学専攻修士課程への入学希望／２年生 

№ カテゴリ 件数／人 

１ 大学院×私立×社会学×第一志望×入学する 8 

２ 大学院×私立×社会学×第二志望×入学する 1 

３ 大学院×私立×社会学×第三志望以降×入学する 0 

 

【クロス集計】 ジャーナリズム学専攻修士課程への入学希望／１年生 

№ カテゴリ 件数／人 

１ 大学院×私立×社会学×第一志望×入学する 23 

２ 大学院×私立×社会学×第二志望×入学する 3 

３ 大学院×私立×社会学×第三志望以降×入学する 1 

 

 

＊問１ クロス集計する選択肢「卒業後の進路」 

＊問２ クロス集計する選択肢「設置構想中の大学院の設置者」 

＊問３ クロス集計する選択肢「設置構想中の組織に該当する学問分野」 

＊問４ クロス集計する選択肢「受験する志望順位」 

＊問５ クロス集計する選択肢「入学する意向」 
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Ⅰ．進学需要調査（集計結果） 

 

【調査対象等】 

専修大学では、令和７年４月の開設に向けて、既設の文学研究科にジャーナリズム学専攻

修士課程（仮称）の設置を計画しており、このジャーナリズム学専攻修士課程（仮称）の設

置計画を策定するにあたり、学生確保の見通しを計量的な数値から検証することを目的とし

て、ジャーナリズム学専攻修士課程（仮称）の基礎となる文学部のジャーナリズム学科の在

学生を対象とした進学需要等に関するアンケート調査を実施した。 

 

①調査対象 

専修大学文学部ジャーナリズム学科に在籍する学生（３年生～１年生） 

 

②調査方法 

調査対象者への直接配布、直接回収 

 

③調査実施 

令和 5 年 12 月～令和 6 年 2 月 

 

  ④調査件数 

回答者数：３年生／125 人 

         ２年生／122 人 

         １年生／102 人 

 

※表内の比率は四捨五入のため、各項目の合計値は一致しない。 
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【調査結果概要】 

 

＜調査対象者に関する質問事項＞ 

 

１．学年 

専修大学の文学部のジャーナリズム学科の在学生に対して、学年について質問したところ、

「３年次」と回答した在学生は、回答者数 349 人の約 35.8％にあたる 125 人、「２年次」と

回答した在学生は、回答者数 349 人の約 35.0％にあたる 122 人、「１年次」と回答した在学

生は、回答者数 349 人の約 29.2％にあたる 102 人となっている。 

 

問１ 学年 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ ３年次 125 35.8 

２ ２年次 122 35.0 

３ １年次 102 29.2 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 349 100.0 
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【調査結果概要】 

 

＜調査対象者に関する質問事項＞ 

 

２．卒業後の進路 

専修大学の文学部のジャーナリズム学科の在学生に対して、卒業後の進路について質問し

たところ、「大学院進学」と回答した３年生は、総回答数 145 人の約 26.2％にあたる 38 人、

２年生は、総回答数 145 人の約 19.3％にあたる 28 人、１年生は、総回答数 126 人の約 31.7％

にあたる 40 人となっている。 

 

問２ 卒業後の進路／３年生（複数選択可） 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 大学院進学 38 26.2 

２ 就職 103 71.0 

３ その他 4 2.8 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 145 100.0 

注）総回答数に対する割合 

 

問２ 卒業後の進路／２年生（複数選択可） 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 大学院進学 28 19.3 

２ 就職 114 78.6 

３ その他 3 2.1 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 145 100.0 

注）総回答数に対する割合 

 

問２ 卒業後の進路／１年生（複数選択可） 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 大学院進学 40 31.7 

２ 就職 85 67.5 

３ その他 1 0.8 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 126 100.0 

注）総回答数に対する割合 
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【調査結果概要】 

 

＜調査対象者に関する質問事項＞ 

 

３．志望する大学院の設置者 

問２で、卒業後の進路を「大学院進学」と回答した専修大学の文学部のジャーナリズム学

科の在学生に対して、志望する大学院の設置者について質問したところ、「私立」と回答し

た３年生は、総回答数 64 人の約 42.2％にあたる 27 人、２年生は、総回答数 35 人の約 74.3％

にあたる 26 人、１年生は総回答数 49 人の約 71.4％にあたる 35 人となっている。 

 

問３ 志望する大学院の設置者／３年生（複数選択可） 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 国立 22 34.4 

２ 公立 15 23.4 

３ 私立 27 42.2 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 64 100.0 

注）総回答数に対する割合 

 

問３ 志望する大学院の設置者／２年生（複数選択可） 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 国立 5 14.3 

２ 公立 4 11.4 

３ 私立 26 74.3 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 35 100.0 

注）総回答数に対する割合 

 

問３ 志望する大学院の設置者／１年生（複数選択可） 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 国立 9 18.4 

２ 公立 5 10.2 

３ 私立 35 71.4 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 49 100.0 

注）総回答数に対する割合 
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【調査結果概要】 

 

＜調査対象者に関する質問事項＞ 

 

４．興味のある学問分野 

専修大学の文学部のジャーナリズム学科の在学生に対して、大学を卒業後、学びたいと考

えている興味のある学問分野について質問したところ、「社会学」と回答した３年生は、総

回答数 82 人の約 28.0％にあたる 23 人、２年生は、総回答数 56 人の約 28.6％にあたる 16

人、１年生は、総回答数 84 人の約 36.9％にあたる 31 人となっている。 

 

問４ 興味のある学問分野／３年生（複数選択可） 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 文学 27 32.9 

２ 史学 5 6.1 

３ 哲学 5 6.1 

４ 法学・政治学関係 3 3.7 

５ 商学・経済学 4 4.9 

６ 社会学 23 28.0 

７ 理学 2 2.4 

８ 工学 0 0.0 

９ 農学 1 1.2 

10 保健 0 0.0 

11 商船 1 1.2 

12 家政 1 1.2 

13 教育 2 2.4 

14 芸術 7 8.5 

15 その他 1 1.2 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 82 100.0 

注）総回答数に対する割合 
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問４ 興味のある学問分野／２年生（複数選択可） 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 文学 21 37.5 

２ 史学 1 1.8 

３ 哲学 4 7.1 

４ 法学・政治学関係 1 1.8 

５ 商学・経済学 1 1.8 

６ 社会学 16 28.6 

７ 理学 0 0.0 

８ 工学 0 0.0 

９ 農学 0 0.0 

10 保健 3 5.4 

11 商船 0 0.0 

12 家政 0 0.0 

13 教育 1 1.8 

14 芸術 3 5.4 

15 その他 5 8.9 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 56 100.0 

注）総回答数に対する割合 

 

問４ 興味のある学問分野／１年生（複数選択可） 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 文学 32 38.1 

２ 史学 4 4.8 

３ 哲学 2 2.4 

４ 法学・政治学関係 1 1.2 

５ 商学・経済学 2 2.4 

６ 社会学 31 36.9 

７ 理学 0 0.0 

８ 工学 1 1.2 

９ 農学 1 1.2 

10 保健 2 2.4 

11 商船 2 2.4 

12 家政 1 1.2 

13 教育 2 2.4 

14 芸術 1 1.2 

15 その他 2 2.4 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 84 100.0 

注）総回答数に対する割合 
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【調査結果概要】 

 

＜ジャーナリズム学専攻修士課程に関する質問事項＞ 

 

５．ジャーナリズム学専攻修士課程の受験希望 

専修大学の文学部のジャーナリズム学科の在学生に対して、専修大学の文学研究科にジ

ャーナリズム学専攻修士課程が開設された場合の受験希望について質問したところ、「第一

志望として受験する」と回答した３年生は、回答者数 38 人の約 55.3％にあたる 21 人、２

年生は、回答者数 28 人の約 39.3％にあたる 11 人、１年生は、回答者数 40 人の約 72.5％に

あたる 29 人となっている。 

 

問５ ジャーナリズム学専攻修士課程の受験希望／３年生 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 第一志望として受験する 21 55.3 

２ 第二志望として受験する 9 23.7 

３ 第三志望以降として受験する 6 15.8 

４ 受験しない 2 5.3 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 38 100.0 

 

問５ ジャーナリズム学専攻修士課程の受験希望／２年生 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 第一志望として受験する 11 39.3 

２ 第二志望として受験する 6 21.4 

３ 第三志望以降として受験する 3 10.7 

４ 受験しない 8 28.6 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 28 100.0 

 

問５ ジャーナリズム学専攻修士課程の受験希望／１年生 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 第一志望として受験する 29 72.5 

２ 第二志望として受験する 7 17.5 

３ 第三志望以降として受験する 4 10.0 

４ 受験しない 0 0.0 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 40 100.0 
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【調査結果概要】 

 

＜ジャーナリズム学専攻修士課程に関する質問事項＞ 

 

６．ジャーナリズム学専攻修士課程への入学希望 

問５で、専修大学の文学研究科にジャーナリズム学専攻修士課程が開設された場合の受

験希望について、「第一志望として受験する」、「第二志望として受験する」、「第三志望以降

として受験する」と回答した専修大学の文学部のジャーナリズム学科の在学生に対して、ジ

ャーナリズム学専攻修士課程を受験して合格した場合の入学希望について質問したところ、

「入学する」と回答した３年生は、回答者数 36 人の約 50.0％にあたる 18 人、２年生は、

回答者数 20 人の約 75.0％にあたる 15 人、１年生は、回答者数 40 人の約 80.0％にあたる

32 人となっている。 

 

問６ ジャーナリズム学専攻修士課程への入学希望／３年生 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 入学する 18 50.0 

２ 志望順位が上位の他の志望先が不合格の場合に入学する 18 50.0 

３ 入学しない 0 0.0 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 36 100.0 

 

問６ ジャーナリズム学専攻修士課程への入学希望／２年生 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 入学する 15 75.0 

２ 志望順位が上位の他の志望先が不合格の場合に入学する 5 25.0 

３ 入学しない 0 0.0 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 20 100.0 

 

問６ ジャーナリズム学専攻修士課程への入学希望／１年生 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 入学する 32 80.0 

２ 志望順位が上位の他の志望先が不合格の場合に入学する 7 17.5 

３ 入学しない 1 2.5 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 40 100.0 
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【調査結果概要】 

 

＜ジャーナリズム学専攻修士課程に関する質問事項＞ 

 

７．ジャーナリズム学専攻修士課程への入学希望 －クロス集計－ 

問２で、卒業後の進路を「大学院進学」と回答し、問３で志望する大学等の設置者を「私

立」と回答した者で、問４で興味のある学問分野を「社会学」と回答し、かつ問５でジャー

ナリズム学専攻修士課程が開設された場合の受験希望について「第一志望として受験する」

と回答した者のうち、問６でジャーナリズム学専攻修士課程に合格した場合「入学する」と

回答した３年生は 8 人、２年生は 8 人、１年生は 23 人となっている。 

このようなジャーナリズム学専攻修士課程の基礎となる専修大学の文学部のジャーナリ

ズム学科の在学生に限定した調査結果においても、専修大学のジャーナリズム学専攻修士

課程への入学希望の高さがうかがえることから、学生確保の見通しがあると考えられる。 

 

【クロス集計】 ジャーナリズム学専攻修士課程への入学希望／３年生 

№ カテゴリ 件数／人 

１ 大学院×私立×社会学×第一志望×入学する 8 

２ 大学院×私立×社会学×第二志望×入学する 2 

３ 大学院×私立×社会学×第三志望以降×入学する 0 

 

【クロス集計】 ジャーナリズム学専攻修士課程への入学希望／２年生 

№ カテゴリ 件数／人 

１ 大学院×私立×社会学×第一志望×入学する 8 

２ 大学院×私立×社会学×第二志望×入学する 1 

３ 大学院×私立×社会学×第三志望以降×入学する 0 

 

【クロス集計】 ジャーナリズム学専攻修士課程への入学希望／１年生 

№ カテゴリ 件数／人 

１ 大学院×私立×社会学×第一志望×入学する 23 

２ 大学院×私立×社会学×第二志望×入学する 3 

３ 大学院×私立×社会学×第三志望以降×入学する 1 

 

 

＊問１ クロス集計する選択肢「卒業後の進路」 

＊問２ クロス集計する選択肢「設置構想中の大学院の設置者」 

＊問３ クロス集計する選択肢「設置構想中の組織に該当する学問分野」 

＊問４ クロス集計する選択肢「受験する志望順位」 

＊問５ クロス集計する選択肢「入学する意向」 
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Ⅱ．人材需要調査（集計結果） 
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Ⅱ．人材需要調査（集計結果） 

 

【調査対象等】 

専修大学では、令和７年４月の開設に向けて、既設の文学研究科にジャーナリズム学専攻

修士課程（仮称）の設置を計画しており、このジャーナリズム学専攻修士課程（仮称）の設

置計画を策定するにあたり、人材需要の見通しを計量的な数値から検証することを目的とし

て、専修大学への求人実績や卒業生の採用実績がある関連企業等を中心とした人材需要等に

関するアンケート調査を実施した。 

 

①調査対象 

専修大学への求人実績や卒業生の採用実績がある関連企業等 

 

②調査方法 

関連企業等への Web による依頼、収集 

 

③調査実施 

令和 6 年 1 月～令和 6 年 2 月 

 

  ④調査件数 

回答件数：165 件 

 

※表内の比率は四捨五入のため、各項目の合計値は一致しない。 
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【調査結果概要】 

 

＜調査対象に関する質問事項＞ 

 

１．所在地 

専修大学への求人実績や卒業生の採用実績がある関連企業等に対して、所在地について質

問したところ、回答件数 165 件の約 57.0％にあたる 94 件が「東京都」と回答しており、次

いで、回答件数 165 件の約 6.7％にあたる 11 件が「神奈川県」と回答している。 

 

問１ 所在地 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 東京都 94 57.0 

２ 神奈川県 11 6.7 

３ その他 60 36.4 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 165 100.0 
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【調査結果概要】 

 

＜人材需要全般に関する質問事項＞ 

 

２．人材の採用見込み 

専修大学への求人実績や卒業生の採用実績がある関連企業等に対して、人材の採用見込み

について質問したところ、回答件数 165 件の約 76.4％にあたる 126 件が「増加すると思う」

と回答している。 

 

問２ 人材の採用見込み 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 増加すると思う 126 76.4 

２ 増加すると思わない 39 23.6 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 165 100.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－12－ 

－学生確保（本文）－58－



【調査結果概要】 

 

＜ジャーナリズム学専攻修士課程に関する質問事項＞ 

 

３．ジャーナリズム学専攻修士課程で養成する人材の必要性 

専修大学への求人実績や卒業生の採用実績がある関連企業等に対して、ジャーナリズム学

専攻修士課程で養成する人材の必要性について質問したところ、回答件数 165件の約 90.3％

にあたる 149 件が「必要性を感じる」と回答している。 

 

問３ ジャーナリズム学専攻修士課程で養成する人材の必要性 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 必要性を感じる 149 90.3 

２ 必要性を感じない 16 9.7 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 165 100.0 
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【調査結果概要】 

 

＜ジャーナリズム学専攻修士課程に関する質問事項＞ 

 

４．ジャーナリズム学専攻修士課程で学んだ修了生の採用 

専修大学への求人実績や卒業生の採用実績がある関連企業等に対して、ジャーナリズム学

専攻修士課程で学んだ修了生の採用について質問したところ、回答件数 165 件の約 88.5％

にあたる 146 件が「採用したいと思う」と回答している。 

 

問４ ジャーナリズム学専攻修士課程で学んだ修了生の採用 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 採用したいと思う 146 88.5 

２ 採用したいと思わない 19 11.5 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 165 100.0 
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【調査結果概要】 

 

＜ジャーナリズム学専攻修士課程に関する質問事項＞ 

 

５．ジャーナリズム学専攻修士課程で学んだ修了生の採用人数 

問４で、ジャーナリズム学専攻修士課程で学んだ修了生の採用について「採用したいと思

う」と回答した関連企業等に対して、ジャーナリズム学専攻修士課程で学んだ修了生の単年

度当りの採用人数の見込みについて質問したところ、回答件数 146 件の約 34.9％にあたる

51 件が「１人」、回答件数 146 件の約 2.7％にあたる 4 件が「２人」、回答件数 146 件の約

4.8％にあたる 7 件が「３人」、回答件数 146 件の約 57.5％にあたる 84 件が「人数は未定」

と回答している。 

 

問５ ジャーナリズム学専攻修士課程で学んだ修了生の採用人数 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ １人 51 34.9 

２ ２人 4 2.7 

３ ３人以上 7 4.8 

４ 人数は未定 84 57.5 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 146 100.0 
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【調査結果概要】 

 

＜ジャーナリズム学専攻修士課程に関する質問事項＞ 

 

６．ジャーナリズム学専攻修士課程で学んだ修了生の採用 －クロス集計－ 

問２で、人材の採用見込みについて「増加すると思う」と回答し、問３で、ジャーナリズ

ム学専攻修士課程で養成する人材の必要性について「必要性を感じる」と回答した関連企業

等で、問４で、ジャーナリズム学専攻修士課程で学んだ卒業生を「採用したいと思う」と回

答した関連企業等のうち、問５で、単年度当りの修了生の採用人数の見込みを「１人」と回

答したのは 38 件、「２人」と回答したのは 3 件、「３人」と回答したのは 5 件、「人数は未

定」と回答したのは 59 件となっている。 

なお、「採用人数３人以上」と回答した採用人数を「３人」とし、「人数は未定」と回答し

た採用人数を「１人」として採用人数を合計すると 118 人となる。 

このような専修大学への求人実績や卒業生の採用実績がある一部の関連企業等に限定し

た調査結果においても、ジャーナリズム学専攻修士課程で学んだ修了生への採用意向の高さ

がうかがえることから、修了後の進路については見通しがあると考えられる。 

 

【クロス集計】 ジャーナリズム学専攻修士課程の修了生の採用人数 

No. カテゴリ 件数／件 人数／人 

１ 増加する×必要性を感じる×採用したい×１人 38 38 

２ 増加する×必要性を感じる×採用したい×２人 3 6 

３ 増加する×必要性を感じる×採用したい×３人 5 15 

４ 増加する×必要性を感じる×採用したい×人数は未定 59 59 

 合計 105 118 

 

 

＊問２ クロス集計する選択肢「人材の採用見込み」 

＊問３ クロス集計する選択肢「養成する人材の必要性」 

＊問４ クロス集計する選択肢「修了生の採用」 

＊問５ クロス集計する選択肢「修了生の採用人数」 
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専修大学大学院 

文学研究科ジャーナリズム学専攻（仮称） 
設置構想に関するアンケート調査【概要】 

在学生の皆様 

2025（令和 7）年度より専修大学大学院文学研究科ジャーナリズム学専攻（修士課程）を設置構想中です  

 専修大学大学院では、ジャーナリズム学に関する高度な専門的知識と研究能力を有して、幅広い視野で社会の課

題を自ら見出し解決できる人材の養成を目的として、既設の文学研究科修士課程に「ジャーナリズム学専攻（仮

称）」の設置を検討しています。 

 このアンケート調査は、本学在学生の皆さんに、大学卒業後の進路等についてお聞きし「ジャーナリズム学専攻

（仮称）」の設置に向けての基礎資料とするものですので、ご協力くださいますようお願いします。 

※回答に際し、以下に記載の概要をご覧いただいた上で、別紙【調査票】の設問順に、該当する番号にマークしてください。 

 なお、以下に記載の概要は、アンケート実施時点における計画内容であり、変更する可能性があります。 

※アンケートの結果は、コンピュータにより処理され、統計情報としてのみ用い、個別の回答内容を公開することはありません。 

専攻の名称等 

【名 称】 文学研究科ジャーナリズム学専攻（修士課程） 

【定 員】 入学定員 5 名：収容定員 10 名 

【授与する学位】 修士（ジャーナリズム学） 

【学位の分 野】 文学関係／社会学・社会福祉学関係 

設置場所：生田キャンパス 

 新宿、渋谷、表参道、下北沢からも好アクセス。都心からわずかな距離ながら、緑豊かな自然に恵まれた生田キャンパス。生田

緑地に隣接する広大なキャンパスには、大小の教室・ゼミ室をはじめ、教育研究施設、スポーツ施設、情報科学センター、図書館

をはじめ、最新の学術・研究施設が充実しています。 

 大学院の授業が主に行われる 2・3号館は、学生が積極的に学ぶアクティブ・ラーニングの中核施設と、大学院の教育・研究環境

が整備されています。とくに 3号館は、院生研究室が完備されるなど、充実した研究環境を誇ります。 

アクセス 

専修大学生田キャンパス 
所在地：神奈川県川崎市多摩区東三田 2-1-1 
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専修大学大学院 

文学研究科ジャーナリズム学専攻（仮称） 
設置構想中 

 ※以下の内容は予定であり、変更する場合があります。 
 

01. 設置の理念 
 

  専修大学では、2019年 4 月に文学部ジャーナリズム学科を設置して以来、ジャーナリズム学に関する教育研究活動を展

開し、情報社会におけるメディアリテラシーの向上と専門的にジャーナリズム学を修めた人材養成に取り組んできました。

他方、ポスト・トゥルースの時代と呼ばれて久しい現代社会では、グローバル化、情報化、少子高齢化などが急速に進展し

ています。「ジャーナリズム」は、氾濫する情報を適切に取捨選択し、社会が直面する課題を客観的な分析力をもって的確

に捉え、正確に伝える諸活動に通じることから、以下の点から社会に貢献する重要な役割を担っています。 

 ① 社会の諸課題を自ら見出し、ひいてはその解決に貢献する 

 ② 産業の発展や文化の振興に貢献する 

 専修大学は「社会知性の開発」を 21世紀ビジョンとして掲げる人文・社会科学系総合大学として、高度な専門性をもっ

て社会の実相を的確に捉えると共に、社会の諸課題の解決に取り組む人材のニーズが高まっていることを捉え、学際的なア

プローチを意識した教育を実践し、社会知性を備えたジャーナリズムのプロフェッショナルを育成する文学研究科ジャーナ

リズム学専攻（修士課程）を 2025年 4月に設置します。 

 

02. 養成する人材像 
 

  文学研究科ジャーナリズム学専攻（修士課程）で「ジャーナリ

ズム学」を修めた卒業生が活躍し得る業界は、マスコミ・報道関

係機関に限らず多岐にわたります。文学研究科ジャーナリズム学

専攻では、以下の各種業界において、高度な専門性をもって活躍

する人材を養成します。 

〇 新聞・放送・出版などのマスコミ・報道関係機関（編集者、

記者職 など） 

〇 IT・エンタテインメント・広告 などのメディア関連産業（ニ

ュース・論評・取材・製作・供給職 など） 

〇 一般企業（オウンドメディアなどの自社発メディア活動を担

う広報、企画、営業職 など） 

〇 文化振興事業団・文化会館・美術館・博物館・図書館・NPO・

各種文化産業 などの文化関連機関（企画、運営職 など） 

〇 スポーツの現場における情報活用の専門家（スポーツジャー

ナリスト、スポーツアナリスト、スポーツ指導者 など） 

 

03. アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針） 
 

  文学研究科ジャーナリズム学専攻（修士課程）では、養成する人材像や教育研究上の目的及び教育課程の編成の考え方を

踏まえて、次の通り、入学者の受入れ方針を設定します。 

 ① ジャーナリズム学分野に関する基礎的な知識と強い興味や関心を有している 

 ② 文学研究科ジャーナリズム学専攻（修士課程）への明確な進学目的と学習意欲を有している 

 ③ 自己の考えを的確に表現でき、他者に対して意図通りに伝えることができる 

 

04. 学生納付金（初年度納付金）※競合する同系統分野の大学の研究科・専攻との比較 
 

 842,000円（入学金 200,000円  授業料 470,000円  その他 172,000円） 

≪参考≫同系統分野の大学・学部・学科の学費（単位：円） 初年度納付金 入学金 授業料 その他 

早稲田大学 政治学研究科 政治学専攻 ジャーナリズムコース(修士課程) 1,092,500 200,000 880,000 125,000 

上智大学 文学研究科 新聞学専攻（博士前期課程） 921,400 200,000 480,000 241,400 

日本大学 新聞学研究科 新聞学専攻（博士前期課程） 940,000 200,000 580,000 160,000 

成城大学 文学研究科 コミュニケーション学専攻（博士課程前期） 785,000 150,000 570,000 65,000 
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専修大学大学院 文学研究科ジャーナリズム学専攻（修士課程）（仮称） 

設置構想に関するアンケート調査【調査票】 

 専修大学大学院では、ジャーナリズム学に関する高度な専門的知識と研究能力を有して、幅広い視野で社会の課題を自ら見出

し解決できる人材の養成を目的として、既設の文学研究科修士課程に「文学研究科ジャーナリズム学専攻（仮称）」の設置を検

討しています。 

 このアンケート調査は、本学在学生の皆さんに、大学卒業後の進路等についてお聞きし「文学研究科ジャーナリズム学専攻（仮

称）」の設置に向けての基礎資料とするものです。アンケートの結果は、コンピュータにより処理され、統計資料としてのみ用

い、個別の回答内容について公開することはありません。 

 本調査票にご回答いただくのに際し、別紙【概要】をご覧いただいた上で、設問順に該当する選択肢

にマーク※してください。 

★本アンケートに既に回答済の方は、ご回答いただけません★ 

 

 

問１ あなたの学年を教えてください。 

     3年次（学籍番号が「**21」から始まる方）   2年次（学籍番号が「**22」から始まる方）   1年次（学籍番号が「**23」から始まる方） 

 

問２ 卒業後の進路 

  【設問】 

    卒業後の進路をどのように考えていますか。（複数選択可） 

  【選択肢】 

     大学院進学   就職   その他（               ） 

 

問３ 進学を希望する場合の大学等の設置者 

  【設問】 

    上記設問のうち，①を選択した方に質問です。 

    志望する大学院の設置者の希望を選択してください。（複数選択可） 

  【選択肢】 

     国立   公立   私立 

 

問４ 興味のある学問分野 

  【設問】 

    大学を卒業後，学びたいと考えている興味のある学問分野を次の中から選択してください。（複数選択可） 

  【選択肢】 

  文学   史学   哲学   法学・政治学   商学・経済学 

  社会学   理学   工学   農学   保健 

  商船   家政   教育   芸術   その他（             ） 

 

問５ 新設組織の受験希望の有無 

  【設問】 

    専修大学大学院文学研究科ジャーナリズム学専攻（修士課程）が開設された場合，受験を希望しますか。次より一つ選択

してください。 

  【選択肢】 

     第一志望として受験する   第二志望として受験する   第三志望以降として受験する   受験しない 

 

問６ 新設組織に合格した場合の入学希望の有無 

  【設問】 

    上記設問で，①～③を選択した方に質問です。 

    専修大学大学院文学研究科文学研究科ジャーナリズム学専攻（修士課程）を受験して合格した場合，入学を希望しますか。

次より一つ選択してください。 

  【選択肢】 

     入学する   志望順位が上位の他の志望先が不合格の場合に入学する   入学しない 

 

＜専修大学に対するご意見・ご要望等をご自由にお書きください（任意）＞ 

 

 

これで、アンケートは終わりです。ご協力ありがとうございました。 
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人材需要調査関係 
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アンケート協力依頼企業等一覧

施設名 施設名 施設名 施設名

（公社）日本記者クラブ アールアイ・ソフトウェア株式会社 エスアイ株式会社 ケー・イー・エルテクニカルサービス株式
会社

ＡＧＣグラスプロダクツ株式会社 アイ・ケイ・ケイホールディングス株式会
社

エヌ・ティ・ティ・システム開発株式会社 ケーアイディー株式会社

ＡＬＳＯＫファシリティーズ株式会社 あいち知多農業協同組合 エヌエス・テック株式会社 ケーブルテレビ株式会社

ＣＢグループマネジメント株式会社 アイリスオーヤマ株式会社 エノテカ株式会社 ケーヨーリゾート開発合同会社（

ＣＴＣエスピー株式会社 アイレット株式会社 エフピコインターパック株式会社 コアグローバルマネジメント株式会社

ＣＴＣシステムマネジメント株式会社 アイング株式会社 エム・シー・アンド・ピー ココネ株式会社

ＤＣＭ株式会社 アクサ損害保険株式会社 エムエスティ保険サービス株式会社 コタ株式会社

ＤＳＰ株式会社 アクロスロード株式会社 エレコン株式会社 コマツカスタマーサポート株式会社

ＥＪＣＯＭＳ株式会社 アサガミ株式会社 エレマテック株式会社 コマニー株式会社

ＧＭＯインターネットグループ株式会社 あさかわシステムズ株式会社 おいらせ農業協同組合 コモタ株式会社

ＨＩＴＯＷＡホールディングス株式会社 朝日新聞社 沖縄タイムス コンドーテック株式会社

ＩＬＬ株式会社 アサヒロジスティクス株式会社 オリエンタルモーター株式会社 コンパスグループ・ジャパン株式会社

ＩＴＸコミュニケーションズ株式会社 アスコープ株式会社 オリックス・ホテルマネジメント株式会社 ザ・テラスホテルズ株式会社

ＩＶＳテレビ制作株式会社 アズビルトレーディング株式会社 オリックス株式会社 サービス＆セキュリティ株式会社

ＪＦＥコムサービス株式会社 アセアン・フィナンシャル・ホールディング
ス株式会社

カーズ株式会社 サイクラーズ株式会社

ＪＦＥミネラル株式会社 アパホテル株式会社 カシオ計算機株式会社 さがみ農業協同組合

Ｊ－ＰＯＷＥＲテレコミュニケーションサー
ビス株式会社

アビリオ債権回収株式会社 カチシステムプロダクツ株式会社 サムライワークス株式会社

JR東日本パーソネルサービス アマノ株式会社 カテル有限会社 サントリーロジスティクス株式会社

Ｋ＆Ｏエナジーグループ株式会社 アラマークユニフォームサービスジャパン
株式会社

カトープレジャーグループ サンワコムシスエンジニアリング株式会
社

ＫｅｅＰｅｒ技研株式会社 アルテンジャパン株式会社 株式会社インプレス サンワテクノス株式会社

ＭＩデジタルサービス株式会社 アルバック販売株式会社 株式会社とうこう・あい シーデーピージャパン株式会社

MRIバリューコンサルティング･アンド･ソ
リューションズ株式会社

イーソーコ株式会社 株式会社文化通信社 シグマトロン株式会社

ＭＳ神奈川静岡株式会社 イーデーエム株式会社 株式会社ボイジャー システムズ・デザイン株式会社

ＮＥＣプラットフォームズ株式会社 イーネット株式会社 河北新報 シダックス株式会社

ＮＯＫ株式会社 イオンディライト株式会社 カミタルク株式会社 シブヤ精機株式会社　浜松本社

NPO法人 高津総合型スポーツクラブ
SELF

イオンビッグ株式会社 カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会
社（海老名市立中央図書館）

シャープマーケティングジャパン株式会
社

ＮＲＩシステムテクノ株式会社 イオンペット株式会社 キーウェアソリューションズ株式会社 ジャパンエレベーターサービスホールディ
ングス株式会社

ＮＲＳ株式会社 いすゞインテック株式会社 キクロン株式会社 ジャパンマテリアル株式会社

ＮＴＴ東日本グループ会社 いすゞ自動車首都圏株式会社 キヤノンシステムアンドサポート株式会
社

ジャペル株式会社

Ｏｒｂｒａｙ株式会社 ウエルシア薬局株式会社 キヤノンセミコンダクターエクィップメント
株式会社

ジャルックス保険サービス

ＳＣＳＫ株式会社 ウチダ商事株式会社 キヤノンプロダクションプリンティングシス
テムズ株式会社

シンフォニアテクノロジー株式会社

Ｓｋｙ株式会社　東京本社 ウッドオフィス株式会社 キヤノン電子テクノロジー株式会社 スズデン株式会社

ＴＩＳソリューションリンク株式会社 エイトレント株式会社 京都新聞 スターツケアサービス株式会社

ＴＩＳ千代田システムズ株式会社 エイム株式会社 キンドリルジャパン株式会社 スターツコーポレーション株式会社

ＴＯＴＯ株式会社 エーアイテクノロジー株式会社 クオリサイトテクノロジーズ株式会社 スタンレー電気株式会社

ＹＫアクロス株式会社 エクスコムグローバル株式会社 クラウドエース株式会社 スマイルモータース株式会社

アークシステム株式会社 エクスプライス株式会社 グラフテック株式会社 セイノースーパーエクスプレス株式会社

アース製薬株式会社 エクナ株式会社 グランバレイ株式会社 セーレン株式会社

アーバン・コーポレーション株式会社 エス・アンド・アイ株式会社 クリナップ株式会社 セキスイハイム中部株式会社

アーバンシステム株式会社 エス・ビー・エス株式会社 グローバルウェーハズ・ジャパン株式会
社

セコム株式会社　テクノ事業本部
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アンケート協力依頼企業等一覧

施設名 施設名 施設名 施設名

セゾン自動車火災保険株式会社 トヨタモビリティパーツ株式会社 ベスト・アニバーサリー りんかい日産建設株式会社

セッツカートン株式会社 トラスコ中山株式会社 ベスト学院株式会社 ルイ・ヴィトンジャパン株式会社

セレサ川崎農業協同組合 トランコム株式会社 ホーコス株式会社 レモンガス株式会社

センコー株式会社 トランスコスモス株式会社 ホームテック株式会社 旭ファイバーグラス株式会社

ぜんち共済株式会社 トリオシステムプランズ株式会社 ポールトゥウィン株式会社 旭化成不動産レジデンス株式会社

セントラル技研株式会社 ナイス株式会社 ホシザキ湘南株式会社 旭酒造株式会社

ソシオークホールディングス株式会社 ナショナルソフトウェア株式会社 北海道建設新聞 旭精機工業株式会社

ソニービズネットワークス株式会社 ナラサキ産業株式会社 北海道新聞 芦森工業株式会社

ソフトウエア情報開発株式会社 ナンガ ポラテック富士株式会社 伊藤ハム株式会社

ソフトコミュニケーションズ株式会社 西日本新聞 毎日新聞社 医療法人社団明芳会　横浜新都市脳神
経外科病院

ソレイユ株式会社 日本経済新聞社 マスプロ電工株式会社 一村産業株式会社

ソレキア株式会社 日本コンテンツ審査センター マッサパワーマネジメント株式会社 一般財団法人休暇村協会

ダイドー株式会社 日本農業新聞 みずほ不動産販売株式会社 一般財団法人建設業振興基金

ダイトロン株式会社 ネクセリア東日本株式会社 ミツイワ株式会社 一般社団法人上尾中央医科グループ協
議会

ダイニック株式会社 ネットワーク渡辺税理士法人 ミドリ安全株式会社 一般社団法人日本ペンクラブ

ダイハツ沼津販売株式会社 ノックスデータ株式会社 ミニストップ株式会社 引地精工株式会社

ダイヤ株式会社 パーソルＡＶＣテクノロジー株式会社 ミネベアソフトウェアソリューションズ株式
会社

遠州トラック株式会社

ダイレックス株式会社 パーソルプロセス＆テクノロジー株式会
社

メディアリンク株式会社 応研株式会社

タカラスタンダード株式会社 パーパス株式会社 モトーレンニイガタ株式会社 応用地質株式会社

ダックス株式会社 ハーベスト株式会社 モリタニ・ダイキン株式会社 横河ソリューションサービス株式会社

中国放送 ハイテクシステム株式会社 ヤオマサ株式会社 横河レンタ・リース株式会社

中日新聞社 ハウスメイトグループ やまう株式会社 横浜ビル建材株式会社

中日新聞東京本社（東京新聞） パシフィックシステム株式会社 ヤマダインフラテクノス株式会社 沖昌エンジニアリング株式会社

ディーピーティー株式会社 パナソニックＥＷネットワークス株式会社 ヤマト運輸株式会社 加賀ＦＥＩ株式会社

ティグレグループ ハフポスト日本版 ヤンマーグローバルＣＳ株式会社 科研製薬株式会社

データプロセス株式会社 ハマゴムエイコム株式会社 ユアサ・フナショク株式会社 貝印株式会社

デジタル・インフォメーション・テクノロジー
株式会社

ばんせい証券株式会社 ユーシーカード株式会社 学校法人埼玉医科大学

デリカフーズ株式会社 ヒューマンスターチャイルド株式会社 ユザワヤ商事株式会社 学校法人専修大学松戸高等学校

テレビ新広島 ファインテック株式会社 ユニアデックス株式会社 学校法人創志学園　クラーク記念国際高
等学校

東海テレビ フィクスコミュニケーションズ株式会社 ユニシステム株式会社 学校法人東京医科大学

東京中日スポーツ フォレックス株式会社 ユニット株式会社 学校法人片柳学園

トーアエイヨー株式会社 フクシマガリレイ株式会社 ヨシモトポール株式会社 株式会社 blueprint

トオカツフーズ株式会社 フコク物産株式会社 読売新聞社 株式会社　読書人

トーテックアメニティ株式会社 フジタ道路株式会社 ライクスタッフィング株式会社　東京本社 株式会社 比留間組

独立行政法人　日本スポーツ振興セン
ター

フジテック株式会社 ランスタッド株式会社 株式会社ＡＤＥＫＡ

ドコモ・サポート株式会社 フジパングループ本社株式会社 リーフラス株式会社 株式会社ＡＨＢ

ドコモ・データコム株式会社 ブリヂストンソフトウェア株式会社 リコージャパン株式会社 株式会社Ａｉｍｉｎｇ

トシン・グループ株式会社 ブリヂストンタイヤサービス東日本株式
会社

りそなグループ 株式会社Ａｓｈ　Ｂｅｅ

トナミシステムソリューションズ株式会社 ブリッジインターナショナル株式会社 リバーエレテック株式会社 株式会社ＢＲＡＩＳＥ

トナミ運輸株式会社 ブルーミング中西株式会社 琉球新報 株式会社ＣＣＮグループ
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アンケート協力依頼企業等一覧

施設名 施設名 施設名 施設名

株式会社ＣＨＩＮＴＡＩ 株式会社ＲＥＲＩＳＥ 株式会社アズパートナーズ 株式会社エディオン

株式会社CLホールディングス 株式会社ＲＫＫＣＳ 株式会社アダチ 株式会社エナリス

株式会社ＣＰＳ 株式会社ＳＡＮＴＡ　ＣＡＬＡ 株式会社アットキャド 株式会社エヌ・エス・ピー

株式会社ＣＳＭソリューション 株式会社ＳＢＳプロモーション 株式会社アドービジネスコンサルタント 株式会社エヌデーデー

株式会社ＣＳＳ技術開発 株式会社ＳＫＢ 株式会社アドバンスト・メディア 株式会社エネット

株式会社Ｄａｙｓ 株式会社ＳＭＳデータテック 株式会社あとらす二十一 株式会社エフ・エム

株式会社ＥＭＤ 株式会社ＳＯＭＥ 株式会社アプティ 株式会社エフテック

株式会社ＥＮＥＯＳフロンティア 株式会社ＴＢＫ 株式会社アマイ 株式会社エム・オー・エム・テクノロジー

株式会社Ｅストアー 株式会社ＴＢＳアクト 株式会社アマダプレスシステム 株式会社エム・オー・シー

株式会社ＦＪネクストホールディングス 株式会社ＴＢＳサンワーク 株式会社アルタイル 株式会社エム・シー・アンド・ピー

株式会社ｆｒｅｅ　ｍｏｖａ 株式会社ＴＢＳスパークル 株式会社アルファ 株式会社エラン

株式会社Ｇｉｎｚａ 株式会社ＴＬＰ 株式会社アレフ 株式会社オーク製作所

株式会社ＨＡＭＡＹＡホールディングス 株式会社ＴＭＣ 株式会社アンビションＤＸホールディング
ス

株式会社オートバックスセブン

株式会社ＩＨＩプラント 株式会社ＴＭＪ 株式会社イーグランド 株式会社オープンアップＩＴエンジニア

株式会社ＩＭＡＧＩＣＡ　Ｌａｂ． 株式会社ＴＲＥＥ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｔｕｄｉｏ 株式会社イービーエム 株式会社オープンアップシステム

株式会社ＩＰＴ 株式会社Ｕホールディングス 株式会社イシダ　東京支社 株式会社オールアウト

株式会社ＩＳＩＤ－ＡＯ 株式会社VenusStyle 株式会社イルカ 株式会社オカムラ

株式会社Ｊ－ＭＡＸ 株式会社ＶＲＡＩＮ　Ｓｏｌｕｔｉｏｎ 株式会社イワキ 株式会社オクタゴン

株式会社ＪＲ東日本サービスクリエーショ
ン

株式会社ＷＩＴＳ 株式会社インターワークス 株式会社オスポック

株式会社ＪＲ東日本ステーションサービ
ス

株式会社ＹＫベーキングカンパニー 株式会社インテージテクノスフィア 株式会社オリジン

株式会社ＪＲ東日本環境アクセス 株式会社ＹＲＫ　ａｎｄ　東京支店 株式会社インフィル 株式会社カーク

株式会社ＪＳＰ 株式会社アースウィンド 株式会社インフォマート 株式会社カシワバラ・コーポレーション

株式会社ＪＴＢ商事 株式会社アーバンホーム 株式会社インボイス 株式会社カスタマトリックス

株式会社Ｊストリーム 株式会社アームズ 株式会社ヴァンドームヤマダ 株式会社カナオカ

株式会社ＫＥＩアドバンス 株式会社アール・エム 株式会社ヴィクトリア 株式会社かわでん

株式会社ＫＳＰ・ＥＡＳＴ 株式会社アールケイエンタープライズ 株式会社ウィル 株式会社カンセキ

株式会社ＫＳオークラ 株式会社アイスコ 株式会社ウェブスター 株式会社カンドー

株式会社ＬａｉｎＺ 株式会社アイデム 株式会社ウチダテクノ 株式会社キーマネジメントソリューション
ズ

株式会社ＬＲ小川会計 株式会社アイビーシステムズ 株式会社エイエイエス 株式会社キャスティングロード

株式会社ＬＵＸＵＲＹ 株式会社アイリックコーポレーション 株式会社エイスリー 株式会社キャピタル・アセット・プランニン
グ

株式会社ＭＯＴＨＥＲＳ 株式会社アイレックス 株式会社エイブル 株式会社キャプティソリューションズ

株式会社ＮａＩＴＯ 株式会社アイレップ 株式会社エービーシー商会 株式会社キャリアシステムズ

株式会社ＮＥＸＴＥＰ 株式会社アウトソーシングテクノロジー 株式会社エクシード 株式会社キャンディーフィルム

株式会社ＮＩＤ・ＭＩ 株式会社アクエスティ 株式会社エコ・プラン 株式会社キユーソー流通システム

株式会社ＮＩＧＩＴＡ 株式会社アクティオ 株式会社エス・グルーヴ 株式会社ぎょうせい

株式会社ＮＪＳ 株式会社アクトワンヤマイチ 株式会社エスケーホーム 株式会社キングジム

株式会社ＮＳ・コンピュータサービス 株式会社あさひ 株式会社エストゥルース 株式会社きんそく　東京営業所

株式会社ＮＴＴデータ・スマートソーシング 株式会社アサヒファシリティズ 株式会社エスペラントシステム 株式会社きんでん

株式会社ＮＴＴデータＣＣＳ 株式会社あじかん 株式会社エスユーエス 株式会社クスリのアオキ

株式会社ＯＫＩプロサーブ 株式会社アズーム 株式会社エスラインギフ 株式会社グッドコムアセット
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アンケート協力依頼企業等一覧

施設名 施設名 施設名 施設名

株式会社クボタ　東京本社 株式会社シバタインテック 株式会社ディーエムエス 株式会社ノルコーポレーション

株式会社グミ 株式会社シミズオクト 株式会社ディスコ 株式会社パーカーコーポレーション

株式会社グラッド 株式会社シャトレーゼ 株式会社ディスペンパックジャパン 株式会社ハイマックス

株式会社クリアックス 株式会社ジャンゴフィルム 株式会社ティラド 株式会社ハウステック

株式会社クリーク・アンド・リバー社 株式会社ジャンボ 株式会社テイルウィンドシステム 株式会社バウハウス丸栄

株式会社クリエイトエス・ディー 株式会社ジンズ 株式会社データサービス 株式会社ハガツサ

株式会社グレープストーン 株式会社シンデン 株式会社テクノア 株式会社パソナフォスター

株式会社クロステック 株式会社スーパーアルプス 株式会社テクノアソシエ 株式会社パルテック

株式会社グロップ 株式会社スーパーナース 株式会社テクノプロ　テクノプロ・ＩＴ社 株式会社パワーハウス　東京本社

株式会社クロップス 株式会社スタイル・フリー 株式会社デザインアーク 株式会社ビー・エム・シー

株式会社ケービデバイス 株式会社スパイスボックス 株式会社テセック 株式会社ピーアンドエム

株式会社ケープロジェクト 株式会社スマートエナジー 株式会社テツゲン 株式会社ビーイング

株式会社ケーユーホールディングス 株式会社スマートテックリクリエ 株式会社テルミック 株式会社ピーシーデポコーポレーション

株式会社コスモ・スペース 株式会社スリーアイ 株式会社テレアースジャパン 株式会社ビーネックスパートナーズ

株式会社コプロシステム 株式会社セサミ 株式会社でんきち 株式会社ビジネス・インフォメーション・テ
クノロジー

株式会社コペル 株式会社セゾンリアルティ 株式会社デンソー 株式会社ビジネスブレイン太田昭和

株式会社コメ兵ホールディングス 株式会社セノン　東北支社 株式会社トーセーシステムズ 株式会社ビジュアルリサーチ

株式会社ゴルフ・ドゥ 株式会社セリア 株式会社トーハン 株式会社ビショップ

株式会社コンピュータムーブ 株式会社セレスポ 株式会社トーモク 株式会社ビジョナリーホールディングス

株式会社サーベイリサーチセンター 株式会社セレマアシスト 株式会社トップエンジニアリング 株式会社ビジョン

株式会社サカイ引越センター 株式会社せんどう 株式会社トヨタレンタリース神奈川 株式会社ヒップ

株式会社さくらケーシーエス 株式会社ゼンリンデータコム 株式会社トラストネットワーク 株式会社ヒューマンメディア

株式会社サニクリーン東京 株式会社ソーゴ 株式会社トランジットジェネラルオフィス 株式会社ヒロエンジニアリング

株式会社サニックス 株式会社ソデック 株式会社ドリームキャリア 株式会社ファブリカ

株式会社サルベージ 株式会社ソフタス 株式会社トンボ 株式会社フィード

株式会社サンリック 株式会社ソフトクリエイトホールディング
ス

株式会社ドンレミー 株式会社フィールズインターナショナル

株式会社シー・アイ・シー 株式会社ダイアナ 株式会社ナガオ 株式会社フーモア

株式会社シー・エフ・ネッツ 株式会社ダイエー 株式会社ナガノ 株式会社ブシロード

株式会社ジーアフター 株式会社ダイナックホールディングス 株式会社ナカノヤ 株式会社ブックエンド

株式会社しいの食品 株式会社タウンハウジング 株式会社ナシオ 株式会社フューチャーインフィニティ

株式会社ジーピーコーポレーション 株式会社たけでん 株式会社ニチイ学館　お茶の水支店 株式会社フューチャーブレーン

株式会社シーボン 株式会社タダノ 株式会社ニチボウ 株式会社プライムネット

株式会社ジェイ・エス・エス 株式会社タチエス 株式会社ニッセイコム 株式会社プライムポリマー

株式会社ジェイエイシーリクルートメント 株式会社タナチョー 株式会社ネオシステム 株式会社フライングガーデン

株式会社シグマ・インターナショナル 株式会社ダブルスタンダード 株式会社ネクシス 株式会社フリースタイルエンターテイメン
ト

株式会社システムクォート 株式会社つうけん 株式会社ネットアドバンス 株式会社ブリングアップ史

株式会社システムステーショングループ 株式会社ツリーベル 株式会社ノア 株式会社フルキャストホールディングス

株式会社システムディ 株式会社ティー・アイ・シー 株式会社ノーリツ 株式会社プレステージ・インターナショナ
ル

株式会社システムリサーチ 株式会社ディー・エヌ・エー 株式会社ノジマ 株式会社フレックス

株式会社システム設計事務所 株式会社ティーエスアールパブリック 株式会社ノダ 株式会社ブロードバンドタワー
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アンケート協力依頼企業等一覧

施設名 施設名 施設名 施設名

株式会社プロトコーポレーション 株式会社リブドゥコーポレーション　四国
本社

株式会社光貴 株式会社竹内製作所

株式会社プロバイドジャパン 株式会社リベロシステム 株式会社高橋書店 株式会社中村屋

株式会社ベジテック 株式会社リライアブル 株式会社高見沢サイバネティックス 株式会社長谷工シニアウェルデザイン

株式会社ベネッセスタイルケア 株式会社リロードエッジ 株式会社合人社グループ 株式会社長谷工ビジネスプロクシー

株式会社ポーラ 株式会社リンクレア 株式会社細川洋行 株式会社長野県Ａ・コープ

株式会社ホスピタリティオペレーションズ 株式会社レンタルのニッケン 株式会社埼玉新聞社 株式会社椿本チエイン

株式会社ホリ 株式会社ロッテリア 株式会社三井不動産ホテルマネジメント 株式会社天野回漕店

株式会社ホロンシステム 株式会社ワークス 株式会社三越伊勢丹ヒューマン・ソリュー
ションズ

株式会社電通クリエーティブＸ

株式会社ホンダロジスティクス 株式会社ワールドコーポレーション 株式会社三共 株式会社渡邊製作所

株式会社マーケットエンタープライズ 株式会社ワールドシステムコンサルタン
ト

株式会社山口シネマ 株式会社東海交通事業

株式会社マイクロウェーブ 株式会社ワールドビジネスプラン 株式会社山崎文栄堂 株式会社東急ストア

株式会社マイクロメイツ 株式会社ワイイーシーソリューションズ 株式会社山星屋 株式会社東京コンサルティングファーム

株式会社マイテック 株式会社ワイエスシー 株式会社山六 株式会社東京めいらく

株式会社まつおか 株式会社ワイズマート 株式会社時事通信社 株式会社東京技研

株式会社マネジメントソリューションズ 株式会社安楽亭 株式会社柴橋商会 株式会社東京書芸協会

株式会社マルゼン 株式会社伊東屋 株式会社守谷商会 株式会社東京商工リサーチ

株式会社ミウラ 株式会社伊藤園 株式会社秀英予備校 株式会社東祥

株式会社ミスズ工業 株式会社一蔵 株式会社叙々苑 株式会社東日本銀行

株式会社ミブコーポレーション 株式会社英語セミナー 株式会社小田急ハウジング 株式会社東北シミズ

株式会社ミマキエンジニアリング 株式会社加藤電器製作所 株式会社松源 株式会社東北新社

株式会社ムービック 株式会社丸運 株式会社松富士食品 株式会社桃谷順天館

株式会社メイテックフィルダーズ 株式会社丸亀製麺 株式会社上毛新聞社 株式会社湯山製作所

株式会社メガネのナガタ 株式会社岐阜新聞社 株式会社神奈川機関紙印刷所 株式会社読売ＩＳ

株式会社メディアネットワーク 株式会社宮崎銀行 株式会社精工 株式会社内田洋行ＩＴソリューションズ

株式会社メディケアー 株式会社京王プレッソイン 株式会社西原商会 株式会社二葉屋　東京本社

株式会社メンバーズ 株式会社京屋 株式会社西松屋チェーン 株式会社日産オートモーティブテクノロ
ジー

株式会社ヤマダデンキ 株式会社京急ストア 株式会社税務研究会 株式会社日新コンピュータシステム

株式会社ユーコー 株式会社京進 株式会社赤門 株式会社日神グループホールディングス

株式会社ユカ 株式会社共同フレイターズ 株式会社雪国まいたけ 株式会社日本エム・ディ・エム

株式会社ユニオンプレート 株式会社共和 株式会社千葉薬品 株式会社日本ケイテム

株式会社ユニバーサルスペース 株式会社共和電業 株式会社川本製作所 株式会社日本デイケアセンター

株式会社ユニバース 株式会社協立商会 株式会社扇港電機 株式会社日本デジタル研究所

株式会社ヨロズ 株式会社協和日成 株式会社泉放送制作 株式会社日本テレメッセージ

株式会社ライム商会 株式会社桐井製作所 株式会社前川製作所 株式会社日本ビジネス開発

株式会社ラコステジャパン 株式会社銀ビルストアー 株式会社前田製作所 株式会社日本ブレーン

株式会社ラックランド 株式会社九電工 株式会社全農ビジネスサポート 株式会社日本電商

株式会社ラデックス 株式会社穴吹ハウジングサービス　東京
本社

株式会社創和測量コンサルタンツ 株式会社日本入試センター

株式会社リエイ 株式会社五味八珍 株式会社早野組 株式会社日立ハイテクネクサス

株式会社リジョイスカンパニー 株式会社交通建設 株式会社大和総研インフォメーションシス
テムズ

株式会社日立ハイテクフィールディング

株式会社リバークレイン 株式会社佼成出版社 株式会社第一印刷所 株式会社日立パワーソリューションズ
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施設名 施設名 施設名 施設名

株式会社博報堂プロダクツ 協栄産業株式会社 山一興産株式会社 城北信用金庫

株式会社不二レーベル 協立電子株式会社 山九株式会社 信濃毎日新聞

株式会社富士巧芸社 興和江守株式会社 山崎産業株式会社　東京本部 新光商事株式会社

株式会社富士防 玉川電器株式会社 山宗株式会社 新光電気工業株式会社

株式会社富士薬品 近畿工業株式会社 山本商会株式会社 新生紙パルプ商事株式会社

株式会社物語コーポレーション 月星商事株式会社 山洋工業株式会社 新日本ウエックス株式会社

株式会社平山 月島環境エンジニアリング株式会社 山梨トヨペット株式会社 新日本システック株式会社

株式会社宝幸 古賀オール株式会社 司法書士法人ふなざき総合事務所 新日本テクトス株式会社

株式会社朋栄 古久根建設株式会社 滋慶学園グループ 森トラスト・ホテルズ＆リゾーツ株式会社

株式会社銘林 古川エヌ・デー・ケー株式会社 自由人権協会 森村商事株式会社

株式会社綿半ホームエイド 公益財団法人 文字・活字文化推進機構 鹿島建物総合管理株式会社 真生印刷株式会社

株式会社木下の介護 公益財団法人献血供給事業団 社会医療法人社団堀ノ内病院 神奈川ダイハツ販売株式会社

株式会社木下工務店 公益財団法人川崎市スポーツ協会 社会福祉法人サンフレンズ 神奈川県信用保証協会

株式会社杢目金屋 向井建設株式会社 社会福祉法人一燈会 厨子王株式会社

株式会社薬王堂 紅忠コイルセンター東北株式会社 社会福祉法人敬愛学園 水戸工業株式会社

株式会社友和 高見株式会社 社会福祉法人湖星会　特別養護老人ﾎｰ
ﾑﾗｽｰﾙ金沢文庫

杉本商事株式会社

株式会社淀川製鋼所 高俊興業株式会社 社会福祉法人狛江福祉会 杉本電機産業株式会社

株式会社立飛ホールディングス 鴻池運輸株式会社 社会福祉法人若竹大寿会 世紀東急工業株式会社

株式会社両毛システムズ 合同会社 文化資源社 社会福祉法人武蔵野会 正栄食品工業株式会社

株式会社鈴木シャッター 合同会社クリエイティブワークス 社会福祉法人昴 西日本土木株式会社

株式会社廣澤精機製作所 国土地図株式会社 社会保険労務士法人西村社会保険労務
士事務所

西尾レントオール株式会社

釜屋電機株式会社 佐鳥電機株式会社 社会保険労務士法人大槻経営労務管理
事務所

西武信用金庫

関東西濃運輸株式会社 佐藤金属株式会社 秋田魁新報社 青山商事株式会社

関包スチール株式会社 佐藤建設工業株式会社 秋本食品株式会社 静銀ビジネスクリエイト株式会社

丸井産業株式会社 佐藤工業株式会社 住商アグロインターナショナル株式会社 税理士法人高柳総合会計事務所

丸運建設株式会社 斎長物産株式会社 住商メタルワン鋼管株式会社 税理士法人総合経営サービス

丸紅エネルギー株式会社 笹徳印刷株式会社 住友商事マシネックス株式会社 石川株式会社

丸紅フォレストリンクス株式会社 三井住友トラスト・パナソニックファイナン
ス株式会社

住友電工情報システム株式会社 積水ハウスリフォーム株式会社

丸紅プロテックス株式会社 三井住友トラスト不動産株式会社 出光エナジーソリューションズ株式会社 積水ハウス不動産東京株式会社

丸紅情報システムズ株式会社 三光ソフランホールディングス株式会社 小岩井乳業株式会社 千住金属工業株式会社

丸千千代田水産株式会社 三谷産業株式会社 小松ウオール工業株式会社 千代田インテグレ株式会社

丸全昭和運輸株式会社 三菱ケミカル物流株式会社 小泉成器株式会社 千葉県国民健康保険団体連合会

丸文株式会社 三菱自動車工業株式会社 小池酸素工業株式会社 千葉信用金庫

亀井工業ホールディングス株式会社 三菱製紙株式会社 小林クリエイト株式会社 船井総研ロジ株式会社

吉本興業ホールディングス株式会社 三菱電機インフォメーションネットワーク
株式会社

昭和アステック株式会社 前田道路株式会社

京セラドキュメントソリューションズジャパ
ン株式会社

三菱電機ロジスティクス株式会社 昭和フロント株式会社 前澤工業株式会社

京王建設株式会社 三洋工業株式会社 昭和リース株式会社 全国酪農業協同組合連合会

京浜内外フォワーディング株式会社 三輪精機株式会社 沼尻産業株式会社 双日食料株式会社

共栄火災海上保険株式会社　東北支店 三和コンピュータ株式会社 沼田建設株式会社 相鉄企業株式会社

共同印刷株式会社 三和罐詰株式会社 湘南信用金庫 綜合警備保障株式会社

－　6　－
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アンケート協力依頼企業等一覧

施設名 施設名 施設名 施設名

損保ジャパンパートナーズ株式会社 東急ビルメンテナンス株式会社 日塗株式会社 富士フイルムサービスリンク株式会社

村上木材株式会社 東急ライフィア株式会社 日本クッカリー株式会社 富士部品工業株式会社

太成倉庫株式会社 東京エムケイ株式会社 日本コンピューターサイエンス株式会社 冨士機材株式会社

太平ビルサービス株式会社 東京ガス横浜中央エネルギー株式会社 日本ゼネラルフード株式会社 武ダホールディングス株式会社

太平電気株式会社 東京サラヤ株式会社 日本ソフテック株式会社 福島民友新聞株式会社

太陽パーツ株式会社 東京製綱株式会社 日本ダスト株式会社 文化シヤッター株式会社

太陽建機レンタル株式会社 東京美装興業株式会社 日本デイリーネット株式会社 弁護士法人ＡｄＩｒｅ法律事務所

太陽工業株式会社 東興ジオテック株式会社 日本データスキル株式会社 北越コーポレーション株式会社

太陽誘電ケミカルテクノロジー株式会社 東山産業株式会社 日本ニューホランド株式会社 北関東綜合警備保障株式会社

大興電子通信株式会社 東芝プラントシステム株式会社 日本ノーベル株式会社 北日本物産株式会社

大山日ノ丸証券株式会社 東芝産業機器システム株式会社 日本ハイコム株式会社 北陸通信ネットワーク株式会社

大東ガス株式会社 東都自動車株式会社 日本ピュアフード株式会社 牧村株式会社

大陽日酸システムソリューション株式会
社

東日本ＮＳソリューションズ株式会社 日本ファシリオ株式会社 毎日興業株式会社

大和ハウスリアルティマネジメント株式会
社

東邦シートフレーム株式会社 日本ポリプロ株式会社 名工建設株式会社

大和製罐株式会社 東邦チタニウム株式会社 日本メディアシステム株式会社 名鉄ワールドトランスポート株式会社

大和紡績株式会社 東邦ホールディングス株式会社 日本レストランシステム株式会社 名鉄協商株式会社

第一貨物株式会社 東邦化学工業株式会社 日本瓦斯運輸整備株式会社 明治安田生命保険相互会社

第一生命保険株式会社 東邦情報システム株式会社 日本管財株式会社 明和地所コミュニティ株式会社

第一生命保険株式会社　ライフプロフェッ
ショナル職

東北発電工業株式会社 日本空港サービス株式会社 野村マイクロ・サイエンス株式会社

第一生命保険株式会社　仙台総合支社
仙台ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ営業室

東洋テクノ株式会社 日本酒類販売株式会社 野村不動産ソリューションズ株式会社

第一総合警備保障株式会社 東洋メビウス株式会社 日本出版販売株式会社 有限会社もしもし

第一電材株式会社 東洋ワーク株式会社 日本情報産業株式会社 有限会社宮川商店

辰星技研株式会社 東洋製罐グループホールディングス株式
会社

日本生命保険相互会社 由利ロール機械株式会社

地方共同法人日本下水道事業団 東和電気株式会社 日本製紙クレシア株式会社 郵船コーディアルサービス株式会社

地方独立行政法人静岡県立病院機構 藤川伝導機株式会社 日本製紙株式会社 理科研株式会社

地方独立行政法人東京都立病院機構 独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支
援機構

日本赤十字社　福井赤十字病院 流通産業協同組合

池田煖房工業株式会社　本店 栃木県信用保証協会 日本調剤株式会社 鈴江コーポレーション株式会社

中央システム株式会社 楠原輸送株式会社 日本抵抗器販売株式会社 凰商事株式会社

中央化学株式会社 日亜化学工業株式会社 日本電技株式会社 櫻井工業株式会社

中央倉庫ワークス株式会社 日外アソシエーツ株式会社 日本電波株式会社 澁谷工業株式会社

中山福株式会社 日興通信株式会社 日本文化出版株式会社 澤藤電機株式会社

朝日信用金庫 日産プラザソル株式会社 日立グローバルライフソリューションズ株
式会社

萬世電機株式会社

塚本總業株式会社 日産工機株式会社 日立建機株式会社 昱機電株式会社

帝国通信工業株式会社 日産証券株式会社 農林中央金庫　千葉支店 （以上1,113件）

田村駒株式会社　東京本社 日新工業株式会社 白石食品工業株式会社

杜の都信用金庫 日進精機株式会社 白銅株式会社

渡辺パイプ株式会社 日清ヨーク株式会社 八千代エンジニヤリング株式会社

都市環境整美株式会社 日清丸紅飼料株式会社 飯能信用金庫

土地家屋調査士法人共立パートナーズ 日曹商事株式会社 富士スバル株式会社

東映株式会社 日通ＮＥＣロジスティクス株式会社 富士フイルムＢＩ山形株式会社

－　7　－
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職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 1人 3人 人 人 人 4人

修 士 人 人 人 2人 人 1人 人 3人

学 士 人 人 人 人 人 1人 人 1人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 1人 人 人 人 人 人 1人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 1人 3人 人 人 人 4人

修 士 人 1人 人 2人 人 1人 人 4人

学 士 人 人 人 人 人 1人 人 1人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度における状況を記載すること。

４　「基幹教員の年齢構成・学位保有状況」欄の「基幹教員」は，大学院の研究科又は研究科の専攻の場合，「専任教員」と読み替えること。

准 教 授

別記様式第３号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基幹教員の年齢構成・学位保有状況

教 授

講 師

助 教

合 計

（注）

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，基幹教員についてのみ作成すること。

５　専門職大学院若しくは専門職大学の前期課程を修了した者又は専門職大学又は専門職短期大学を卒業した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を

　記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。
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